
沖縄工業高等専門学校 メディア情報工学科 開講年度 令和05年度 (2023年度)
学科到達目標
＜本科教育目標＞
(1) 技術者に必要な基礎知識を備え、実践力のある人材を育成する
(2) 創造性を備え、自らの考え方を表現できる人材を育成する
(3) 専門的基礎知識を理解し、自ら学ぶことのできる人材を育成する
(4) 広い視野と倫理観を備えた人材を育成する

＜各学科の人材育成上の目的及び教育目標＞
・人材育成上の目的
数学や自然科学の基礎知識とメディア情報工学の専門的知識をもとにして、産業界の発展に寄与し、社会に貢献できる実践的・創造的技術者を
育成する。

・教育目標
1．自然・人文科学の基礎知識をもとに倫理的思考のできる能力
2．コンピュータのハードウェア、ソフトウェアの基礎技術を理解し、ネットワーク分野、コンテンツ分野に適用できる能力
3．モバイル通信、ネットワークとセキュリティの基礎技術を理解し、応用するための基本的な能力
4．種々の情報を加工、表現する技術の基礎を理解し、表現できる能力

【実務経験のある教員による授業科目一覧】

学科 開講年次
共通・学

科
専門・一

般
科目名 単位数 実務経験のある教員名

メディア情報工学科 本4年 共通 専門 インターンシップ 3 企業担当者

メディア情報工学科 本5年 共通 一般 技術者倫理 2
山城 光、高良 秀彦、玉城 龍洋、田中

博、青木久美
メディア情報工学科 本5年 共通 一般 特許法・法学 2 大久保 秀人

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
1年 2年 3年 4年 5年
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担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修 国語Ⅰ 1001 履修単

位 2 2 2 片山 鮎
子

一
般

必
修 基礎数学Ⅰ 1004 履修単

位 4 4 4 吉居 啓
輔

一
般

必
修 基礎数学Ⅱ 1005 履修単

位 4 4 4 小池 寿
俊

一
般

必
修 化学 1007 履修単

位 2 2 2 濱田 泰
輔

一
般

必
修 スポーツ実技Ⅰ 1008 履修単

位 2 2 2
和多野
大,末
吉 つね
み

一
般

必
修

English
Comprehension I 1017 履修単

位 2 2 2
崎原 正
志,山
内 祥之

一
般

必
修

English
Communication I 1018 履修単

位 1 2

カーマ
ンマコ
ア クイ
オカラ
ニ

一
般

必
修 English Skills I 1019 履修単

位 2 2 2 星野 恵
里子

一
般

必
修 物理Ⅰ 1020 履修単

位 2 2 2 藤本 教
寛

一
般

必
修 現代社会 1024 履修単

位 1 2 島袋 ゆ
い

専
門

必
修 情報技術の基礎 1015 履修単

位 3 3 3

眞喜志
治,神
里 志穂
子,山
田 親稔
,金城
篤史
,亀濱
博紀



専
門

必
修 沖縄高専セミナー 1016 履修単

位 2 4

金城 篤
史,仲
間 祐貴
,田邊
俊朗

専
門

必
修 プログラミングI 1301 履修単

位 3 3 3 玉城 龍
洋

専
門

必
修 メディアコンテンツ基礎 1302 履修単

位 3 3 3
當間 栄
作,仲
間 祐貴

専
門

選
択 創造研究 1303 履修単

位 1 1 1

伊波 靖
,玉城
龍洋
,タン
スリヤ
ボン ス
リヨン
,與那
嶺 尚弘
,金城
篤史
,佐藤
尚,仲
間 祐貴
,當間
栄作
,比嘉
聖

専
門

必
修

メディア情報工学セミナ
ー 1304 履修単

位 1 2 金城 篤
史

専
門

必
修 都市と観光 1601 履修単

位 1 1 1
沖田 紀
子,田
邊 俊朗

一
般

必
修 微積分I 2006 履修単

位 4 4 4 山本 寛

一
般

必
修 線形代数 2007 履修単

位 2 2 2 成田 誠

一
般

必
修 歴史学概論 2017 履修単

位 2 2 2 下郡 剛

一
般

必
修 国語II 2019 履修単

位 2 2 2 澤井 万
七美

一
般

必
修

English
Comprehension II 2020 履修単

位 2 2 2 青木 久
美

一
般

必
修

English
Communication II 2021 履修単

位 1 2

カーマ
ンマコ
ア クイ
オカラ
ニ

一
般

必
修 English Skills II 2022 履修単

位 2 2 2 吉井 り
さ

一
般

必
修 物理II 2023 履修単

位 2 2 2 藤本 教
寛

一
般

必
修 生物と環境 2024 履修単

位 2 2 2
池松 真
也,萩
野 航

一
般

必
修 スポーツ実技II 2025 履修単

位 2 2 2 島尻 真
理子

専
門

必
修 創造演習 2301 履修単

位 2 2 2 佐藤 尚

専
門

必
修 メディア情報工学実験I 2302 履修単

位 4 4 4
タンス
リヤボ
ン スリ
ヨン

専
門

必
修 プログラミングII 2303 履修単

位 4 4 4 玉城 龍
洋

専
門

必
修 ディジタル回路 2305 履修単

位 2 2 2 與那嶺
尚弘

専
門

選
択 創造研究 2306 履修単

位 1 1 1

伊波 靖
,玉城
龍洋
,タン
スリヤ
ボン ス
リヨン
,與那
嶺 尚弘
,金城
篤史
,佐藤
尚,仲
間 祐貴
,當間
栄作
,比嘉
聖



専
門

選
択 航空基礎I 70040

357
履修単
位 2 2 2 谷藤 正

一

一
般

必
修 国語III 3002 履修単

位 2 2 2
澤井 万
七美
,片山
鮎子

一
般

必
修 微積分II 3007 履修単

位 4 4 4
眞喜志
治,神
里 志穂
子

一
般

必
修 健康科学 3010 履修単

位 1 2 島尻 真
理子

一
般

必
修 地理学概論 3016 履修単

位 2 2 2 木村 和
雄

一
般

必
修

English
Comprehension III 3020 履修単

位 2 2 2 青木 久
美

一
般

必
修 English Skills III 3021 履修単

位 2 2 2 山内 祥
之

一
般

必
修 スポーツ実技III 3022 履修単

位 1 2 和多野
大

一
般

選
択 日本語I 3023 履修単

位 2 2 2 小番 あ
ゆみ

一
般

選
択 日本事情I 3024 履修単

位 2 2 2 小番 あ
ゆみ

専
門

必
修 離散数学 3303 履修単

位 2 2 2 比嘉 聖

専
門

必
修

コンピュータアーキテク
チャ 3304 履修単

位 2 2 2 佐藤 尚

専
門

必
修 メディア情報工学実験II 3306 履修単

位 2 2 2 當間 栄
作

専
門

必
修

メディア情報工学実験
III 3307 履修単

位 2 2 2 比嘉 聖

専
門

必
修

コンピュータネットワー
クI 3309 履修単

位 2 2 2 伊波 靖

専
門

選
択 創造研究 3312 履修単

位 1 1 1

伊波 靖
,玉城
龍洋
,タン
スリヤ
ボン ス
リヨン
,與那
嶺 尚弘
,金城
篤史
,佐藤
尚,仲
間 祐貴
,當間
栄作
,比嘉
聖

専
門

必
修

アルゴリズムとデータ構
造 3313 履修単

位 2 2 2 玉城 龍
洋

専
門

必
修 通信工学 3314 履修単

位 2 2 2 仲間 祐
貴

専
門

必
修 プログラミングIII 3315 履修単

位 2 2 2 金城 篤
史

専
門

必
修 応用物理 3316 履修単

位 2 2 2 高橋 大
介

一
般

必
修 確率・統計 4007 学修単

位 2 2 陳 春航

一
般

選
択 英語演習 4014 学修単

位 2 2 山内 祥
之

一
般

選
択 生命科学 4016 学修単

位 2 2 三宮 一
宰

一
般

必
修 地域文化論 4019 学修単

位 2 2 下郡 剛

一
般

必
修 文学概論 4021 学修単

位 2 2 片山 鮎
子

一
般

必
修 科学技術文章 4022 学修単

位 2 2 澤井 万
七美

一
般

必
修

English
Comprehension IV 4023 学修単

位 2 2 吉井 り
さ

一
般

必
修 English Skills IV 4024 学修単

位 2 2

カーマ
ンマコ
ア クイ
オカラ
ニ

一
般

必
修 地球科学概論 4026 学修単

位 2 2 木村 和
雄



一
般

選
択 日本語II 4027 学修単

位 2 2 小番 あ
ゆみ

一
般

選
択 日本事情II 4028 学修単

位 2 2 小番 あ
ゆみ

一
般

選
択 スポーツ実技IV 4029 履修単

位 2 2 2
和多野
大,末
吉 つね
み

一
般

選
択 特許法・法学 4030 学修単

位 2 2 大久保
秀人

専
門

必
修 インターンシップ 4301 履修単

位 3 3 3
金城 篤
史,仲
間 祐貴

専
門

必
修 応用数学 4302 学修単

位 2 1 1 比嘉 聖

専
門

必
修

コンピュータグラフィッ
クスI 4304 学修単

位 4 2 2 當間 栄
作

専
門

必
修

メディア情報工学実験
IV 4308 履修単

位 2 2 2 金城 篤
史

専
門

選
択 創造研究 4313 履修単

位 1 1 1

伊波 靖
,玉城
龍洋
,タン
スリヤ
ボン ス
リヨン
,與那
嶺 尚弘
,金城
篤史
,佐藤
尚,仲
間 祐貴
,當間
栄作
,比嘉
聖

専
門

選
択 ディジタルシステム設計 4315 学修単

位 2 1 1 與那嶺
尚弘

専
門

必
修 産業創造セミナー 4318 履修単

位 2 4 金城 篤
史

専
門

必
修 情報理論 4319 学修単

位 2 2
タンス
リヤボ
ン スリ
ヨン

専
門

必
修 オブジェクト指向言語 4320 学修単

位 2 2 伊波 靖

専
門

必
修 OSとコンパイラI 4321 学修単

位 2 1 1 伊波 靖

専
門

必
修

コンピュータネットワー
クII 4323 学修単

位 2 2 仲間 祐
貴

専
門

選
択 整備基礎I 7001 履修単

位 2 2 2 大貫 龍
哉

一
般

必
修 技術者倫理 5005 学修単

位 2 2

山城 光
,高良
秀彦
,玉城
龍洋
,田中
博,青
木 久美

一
般

必
修 English Skills V 5014 学修単

位 2 2
ジョー
ンズ テ
ィモシ
ー

一
般

必
修 科学技術英語 5017 学修単

位 2 2

伊波 靖
,玉城
龍洋
,タン
スリヤ
ボン ス
リヨン
,與那
嶺 尚弘
,金城
篤史
,佐藤
尚,仲
間 祐貴
,當間
栄作
,比嘉
聖

専
門

必
修

コンピュータグラフィッ
クスIII 0097 学修単

位 2 2 當間 栄
作



専
門

必
修 OSとコンパイラII 0100 学修単

位 2 2 金城 篤
史

専
門

必
修 データベース 0101 学修単

位 2 集中講義
タンス
リヤボ
ン スリ
ヨン

専
門

必
修

コンピュータグラフィッ
クスII 5301 学修単

位 2 2 當間 栄
作

専
門

選
択 信号処理とメディア通信 5304 学修単

位 2 集中講義
タンス
リヤボ
ン スリ
ヨン

専
門

選
択 メディアコンテンツ応用 5306 学修単

位 2 2 當間 栄
作

専
門

選
択 創造研究 5313 履修単

位 1 1 1

伊波 靖
,玉城
龍洋
,タン
スリヤ
ボン ス
リヨン
,與那
嶺 尚弘
,金城
篤史
,佐藤
尚,仲
間 祐貴
,當間
栄作
,比嘉
聖

専
門

選
択 組み込みソフトウェア 5316 学修単

位 2 2 與那嶺
尚弘

専
門

必
修 卒業研究 5317 履修単

位 8 8 8

伊波 靖
,玉城
龍洋
,タン
スリヤ
ボン ス
リヨン
,與那
嶺 尚弘
,金城
篤史
,佐藤
尚,仲
間 祐貴
,當間
栄作
,比嘉
聖

専
門

必
修 情報セキュリティI 5321 学修単

位 2 2 伊波 靖

専
門

必
修 情報セキュリティII 5322 学修単

位 4 4 伊波 靖

専
門

選
択 整備基礎II 7002 履修単

位 2 2 2 大貫 龍
哉

専
門

選
択 航空実習 7003 履修単

位 3 3 3
大貫 龍
哉,谷
藤 正一



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 国語Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 1001 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 『新編言語文化』東京書籍、『現代の国語』東京書籍、教員作成資料(パワーポイント、プリントなど）
担当教員 片山 鮎子
到達目標
1)文章を正確に理解し、自己の考えを的確な手法で表現する方法を身につける。
2)古文や漢文の表現を味わい、基礎的な知識を身につける。
3)「漢検」3級程度の漢字能力を身につける。
【Ⅲ-A:1-1】論理的な文章を読み、論理の構成や展開の把握にもとづいて論旨を客観的に理解し、要約し、意見を表すことができる。また、論
理的な文章の代表的構成法を理解できる。【Ⅲ-A:1-2】代表的な文学作品を読み、人物・情景・心情の描写ならびに描写意図などを理解して味
わうとともに、その効果について説明できる。【Ⅲ-A:1-4】文学作品について、鑑賞の方法を理解できる。また、代表的な文学作品について、
日本文学史における位置を理解し、作品の意義について意見を述べることができる。【Ⅲ-A:1-7】現代日本語の運用、語句の意味、常用漢字、
熟語の構成、ことわざ、慣用句、同音同訓異義語、単位呼称、対義語と類義語等の基礎的知識についての理解を深め、その特徴を把握できる。
また、それらの知識を適切に活用して表現できる。【Ⅲ-A:2-2】古文・漢文について、音読・朗読もしくは暗唱することにより、特有のリズム
や韻などを味わうことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベル(優) 標準的な到達レベル(良) 最低限必要な到達レベル(可)

文章を正確に理
解し、自己の考え
を的確な手法で
表現する方法を
身につける。

文章作成や意見発表などの事柄に
ついて、これまでに得てきた知識
や新たに得た情報を整理し、周囲
の人間と協力しながら、自己の考
えを的確に表現することができる
。

文章作成や意見発表などの事柄に
ついて、これまでに得てきた知識
や新たに得た情報を整理し、周囲
の人間と協力しながら、自己の考
えを概ね表現することができる。

文章作成や意見発表の事柄につい
て、これまでに得てきた知識や新
たに得た情報を用い、周囲の人間
と協力しながら、自己の考えを表
現することができる。

古文や漢文の基
礎的な知識を身
につける。

古文漢文の基礎的
な知識に加え、発展
的内容についても理
解している。

古文漢文の基礎的
な知識について概ね
理解している。

各古文漢文の基礎的
な知識について理解
している。

漢検3級程度の
漢字能力を身に
つける。

漢検3級～2級レベル
の漢字の読み書きを
難なく行ない、日常
的に用いることができ
る。

漢検3級レベルの漢
字の読み書きを難な
く行ない、日常的に
用いることができる。

漢検3級レベルの漢
字の読み書きが概ね
可能である。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
１　作文を行なうことを通して、自己の考えを指定された様式で適切に表現する方法を学ぶ。
２　古典作品に触れることを通して、古典を理解するために必要な基礎的知識を身につける。
３　基礎的な漢字の読み書き能力を養う。

授業の進め方・方法
１　作文
２　作品読解
３　漢字テスト

注意点 評価は定期試験を50％、小テストやレポートなどの提出物を50％とする。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス／国語を学ぶことの意義について／盗作・
剽窃について

授業の概要説明／国語を学ぶことの意義を考える／提
出物や試験に際して提出する課題について、引用と参
照の方法を学ぶ。

2週 評論文の基礎(1) 作品中の語句の読みや意味について理解する。作品の
構成と第1段落を理解する。【Ⅲ-A:1-1】

3週 評論文の基礎(2) 第1段落の確認を行い、第2段落を理解する。【同上】

4週 評論文の基礎(3) 第3段落を理解する。作品の主張を理解する。作品の表
現について考える。【同上】評論文についての課題

5週 意見文の書き方を学ぶ
新聞のコラム欄などをつかって意見文の構成について
学ぶ。
【Ⅲ-A:3-1】【Ⅲ-A:1-1】意見文についての課題

6週 小説の基礎(1)
語句の読みと意味を理解する。初発の感想を書き出し
、作品の読みのポイントについて気付く。
【Ⅲ-A:1-4】【Ⅲ-A:1-2】

7週 小説の基礎(2)
作品の構成と時代、場所・人物設定などを的確に把握
する。登場人物の心理やその変化を的確に理解する。
【同上】

8週 小説の基礎(3)
作品の主題について考え、まとめる。表現について理
解し、味わう。作者と作者の他の作品について理解す
る。【同上】小説についての課題

2ndQ

9週 古文入門(1)
古文の説話を学ぶことによって古文に親しむ。古文の
基礎的知識を学ぶ。文法用語を理解する。【Ⅲ-A:2-
2】

10週 古文入門(2) 古文の動詞の活用を学ぶ。古文小テスト➀。【同上】

11週 古文入門(3) 古文の動詞の活用を学ぶ。古文小テスト➁。古文の形
容詞について学ぶ。【同上】



12週 古文入門(4) 古文の形容詞、形容動詞について学ぶ。古文小テスト
➂【同上】

13週 古文入門(5) 古文の助動詞について学ぶ。古文小テスト④【同上】

14週 古文入門(6) 係り結び、仮定条件、確定条件について学ぶ。古文小
テスト⑤【同上】

15週 まとめ・総復習 前期期間中の学習内容について復習する。
16週 期末試験

後期

3rdQ

1週 小説読解(1)
語句の意味や読みを理解し、構成や人物設定などを的
確に把握する。
【Ⅲ-A:1-2】

2週 小説読解(2)
登場人物の心理やその変化を的確に理解する。主題を
考え、小説を読む楽しさと表現の特徴と工夫を理解す
る。【同上】小説についての課題

3週 随筆読解(1)
語句の読みと意味、作品の構成を理解する。初発の感
想を話し合う。
【Ⅲ-A:1-4】

4週 随筆読解(2) 作品の内容、表現を理解し、筆者の認識と心情の変化
を読み取る。【同上】随筆についての課題

5週 評論読解(1) 作品中の語句の読みや意味について理解する。作品の
構成と第1段落を理解する。【Ⅲ-A:1-1】

6週 評論読解(2) 第3段落を理解する。作品の主張を理解する。作品の表
現について考える。【同上】

7週 評論読解(3) 第3段落を理解する。作品の主張を理解する。作品の表
現について考える。【同上】評論文についての課題

8週 意見文の書き方 作品について、自らの意見を交えながら感想文を書く
。【Ⅲ-A:3-1】感想文についての課題

4thQ

9週 漢文入門(1)
訓点について学ぶ。漢文の文法事項を理解し問題を解
くことができる。
【Ⅲ-A:2-1】

10週 漢文入門(2) 「思想」について学ぶ。【同上】漢文小テスト①

11週 漢文入門(3) 置き字や再読文字について学ぶ。【同上】漢文小テス
ト②

12週 漢文入門(4) 「故事」について学ぶ。【同上】漢文小テスト③
13週 漢文入門(5) 「史伝」について学ぶ。【同上】漢文小テスト④
14週 漢文入門(6) 「史伝」について学ぶ。【同上】漢文小テスト⑤

15週 まとめ・総復習 後期期間中の学習内容について復習する。まとめプリ
ント

16週 期末試験
評価割合

定期試験 小テスト レポート その他 合計
総合評価割合 50 20 30 0 100
基礎的理解 25 15 10 0 50
応用力（実践・専門・
融合） 25 5 10 0 40

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 10 0 10

主体的・継続的学修意
欲 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 基礎数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 1004 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 4

教科書/教材 「新編 高専の数学１(第２版・新装版)」、「新編 高専の数学１ 問題集(第２版)」、 「新編 高専の数学２(第２版)」、
「新編 高専の数学２ 問題集(第２版)」(森北出版)

担当教員 吉居 啓輔
到達目標
自然科学や工学の基本的な問題を解決するために必要となる、数と式、2次の関数・方程式・不等式、命題・等式・関数、個数の処理、数列の知
識、計算技術を修得させる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安(可
)

数と式の基本的な性質を理解し、
これらの計算ができるようになる
。

数と式の基本的な性質を理解し、
性質や公式を適切に組み合わせて
、これらの計算ができる。

数と式の基本的な性質を理解し、
性質や公式を利用して、標準的な
計算ができる。

数と式の基本的な性質を理解し、
性質や公式を利用して、簡単な計
算ができる。

2次の関数・方程 式・不等式につ
い て、基本的な性質 を理解し、方
程式 や不等式が解け るようになる
。

2次方程式・不等式を解くことがで
きる。2次関数のグラフの基本的な
性質や、方程式や不等式の解との
関係を理解し、さまざまな問題に
応用することができる。

標準的な2次方程式・不等式を解く
ことができる。2次関数のグラフの
基本的な性質や、方程式や不等式
の解との関係を理解している。

2次関数について、グラフの基本的
な性質を理解している。簡単な2次
方程式・不等式を解くことができ
る。

集合と命題に関 する基本的な概 念
や性質を理解 し、数学的な記述 に
利用できるよう になる。

集合と命題に関する概念や性質を
理解し、さまざまな場面での数学
的な記述に利用できる。

集合と命題に関する基本的な概念
や性質を理解し、標準的な数学的
な記述に利用できる。

集合と命題に関する基本的な概念
や性質を理解している。

等式と不等式に ついて、基本的な
性質を理解し、高 次の方程式・不
等 式を解けるように なる。等式や
不等 式を証明できるよ うになる。

さまざまな高次の方程式・不等式
を解くことができる。等式や不等
式を証明できる。

標準的な高次の方程式・不等式を
解くことができる。標準的な等式
や不等式を証明できる。

簡単な高次の方程式・不等式を解
くことができる。基本的な等式や
不等式を証明できる。

べき・分数・無理 関数を中心に関
数とグラフに関す る基本的な概念
や性質、概形を理 解する。

関数の移動の公式を利用し、べき
・分数・無理関数のグラフの概形
が描け、方程式の解法に利用でき
る。

関数の移動の公式を利用し、標準
的なべき・分数・無理関数のグラ
フの概形が描ける。

関数の移動の公式を利用し、簡単
なべき・分数・無理関数のグラフ
の概形が描ける。

場合の数の性質 を理解し、順列や
組合せを利用し て、基本的な場合
の数を求めること ができるように
な る。

順列の総数Pと組合せの総数Cを有
効に利用して、さまざまな場合の
数を求めることができる。

順列の総数Pと組合せの総数Cを用
いて、標準的な場合の数を求める
ことができる。

順列の総数Pと組合せの総数Cを用
いて、簡単な場合の数を求めるこ
とができる。

数列の性質を理 解し、数列の一般
項や和を求めるこ とができるよう
に なる。

数列の性質を理解し、さまざまな
数列の一般項と和を求めることが
できる。

数列の性質を理解し、標準的な数
列の一般項と和を求めることがで
きる。

数列の性質を理解し、基本的な数
列の一般項と和を求めることがで
きる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 自然科学や工学を学ぶ上で基礎となる、数と式、2次の関数・方程式・不等式、命題・等式・関数、個数の処理、数列の

基礎などの事項について講義を行う。

授業の進め方・方法 授業内容を説明の後、問題演習を行う。
計算の習熟度や基礎的事項の定着を確認するため、頻繁に授業時間内の小テストを実施する。

注意点
授業内の問題演習には積極的に取り組むこと。
成績評価における割合が高いので、小テストは十分に準備して取り組むこと。
しっかりと授業ノートをとること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 実数、素因数分解と分数の計算 実数を含めた数の分類、素因数分解を理解する。

2週 実数の大小関係、平方根を含む数の計算 実数の大小関係の性質、平方根を含む数の計算を理解
する。

3週 整式の加法・減法・乗法 整式の加法・減法・乗法、整式の展開を理解する。
4週 因数分解 整式の因数分解を理解する。
5週 整式の除法、約数・倍数 整式の除法の計算方法、約数・倍数を理解する。
6週 有理式 有理式の計算方法を理解する。

7週 2次関数のグラフ、最大・最小 2次関数のグラフを理解し、最大・最小に応用できるよ
うになる。

8週 前学期中間試験 前期中間試験を実施する。

2ndQ

9週 2次方程式の解の公式、複素数 2次方程式の解の公式、複素数の概念を理解する。
10週 2次方程式の解、判別式 2次方程式の解と判別式を理解する。
11週 解と係数の関係 2次方程式の解と係数の関係を理解する。

12週 グラフと方程式の解 2次関数のグラフと2次方程式の解との関係を理解する
。

13週 不等式、2次不等式 不等式の概念と性質、2次不等式の解法を理解する。
14週 集合 集合の概念と基本的な性質を理解する。



15週 命題、問題演習 命題の概念と基本的な性質を理解する。前期学んだ事
項の問題演習を行う。

16週 前学期期末試験 前学期期末試験を実施する。

後期

3rdQ

1週 恒等式、因数定理 整式の等式が恒等式となる条件、因数定理を理解する
。

2週 高次方程式、高次不等式 高次方程式、高次不等式の解法を理解する。
3週 等式・不等式の証明 等式・不等式の証明方法を理解する。

4週 関数、平行移動・対称移動 関数とグラフ、グラフの平行移動・対称移動と式との
関係を理解する。

5週 べき関数、分数関数 べき関数、分数関数とそれらのグラフを理解する。

6週 無理関数 無理関数とそのグラフ、無理方程式の解法を理解する
。

7週 逆関数 逆関数の概念を理解し、求め方を理解する。
8週 後学期中間試験 後学期中間試験を実施する。

4thQ

9週 場合の数、順列 場合の数と順列を理解する。
10週 組合せ 組合せとその求め方を理解する。
11週 二項定理 二項定理を理解する。
12週 数列、等差数列 数列の概念、等差数列の一般項と和を理解する。
13週 等比数列 等比数列の一般項と和を理解する。
14週 いろいろな数列 いろいろな数列と総和の記号を理解する。

15週 数学的帰納法、問題演習 数学的帰納法を理解し、証明に利用できるようになる
。後学期学んだ事項の問題演習を行う。

16週 後学期期末試験 後学期期末試験を実施する。
評価割合

定期試験 小テスト 合計
総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 基礎数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 1005 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 4

教科書/教材 「新編 高専の数学１（第２版・新装版）」、「新編 高専の数学１問題集（第２版）」、 「新編 高専の数学２（第２版
・新装版）」、「新編 高専の数学２問題集（第２版）」（森北出版）

担当教員 小池 寿俊
到達目標
自然科学や工学の基本的な問題を解決するために必要となる、指数、対数、三角関数、図形の方程式、ベクトルの基礎的な概念や性質を理解し
、計算技法を習得させる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安(可
)

指数関数・対数関数の基礎的な概
念や性質を理解し計算技法を習得
する。

指数関数・対数関数の基礎的な概
念や性質を理解し計算技法を習得
して、高度な問題（問題集のB,
C問題レベル）を解決できる。また
、総合的な問題を解決する道具の
一つとして、指数関数・対数関数
の概念を適切に応用できる。

指数関数・対数関数の基礎的な概
念や性質を理解し計算技法を習得
して、ヒントや誘導のない状態で
基礎的な問題（問題集のA問題レベ
ル）を解決できる。

指数関数・対数関数の基礎的な概
念や性質、計算技法を理解し、ヒ
ントや誘導に従って基礎的な問題
（問題集のA問題レベル）を解決で
きる。

三角関数の基礎的な概念や性質を
理解し計算技法を習得する。

三角関数の基礎的な概念や性質を
理解し計算技法を習得して、高度
な問題（問題集のB, C問題レベル
）を解決できる。また、総合的な
問題を解決する道具の一つとして
、三角関数の概念を適切に応用で
きる。

三角関数の基礎的な概念や性質を
理解し計算技法を習得して、ヒン
トや誘導のない状態で基礎的な問
題（問題集のA問題レベル）を解決
できる。

三角関数の基礎的な概念や性質、
計算技法を理解し、ヒントや誘導
に従って基礎的な問題（問題集の
A問題レベル）を解決できる。

平面図形と方程式の基礎的な概念
や性質を理解し計算技法を習得す
る。

平面図形と方程式の基礎的な概念
や性質を理解し計算技法を習得し
て、高度な問題（問題集のB, C問
題レベル）を解決できる。また、
総合的な問題を解決する道具の一
つとして、平面図形と方程式の概
念を適切に応用できる。

平面図形と方程式の基礎的な概念
や性質を理解し計算技法を習得し
て、ヒントや誘導のない状態で基
礎的な問題（問題集のA問題レベル
）を解決できる。

平面図形と方程式の基礎的な概念
や性質、計算技法を理解し、ヒン
トや誘導に従って基礎的な問題
（問題集のA問題レベル）を解決で
きる。

平面ベクトルの基礎的な概念や性
質を理解し計算技法を習得する。

平面ベクトルの基礎的な概念や性
質を理解し計算技法を習得して、
高度な問題（問題集のB, C問題レ
ベル）を解決できる。また、総合
的な問題を解決する道具の一つと
して、ベクトルの概念を適切に応
用できる。

平面ベクトルの基礎的な概念や性
質を理解し計算技法を習得して、
ヒントや誘導のない状態で基礎的
な問題（問題集のA問題レベル）を
解決できる。

平面ベクトルの基礎的な概念や性
質、計算技法を理解し、ヒントや
誘導に従って基礎的な問題（問題
集のA問題レベル）を解決できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
自然科学や工学を学ぶ上で基礎となる、指数、対数、三角関数、平面図形、ベクトルの基礎などの事項について講義を
行う。

授業の進め方・方法 授業内容を説明の後、問題演習を行う。
計算の習熟度や基礎的事項の定着を確認するため、頻繁に授業時間内の小テストを実施する。

注意点
説明を漫然と聞くだけでなく、ノートを作り手を動かすこと。
授業内の問題演習には積極的に取り組むこと。
成績評価における割合が高いので、小テストは十分に準備して取り組むこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 累乗と累乗根 累乗と累乗根の定義とその性質を理解する。

2週 指数の拡張 指数が整数や有理数の場合への累乗の拡張を理解する
。

3週 指数関数 指数関数とそのグラフを理解する。
4週 対数 対数の定義とその性質を理解する。
5週 対数関数 対数関数とそのグラフを理解する。
6週 対数の応用 対数の方程式や常用対数への応用を学ぶ。
7週 鋭角の三角比 鋭角の三角比の定義と基本的な性質を理解する。
8週 前期中間試験 前期中間試験を実施する。

2ndQ

9週 三角比の関係 鋭角の正弦、余弦、正接関数の相互関係や性質につい
て理解する。

10週 一般角と弧度法、一般角の三角関数 一般角と弧度法、一般角の三角関数について理解する
。

11週 三角関数の関係 正弦、余弦、正接関数の相互関係や性質について理解
する。

12週 三角関数のグラフ 三角関数のグラフについて理解する。



13週 面積公式・正弦定理・余弦定理 面積公式、正弦定理、余弦定理を理解する。
14週 三角関数の方程式・不等式 三角関数が含まれる方程式、不等式の解法を学ぶ。
15週 加法定理といろいろな公式 三角関数の加法定理と関連する公式の導出を行う。
16週 期末試験 前期期末試験を実施する。

後期

3rdQ

1週 直線上の点の座標 数直線上の点の座標と、内分点・外分点について学ぶ
。

2週 平面上の点の座標 平面上の点の座標、２点間の距離、内分点・外分点に
ついて学ぶ。

3週 直線の方程式、２直線の関係 平面上の直線の方程式、２直線の平行・垂直関係につ
いて学ぶ。

4週 円 円の方程式、円の接線について理解する。
5週 ２次曲線（楕円） 楕円とその方程式について理解する。
6週 ２次曲線（双曲線、放物線） 双曲線、放物線とその方程式について理解する。

7週 不等式の表す領域、領域における最大・最小 不等式の表す領域とそこでの最大値・最小値について
理解する。

8週 後期中間試験 後期中間試験を実施する。

4thQ

9週 ベクトル ベクトルの定義を理解する。

10週 ベクトルの演算 ベクトルの加法・スカラー倍とその基本法則について
理解する。

11週 ベクトルと成分 平面ベクトルの成分表示と、演算との関係を理解する
。

12週 ベクトルの内積 ベクトルの内積の定義と基本的性質を理解する。
13週 直線とベクトル ベクトルを用いた平面上の直線の表し方を理解する。
14週 直線と法線ベクトル 平面上の直線の法線ベクトルについて理解する。

15週 円とベクトル、問題演習 平面上の円とベクトルの関係を理解する。後学期に学
んだ事項の問題演習を行う。

16週 期末試験 後期期末試験を実施する。
評価割合

定期試験 小テスト 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 50 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 化学
科目基礎情報
科目番号 1007 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 PEL化学（実教出版）
担当教員 濱田 泰輔
到達目標
身の回りにある物質の性質やその変化を理解するため，物質の成り立ち，原子の構造と性質，化学結合，化学反応などの基礎を学ぶ。また，化
学の基本的な概念や原理，法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。【C-Ⅱ】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安(可
)

物質の構成を理解する。
原子の構造や性質，物質量の理解
に必要な基礎を理解し，概念を説
明できる。

原子の構造や性質，物質量につい
て問題を解くことができる。

物質や事象が化学的な現象である
ことが認識できる。

化学結合と物質の三態，気体の法
則を理解する。

化学結合，物質の三態，気体の性
質の基礎を理解し，それらの概念
を説明でき，法則に基づき計算で
きる。

化学結合，物質の三態，気体の性
質の基礎を理解し，それらの概念
を説明できる。

化学結合，物質の三態，気体の性
質の基礎を理解できる。

溶液の濃度や希薄溶液の性質につ
いて学び，化学変化と化学反応の
量的関係を理解する。

溶液の濃度の概念を理解し計算で
き，化学反応・化学変化を式で表
し量的関係を計算できる。

溶液の濃度の概念を理解でき，化
学反応・化学変化を式で表すこと
ができる。

溶液の濃度の概念を理解でき，化
学反応・化学変化を理解できる。

酸と塩基，酸化と還元を学び，中
和，電池や電気分解を理解する。

酸と塩基，酸化と還元，電池と電
気分解の基礎を理解し，式での表
現や量的関係の計算ができる。

酸と塩基，酸化と還元，電池と電
気分解の基礎を理解し，式での表
現ができる。

酸と塩基，酸化と還元，電池と電
気分解の基礎を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 物質の成り立ち，物質の変化と化学反応の考え方，化学式，反応式などを学ぶ。

無機化学，分析化学，物理化学，有機化学の基礎となる。
授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、生活と化学、物質の種類 身の回りの物質、混合物と純物質、さまざまな分離方
法、元素、化合物と単体、化学式について理解する。

2週 物質の構成粒子 原子と分子、原子の構造、元素の周期表を理解する。

3週 イオン イオンの生成、表し方、イオン化エネルギーと電子親
和力について理解する。

4週 イオン結合 イオン性物質、イオン結合、イオン性結晶について理
解する。

5週 共有結合 共有結合、分子の極性、共有結合性結晶と分子結晶の
性質について理解する。

6週 金属結合と金属の結晶 金属を繋ぐ自由電子の役割、金属の結晶格子について
理解する。

7週 前期前半のまとめ 物質の成り立ちや物質と化学結合について理解する。

8週 原子量、分子量、式量 原子の相対質量、原子量、分子量、式量とその求め方
について理解する。

2ndQ

9週 物質量１ 物質量とアボガドロ定数、物質量と質量の関係につい
て理解する。

10週 物質量２ 物質量と気体の体積との関係について理解する。

11週 化学反応式と物質量 化学反応式と書き方、イオン反応式と書き方、化学反
応式が表す量的関係について理解する。

12週 物質の三態 状態変化と熱運動、蒸気圧と蒸気圧曲線、分子間力と
沸点、状態図について理解する。

13週 気体１ ボイル・シャルルの法則、気体の状態方程式について
理解する。

14週 気体２ ドルトンの分圧の法則、混合気体の計算について学ぶ
。

15週 前期後半のまとめ 物質量と化学反応式、気体について理解する。
16週

後期 3rdQ

1週 溶液１ 溶解、溶液の濃度、溶解度、気体の溶解度について理
解する。

2週 溶液２ 蒸気圧降下、凝固点降下について理解する。
3週 溶液３ 浸透圧、コロイドについて理解する。

4週 化学反応とエネルギー 化学反応とエネルギー、エネルギー変換とその利用に
ついて理解する。



5週 化学変化の速度と平衡 化学変化の速さについて理解する。
6週 化学平衡 化学反応の速度と平衡、化学平衡について理解する。

7週 酸・塩基の定義と価数
酸と塩基、アレニウスの酸・塩基、ブレンステッド・
ローリーの酸・塩基、酸と塩基の価数について理解す
る。

8週 酸・塩基の強弱と電離度 酸の強弱、酸の電離度、塩基の強弱、酸・塩基の強弱
と共役酸・共役塩基の強弱について理解する。

4thQ

9週 ｐH ｐH、酸性・中性・塩基性、ｐHの測定法、ｐHと酸の
電離度ついて理解する。

10週 中和および塩の水溶液の性質
中性と中和、塩の分類と水溶液の性質、中和滴定と緩
衝作用、自然環境の保持における中和反応の利用例に
ついて理解する。

11週 酸化と還元 酸化還元反応、酸化剤・還元剤と酸化還元反応式につ
いて理解する。

12週 金属のイオン化傾向と電池 金属のイオン化傾向、電池について理解する。

13週 電気分解 電気分解、電気分解における物質の量的関係について
理解する。

14週 後期のまとめ 溶液、化学変化と平衡、酸と塩基、酸化と還元につい
て理解する。

15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 10 0 10 100
基礎的能力 80 0 0 10 0 10 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 スポーツ実技Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 1008 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 和多野 大,末吉 つねみ
到達目標
各スポーツの実践・基本ルールおよび基本技術を修得する。運動スポーツへの動機づけを促し、生涯にわたり内発的にスポーツを実践・継続し
てスポーツや運動を行う習慣の基礎を身につける。スポーツのマナーとモラル、フェアプレーについて理解・実践できるようにする。喫煙・飲
酒による健康への影響を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(Ｓ・
Ａ) 標準的な到達レベルの目安(Ｂ) 単位修得到達レベルの目安(Ｃ)

各スポーツの実践・基本ルールお
よび基本技術を修得する。

スキルテスト課題を100％達成で
きる。基礎技能および基本ルール
を理解し実践に活かし、さらなる
技能向上を目指すことができる。

スキルテスト課題を80％達成でき
る。基礎技能および基本ルールを
理解し実践に活かせる。

スキルテスト課題を60％達成でき
る。基礎技能および基本ルールを
理解できる。

スポーツのマナーとモラル、フェ
アプレイについて理解・実践でき
るようにする。

技術修得やゲームを通じて自己の
安全面に考慮し、自分自身および
周囲の学生の能力や立場を理解し
、適切なプレイや行動をとること
ができる。

技術修得やゲームを通じて自己の
安全面に考慮し、周囲へ気を配っ
た行動ができる。

技術修得やゲームを通じて自己の
安全面に考慮した行動が取れる。

喫煙・飲酒による健康への影響を
理解する。

講義内容を理解し、20歳に達する
前までの喫煙・飲酒を決して行わ
ないこと。喫煙・飲酒に対する将
来的な自己の関わり方を確立する
ことができる。

講義内容を理解し、20歳に達する
前までの喫煙・飲酒を決して行わ
ないこと。たばこやアルコール類
に関するさまざまな知識を深める
ことができる。

講義内容を理解し、20歳に達する
前までの喫煙・飲酒を決して行わ
ないこと。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 スポーツの技術・戦術の修得およびゲームを通じて、運動技能修得の方略とその楽しさを学習する。自身で目標を設定

し、立案と内省を通し、学習到達度の確認および授業密度の向上をねらう。

授業の進め方・方法
・授業開始時に連絡事項の通達および本時の授業内容の説明のあと、必ず準備運動を行う。
・授業内容は「授業計画」を参照のこと。
・各スポーツ種目で設定された技術修得目標の課題達成に向けた運動学習を行いつつ、戦術や知識の修得および向上を
ねらう。

注意点

・半袖シャツと短パンまたはハーフパンツ・シューズを着用すること。冬季は長袖長丈のウェアの着用も可能。
・服装やシューズを忘れた場合は、実技受講を認めないことがある。
・安全のため、アクセサリー類はできる限り外すこと。特に水泳の際はピアスを外すこと。
・見学を希望する場合は、理由に関わらず、授業開始前までに見学届けを提出すること。
・実施種目および順序は、天候や施設コンディションなどの都合で変更になることがある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス 授業概要の説明・評価方法の説明・軽運動
2週 体力測定・新体力テスト（１） 50m走・ハンドボール投げの測定
3週 体力測定・新体力テスト（２） 握力・長座体前屈・立ち幅とび・上体起こしの測定

4週 体力測定・新体力テスト（３） 身長・体重・体脂肪率・反復横とび・脚伸展筋力の測
定

5週 体力測定・新体力テスト（４） 持久走（20mシャトルラン）の測定
6週 マルチスポーツの実践 マルチスポーツの実践・体力測定予備日
7週 健康科学（１） 体力テスト自己評価・熱中症について
8週 バドミントン（１） コート設営・基本技術の修得

2ndQ

9週 健康科学（２） たばこについて
10週 バドミントン（２） 基本ルールと基本技術の修得

11週 バドミントン（３） ダブルスのルール・ローテーションの修得・スキルテ
スト

12週 バドミントン（４） 基本技術の向上・スキルテスト
13週 水泳（１） クロール・平泳ぎの泳法修得
14週 水泳（２） クロール･平泳ぎの泳法修得・スキルテスト
15週 水泳（３） クロール･平泳ぎの泳法修得・スキルテスト
16週 期末試験

後期 3rdQ

1週 バレーボール（１） チーム分け・安全面の理解・ゲーム
2週 バレーボール（２） 発祥経緯の把握・サーブの修得・ゲーム
3週 バレーボール（３） サーブ＆レシーブの修得（１）・ゲーム

4週 バレーボール（４） サーブ＆レシーブの修得（２）・三段攻撃の理解習得
（１）・ゲーム

5週 バレーボール（５） 三段攻撃の理解修得（２）・ゲーム



6週 バレーボール（６） 三段攻撃の理解修得（３）・ゲーム
7週 バレーボール（７） スキルテスト・ゲーム
8週 健康科学（２） アルコール・飲酒について

4thQ

9週 フットサル（１） 導入・安全面の理解・ミニゲーム
10週 フットサル（２） サッカーとの違いの理解・基本技術の修得・ゲーム
11週 フットサル（３） 基本技能の向上（パス・トラップ）・ゲーム
12週 フットサル（４） チーム戦術の理解と修得（１）・ゲーム
13週 フットサル（５） スキルテスト（１）・ゲーム
14週 フットサル（６） チーム戦術の理解と修得（２）・ゲーム
15週 フットサル（７） スキルテスト（２）・ゲーム
16週 期末試験

評価割合
定期試験 実技試験 自己評価 観察評価 合計

総合評価割合 40 40 15 5 100
基礎的知識・技能 15 20 15 5 55
応用的知識・技能 25 20 0 0 45
分野横断的能力 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Comprehension I
科目基礎情報
科目番号 1017 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材
1. Evergreen English Grammar 23 Lessons Updated (いいずな書店), 2. 総合英語Evergreen(いいずな書店), 3.
Evergreen Essentials および 4. Evergreen基本例文マスターノート (いいずな書店), 5.「めざせ100万語！読書記録手
帳」(SSS英語多読研究会), 6. ジーニアス英和辞典 (大修館書店)

担当教員 崎原 正志,山内 祥之
到達目標
基礎的な英語運用能力を養うために、中学校で既習の文法事項などを定着させ、さらに高等学校レベルで必要な文法事項を学習する。英文多読
、読解などを行うことにより自律的な学習態度を確立し、長文問題に対応できる基礎的読解力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限度必要な到達レベルの目安
(可)

中学校で既習の文法事項などを定
着させ、高等学校学習指導要領に
示されているレベルの文法事項を
習得する。

既習の文法事項を9割以上理解して
いる。

既習の文法事項を7～8割程度理解
している。

既習の文法事項を6割程度理解して
いる。

GTECに対応できる基礎的な力を身
につける。 Total Score600点以上である。 Total Score400点以上である。 Total Score350点以上である。

授業内外において1週間に2000語
以上読むようにし、YL0.8程度の図
書を読めるようにする。

1週間に2000語以上読み、その内
容を9割以上理解している。

1週間に1000語以上読み、その内
容を7～8割程度理解している。

1週間に750語以上読み、その内容
を6割以上理解している。

簡単な作文ができるようになる。 自分の意見や感想を適切に書くこ
とができる。

自分の意見や感想を簡単に書くこ
とができる。

自分の意見や感想を断片的に書く
ことができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
基礎的な英語運用能力を養うために、中学校で既習の文法事項などを定着させ、さらに高等学校レベルで必要な文法事
項を学習する。英文多読、読解などを行うことにより自律的な学習態度を確立し、長文問題に対応できる基礎的読解力
を身につける。

授業の進め方・方法
・基礎的な英文法（文型・時制・完了・助動詞・受動態・不定詞）を学習しその定着を図る。
・易しい英米の多読図書（Graded Readersや児童書）を授業内外で継続して読み、読書体力をつける。
・ＹＬ0.8までの図書を中心に日本語に訳さず毎分80語以上の速さで読めるようにする。
・読書記録手帳は毎回必ず持参し、読んだ本のYL,語数,シリーズ名,感想を読書記録手帳に記録する。

注意点 教科書とノートパソコンを必ず持参すること
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 イントロダクション
トライアルテスト（課題①出題） ・トライアルテストを受け、自分の英語力を知る

2週 文法（課題②出題）
リーディング

・Evergreen Intro2：文の種類（1）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

3週 文法（復習テスト①）（課題③出題）
リーディング

・Evergreen Intro 3：文の種類（2）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

4週
文法（復習テスト②）
注意すべき英語の使い方について
リーディング

・不規則動詞の変化形を復習する
・指定図書によるリーディングを行う

5週 文法（復習テスト③）（課題④出題）
リーディング

・Evergreen Intro4：動詞と文型（1）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

6週 文法（復習テスト④）（課題⑤出題）
リーディング

・Evergreen Intro5：動詞と文型（2）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

7週 文法（復習テスト⑤）（課題⑥出題）
リーディング

・Evergreen Lesson1：動詞と時制（1）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

8週 文法（復習テスト⑥）（課題⑦出題）
リーディング

・Evergreen Lesson2：動詞と時制（2）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

2ndQ

9週 文法（復習テスト⑦）
レポート（ライティング）出題

・レポート（GTECライティング対策）について理解
し提出期限までに仕上げる

10週 GTEC対策
ライティング

・GTEC対策問題（Reading & Listening）を受験する
・レポートを仕上げる

11週 外部試験GTEC受験 ・外部試験GTEC（Reading）受験
・レポートを仕上げる

12週 外部試験GTEC受験 ・外部試験GTEC（Listening & Writing）受験
・レポートを仕上げる

13週
文法（課題⑧出題）
レポート（ライティング）提出
リーディング

・Evergreen Lesson3：動詞と時制（3）を学習する
・レポートの提出〆切
・指定図書によるリーディングを行う

14週 文法（復習テスト⑧）（課題⑨出題）
リーディング

・Evergreen Lesson4：完了形（1）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う



15週 文法（復習テスト⑨）（課題⑩出題）
リーディング

・Evergreen Plus：完了形を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

16週 学期末試験等

後期

3rdQ

1週 文法（復習テスト⑩）（課題⑪出題）
リーディング

・Evergreen Lesson5：完了形（2）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

2週
文法（復習テスト⑪）（課題⑫出題）
未提出レポート（ライティング）再出題
リーディング

・Evergreen Lesson6：助動詞（1）を学習する
・未提出者に再度レポートを出題する
・指定図書によるリーディングを行う

3週 文法（復習テスト⑫）（課題⑬出題）
リーディング

・Evergreen Lesson7：助動詞（2）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

4週 文法（復習テスト⑬）（課題⑭出題）
リーディング

・Evergreen Plus：助動詞を学習・理解する
・指定図書によるリーディングを行う

5週
文法（復習テスト⑭）（課題⑮出題）
再出題レポート提出
リーディング

・Evergreen Lesson8：態（1）を学習する
・レポート（再出題）の提出〆切
・指定図書によるリーディングを行う

6週 文法（復習テスト⑮）（課題⑯出題）
リーディング

・Evergreen Lesson9：態（2）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

7週 文法（復習テスト⑯）（課題⑰出題）
リーディング

・Evergreen Plus：態を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

8週 文法（復習テスト⑰）（課題⑱出題）
リーディング

・Evergreen Lesson10：不定詞（1）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

4thQ

9週 文法（復習テスト⑱）（課題⑲出題）
リーディング

・Evergreen Lesson11：不定詞（2）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

10週 文法（復習テスト⑲）（課題⑳出題）
リーディング

・Evergreen Lesson12：不定詞（3）を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

11週 文法（復習テスト⑳）（課題㉑出題）
リーディング

・Evergreen Plus：不定詞①を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

12週 文法（復習テスト㉑）（課題㉒出題）
リーディング

・Evergreen Plus：不定詞②を学習する
・指定図書によるリーディングを行う

13週 学期末試験対策
リーディング

・試験に向けて総復習を行う
・指定図書によるリーディングを行う

14週 提出物等の確認
リーディング

・提出物等の確認を行う（読書記録手帳の提出）
・指定図書によるリーディングを行う

15週 学期末試験 ・授業内でBlackboardを用いて学期末試験を行う
・授業改善アンケートに答える

16週 追試験 ・学期末試験未受験者のみ
評価割合

小テスト（ほぼ
毎週）

定期試験（前期
・後期）

外部試験
（GTEC）

課題（ほぼ毎週
）

多読（読書記録
手帳）

レポート（英作
文） 合計

総合評価割合 20 20 20 20 10 10 100
基礎的能力 10 10 10 10 5 5 50
応用力（実践・
専門・融合） 0 10 10 0 0 5 25

主体的・継続的
学修意欲 10 0 0 10 5 0 25



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Skills I
科目基礎情報
科目番号 1019 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 多聴図書(Oxford Reading Treeなど、多種Graded Readers)および音声教材, オンライン教材(M-Reader), 速読英単語
入門編第２版(Z会出版)

担当教員 星野 恵里子
到達目標
本授業は英語の技能（スキル）、特にリスニングを向上させることに焦点を置く。様々な音声教材を用いて、
英語を聞くことになれ、日本語を介することなく理解することを目指す。そのため本授業では、基礎的音素を
学習し、シャドーウィングを通してプロソディー（強勢や連語など）を習得する。 　【III-B】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
YL0.8程度の英文
を音声で読み上
げる上げるスピー
ドで、日本語を介
せずに理解するこ
とができるように
する。

・定期試験、MReader
Quizにおけ
る問に、9割以上正
解している。
・Listeing Logに詳
細に読み物の主旨
が表されている。

・定期試験、MReader
Quizにおけ
る問に、7-8割程
度正解している。
・Listeing Logによく
読み物の主旨が
表されている。

・定期試験、MReader
Quizにおけ
る問に、6割以上正
解している。
・Listeing Logに大
まかに読み物の主
旨が表されている。

TOEIC Bridgeに
対応できる基礎
的なスキルを身に
つける。

TOEIC Bridgeに
おいて9割以上の
得点を取得してい
る。

TOEIC Bridgeに
おいて7-8割以上
の得点を取得し
ている。

TOEIC Bridgeに
おいて6割以上の
得点を取得してい
る。

基礎的な英単語
の意味を解し、綴
れるようにする。

小テストに9割以
上正解している。

小テストに7-8割
程度正解してい
る。

小テストに6割以
上正解している。

音素学習やシャ
ドーウィング練習
を通して、英語の
音素やプロソ
ディーを認識し、
発音することがで
きる。

音素やプロソ
ディーをよく認識
して発音すること
ができ、
Shadowing Testで
9割以上のスコア
を取ることができ
る。

音素やプロソ
ディーを認識して
発音することがで
き、Shadowing
Testで7-8割程度
の点を取ることが
できる。

音素やプロソ
ディーを認識する
ことができ、
Shadowing Testで
6割以上の点を取
ることができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ・CALLシステムを使った演習形式の講義です。

授業の進め方・方法

・【語彙学習】『速読英単語入門編』(Z会）を用いて学習していきます。
・【音素・シャドウィングについて】：前期は音素学習（英語音声の最小単位の学習）、後期はシャドウィングを通じ
て、英語音声の理解と習得に励みます。
・【リスニングについて】1年次はYL0.8程度の英文を500語（前期）から1,000語（後期）を目標としてリスニングを
行います。
・【TOEIC Bridgeについて】後期に受験をします。1年次は120点以上のスコア取得を目標にします。

注意点
・演習形式の講義となるため、各演習には積極的に演習に参加してください。
・講義内ではもちろん、講義外においても、自己の語彙ノートなどを作成し、積極的に語彙習得に励んでください。
・音素学習やシャドウィングでは、実際に声を出すことによって習得に努めてください。
・リスニング内容は講義毎にログに記録してください。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 Orientation 授業の説明 (授業課題の説明, 評価等）

2週 Routine 1
速単1章
音素の概略
Listening500語+

3週 Routine 2
速単2章
音素1イントロ
Listening500語+

4週 Routine 3
小テスト①1, 2
速単3章
音素2短母音①
Listening500語+

5週 Routine 4
速単4章
音素3短母音②
Listening500語+

6週 Routine 5
小テスト②3, 4
速単5章
音素4長母音
Listening500語+

7週 Routine 6
速単6章
音素5二重母音①
Listening500語+



8週 Routine 7
小テスト③5, 6
速単7章
音素6二重母音②
Listening500語+

2ndQ

9週 Routine 8
速単8章
音素7子音①
Listening500語+

10週 Routine 9
小テスト④7, 8
速単9章
音素8子音②
Listening500語+

11週 Routine 10
速単10章
音素9子音③
Listening500語+

12週 Routine 11
小テスト⑤9, 10
速単11章
音素10子音④
Listening500語+

13週 Routine 12
速単12章
音素11子音⑤
Listening500語+

14週 Routine 13
小テスト⑥11, 12
速単13章
音素12子音⑥
Listening500語+

15週 Routine 14
速単14章
音素復習
Listening500語+

16週

後期

3rdQ

1週 Routine 15
小テスト⑦13,14
速単15章
Shadowing1
Listening1000語+

2週 Routine 16
小テスト⑧15
速単16章
Shadowing2
Listening1000語+

3週 Routine 17
小テスト⑨16
速単17章
Shadowing3
Listening1000語+

4週 Routine 18
小テスト⑩17
速単18章
Shadowing4
Listening1000語+

5週 Routine 19
小テスト⑪18
速単19章
Shadowing5
Listening1000語+

6週 Routine 20
Dictation Test 1
速単20章
Shadowing6
Listening1000語+

7週 Routine 21
小テスト⑫19, 20
速単21章
Shadowing7
Listening1000語+

8週 TOEIC Bridge

4thQ

9週 Routine 22
速単22章
Listening1000語+
Shadowing8

10週 Routine 23 Shadowing Test1
Listening1000語+

11週 Routine 24

小テスト⑬21, 22
Shadowing Test1（続き）
速単23章
Shadowing9
Listening1000語+

12週 Routine 25
Dictation Test 2
速単24章
Shadowing9
Listening1000語+

13週 Routine 26
小テスト⑭23，24
速単25章
Shadowing10
Listening1000語+

14週 Routine 27
Shadowing Test2
速単26章
Listening1000語+

15週 Routine28
Shadowing Test 2 続き
速単27章
Listening1000語+

16週



評価割合
小テスト シャドウイング ログ 外部テスト 合計

総合評価割合 40 20 10 30 100
基礎的能力 30 10 5 20 65
応用力 0 5 0 10 15
主体的・継続的学修意
欲 10 5 5 0 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 物理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 1020 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 「高専の物理」（森北出版）、「高専の物理問題集」（森北出版）
担当教員 藤本 教寛
到達目標
(1) 物体の運動・力に関する定義や法則を理解し, 数式で適切に表すことができる.（定期試験と課題）
(2) 運動量・力学的エネルギーを理解し, それらの保存則を物理現象に使うことができる.（定期試験と課題）
(3) 直線上の運動だけでなく, 平面・空間での運動についても数式で表すことができる.（定期試験と課題）
(4) 温度と熱の法則について理解し，それらの現象を物理的に表現できる．(定期試験と課題)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安(可
)

到達目標 (1)の評価指標
等加速度運動の式や運動方程式を
用いる応用的な問題（問題集の
B,C問題レベルの問題）を解決でき
る．

等加速度運動の式や運動方程式を
用いる基礎的な問題（教科書の例
題や問，および，問題集のA問題レ
ベルの問題）をヒントや誘導のな
い状態で解決できる．

等加速度運動の式や運動方程式を
用いる基礎的な問題（教科書の例
題や問，および，問題集のA問題レ
ベルの問題）をヒ
ントや誘導に従って解決できる．

到達目標 (2)の評価指標
運動量保存則やエネルギー保存則
を用いる応用的な問題（問題集の
B, C問題レベ
ルの問題）を解決できる．

運動量保存則やエネルギー保存則
を用いる基礎的な問題（教科書の
例題や問，および，問題集のA問題
レベルの問題）をヒントや誘導の
ない状態で解決できる．

運動量保存則やエネルギー保存則
を用いる基礎的な問題（教科書の
例題や問，および，問題集のA問題
レベルの問題）をヒントや誘導に
従って解決できる．

到達目標 (3)の評価指標
ベクトルを用いて行う計算に関す
る応用的な問題（問題集のB, C問
題レベルの問題）を解決できる．

ベクトルを用いて行う計算に関す
る基礎的な問題（教科書の例題や
問，および，問題集のA問題レベル
の問題）をヒントや誘導のない状
態で解決できる．

ベクトルを用いて行う計算に関す
る基礎的な問題（教科書の例題や
問，および，問題集のA問題レベル
の問題）をヒントや誘導に従って
解決できる．

到達目標 (4)の評価指標
温度と熱の法則に関する応用的な
問題（問題集のB, C問題レベルの
問題）を解決できる．

温度と熱の法則に関する基礎的な
問題（教科書の例題や問，および
，問題集のA問題レベルの問題）を
ヒントや誘導のない状態で解決で
きる．

温度と熱の法則に関する基礎的な
問題（教科書の例題や問，および
，問題集のA問題レベルの問題）を
ヒントや誘導に従って解決できる
．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 専門科目を学ぶ上で，基礎となる物理の力を身につける．力や運動に関する物理現象を数式で表わすことに慣れる事に

力点を置く．

授業の進め方・方法
教科書を中心教材として，主にスライドによる授業を行う．教科書だけではどうしても理解が深まらないので，問題集
を利用して適宜課題を課し，授業で解説するなどを行う．
（事前学習）
教科書を読み予習してくることを前提として講義を進める．シラバスを参考に，予習をしっかり行うこと．

注意点

（履修上の注意）
教科書と課題用ノートを用意し，授業時に持参すること．
（自学上の注意）
課題用ノートを作成し，授業中に課される問題や、授業後の課題に随時取り組むこと．
また，わからないところなどはメモを残すなどし，教員に質問することで必ず問題解決を図ること．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス なぜ物理を学ぶか，物理で何を学ぶかを理解する．
有効数字と単位の取り扱いについて，理解する．

2週 速度と加速度 速度と等速直線運動，加速度と等加速度運動について
理解する．

3週 ニュートンの運動の法則 力とニュートンの運動の３法則について理解する．
重力と万有引力について理解する．

4週 運動方程式 運動方程式の作り方を理解し，自由落下・鉛直投げ下
げ・鉛直投げ上げについて理解する．

5週 摩擦力 静止摩擦力と動摩擦力について理解する．

6週 力積と運動量
運動量保存則

力積と運動量について学び，運動量保存則を理解する
．

7週 反発係数 反発係数を学び，運動量保存則と連立して衝突問題を
解く方法を理解する．

8週 前期中間試験 到達目標（１）
到達目標（２）

2ndQ

9週 仕事と力学的エネルギー 仕事と力学的エネルギーの概念について，理解する．

10週 力学的エネルギー保存則 力学的エネルギー保存則を理解して，実際の問題に応
用する．

11週 ベクトルの基礎と２次元平面の物理 ベクトルについて学び，力の合成と分解について理解
する．



12週 速度の合成・分解
相対速度

ベクトルの基礎知識を用いて速度の合成・分解を行い
，相対速度について理解する．

13週 平面の運動方程式・運動量・仕事 ２次元平面での運動方程式や運動量保存則、仕事につ
いて理解する．

14週 水平投射・斜方投射
斜面にある物体の運動

２次元平面での運動方程式の応用として，水平投射・
斜方投射，斜面にある物体の運動を学び，理解する．

15週 等速円運動 等速円運動の速度・加速度・向心力を理解する．

16週 前期期末試験 到達目標（２）
到達目標（３）

後期

3rdQ

1週 惑星の運動とケプラーの法則
単振動

惑星の運動に潜むケプラーの法則と，単振動について
理解する．

2週 バネ振り子
単振り子

単振動の例である，バネ振り子と単振り子について理
解する．

3週 慣性力、遠心力 慣性力と遠心力について，理解をする．

4週 力のモーメント 回転運動で重要となる，力のモーメントについて理解
する．

5週 剛体の釣り合い 大きさのある物体について，静止する条件である「剛
体のつり合い」について理解する．

6週 圧力・大気圧・水圧 圧力について学び，身近な例である大気圧と水圧につ
いて理解する．

7週 浮力 浮力がどのような理由で生じる力かを学び，アルキメ
デスの原理を理解する．

8週 後期中間試験 到達目標（３）

4thQ

9週 温度と熱
膨張率 温度と熱について学ぶ．膨張率の定義を理解する．

10週 熱容量・比熱
相転移 熱容量や比熱、相転移について理解する．

11週 ボイル・シャルルの法則
気体の状態方程式

理想気体が従うボイルの法則，シャルルの法則，ボイ
ル・シャルルの法則を学び，気体の状態方程式につい
て理解する．

12週 気体の分子運動論 圧力や温度などが，気体分子の運動とどのように関係
しているかを理解する．

13週
熱力学第１法則
内部エネルギー
気体の体積変化と仕事

熱力学第１法則を学び，そこに登場する概念である内
部エネルギーと仕事について理解する．

14週 等温変化・定積変化・定圧変化・断熱変化 熱力学で重要となる４つの変化：等温変化・定積変化
・定圧変化・断熱変化について理解する．

15週 熱力学第２法則
熱効率 熱力学第２法則を学び，熱効率について理解する．

16週 後期期末試験 到達目標（４）
評価割合

試験 課題 小テスト 合計
総合評価割合 70 15 15 100
基礎的能力 70 15 15 100



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 現代社会
科目基礎情報
科目番号 1024 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 毎時間、作成したプリントによって講義を進める。
担当教員 島袋 ゆい
到達目標
18歳選挙権の導入から、主権者教育及び消費者教育の必要性が高まっている。
人間の尊重と科学的な探求の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会と人間についての理解を深めさせ、現代社会の基本的な問題につ
いて主体的に考察し公正に判断するとともに自らの人間としての在り方生き方について考察する力の基礎を養い、良識ある公民として必要な能
力と態度を育てる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
授業内容は政治・経済・文化・選
挙等で、社会の動向に関心を払う
よう努める。

９０％。講義の各分野を極めてよ
く理解し、的確に意見を発表して
いる。

７５％。講義の各分野をよく理解
し、よく意見を発表できる。

６０％。講義の各分野を理解しあ
る程度の意見を発表できる。

講義中の態度や意見の発表を重視
する。

各分野の重要な課題を見いだし、
その解決に必要な意見を発表する
ことができること。

各分野の基本的な知識を深めてい
て、デイスカッションも意欲的に
発表する。

基本的な漢字や用語を理解でき、
意欲的な学習意欲が見られる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
18歳選挙権の導入に伴い、主権者教育及び消費者教育の必要性が高まっている。広い視野に立って、現代の社会につい
て主体的に考察させ、理解を深めるとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を育て、平和で民主的な国家
・社会の有為な形成者として必要な公民としての資質を養う。

授業の進め方・方法

内容：青年期、憲法、経済、文化、選挙制度等。
　毎時間プリントを活用する。中間考査時にはそれまでの授業内学んだ内容を出題。新聞に触れる機会を増やすために
、必ず新聞から興味・関心のあるものを一つ取り上げ、現状、自分自身の考え等、一人一回程度発表を実施。そのほか
にも、グローバルな視野をもつために、世界規模の社会問題等の調べ学習を実施する。
　自分自身の考えを常に持つことの必要性を学んでほしい。

注意点 欠席した場合、翌週にその日のプリントを受け取り、自学自習を行うこと。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 コース・インフォメーション
私たちの生きる社会①（世界の宗教）

授業と評価の方法についての周知。
世界の主な宗教の概要、現在の中東情勢と宗教の関わ
りを理解する。

2週 第１編私たちの生きる社会②（科学技術と生命倫理） 生命に対する倫理感の変化を理解し、生命倫理をめぐ
る諸問題を考察する。

3週 私たちの生きる社会③（高度情報社会と私たちの生活
）

高度情報化社会の利便性と諸問題の考察し、関連する
法律等への理解を深める。

4週 現代に生きる青年、青年と法律（成年年齢の引き下げ
）

青年期の意義と課題について理解し、成年年齢の引き
下げに関して消費者としての態度を育成する。

5週 個人の尊厳と法の支配 民主政治における個人と国家の関係を理解し、世界の
主な国々の政治体制と、その長所と短所を考察する。

6週 日本国憲法① 日本国憲法と三大原理を理解し、平和主義と基本的人
権を学習する。また人権をめぐる裁判も考察する。

7週 日本国憲法② 国民主権と議会制民主主義、地方自治と住民の福祉、
世論の形成と政治参加について考察する。

8週 中間試験 現代社会についての考察をプレゼンテーションする。

2ndQ

9週 国際政治の動向と日本の役割① 世界の地域紛争を知り、その背景と今後の課題つにつ
いて考察する。

10週 国際政治の動向と日本の役割② 国境をこえて活動する人々（ODA、PKO、各種
NGO）を知り、課題とその対策について考える。

11週 現代の経済社会と私たちの生活① 朝鮮戦争と日本の戦後復興、学生運動の高まりについ
て学び、戦後日本の変遷について考察する。

12週 現代の経済社会と私たちの生活②
日本の財政、政府の役割と租税の意義、金融機関のは
たらきへの理解を深め、今後の日本の経済動向を考察
する。

13週 現代の経済社会と私たちの生活③ 雇用と労働問題、消費者保護と契約について学習し、
日本が抱える諸問題について考察する。

14週 国際経済の動向と日本の役割 発展途上国の経済と南北問題について学習し、日本の
役割について考える。

15週 豊かな人生を求めて 知識の定着と現代社会についての考察の深まりを評価
する。

16週 期末試験 現代社会の特徴とその課題についてレポートにまとめ
る。

評価割合



試験 小テスト レポート
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 55 0 20 25 0 0 100
基礎的理解 20 0 5 10 0 0 35
応用力（実践・
専門・融合） 10 0 10 5 0 0 25

社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

5 0 0 10 0 0 15

主体的・継続的
学修意欲 20 0 5 0 0 0 25



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 情報技術の基礎
科目基礎情報
科目番号 1015 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 高校 社会と情報（実教出版）
担当教員 眞喜志 治,神里 志穂子,山田 親稔,金城 篤史,亀濱 博紀
到達目標
・ コンピュータリテラシを習得する。
・ 情報処理、通信に関する基礎知識、技術について理解する。　
・ 社会における情報化の進展と情報の意義や役割について理解を深める。
・ 情報及び情報手段を活用する能力を会得する。
ルーブリック

理想的な到達レベル(優) 標準的な到達レベル(良) 最低限必要な到達レベル(可)

メールの使い方およびプレゼンテ
ーション技法を学び、メールの送
受信とプレゼンテーション資料の
作成ができる（演習、および定期
試験で評価する）。

メールの使い方およびプレゼンテ
ーション技法の基礎やマナーを理
解し、学校外とやりとりするメー
ル、および外部での発表に用いる
プレゼンテーション資料を作成す
ることができる。

メールの使い方およびプレゼンテ
ーション技法の基礎やマナーを理
解し、学校内でやりとりするメー
ル、および発表に用いるプレゼン
テーション資料を作成することが
できる。

メールの使い方およびプレゼンテ
ーション技法の基礎を理解し、最
低限のメールとプレゼンテーショ
ン資料を作成することができる。

コンピュータリテラシ、情報モラ
ル、そしてネットワークの活用方
法とそれを利用する上での心構え
を説明できる（定期試験で評価す
る）。

コンピュータリテラシ、情報モラ
ル、そしてネットワークの活用方
法とそれを利用する上での心構え
を理解し、論理的に説明すること
ができ、更にそれらを具体的に活
用することができる。

コンピュータリテラシ、情報モラ
ル、そしてネットワークの活用方
法とそれを利用する上での心構え
を理解し、論理的に説明すること
ができる。

コンピュータリテラシ、情報モラ
ル、そしてネットワークの活用方
法とそれを利用する上での心構え
を理解することができる。

問題解決の方法とそのための情報
活用方法、マルチメディア、そし
てWebやHTMLについて説明でき
る（定期試験で評価する）。

問題解決方法論の基礎とそのため
の情報収集・整理・活用方法、マ
ルチメディア、そしてWebや
HTMLについて理解し、それらを身
の回りの基本的な問題に対して具
体的に適用することができる。

問題解決方法論の基礎とそのため
の情報収集・整理・活用方法、マ
ルチメディア、そしてWebや
HTMLについて理解し、それらにつ
いて論理的に説明することができ
る。

問題解決方法論の基礎とそのため
の情報収集・整理・活用方法、マ
ルチメディア、そしてWebや
HTMLについて理解することができ
る。

コンピュータの構成要素と周辺機
器、メディアやネットワークの仕
組み、そして情報の歴史について
説明できる（定期試験で評価する
）。

コンピュータの構成要素と周辺機
器、メディアやネットワークの仕
組み、そして情報の歴史について
理解し、論理的に説明することが
でき、更にそれらについての具体
的な活用方法を考案することがで
きる。

コンピュータの構成要素と周辺機
器、メディアやネットワークの仕
組み、そして情報の歴史について
理解し、論理的に説明することが
できる。

コンピュータの構成要素と周辺機
器、メディアやネットワークの仕
組み、そして情報の歴史について
理解することができる。

動画のしくみについて理解を深め
、基本的な動画作品を制作できる
（演習で評価する）。

動画のしくみの基礎、および基本
的な動画作品の制作技法を理解し
、論理的に説明することができ、
更に新規の動画作品を制作するこ
とができる。

動画のしくみの基礎、および基本
的な動画作品の制作技法を理解し
、論理的に説明することができる
。

動画のしくみの基礎、および基本
的な動画作品の制作技法を理解す
ることができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
プレゼンテーション、電子メール、HTML、表計算、動画に関する演習を通してコンピュータリテラシを習得する。また
、コンピュータの構成と動作、通信システムとネットワーク構成、情報セキュリティ技術、情報社会の進展とその影響
・課題、情報社会での個人の責任など情報処理と情報通信に関わる基礎的知識と基本技術を学ぶ。

授業の進め方・方法
前期評価：定期試験（中間・期末）の平均の70％、および演習30％により評価する。
後期評価：定期試験（中間のみ）の60％、および演習40％により評価知る。
学年末評価は前期評価と後期評価の平均で行い、60％以上を合格とする。

注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ 1週

第1回：電子メール１
コミュニケーションの形態や技術の進歩による変化に
ついて学ぶ。

第2回：電子メール２
電子メールの利用方法について理解する。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組
みを把握している。
・少なくとも一つのメールツールとWebブラウザを使
って、メールの送受信とWebブラウジングを行うこと
ができる。
・情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響
範囲について自己責任が発生することを知っている。



2週

第３回：電子メール３
電子メールの書き方について理解する。

第４回：プレゼンテーション１
プレゼンテーションの基本を理解し，そのソフトウエ
アを利用した課題の作成と発表を行うことでプレゼン
テーション技法の基礎を学ぶ。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組
みを把握している。
・少なくとも一つのメールツールとWebブラウザを使
って、メールの送受信とWebブラウジングを行うこと
ができる。
・情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響
範囲について自己責任が発生することを知っている。
・少なくとも一つの具体的なオフィススイート等を使
って、文書作成や図表作成ができ、報告書やプレゼン
テーション資料を作成できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。

3週

第５回：プレゼンテーション２
プレゼンテーションソフトを用いた演習

第６回：プレゼンテーション３
プレゼンテーション発表会

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・少なくとも一つの具体的なオフィススイート等を使
って、文書作成や図表作成ができ、報告書やプレゼン
テーション資料を作成できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。

4週

第７回：情報社会１
情報や情報社会の特徴・変化、および個人の責任につ
いて理解する。

第８回：情報社会２
インターネット上でのコミュニケーションの心構えと
情報社会の問題について学ぶ。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威を認識している。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威に対して実践すべき対策を説明で
きる。

5週

第９回：情報社会３
個人情報保護について理解する。

第10回：情報社会４
メディアと広告について考える。

・情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認
識している。
・個人情報とプライバシー保護の考え方についての基
本的な配慮ができる。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威を認識している。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威に対して実践すべき対策を説明で
きる。
・コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピ
ュータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につ
いて説明できる。
・コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対
する対策例について説明できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。

6週

第11回：ネットワーク１
ネットワークと共通の取り決めについて理解を深める
。

第12回：ネットワーク２
インターネットの仕組みについて理解する。

・ネットワークコンピューティングや組込みシステム
など、実用に供せられているコンピュータシステムの
利用形態について説明できる。
・プロトコルの概念を説明できる。
・プロトコルの階層化の概念や利点を説明できる。
・ローカルエリアネットワークの概念を説明できる。
・インターネットの概念を説明できる。
・TCP/IPの4階層について、各層の役割を説明でき、
各層に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明
できる。

7週

第13回：ネットワーク３
Webページの閲覧と電子メールの仕組み、インターネ
ットのサービスについて学ぶ。

第14回：ネットワーク４
Webを利用したコミュニケーションとコンピュータの
構成について学ぶ。

・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組
みを把握している。
・コンピュータを構成する基本的な要素の役割とこれ
らの間でのデータの流れを説明できる。

8週

第15回：前学期中間試験

第16回：情報社会とネットワークの復習と問題解決１
情報社会の特徴や問題点、そこで用いられるメディア
やネットワークに関する復習、および問題解決のため
の手順について理解する。

・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる。
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。



2ndQ

9週

第17回：問題解決２
問題を解決するための手法を学ぶ。

第18回：問題解決３
問題を解決するための手法に関する演習（PBL）。

・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・他者の意見を聞き合意形成することができる。
・合意形成のために会話を成立させることができる。
・グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形
成の方法を実践できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる。
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・グループワーク、ワークショップ等による課題解決
への論理的・合理的な思考方法としてブレインストー
ミングやKJ法、PCM法等の発想法、計画立案手法など
任意の方法を用いることができる。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。
・周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をと
ることができる。
・自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むこと
ができる。
・目標の実現に向けて計画ができる。
・目標の実現に向けて自らを律して行動できる。
・チームで協調・共同することの意義・効果を認識し
ている。
・チームで協調・共同するために自身の感情をコント
ロールし、他者の意見を尊重するためのコミュニケー
ションをとることができる。
・当事者意識をもってチームでの作業・研究を進める
ことができる。

10週

第19回：問題解決４
問題解決のために必要な情報収集・検索方法、および
情報の整理・管理方法を学ぶ。

第20回：問題解決５
問題解決のために必要な情報収集・検索方法、および
情報の整理・管理方法を学ぶ。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。

11週

第21回：問題解決６
情報の分析に有効利用できる表計算ソフトの基礎を理
解する。

第22回：問題解決７
表計算ソフトの関数について学ぶ。

・少なくとも一つの具体的なオフィススイート等を使
って、文書作成や図表作成ができ、報告書やプレゼン
テーション資料を作成できる。

12週

第23回：問題解決８
表計算ソフトの関数について学ぶ。

第24回：問題解決９
表計算ソフトの関数について学ぶ。
表とグラフの活用方法について学ぶ。

・少なくとも一つの具体的なオフィススイート等を使
って、文書作成や図表作成ができ、報告書やプレゼン
テーション資料を作成できる。

13週

第25回：問題解決１０
表とグラフの活用方法について学ぶ。

第26回：Webページによる情報発信１
HTMLによるWEBページ制作の基本を学び，情報発信
について理解を深める。

・少なくとも一つの具体的なオフィススイート等を使
って、文書作成や図表作成ができ、報告書やプレゼン
テーション資料を作成できる。
・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組
みを把握している。
・インターネットの概念を説明できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。



14週

第27回：Webページによる情報発信２
HTMLによるWEBページ制作練習。

第28回：情報安全１
個人、および組織による安全対策を学ぶ。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組
みを把握している。
・インターネットの概念を説明できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。
・情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認
識している。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威を認識している。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威に対して実践すべき対策を説明で
きる。
・コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピ
ュータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につ
いて説明できる。
・コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対
する対策例について説明できる。

15週

第29回：情報安全２
安全のための情報技術、および暗号化について理解す
る。

第30回：情報安全３
法規による安全対策について理解する。

・情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認
識している。
・個人情報とプライバシー保護の考え方についての基
本的な配慮ができる。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威を認識している。
・インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用
における様々な脅威に対して実践すべき対策を説明で
きる。
・コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対
する対策例について説明できる。
・情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護
法、著作権などの法律について説明できる。

16週 前学期期末試験

後期

3rdQ

1週
第31回：情報安全４
知的財産権、産業財産権、および著作権とその例外規
定について学ぶ。

・情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護
法、著作権などの法律について説明できる。
・知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財
産に関する基本的な事項を説明できる。
・知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出
す技法などについて説明できる。

2週 第32回：情報安全５
著作物の利用について理解する。

・情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護
法、著作権などの法律について説明できる。
・知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財
産に関する基本的な事項を説明できる。
・知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出
す技法などについて説明できる。

3週 第33回：ディジタル化１
ディジタル情報の特徴と静止画像について理解する。

・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。
・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。

4週
第34回：ディジタル化２
コンピュータ上での数値や文字の表し方について学ぶ
。

・論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算
ができる。
・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・基数が異なる数の間で相互に変換できる。

5週 第35回：ディジタル化３
音声のディジタル化について学ぶ。

・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。

6週
第36回：ディジタル化４
色のディジタル表現と画像のディジタル化について理
解する。

・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。

7週 第37回：ディジタル化５
動画と立体表現と圧縮の仕組みの基礎を学ぶ。

・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。

8週 第38回：後学期中間試験

4thQ
9週 第39回：マルチメディア作品の制作1

動画制作の基本を学び，動画について理解を深める。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。

10週 第40回：マルチメディア作品の制作2
動画の基本的な制作方法を学ぶ。

・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。



11週 第41回：マルチメディア作品の制作3
動画制作演習1（PBL）

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・他者の意見を聞き合意形成することができる。
・合意形成のために会話を成立させることができる。
・グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形
成の方法を実践できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる。
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。
・周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をと
ることができる。
・自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むこと
ができる。
・目標の実現に向けて計画ができる。
・目標の実現に向けて自らを律して行動できる。
・チームで協調・共同することの意義・効果を認識し
ている。
・チームで協調・共同するために自身の感情をコント
ロールし、他者の意見を尊重するためのコミュニケー
ションをとることができる。
・当事者意識をもってチームでの作業・研究を進める
ことができる。
・リーダーがとるべき行動や役割をあげることができ
る。
・適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる
。
・リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収
集やチーム内での相談が必要であることを知っている
。



12週 第42回：マルチメディア作品の制作4
動画制作演習2（PBL）

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・他者の意見を聞き合意形成することができる。
・合意形成のために会話を成立させることができる。
・グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形
成の方法を実践できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる。
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。
・周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をと
ることができる。
・自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むこと
ができる。
・目標の実現に向けて計画ができる。
・目標の実現に向けて自らを律して行動できる。
・チームで協調・共同することの意義・効果を認識し
ている。
・チームで協調・共同するために自身の感情をコント
ロールし、他者の意見を尊重するためのコミュニケー
ションをとることができる。
・当事者意識をもってチームでの作業・研究を進める
ことができる。
・リーダーがとるべき行動や役割をあげることができ
る。
・適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる
。
・リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収
集やチーム内での相談が必要であることを知っている
。



13週 第43回：マルチメディア作品の制作5
動画制作演習3（PBL）

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・他者の意見を聞き合意形成することができる。
・合意形成のために会話を成立させることができる。
・グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形
成の方法を実践できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる。
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。
・周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をと
ることができる。
・自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むこと
ができる。
・目標の実現に向けて計画ができる。
・目標の実現に向けて自らを律して行動できる。
・チームで協調・共同することの意義・効果を認識し
ている。
・チームで協調・共同するために自身の感情をコント
ロールし、他者の意見を尊重するためのコミュニケー
ションをとることができる。
・当事者意識をもってチームでの作業・研究を進める
ことができる。
・リーダーがとるべき行動や役割をあげることができ
る。
・適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる
。
・リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収
集やチーム内での相談が必要であることを知っている
。



14週 第44回：マルチメディア作品の制作5
動画制作演習4（PBL）

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・他者の意見を聞き合意形成することができる。
・合意形成のために会話を成立させることができる。
・グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形
成の方法を実践できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる。
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。
・周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をと
ることができる。
・自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むこと
ができる。
・目標の実現に向けて計画ができる。
・目標の実現に向けて自らを律して行動できる。
・チームで協調・共同することの意義・効果を認識し
ている。
・チームで協調・共同するために自身の感情をコント
ロールし、他者の意見を尊重するためのコミュニケー
ションをとることができる。
・当事者意識をもってチームでの作業・研究を進める
ことができる。
・リーダーがとるべき行動や役割をあげることができ
る。
・適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる
。
・リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収
集やチーム内での相談が必要であることを知っている
。



15週 第45回：マルチメディア作品の制作5
動画制作演習4（PBL）

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・メディア情報の主要な表現形式や処理技法について
説明できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・他者の意見を聞き合意形成することができる。
・合意形成のために会話を成立させることができる。
・グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形
成の方法を実践できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる。
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。
・周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をと
ることができる。
・自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むこと
ができる。
・目標の実現に向けて計画ができる。
・目標の実現に向けて自らを律して行動できる。
・チームで協調・共同することの意義・効果を認識し
ている。
・チームで協調・共同するために自身の感情をコント
ロールし、他者の意見を尊重するためのコミュニケー
ションをとることができる。
・当事者意識をもってチームでの作業・研究を進める
ことができる。
・リーダーがとるべき行動や役割をあげることができ
る。
・適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる
。
・リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収
集やチーム内での相談が必要であることを知っている
。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 65 5 0 0 0 30 100
基礎的理解 65 0 0 0 0 0 65
応用力（実践・
専門・融合） 0 0 0 0 0 30 30

社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

0 5 0 0 0 0 5



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 沖縄高専セミナー
科目基礎情報
科目番号 1016 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 各学科で作成のテキスト・配布資料・電子ファイルなど
担当教員 金城 篤史,仲間 祐貴,田邊 俊朗
到達目標
PBLによる授業を経験し、以下の要素を身につけることを科目目標とする。
①汎用的技能（Aコミュニケーション、B合意形成、C情報収集・活用・発進力）を身につける
②PBLに必要な行動要素（A主体性、B自己管理力、C責任感、Dチームワーク力、E倫理観）を身につける
③総合的な学習経験を通して、創造的思考力を身につける
④工学関連分野（機械・電気電子・情報・生物）の問題発見力・解決方法を身につける
【IV】工学基礎：工学リテラシーの１つとして上記知識を有し、自らの工学の分野に応用できる。
【VIII-A】コミュニケーションスキル：相手の意見を聞き、自分の意見を伝え、円滑なコミュニケーションを図ることができる。
【VIII-B】合意形成：集団において、集団の意見を聞き、自分の意見も述べ、目的のために合意形成ができる。
【VIII-C】情報収集・活用・発進力：ICTやICTツール、文書等を基礎的な情報収集や情報発信に活用できる。
【IX-A】主体性：身内の中で周囲の状況を改善すべく、自身の能力を発揮できる。
【IX-B】自己管理力：日常生活の時間管理ができる。常に良い状態を維持するための努力を怠らない。
【IX-D】チームワーク力：チームワークの必要性・ルール・マナーを理解し、自分の感情の抑制・コントロールをし、他者の意見
を尊重し、適切なコミュニケーションを持つとともに、当事者意識を持ち、協調して共同作業・研究を進めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

汎用的技能（Aコミュニケーション
、B合意形成、Ｃ情報収集・活用・
発信力）を身につける

A.発表資料やレポートに何をどの
ようにして記述するかを、グルー
プでまとめることができる
B.他者の意見を聞きながら、同意
点を探り、グループでやることを
整理することができる
C.Web・マニュアル・書籍等から
必要な情報だけを収集し、整理・
活用できる

A.自分の考え・意見を言うことが
でき、人の意見に耳を傾けること
ができる
B.話合いをして、グループの意見
をまとめることができる
C.Web・マニュアル・書籍等から
情報を集めることができる

A.自分の意見を述べることができ
る
B.自分の意見を他人に押し付けな
い
C.必要となる情報を集めることが
できる

PBLに必要な行動要素（Ａ主体性、
Ｂ自己管理力、Ｃ責任感、Ｄチー
ムワーク力、Ｅ倫理観）を身につ
ける

A.自分の担当する役割を理解し、
必要な行動をとることができる
B.遅刻や無断欠席をせず、授業を
うけることができる
B.予めレポートに取組み、ゆとり
を持ってレポート提出することが
できる
C.自分の役割を理解し、それに基
づいて行動することができる
C.グループの状況を掌握できる
D.グループメンバーの状況を掌握
し、助け合いながら、目標達成に
向けて行動できる
E.引用先や被写体となる人物の許
可をとり、自分のものと他人のも
のを区別し、明示することができ
る

A.自分の担当する役割を理解する
ことができる
B.遅刻や無断欠席をしない
C.自分の担当する役割に従って行
動することができる
D.他者の進み具合を見て、教えた
り習ったりすることができる
E.自分と他者のものを区別できる
が、しれを明示することはできな
い

A.自分の役割を理解できる
B.無断欠席しない
B.レポートを提出する
C.与えられた役割を果たすことが
できる
D.グループメンバーと協調して行
動することができる
E.収集した情報を勝手に他者に配
布しない

総合的な学習経験を通して、創造
的思考力を身につける

自ら調べたことを活用し、工夫し
て作品を作り、チームメンバーに
教えることがで切る

ツールの使い方を理解するが、簡
単なことだけやろうとする ツールの使い方を理解できる

工学関連分野（機械・電気電子・
情報・生物）の問題発見力・解決
方法を身につける

授業を通して、工学関連分野（機
械・電気電子・情報・生物）の問
題・解決方法が理解できる

資料を使って、工学関連分野（機
械・電気電子・情報・生物）の問
題・解決方法を説明できる

工学関連分野（機械・電気電子・
情報・生物）の問題と解決方法を
区別できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
各専門学科で学ぶ授業科目の構成と概要を理解する。
各専門学科に関連する身近な商品を分解・組立て・解析しながら、その構造と構成技術を理解する。
各自が興味を感じた技術を調査し、その結果を発表する。
異分野を含めた沖縄県の企業を調査・見学し、社会構造と産業の実態を理解し、幅広い視野を育成する。

授業の進め方・方法
注意点 【観光・地域共生デザインコース対応科目】
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 メカトロニクスが拓く新社会（機械システム工学科,全
2週4コマ）

メカトロニクスの進歩について学んだ後，体験学習を
通して，メカトロニクスにより解決できる課題を検討
し，解決策を考察していく．

2週 メカトロニクスが拓く新社会（機械システム工学科,全
2週4コマ）

メカトロニクスの進歩について学んだ後，体験学習を
通して，メカトロニクスにより解決できる課題を検討
し，解決策を考察していく．

3週 電子回路及びIoT技術（情報通信システム工学科,全2週
4コマ）

・電子回路と小型マイコン用いた基礎実習 　　
LEDやモーターの動きを小型マイコンにより制御でき
るようになる。
・レポート作成



4週 電子回路及びIoT技術（情報通信システム工学科,全2週
4コマ）

・電子回路と小型マイコン用いた応用実習
　　小型マイコンを用い温度センサーや光センサーか
らの情報を取得し、これらの情報からLEDやモーター
を適応的に制御することにより、簡単な自作IoTシステ
ムが開発できるようになる。
・レポート作成

5週 情報を伝える技術（メディア情報工学科,全2週4コマ）

・授業の狙いの説明
・コンテンツ制作、コンピュータの構成、インターネ
ットの仕組みなど情報を伝えるための最新技術を理解
する。
・レポート作成

6週 情報を伝える技術（メディア情報工学科,全2週4コマ）

・授業の狙いの説明
・コンテンツ制作、コンピュータの構成、インターネ
ットの仕組みなど情報を伝えるための最新技術を理解
する。
・レポート作成

7週 生物の実験と観察（生物資源工学科,全2週4コマ） 植物の形態・分類に関する講義、観察・スケッチ、レ
ポート作成

8週 生物の実験と観察（生物資源工学科,全2週4コマ） 絹（シルク）のもとを作る昆虫であるカイコに関する
講義、実験、観察・スケッチ、レポート作成

2ndQ

9週 アントレプレナーシップとは？ アントレプレナーシップとその事例を知り、沖縄高専
で学び社会の変化に立ち向かう姿勢・考え方を学ぶ。

10週 世界と地域社会の変化を知ろう
グローバル経済が発展し、国内・県内の雇用制度が変
わっていく中で、自分達はどう対応して行くべきか討
論する。

11週 リスクに冷静に対処しよう
変化が速く、先を見通せない事態から逃げ出さないた
めには、日々をどのような意識を持って過ごせば良い
のか討論する。

12週 未来をイメージしよう
個人が関わる地域レベルの良い未来、地球規模での良
い未来とはどのようなものか、具体的に思い描けるか
実際に書き出し、発表し、討論する。

13週 思い描いた未来の実現には、どんなことが課題だろう
？

各個人またはグループで描いた未来を実現するために
、解決すべき課題を出し尽くせるように討論する。

14週 検索しても出てこないアイデアを出そう
課題解決のためのアイデアを発表し合い、否定しない
・認め合う関係性を学ぶ。独創を持った発想、イノベ
ーションを生み出す過程を知る。

15週 人と人を繋ぎ、学び続けよう
コーディネーター・外部講師の講演を聴講し、若い頃
からの人的ネットワーク構築の意義や、生きている限
り学び続けることの大切さを知る。

16週
評価割合

試験 小テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 5 85 0 0 10 100
基礎的能力 0 5 30 0 0 0 35
応用力（実践・
専門・融合） 0 0 30 0 0 0 30

社会性 0 0 10 0 0 0 10
主体的・継続的
学修意欲 0 0 15 0 0 10 25



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 プログラミングI
科目基礎情報
科目番号 1301 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 授業で配布するプリント
担当教員 玉城 龍洋
到達目標
１．【V-D-1】２０行程度のソースプログラムを作成し、コンパイル、実行ができる
２．【V-D-1】Ｃ言語の基本構文が理解できる
３．【V-D-1】数値や文字の基本的な入出プログラムを作成できる。
４．コーディングスタイルに従ったソースプログラムの作成ができる
５．【V-C-8】簡単なプログラムのフローチャートの作成ができる
６．【V-D-1】小規模なプログラムの仕様を考え、それに従った実装が出来る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
語の基本構文を理解し、与えられ
た仕様の簡単なプログラムを実装
できる

合計や最大値などを求めるような
簡単なアルゴリズムを使ったプロ
グラムを作ることが出来る。

基本構文を組み合わせたプログラ
ムを作ることが出来る

基本構文を理解し、20行程度のプ
ログラムを作ることが出来る

PBL形式で3～4人のグループでプ
ログラムを企画開発できる

授業で習っていない範囲の技術を
プログラムに組み込むことが出来
る

一度作ったプログラムを使用して
みて、更に改造し使いやすくする
ことが出来る。

グループでプログラムの企画を立
て、企画に基づいて実装し、作っ
たプログラムについてプレゼンす
ることが出来る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本授業では代表的なプログラミング言語であるＣ言語の基礎的な知識とプログラミング能力を取得する。
授業はコンピュータを操作しながらの演習形式で進める。
授業では多数の演習問題に取り組むことによって理解を進める

授業の進め方・方法 講義で配布するプリント資料および授業で使用するスライドを用いる
注意点 なし
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の進め方の説明と開発環境の構築を行う
2週 プログラミングの基礎知識 簡単なプログラムを作成し、コンパイルの方法を学ぶ
3週 printfの文法 printf関数の使い方を学ぶ
4週 printfの書式文字列 printf関数の書式文字列について学ぶ
5週 変換指定と変数 変換指定と変数の宣言、使い方を学ぶ
6週 計算誤差・配列 計算精度について理解し、さらに配列について学ぶ
7週 配列 配列について学ぶ

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 暗黙の型変換・演算子 暗黙の型変換を理解し、演算子の使い方を学ぶ
10週 scanf関数 scanf関数の使い方を学ぶ
11週 scanf関数 scanf関数の使い方を学ぶ
12週 条件文 条件文を理解し、使い方を学ぶ
13週 条件文 条件文を理解し、使い方を学ぶ
14週 関係演算子 関係演算子について学ぶ
15週 論理演算子 論理演算子について学ぶ
16週

後期

3rdQ

1週 for文 for文を理解し、使い方を学ぶ
2週 フローチャート フローチャートの書き方を理解する
3週 フローチャート フローチャートの書き方を理解する
4週 while文 while文を理解し、使い方を学ぶ
5週 複合代入演算子・多重ループ 複合代入演算子を学び、多重ループを理解する
6週 switch文 switch文を理解し、使い方を学ぶ
7週 反復処理と条件分岐の確認 C言語の制御文について復習する
8週 中間試験

4thQ

9週 10進数と２進数 記数法について学ぶ
10週 文字コード 文字コードの仕組みを理解する

11週 プログラミング演習（１） これまで学んだ制御文を用いて簡単なプログラムを作
成する

12週 プログラミング演習（２） これまで学んだ制御文を用いて簡単なプログラムを作
成する



13週 プログラミング演習（3） これまで学んだ制御文を用いて簡単なプログラムを作
成する

14週 プログラミング演習（4） これまで学んだ制御文を用いて簡単なプログラムを作
成する

15週 プログラミング演習（5） これまで学んだ制御文を用いて簡単なプログラムを作
成する

16週 プログラミング演習（6） これまで学んだ制御文を用いて簡単なプログラムを作
成する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 10 60
専門的能力 30 0 0 0 0 10 40
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 メディアコンテンツ基礎
科目基礎情報
科目番号 1302 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 3

教科書/教材 授業用ウェブページを教科書また教材の主な提供手段として使用する。演習データの保存には、校舎および学生寮から
LAN

担当教員 當間 栄作,仲間 祐貴
到達目標
① 小規模なウェブコンテンツの企画・制作を自分自身で行えるようになる。
② 情報デザインという考え方を理解し、ユーザビリティ・アクセシビリティを含むコンテンツの質について配慮できるようになる。
③ メディアリテラシーという考え方を理解し、コンテンツの制作及び運用における倫理的問題について配慮できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

小規模なウェブコンテ
ンツの企画・制作を
自分自身で行える。

jQueryの文法の3つ
のポイント「セレク
タ」、「メソッド」、「イベ
ント」について理解し
ており、正確に説明
でき、jQueryを利用し
て、リッチなWebコン
テンツを制作できる。

HTML5、CSS3、
JQueryのWebページ
における役割につい
て理解しており、正確
に説明できる。

基礎的なHTML5のタ
グについて理解し、
文字データと画像
データをWebページ
内に適切に配置する
ことができ、かつ
CSS3の仕組みにつ
いて理解しており、ス
タイルシートによる
Webページのデザイ
ンができる。

情報デザインという
考え方を理解し、
ユーザビリティ・アク
セシビリティを含むコ
ンテンツの質につい
て配慮できるようになる。

情報デザインの概念
について理解し、作
品制作の中で効果的
に運用できる。

情報デザインの概念
について理解し、作
品制作の中で運用で
きる。

情報デザインの概念
について理解でき、
ウェブコンテンツの制
作プロセスと関連づ
けることができる。

メディアリテラシーと
いう考え方を理解し、
コンテンツの制作及
び運用における倫理
的問題について配慮
できるようになる。

メディアリテラシーに
ついて理解し、作品
制作の中で効果的に
運用できる。

メディアリテラシーに
ついて理解し、作品
制作の中で運用でき
る。

メディアリテラシーに
ついて理解でき、ウェ
ブコンテンツの制作
プロセスと関連づけ
ることができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

21世紀の現代、情報技術の急速な発展は社会の国際化をさらに加速させており、インターネット上にインタラクティブ
で魅力的なサイトを構築するために、ウェブページ作成に関する基礎知識が個人でも組織でも、またどの分野に於いて
も重要となってきている。この授業では、主にクライアントサイドにおけるウェブページ作成に必要な様々な基礎知識
と技法を演習を通して修得する。例えば、HTML5、CSS3などである。受講生は、上記の技術を演習で確認しながら、ウ
ェブページ作成に関する知識と技術を概観する。さらに、優れたWebサイトは、明確なテーマを持ったコンテンツで構
成されており、訪れるユーザに対し、日々有意義な情報を提供している。Webを利用した情報発信を実践するためには
、リッチコンテンツ（Rich Contents）、すなわち、動的な映像やアニメーション、CG、音声などを利用した表現豊か
なコンテンツを構築する必要がある。この講義の後半では、HTML5とCSS3の知識を前提とし、jQueryを基礎から解説
する。jQueryとはJavaScriptライブラリの1つで、JavaScriptでよく使用される機能を簡素化したライブラリファイルの
名称である。受講生は、jQueryを利用した基礎的なWebページ作成演習を通して、模擬的なWebサイトを構築しながら
、リッチなWebコンテンツ制作に関する知識と技術を習得する。

授業の進め方・方法

注意点
(1)デザインとは個々人の感覚や考え方を他者とのコミュニケーションの中で何らかの「かたち」として表現する作業で
あり、デザインの基礎は表現の方法のみならず、デザイナー自身の「感じる力」「考える力」「関わる力」にある。日
常生活の中で、より多くの感動を得、より深く考え、より多くの人と関わりながら、学習を進めて欲しい。
(2) コンピュータを使った長時間の作業は身体への負担が大きいので、体調を整えて授業に参加してもらいたい。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション・下準備 シラバスの説明、ブラウザ・テキストエディタの準備
等

2週 基本的なページの作成 HTMLファイルとスタイルシートファイルの作成等
3週 基本的なページの作成 文字デザイン等
4週 レイアウトとデザイン  背景色等
5週 レイアウトとデザイン 影を付ける等
6週 画像の表示 画像の表示等
7週 画像の表示 背景画像の表示等
8週 リンクとナビゲーション リンクの設定等

2ndQ

9週 リンクとナビゲーション ナビゲーションメニューの設定等
10週 インデックスページの作成 記事の一覧ページの作成等
11週 インデックスページの作成 トップページの作成等
12週 テーブルとフォーム テーブルの作成等



13週 テーブルとフォーム 投稿フォームの作成等
14週 CSS  文法チェック等
15週 作品の制作 総括
16週

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション・下準備 シラバスの説明、開発環境の準備等
2週 Webページの構成要素について jQueryとJavaScriptの違い／jQueryライブラリの準備
3週 jQueryの基礎知識 セレクタ／メソッド／イベント
4週 jQueryの文法 セレクタ
5週 jQueryの文法 メソッド（html／text／val／attr）

6週 jQueryの文法 メソッド（HTML要素・文字を追加・削除するメソッ
ド／

7週 jQueryの文法 イベント（on／of／マウスから発生するイベント）
8週 jQueryの文法 イベント（change／その他のイベント）

4thQ

9週 実践的なメソッド hide／show／fadeOut／fadeIn／slideUp／slideTog
gle／

10週 jQueryアニメーション animate
11週 jQueryプラグイン・ライブラリ  スライドショー（bxSlider／slidr.js）

12週 jQueryプラグイン・ライブラリ ポップアップ（ColorBox）／アコーディオン
（liteAccordion）

13週 Webコンテンツ制作Ⅰ 作品の品評会に向けてWebコンテンツ作成を行う。
14週 Webコンテンツ制作Ⅱ 作品の品評会に向けてWebコンテンツ作成を行う。
15週 作品の品評会 総括
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 レポート
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物)

合計

総合評価割合 0 0 0 0 20 80 100
基礎的能力 0 0 0 0 20 40 60
応用力（実践・
専門・融合） 0 0 0 0 0 20 20

社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

0 0 0 0 0 10 10

主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造研究
科目基礎情報
科目番号 1303 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 指導教員が指定する図書および自ら検索した研究に関連する図書など。
担当教員 伊波 靖,玉城 龍洋,タンスリヤボン スリヨン,與那嶺 尚弘,金城 篤史,佐藤 尚,仲間 祐貴,當間 栄作,比嘉 聖
到達目標
学生各自の問題意識に沿った創造性あふれる課題研究を、低学年から継続的に行うことにより、技術者として必要な、実践的かつ総合的な学力
を身につける。
【IV-A】工学リテラシー
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
学生各自の問題
意識に沿った創造
性あふれる課題
研究を行う

テーマにオリジナ
リティーを付加し
て、研究を完了ま
たは作品を完成できる。

テーマの目的を理
解し、研究を完了
または作品を完成
できる。

テーマに沿って、
研究を遂行または
作品を制作でき
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

１　学生各自が、以下のような創造性あふれる課題を持つことから、この科目ははじまる。「英語による科学技術論文
を書く」「科学技術の発展を社会学の視点で明らかにする」「速く走るための姿勢を科学的に分析し論文とする」「ロ
ボットコンテストやプログラミングコンテストに出品する作品を創る」「mini movieを作成する」「県産品を使った新
しい健康食品を創る」など
２　学生は、個人またはチームで、課題を研究するためにふさわしい教員を探し、担当を依頼する。それぞれの課題に
応じて、総合科学科・機械システム工学科・情報通信システム工学科・メディア情報工学科・生物資源工学科の全教員
が、依頼の対象となる。
３　授業時間は、教員と学生が相談の上、両者の空き時間に設定される。教員が直接指導・助言にあたるのは、原則と
して授業1単位（年間30時間）に相当する時間とする。学生が図書館などで調査研究したり、レポートや作品を仕上げて
いる時間も、授業時間に換算できるものとする。
４　教員が学生の依頼を受諾したら、学生は、所定の用紙で、課題名・担当教員・授業時間などを教務係に届け出る。
５　授業はゼミ形式となる。教員は、調査・実験・討議・発表などに関し、適宜、指導・助言を行う。

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

2ndQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照
14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

後期

3rdQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

4thQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照



14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 100 100



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 メディア情報工学セミナー
科目基礎情報
科目番号 1304 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 Linux標準教科書 LPI-Japan、自作の資料
担当教員 金城 篤史
到達目標
今日の社会では、情報技術は必須のスキルとなっている。本講義は情報技術の基礎となるハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク基礎を広
く修得することを目標とする。
特に、データサイエンス、サイバーセキュリティ、IoT などは注目を集めている。これらをより深く学習するうえで必要なCUI（Character-
Base User Interface）の知識について学習する。
【Ⅴ-D-4 コンピュータシステム】【Ⅴ-D-5 システムプログラム】【Ⅴ-D-6 情報通信ネットワーク】【Ⅴ-D-8 その他の学習内容】

ルーブリック
達成度目標の評価方法 標準的な到達レベルの目安

(優) 標準的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安
(可)

コンピュータのアーキテク
チャやソフトウェアが理解
できる。

理解度を定期試験および小
テストで評価する。

コンピュータアーキテクチ
ャやソフトウェアを理解し
、必要な要件を考案できる
。

基本的なコンピュータのア
ーキテクチャやソフトウェ
アを説明できる。

基本的なコンピュータのア
ーキテクチャやソフトウェ
アが理解できる。

ネットワークを構成する機
器とその通信規約が理解で
きる。

理解度を定期試験および小
テストで評価する。

ネットワークプロトコルや
ハードウェアの構成を理解
し、必要なシステムを考案
できる。

ネットワークプロトコルや
ハードウェアについて理解
し、説明できる。

ネットワークの基礎知識を
理解できる。

コンピューターを利用する
うえで必要なCUIの使い方
が理解できる。

理解度を定期試験および小
テストで評価する。

CUIで利用するコマンドを
理解し、環境ごとにことな
る

CUIで利用するコマンドを
説明できる。

CUIで利用するコマンドを
使用できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
今日の社会では、情報技術は必須のスキルとなっている。本講義は情報技術の基礎となるハードウェア、ソフトウェア
、ネットワーク基礎を広く修得することを目標とする。
特に、データサイエンス、サイバーセキュリティ、IoT などは注目を集めている。これらをより深く学習するうえで必要
なCUI（Character-Base User Interface）の知識について学習する。

授業の進め方・方法 CUIを使った演習を中心に行う。毎週簡単な演習課題を実施する。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス・環境構築
講義の進め方、評価方法、講義概要について説明する
。
演習環境のインストールを行う。

2週 環境構築 演習環境のインストールを行う。

3週 Linuxとは、CUIとは
Windows以外のオペレーティングシステムについて学
習する。
CUI（キャラクターベースユーザーインターフェース
に）について学習する。

4週 Linuxのインストールについて
開発環境のインストール方法について学習する。
オペレーティングシステムから見たハードウェア、ソ
フトウェアについて学習する。

5週 基本的なコマンド 基本的なコマンドの使い方について学習する。
6週 正規表現とパイプ 正規表現とパイプの使い方について学習する。

7週 基本的なコマンド2
基本的なコマンドの使い方について学習する。
ネットワークの状態を確認したり、操作するためのコ
マンドについて学習する。

8週 viエディタ viエディタについて学習する。

4thQ

9週 管理者の仕事
オペレーティングシステム管理者の仕事について学習
する。
オペレーティングシステムのユーザーごとのセキュリ
ティ対策について学習する。

10週 ユーザ権限とアクセス権 オペレーティングシステムのユーザ権限とアクセス権
について学習する。

11週 シェルスクリプト シェルスクリプトを用いた、複数コマンドのバッチ処
理について学習する。

12週 ネットワークの設定と管理 ネットワークの状態を確認したり、操作するためのコ
マンドについて学習する。

13週 プロセス管理 プロセス管理について学習する。
14週 ファイル管理 ファイル管理について学習する。
15週 シェルスクリプトの応用 シェルスクリプトの応用方法について学習する。
16週



評価割合
定期試験 小テスト 演習課題 合計

総合評価割合 40 40 20 100
基礎的能力 20 40 20 80
応用力 20 0 0 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 都市と観光
科目基礎情報
科目番号 1601 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 教員作成教材
担当教員 沖田 紀子,田邊 俊朗
到達目標
1.都市計画の歴史、都市計画の考え方、都市計画の制度、都市の諸問題等を理解し、説明できる。
2.情報技術を活用した都市データの可視化や都市データの収集、解析方法を理解し、説明できる。
3.観光や都市施設のファシリティマネジメント関する基本的事項を理解し、説明できる。
4.沖縄県の観光政策について都市計画との関係性を理解し、説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

都市計画について説明できる。
都市計画の歴史、都市計画の考え
方、都市計画の制度、都市の諸問
題等を理解し、適切かつ十分に説
明できる。

都市計画の歴史、都市計画の考え
方、都市計画の制度、都市の諸問
題等を理解し、概ね説明できる。

都市計画の歴史、都市計画の考え
方、都市計画の制度、都市の諸問
題等を理解している。

都市データを調査できる。
情報技術を活用した都市データの
可視化や都市データの収集、解析
方法を理解し、適切かつ十分な調
査・考察ができる。

情報技術を活用した都市データの
可視化や都市データの収集、解析
方法を理解し、調査・考察が一定
程度できる。

情報技術を活用した都市データの
可視化や都市データの収集、解析
方法を理解している。

観光や都市施設のファシリティマ
ネジメントについて説明できる。

観光や都市施設のファシリティマ
ネジメントに関する基本的事項を
理解し、適切かつ十分に説明でき
る。

観光や都市施設のファシリティマ
ネジメントに関する基本的事項を
理解し、概ね説明できる。

観光や都市施設のファシリティマ
ネジメントに関する基本的事項を
理解している。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

都市や観光地の計画に関する基礎的事項についての理解を目的とする。都市や観光地域の最終的な目的は、「住んでよ
り、訪れてよし、受け入れてよし」の三方よしの社会であるが、どのようなまちが三方よしのまちだろうか？本講義で
は、そのような視点から、まず都市計画の歴史、都市計画の考え方、都市計画の制度、都市の諸問題等について学ぶ。
また、都市の現状を客観的に分析する能力として、情報技術を活用した都市データの可視化や都市データの収集、解析
方法について学ぶ。それらの情報を戦略的に活用する方法の１つであるファシリティマネジメントについて学ぶ。そし
て、沖縄県の観光政策と前述した都市計画との関係について学ぶ。

授業の進め方・方法 講義においては、板書やプロジェクターを用いて説明する他、パソコンを使った演習を通して、理解を深める。レポー
ト20％、中間試験40％、期末試験40％で評価し、総合評価60点以上を合格とする。

注意点
学生自身が住んでいる地域も「都市や観光地の一部」として捉えてみましょう。日頃から身近なまち（寮や学校でも可
）の様子を観察し、「住みやすい（寮や学校なら学習しやすい、楽しめるなど）」、要因や「ここは改善したい、する
べき」要因を考える習慣を身につけましょう。【観光・地域共生デザインコース対応科目】

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ

1週 ガイダンス・都市計画の歴 この科目を学ぶ意義を理解し、古代～近代の都市の移
り変わりについて説明できる。

2週 都市計画理論 田園都市、工業都市、ゾーニング、近隣住区理論につ
いて説明できる。

3週 都市計画法と関連法の概要 都市計画法の理念や関連する法について説明できる。

4週 土地利用計画と区域区分 日本の土地利用計画の仕組みについて説明できる。区
域区分と用途地域について説明できる。

5週 観光まちづくりの交通計画 観光交通の特性と課題について説明できる。観光まち
づくりの交通計画の基本について説明できる。



6週 都市と観光地の景観計画 景観形成・風景計画、用途・形態規制の仕組みについ
て説明できる。

7週 都市防災と復興 過去の災害による都市への影響、都市のリスクマネジ
メント及び都市防災計画について説明できる。

8週 中間試験

4thQ

9週 都市・観光地モデル 情報技術を活用した都市データの可視化とその活用方
法について説明できる。

10週 都市と統計解析 情報技術を活用した統計解析による都市の現状につい
て説明できる。

11週 都市施設マネジメント1 ファシリティマネジメント（FM）の基本的な考え方つ
いて説明できる。

12週 観光施設マネジメント2 観光施設におけるFM戦略について説明できる。

13週 持続可能なまちづくり
人口減少社会という局面において都市が抱える課題に
ついて説明できる。また、それらの課題持続可能なま
ちづくり計画について説明できる。

14週 沖縄のこれまでの観光まちづくり 沖縄に関するこれまでの観光政策について説明できる
。

15週 沖縄の観光まちづくり 沖縄県観光振興基本計画の都市計画に関係する部分に
ついて説明できる。

16週 期末試験
評価割合

定期試験 発表 レポート 合計
総合評価割合 80 0 20 100
基礎的能力 40 0 20 60
専門的能力 40 0 0 40
分野横断的能力 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 微積分I
科目基礎情報
科目番号 2006 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 4

教科書/教材 「新編　高専の数学2（第２版・新装版）」，「新編　高専の数学2問題集（第２版）」，「新編　高専の数学３（第
２版・新装版）」，「新編　高専の数学３問題集（第２版）」

担当教員 山本 寛
到達目標
(1) 微積分の基礎概念を理解する．
(2) 1変数の微分や積分に関する基本的な技法を修得し，関数の導関数や積分を計算できる．
(3) 微分法や積分法を関数の変化や図形の面積・体積の計算等に応用できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

1変数関数の微分法の基礎的な概念
を理解し計算技法を修得する．

1変数関数の微分法の基礎的な概念
，および，計算技法を理解し，こ
れらを応用して高度な問題（問題
集のB, C問題レベル）を解決でき
る．また，総合的な問題を解決す
る道具の一つとして，1変数関数の
微分法の基礎的な概念を適切に活
用できる．

1変数関数の微分法の基礎的な概念
，および，計算技法を理解し，ヒ
ントや誘導のない状態で基礎的な
問題（教科書の例題や問，および
，問題集のA問題レベルの問題）を
解決できる．

1変数関数の微分法の基礎的な概念
，および，計算技法を理解し，ヒ
ントや誘導に従って基礎的な問題
（教科書の例題や問，および，問
題集のA問題レベルの問題）を解決
できる．

1変数関数の積分法の基礎的な概念
を理解し計算技法を修得する．

1変数関数の積分法の基礎的な概念
，および，計算技法を理解し，高
度な問題（問題集のB, C問題レベ
ル）を解決できる．また，総合的
な問題を解決する道具の一つとし
て，1変数関数の積分法の基礎的な
概念を適切に活用できる．

1変数関数の積分法の基礎的な概念
，および，計算技法を理解し，ヒ
ントや誘導のない状態で基礎的な
問題（教科書の例題や問，および
，問題集のA問題レベルの問題）を
解決できる．

1変数関数の積分法の基礎的な概念
，および，計算技法を理解し，ヒ
ントや誘導に従って基礎的な問題
（教科書の例題や問，および，問
題集のA問題レベルの問題）を解決
できる．

微分法や積分法を関数の変化や図
形の面積・体積の計算等に応用で
きるようになる．

微分法や積分法を関数の変化や図
形の面積・体積の計算等に応用で
き，高度な問題（問題集のB, C問
題レベル）を解決できる．また
，関数の変化や図形の面積・体積
が関係する総合的な問題を解決す
る道具の一つとして，微分法や積
分法を適切に活用できる．

微分法や積分法を関数の変化や図
形の面積・体積の計算等に応用で
き，ヒントや誘導のない状態で基
礎的な問題（教科書の例題や問
，および，問題集のA問題レベルの
問題）を解決できる．

微分法や積分法を関数の変化や図
形の面積・体積の計算等に応用で
き，ヒントや誘導に従って基礎的
な問題（教科書の例題や問，およ
び，問題集のA問題レベルの問題
）を解決できる．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ・工学や3年次以降の数学または関連科目の基礎となる1変数関数の微積分について講義と演習を行う．

授業の進め方・方法 ・授業時間に適宜問題演習を行い，授業内容の理解の定着をはかる．
・定期的に小テストや復習テスト（1年で学習した内容の場合もある）を行い，学習状況を確認する．

注意点 ・主に成績不振者に対して課題を課し，成績に加味する場合がある．
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 無限数列の極限 無限数列を理解し，その極限を計算できる．
2週 無限級数とその和 無限級数を理解し，その和を計算できる．

3週 関数の極限値、微分係数・導関数 関数の極限値を理解し，定義を用いて整式の微分係数
や導関数を計算できる．

4週 導関数の計算、接線と速度 公式を用いて整式の導関数を計算できる．微分係数や
導関数と接線や速度との関係を理解する．

5週 関数の増加・減少、極大・極小 導関数と関数の増加・減少，極大・極小との関係を理
解し，関数の増減表を書くことができる．

6週 関数の最大値・最小値、いろいろな変化率 関数の増減を調べ，最大・最小や変化の割合の計算に
利用できる．

7週 前学期 中間試験

8週 関数の極限、連続性 整式以外のいろいろな関数の極限や関数の連続性につ
いて理解する．

2ndQ

9週 積と商の導関数、合成関数とその導関数 積と商の導関数の公式や合成関数の導関数の公式を理
解し，これらを用いて関数の導関数を計算できる．

10週 対数関数・指数関数の導関数 自然対数の底を定義し，対数関数と指数関数の導関数
の公式を理解する．

11週 三角関数の導関数 三角関数の極限の計算方法や三角関数の導関数の公式
を理解し，これを用いた計算ができる．

12週 関数の増減と極大・極小、方程式・不等式への応用 さまざまな関数の増減や極大・極小を調べ，方程式・
不等式に応用できる．

13週 接線・法線と近似値、速度・加速度 導関数を利用して，接線・法線や近似値，速度・加速
度を計算できる．

14週 不定積分 不定積分の定義と基本的な関数の不定積分の公式を理
解し，不定積分を計算できる．



15週 前学期の復習と演習，成績不振者への特別対応(1)
16週 前学期の復習と演習，成績不振者への特別対応(2)

後期

3rdQ

1週 置換積分法、部分積分法 置換積分法と部分積分法を学び，それらを不定積分の
計算に利用する．

2週 いろいろな関数の不定積分 分数関数や三角関数の積等，いろいろな関数の不定積
分の計算方法を学ぶ．

3週 定積分 定積分の定義を学び，基本的な公式を利用して，定積
分を求める．

4週 置換積分法、部分積分法 定積分の置換積分法と部分積分法を学び，それらを利
用して定積分を計算する．

5週 面積 定積分を利用して，図形の面積を求める．
6週 後学期 中間試験

7週 体積 定積分を利用して，図形の体積を求めることができる
．

8週 第2次導関数と曲線の凹凸 第2次導関数と曲線の凹凸との関係を理解し，これを利
用して，曲線の凹凸を調べることができる

4thQ

9週 逆関数 逆関数とその微分法を理解する．

10週 逆三角関数と導関数 三角関数の逆関数（逆三角関数）の定義を理解し，そ
れらの導関数を計算できる．

11週 曲線の媒介変数方程式 媒介変数方程式で表された図形を作図できる．媒介変
数方程式で表された関数の導関数を計算できる．

12週 極座標と曲線 極座標の概念を理解し，極座標で表された曲線を扱う
ことができる．

13週 平均値の定理 平均値の定理を理解する．
14週 不定形の極限値 ロピタルの公式を用いて極限を計算できる．
15週 後学期の復習と演習，成績不振者への特別対応(1)
16週 後学期の復習と演習，成績不振者への特別対応(2)

評価割合
定期試験・中間試験 小・中テスト 合計

総合評価割合 30 70 100
基礎的能力 30 70 100

0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 線形代数
科目基礎情報
科目番号 2007 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 「新編高専の数学2（第2版）」(森北出版） 「新編高専の数学2問題集(第2版)」（森北出版）
担当教員 成田 誠
到達目標
「ベクトル」「行列」「行列式」「1次変換」などの基本概念を理解し、その応用として連立1次方程式の種々の解法を身につけることや固有値
の定義およびその応用を理解することを目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの
目安 未到達レベルの目安

空間ベクトルと空間図形の
基本的性を理解し、それら
に関連する基本的な問題が
解けるようになる。

空間ベクトルと空間図形の
基礎的な概念および計算技
法を
理解し，高度な問題を解く
ことができる．また総合的
な問題を解決する際に，こ
れらを適切に活用できる。

空間ベクトルと空間図形の
基礎的な性質および計算技
法を
理解し，ヒントや誘導なし
で基礎的な問題（教科書の
例題や問レベルの問題）を
解くことができる。

空間ベクトルと空間図形の
基礎的な性質および計算技
法を
理解し，ヒントや誘導に従
って基礎的な問題（教科書
の例題や問レベルの問題
）を解くことができる。

空間ベクトルと空間図形の
基礎的な性質および計算技
法を
理解せず，ヒントや誘導が
あっても基礎的な問題(教科
書の例題や問レベルの問題
)を解くことができない。

行列の基本的な性質とその
応用としての1次変換につ
いて理解する。

行列と１次変換の基礎的な
性質および計算技法を
理解し，高度な問題を解く
ことができる．また総合的
な問題を解決する際に，こ
れらを適切に活用できる。

行列と１次変換の基礎的な
性質および計算技法を
理解し，ヒントや誘導なし
で基礎的な問題（教科書の
例題や問レベルの問題）を
解くことができる。

行列と１次変換の基礎的な
性質および計算技法を
理解し，ヒントや誘導に従
って基礎的な問題（教科書
の例題や問レベルの問題
）を解くことができる。

行列と１次変換の基礎的な
性質および計算技法を
理解せず，ヒントや誘導が
あっても基礎的な問題(教科
書の例題や問レベルの問題
)を解くことができない。

行列式の基本的な性質につ
いて理解し、それを用いて
行列式の値を計算すること
ができる。

行列式の基礎的な性質およ
び計算技法を
理解し，高度な問題を解く
ことができる．また総合的
な問題を解決する際に，こ
れらを適切に活用できる。

行列式の基礎的な性質およ
び計算技法を
理解し，ヒントや誘導なし
で基礎的な問題（教科書の
例題や問レベルの問題）を
解くことができる。

行列式の基礎的な性質およ
び計算技法を
理解し，ヒントや誘導に従
って基礎的な問題（教科書
の例題や問レベルの問題
）を解くことができる。

行列式の基礎的な性質およ
び計算技法を
理解せず，ヒントや誘導が
あっても基礎的な問題(教科
書の例題や問レベルの問題
)を解くことができない。

連立1次方程式の種々の解
法を学び、基本的な問題を
解くことができる。

連立１次方程式の種々の解
法の基礎的な性質および計
算技法を
理解し，高度な問題を解く
ことができる．また総合的
な問題を解決する際に，こ
れらを適切に活用できる。

連立１次方程式の種々の解
法の基礎的な性質および計
算技法を
理解し，ヒントや誘導なし
で基礎的な問題（教科書の
例題や問レベルの問題）を
解くことができる。

連立１次方程式の種々の解
法の基礎的な性質および計
算技法を
理解し，ヒントや誘導に従
って基礎的な問題（教科書
の例題や問レベルの問題
）を解くことができる。

連立１次方程式の種々の解
法の基礎的な性質および計
算技法を
理解せず，ヒントや誘導が
あっても基礎的な問題(教科
書の例題や問レベルの問題
)を解くことができない。

固有値と固有ベクトルの意
味を理解し、基本的な正方
行列の固有値と固有ベクト
ルを計算することができる
。またその応用として、対
角化の基本的な問題を解く
ことができる。

固有値・固有ベクトル・対
角化の基礎的な性質および
計算技法を
理解し，高度な問題を解く
ことができる．また総合的
な問題を解決する際に，こ
れらを適切に活用できる。

固有値・固有ベクトル・対
角化の基礎的な性質および
計算技法を
理解し，ヒントや誘導なし
で基礎的な問題（教科書の
例題や問レベルの問題）を
解くことができる。

固有値・固有ベクトル・対
角化の基礎的な性質および
計算技法を
理解し，ヒントや誘導に従
って基礎的な問題（教科書
の例題や問レベルの問題
）を解くことができる。

固有値・固有ベクトル・対
角化の基礎的な性質および
計算技法を
理解せず，ヒントや誘導が
あっても基礎的な問題(教科
書の例題や問レベルの問題
)を解くことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 自然科学や工学で用いられる数学的な基本概念の1つとして線形代数学を学ぶ

授業の進め方・方法
授業は教科書を用いて行い、それに沿って展開する。
授業は基本事項の確実な定着に重点を置き、問題演習の時間を随時設ける。
教員による説明の時間を極力短くし、学生の能動的な演習に重点を置く。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 空間ベクトル(1) 空間ベクトルを定義して、その性質を学ぶことができ
る。

2週 空間ベクトル(2) 空間ベクトルの内積を定義して、その性質について学
ぶ。

3週 空間図形(1) 空間内に存在する直線の性質について学ぶ。
4週 空間図形(2) 空間内に存在する平面の性質について学ぶ。
5週 空間図形(3) 引き続き平面の性質について学ぶ。
6週 空間図形(4) 球面の性質について学ぶ。
7週 行列(1) 行列を定義し、和とスカラー倍について学ぶ。
8週 前期中間試験（行事予定で週変更可）

2ndQ

9週 行列(2) 行列の積を定義し、計算方法を学ぶ
10週 逆行列 逆行列を定義し、種々の基本性質を学ぶ。
11週 連立1次方程式 2元連立1次方程式の逆行列による解法を学ぶ
12週 １次変換(１) 1次変換を定義し、線形性について学ぶ。
13週 １次変換(2) 1次変換による図形の像に関して学ぶ。



14週 1次変換(3) １次変換の合成と逆変換について学ぶ
15週 行列式(1) 順列を導入し、行列式の定義を行う
16週 期末試験

後期

3rdQ

1週 行列式(2) サラスの方法による2次と３次の行列式を計算方法を学
ぶ

2週 行列式(3) 行列式の性質による行列式の計算方法を学ぶ
3週 行列式(4) 余因子展開を用いた行列式の計算方法を学ぶ。

4週 連立1次方程式(1) 行列式を用いた逆行列の求め方を導入し、逆行列を用
いた連立1次方程式の解法を学ぶ。

5週 連立1次方程式(2) 連立1次方程式の解法として、クラメルの公式を学ぶ。
6週 連立1次方程式(3) 掃出し法による連立1次方程式の解法について学ぶ
7週 連立1次方程式(4) 掃出し法による連立1次方程式の解法について学ぶ。
8週 後期中間試験（行事予定で週変更可）

4thQ

9週 掃出し法による逆行列の求め方 掃出し法による逆行列の求め方を学ぶ。
10週 1次独立と1次従属 ベクトルの1次独立・1次従属について学ぶ。
11週 行列の階数 行列の階数の求め方を学び、連立同次1次方程式との

12週 固有値と対角化（1） 2次正方行列の固有値・固有ベクトルの定義と計算法を
学習する。

13週 固有値と対角化（2） 3次正方行列の固有値・固有ベクトルの定義と計算法を
学習する。

14週 固有値と対角化（3) 固有値と固有ベクトルの応用として、対角化を学ぶ。
15週 対称行列と直行行列 直行行列を用いた対称行列の対角化について学ぶ
16週 期末試験

評価割合
定期試験 合計

総合評価割合 100 0 100
基礎的能力 100 0 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 歴史学概論
科目基礎情報
科目番号 2017 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教員が編集したプリント、プレゼン資料
担当教員 下郡 剛
到達目標
１前後の史実の連関を把握し、歴史を流れで理解できる。２現代の我々とは異なる思想・価値観を理解することで、多面的なものの見方や考え
方ができるようにする。３現代と異なる形態の国家・社会・宗教等を学ぶことで、現代社会を相対的に把握できる能力を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
定期試験の９割に到達している。 定期試験の７割に到達している。 定期試験の６割に到達している。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 資・史料を提示し、歴史学的方法論を併せて説明することで、科学的・論理的に考える能力を高める。それとともに、

リアリティーある時代像の構築に努める。

授業の進め方・方法 資・史料を提示し、歴史学的方法論を併せて説明することで、科学的・論理的に考える能力を高める。それとともに、
リアリティーある時代像の構築に努める。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の方針・進め方等についての説明

2週 下総の子犬の話しー鎌倉幕府の中央政務機構と執権政
治の成立ー

漢文読解能力未習得段階における史料の使用方法につ
いて、古今著聞集を実例に説明し、併せて鎌倉幕府の
中央政務機構と執権政治の成立を説話史料に基づき理
解する。

3週 大化改新1 大化改新を国家成立史の視点から理解する
4週 大化改新2 大化改新を王権の継承の視点から理解する

5週 壬申の乱 壬申の乱を国家成立史・王権の継承の両視点から理解
する

6週 律令国家の成立とその政務機構
律令国家成立に伴って編成される政務機構を知識し、
その後の変遷を通して、現在の省庁制の母体になった
ことを知る

7週 天武天皇後の皇位継承 壬申の乱によって直系皇統としての地位を確立した天
武系のその後の皇位継承を概観する

8週 聖武天皇後の皇位継承1
古代政治史のターニングポイントとなった聖武天皇期
における皇位継承の異例について知識し、異例が多く
生じた理由について考える

2ndQ

9週 聖武天皇後の皇位継承2
聖武天皇期における皇位継承の異例について、藤原仲
麻呂の乱と道教事件を連動させ、孝謙天皇の皇位継承
構想について理解する

10週 桓武天皇の登場
桓武天皇登場を語る 『扶桑略記』の史料桓武天皇登場
を語る 『扶桑略記』の史料としての信頼性の問題を考
える。

11週 桓武天皇後の皇位継承1 聖武皇統の断絶により直系皇統が再度天武系から天智
系へ移行することを理解する

12週 桓武天皇後の皇位継承2
新しい皇統の直系として桓武系が認識されるようにな
ることと、その後の皇統分裂を薬子・承和の両政変を
通して考える。

13週 荘園の成立 摂関政治・院政を理解する上で必要となる荘園制の成
立について概要を理解する

14週 摂関政治前史―藤原氏の台頭― 大化改新以降の藤原氏の台頭を流れで概観する
15週 前期授業内容のまとめ 前期授業内容のまとめ
16週 期末試験

後期 3rdQ

1週 摂関政治前史２―摂政・関白制度の確立 人臣摂政・関白の起源が何故に生じたか理解する。

2週 摂関政治の成立 兼家の時に成立した摂関政治について歴史的意義を理
解する

3週 摂関政治の全盛
道長・頼通の摂関政治の全盛が何故生じたのか、何故
突然摂関政治は終わったのかを知ることで、摂関政治
とは何かを理解する

4週 中世への胎動 摂関政治・院政双方の政治構造の差異を理解すること
で、古代から中世への移行について考える。

5週 院政前史ー後三条天皇の政治 後三条天皇の登場により、摂関政治の終焉と院政への
胎動を理解する

6週 院政の成立 皇位継承を通して院政の成立を理解する



7週 院政の展開 成立した院政がその後、どのように定着してゆくのか
を理解する

8週 鎌倉幕府成立前史１ 鎌倉幕府の成立の前提となった平氏政権の成立を理解
する

4thQ

9週 鎌倉幕府成立前史２ 平氏政権の展開を理解する
10週 鎌倉幕府の成立 鎌倉幕府の成立を皇位継承問題の視点から理解する

11週 鎌倉幕府の権力構造 下総の子犬の話を再度取り上げて、鎌倉幕府の権力構
造を理解する

12週 資本主義・共産主義の形成と冷戦
資本主義と共産主義の形成、それに伴う冷戦構造の成
立について理解し、４年次で開講する地域文化論に論
点をつなげる前振りとする。

13週 前近代海上交通と大分磨崖仏 前近代における海上交通の意義を,地理的背景を踏まえ
、時代別に理解する。

14週 前近代海上交通と大分磨崖仏２ 上記理解に基づき、論点を大分の磨崖仏に及ぼす。
15週 後期授業内容のまとめ 後期授業内容のまとめ
16週 学年末試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 国語II
科目基礎情報
科目番号 2019 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 『現代の国語』（東京書籍)/『新編　言語文化』（東京書籍）/『新訂　国語図説』（東京書籍）/教員作成資料
担当教員 澤井 万七美
到達目標
①　日本語のさまざまな表現形式を知る。
②　実社会における「場面に応じたコミュニケーション能力」を身につける。
③　時代や地域が異なる人々に対しても、その心情や生き方への想像力と敬いの念を持つ大切さを再確認する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安
（可）

日本語のさまざまな表現形式を知
る。

準2級レベルの漢字をほぼ洩れなく
読み書きすること・言葉から情報
を読み取るスキルを的確に使いこ
なすこと・文章の要旨を誤りなく
抽出することができる。

準2級レベルの漢字を概ね読み書き
すること・言葉から情報を読み取
るスキルを使いこなすこと・文章
の要旨を抽出することができる。

準2級レベルの漢字を読み書きする
こと・言葉から情報を読み取るス
キルを理解すること・文章の要旨
を抽出する方法を理解することが
できる。

実社会における「場面に応じたコ
ミュニケーション能力」を身につ
ける。

社会人として必要なマナーと敬語
を場面に応じて使いこなすことが
できる。

社会人として必要なマナーと敬語
を使いこなすことができる。

社会人として必要なマナーと敬語
とは何かを理解することができる
。

インタビュー課題等を通じて、自
己を律し、他者をよりよく知る心
構えと態度を身につける。

他者への配慮ある言語・非言語コ
ミュニケーションとは何か理解し
、実践することができ、第三者か
ら高い評価を得ることができる。

他者への配慮ある言語・非言語コ
ミュニケーションとは何か理解し
、実践することができる。

他者への配慮ある言語・非言語コ
ミュニケーションとは何か理解す
ることができる。

時代や地域が異なる人々に対して
も、その心情や生き方への想像力
と敬いの念を持つ大切さを再確認
する。

古典作品を通じて、自分とは異な
る文化への理解を深め、尊重する
ことができる。

古典作品を通じて、自分とは異な
る文化への理解を深めることがで
きる。

古典作品を通じて、自分とは異な
る文化を知り、尊重することがで
きる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
社会で生きるために必要な言語能力の基礎を学ぶ。
自分と他者・社会との関係を考える力を身につける。
情報の読み解き方を知る。

授業の進め方・方法
講義形式を基本とする。
実践的なコミュニケーション能力の育成を図る。
授業初めに漢字小テストを実施し、継続的な努力の姿勢も評価対象とする。
中間試験の代わりに、時期をずらしたテスト（敬語・中国の思想と文学）を実施する。

注意点 あらゆるテストにおいて、公欠等に相当する理由なき場合、追再試は行わない。
社会状況によっては、内容を一部変更する可能性がある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス／社会と言語 授業の進め方に関する説明／社会における言語
2週 敬語（１） 敬語表現の基礎
3週 敬語（２）  ビジネスシーンでの会話
4週 敬語（３） 電話に関するマナー
5週 敬語（４） トラブルへの対応／タブー表現
6週 手紙（１） 手紙文の基礎

7週 手紙（２） メールに関するマナー
モデル文演習（ジョブリサーチを含む）

8週 手紙（３） ビジネスメール演習

2ndQ

9週 古文（１） 軍記物語の世界
10週 古文（２） 『平家物語』読解
11週 論文表現（１） 論文表現の基礎
12週 論文表現（２） 同上
13週 論文表現（３） 論文の構成
14週 論文表現（４） 夏季課題について
15週 前期まとめ 前期授業内容の振り返り
16週

後期 3rdQ

1週 情報論（１） 情報の種類・表現方法
2週 前期期末試験代替措置 前期期末試験代替措置
3週 情報論（２） アンケート調査・情報操作問題
4週 データ型小論文（１） データ型小論文の基礎
5週 データ型小論文（２） データ型小論文の作成
6週 中国の思想と文学（１） 中国と沖縄・日本



7週 中国の思想と文学（２） 中国の思想と文学の歴史

8週 広告（１） 表現の技法
法的な問題

4thQ

9週 広告（２） 現代社会における問題
10週 評論（１） 評論文　読解
11週 評論（２） 同上
12週 小説（１） 小説　読解
13週 小説（２） 同上
14週 小説（３） 同上
15週 後期まとめ 後期授業内容の振り返り
16週 （後期期末試験）

評価割合
試験 小テスト 提出物 合計

総合評価割合 40 20 40 0 0 0 100
基礎的能力 40 20 40 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Comprehension II
科目基礎情報
科目番号 2020 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材
・Evergreen English Grammar 23 lessons（いいずな書店）・「めざせ100万語！読書記録手帳」（SSS英語多読研究
会）・総合英語Forest（桐原書店）・ジーニアス英和辞典（大修館書店）・英語図書（図書館所蔵）・これから学ぶ航
空機整備英語マニュアル（日本航空技術協会）・M-reader

担当教員 青木 久美
到達目標
"基礎的な英語運用能力を養うために必要な文法学習を継続し、定着を図る。英文読解や速読を更に継続することで自律的な学習態度を確立し、
長文問題に対応できる基礎的読解力を身につける。
【III-B】"
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

文法 既習の文法事項を9割以上理解して
いる。

既習の文法事項を7～8割程度理解
している。

既習の文法事項を6割程度理解して
いる。

Gtec Gtecで90％以上得点できる。 Gtecで75％以上得点できる。 Gtecで６０％以上得点できる。

リーディング 1週間に3000語以上読み、きちん
と手帳に記録している。

1週間に2500語以上読みきちんと
手帳に記録している。

1週間に2000語以上読み、きちん
と手帳に記録している。

ライティング

自分の意見や感想を適切に書くこ
とができる。

自分の意見や感想を簡単に書くこ
とができる。

自分の意見や感想を断片的に書く
ことができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 1年次学習事項の終了時点から始め、基本的な文法事項を網羅する。

日本語を介さずに英文を読む習慣を定着させる。

授業の進め方・方法
・英文法を学習し、ほぼ毎授業時に小テストを実施することにより、その定着を図る。
・易しい英米の図書（Graded Readersや児童書）を授業内外で継続して読む。
・多読図書による読み聞かせを行う。

注意点
・1年で到達したレベルより低いレベルから読み始める。
・読む多読図書のレベルを徐々に上げていくようにする。
・ＹＬ1.4までの図書を中心に、日本語に訳さず毎分85語以上の速さで読めるようにする。
・読書記録手帳は毎回必ず持参し、読んだ本のYL、語数、シリーズ名、感想を読書記録手帳に記録する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週

イントロダクション
文法
読書

文法

・シラバスを用いて授業の到達目標、授業概要や評価
方法等について説明する。
・Evergreen 第13章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。"

2週 文法・リーディング
・Evergreen Plusを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

3週 文法・リーディング ・Evergreen Plusを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

4週 文法・リーディング ・Evergreen 第14章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

5週 文法・リーディング ・Evergreen 第15章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

6週 文法・リーディング ・Evergreen 第15章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

7週 文法・リーディング ・Evergreen Plusを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

8週 テスト・リーディング 中テスト
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。。

2ndQ

9週 文法・リーディング ・Evergreen第17章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

10週 文法・リーディング ・Evergreen第18章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

11週 文法・リーディング ・EvergreenPlusを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

12週 文法・リーディング ・Evergreen第19章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

13週 文法・リーディング ・Evergeen第20勝を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。



14週 文法・リーディング ・Evergreen第21章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

15週 文法・リーディング ・EvergreenPlusを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

16週 期末試験

後期

3rdQ

1週 文法・リーディング ・Evergreen第22章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

2週 文法・リーディング ・Evergreen 第23章を学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

3週 文法・リーディング
・EvergreenPlusを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

4週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

5週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

6週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

7週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

8週 テスト・リーディング ・中テスト
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

4thQ

9週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。"

10週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習。
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。"

11週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

12週 文法・リーディング ・Evergreen Optionを学習
・授業内外で3000語以上のリーディングを行う。

13週 Gtec準備 Gtec準備

14週 Gtec受験 Gtec準備

15週 Gtec受験 Gtec受験
16週 期末試験

評価割合
定期試験 中テスト Gtec 読書ログ レポート 合計

総合評価割合 40 20 20 10 10 100
基礎的理解 35 15 10 5 5 70
応用力（実践・専
門・融合） 0 0 10 0 0 10

社会性（プレゼン
・コミュニケーシ
ョン・PBL）

0 0 0 0 0 0

主体的・継続的学
修意欲主体的・継
続的学修意欲

5 5 0 5 5 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Communication II
科目基礎情報
科目番号 2021 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 Topic Talks - David Martin, Supplemental Materials
担当教員 カーマンマコア クイオカラニ
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

Communication Activities
Showing almost perfect
understanding of the contents
and vocabulary via frequent
particiaption.

Showing good understanding of
the contents and vocabulary via
frequent
participation.understanding of
the contents and vocabulary via
frequent particiaption.

Showing good  understanding of
the contents and vocabulary via
moderate participation despite
occasional disruptions.

Oral Tests
Writing
Presentation

Displaying fluent and accurate
use of English with good
grammar and vocabulary and
scoring more than 90% in the
exams and presentation.

Displaying fluent and accurate
use of English with a few errors
and scoring more than  70% in
the exams and presentation.

Displaying fluent and accurate
use of English despite  errors
and scoring more than 60% in
the exams and presentation.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
Students work in teams to increase their English communication abilities with a focus on speaking and
writing. Focus is placed on effort to communicate using English they know. Reducing anxiety, building
confidence, and creating a safe learning environment are critical elements to every lesson.

授業の進め方・方法
Oral communication - The first 45 minutes are dedicated to listening and interviewing partners. Students
work in groups to answer questions with their personal information and then interview partners.
Presentation - The final 45 minutes are dedicated to a group project/presentation. Students brainstorm,
create outlines, and work together to create descriptive texts.

注意点 Textbook, PC, and dictionary are necessary for doing tasks in every lecture.
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Topic Talk
PBL

Introduction to the class (purpose, evaluations);
Topic 12 (Track23); PBL (Group work:
Brainstorming)

2週 Topic Talk
PBL

Topic 13 (Track 25)
PBL (Group work: Brainstorming)

3週 Topic Talk
PBL

Topic 14 (Track 27)
PBL (Group work: Outlines)

4週 Topic Talk
PBL

Topic 16 (Track 31)
PBL (Group work: Outlines)

5週 Topic Talk
PBL

Topic 17 (Track 33)
PBL (Group work: Storyboarding)

6週 Topic Talk
PBL

Topic 18 (Track 35)
PBL (Group work: Storyboarding)

7週 Oral Test
PBL

Oral Test (based on Topics 12, 13, 14, 16, 17,
18) 前半学生; PBL (Group work: Scripts)

8週 Oral Test
PBL

Oral Test (based on Topics 12, 13, 14, 16, 17,
18) 前半学生; PBL (Group work: Scripts)

2ndQ

9週 Topic Talk
PBL

Topic 19 (Track 37)
PBL (Group work: Scripts)

10週 Topic Talk
PBL

Topic 20 (Track 39)
PBL (Group work: Scripts)

11週 Topic Talk
PBL

Topic 24 (Track 47)
PBL (Group work: Scripts)

12週 Topic Talk
PBL

Topic 25 (Track 49)
PBL (Group work: Editing)

13週 Oral Test
PBL

Oral Test (based on Topics 19, 20, 24, 25) 後半学
生, PBL (Group work: Editing)

14週 Oral Test
PBL

Oral Test (based on Topics 19, 20, 24, 25) 後半学
生, PBL (Group work: Editing)

15週 Presentation Presentations (7-12 minutes per group)
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 合計

総合評価割合 50 15 35 100
基礎的理解 25 0 5 30



応用力（実践・専門・融合
） 25 0 10 35

社会性（プレゼン・コミュ
ニケーション・PBL） 0 5 10 15

主体的・継続的学修意欲 0 10 10 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Skills II
科目基礎情報
科目番号 2022 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 ・  速読英単語 入門編 第3版（Z会出版） ・  TOEIC Bridge 公式ワークブック (国際ビジネスコミュニケーション協会)
担当教員 吉井 りさ
到達目標
本授業では基礎的な語彙の習得とリスニング技術の習得を図る。
CALLシステムを用いて、語彙については音声やクイズを用いて段階的に、リスニングについては様々なリスニング教材やシャドーイングなど
の活動を通して習得していく。　
【III-B】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
（Rubric） 　　　　　　　　　　
TOEIC Bridge 受験に対応できる
語彙力強化を目指し、基礎知識を
身につける。

試験・Testsで 90%以上
理解することができる。

試験・Testsで 70％～80%
理解することができる。

試験・Testsで 60%以上
理解することができる。

基礎的なリスニング能力を習得
する。

能力試験のリスニング部門で
90%以上理解することができる。

能力試験のリスニング部門で
75％以上理解することができる。

能力試験のリスニング部門で
60%以上理解することができる。

YL1.6程度の読み物を日本語を
介せずに理解することができる
ようにする。

毎回1500語以上のリスニングを
行い、その内容を90%以上理解
することができる。

毎回1500語以上のリスニングを
行い、その内容を 70％～80%
理解することができる。

毎回1500語以上のリスニングを
行い、その内容を60%以上
理解することができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 * 本授業では基礎的な語彙の習得とリスニング技術の習得を図る。

* CALLシステムを用いて TOEIC Bridge・Shadowing・Listening 対策を行い English Skills を養成する。

授業の進め方・方法 * Tests は語彙テストを行う。
* TOEIC Bridgeの出題形式に慣れるために「公式ワークブック」の問題を解き、試験に備える。

注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Introduction ・Explaining Syllabus
・速単28

2週 Skills ・速単29

3週 Vocabulary Test ・Test ①　28 & 29
・TOEIC Bridge 1

4週 Skills ・速単30
・TOEIC Bridge 2

5週 Skills ・速単31
・TOEIC Bridge 3

6週 Vocabulary Test ・Test ②　30 & 31
・TOEIC Bridge 4

7週 Skills ・速単32

8週 Skills ・速単33

2ndQ

9週 Vocabulary Test ・Test ③　32 & 33

10週 Skills ・速単34
・TOEIC Bridge 5

11週 Skills ・速単35
・TOEIC Bridge 6

12週 Vocabulary Test ・Test ④　34 & 35
・TOEIC Bridge 14

13週 Shadowing Test ・速単36
・TOEIC Bridge 15

14週 Shadowing Test ・速単37
・TOEIC Bridge 16

15週 Vocabulary Test ・Test ⑤　36 & 37

16週

後期 3rdQ
1週 Skills ・速単38

・TOEIC Bridge 7

2週 Skills ・速単39
・TOEIC Bridge 8



3週 Vocabulary Test ・Test ➅　38 & 39
・TOEIC Bridge 9

4週 Skills ・速単40
・TOEIC Bridge 10

5週 Skills ・速単41
・TOEIC Bridge 11

6週 Vocabulary Test ・Test ⑦　40 & 41
・TOEIC Bridge 12

7週 Skills ・速単42
・TOEIC Bridge 13

8週 TOEIC Bridge

4thQ

9週 Skills ・速単43

10週 Vocabulary Test ・Test ➇　42 & 43
・速単44

11週 Skills ・速単45

12週 Vocabulary Test ・Test ⑨　44 & 45

13週 Shadowing Test ・速単46

14週 Shadowing Test ・速単47

15週 Vocabulary Test ・Test ⑩　 46 & 47

16週
評価割合

Tests TOEIC Bridge その他（演習課題・発表・
実技・成果物等） 合計

総合評価割合 60 20 20 100
基礎的能力 40 0 5 45
応用力 0 20 0 20
社会性（プレゼン・コミュ
ニケーション・PBL） 0 0 10 10

主体的・継続的学修意欲 20 0 5 25



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 物理II
科目基礎情報
科目番号 2023 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 「高専の物理」（森北出版）、「高専の物理問題集」（森北出版）
担当教員 藤本 教寛
到達目標
(1) 波動の基本事項について理解し，それらの現象を物理的に表現できる．（定期試験と課題）
(2) 音波や光波について理解し，様々な現象を理解することができる．(定期試験と課題)
(3) 電気と電界の関わる現象について，「場」の考え方を理解し基本的な現象を理解することができる．(定期試験と課題)
(4) 磁気と磁界の関わる現象について，「場」の考え方を理解し基本的な現象を理解することができる．(定期試験と課題)
(5) 物理的な見方，考え方を理解するとともに，問題集を使って自主的・継続的に学習ができる．(課題)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レ
ベルの目安(不可)

到達目標 (1)の評価指標
波の伝播に関する応用的な問題
（問題集のB, C問題レベルの問題
）を解決できる

波の伝播に関する基礎的な問題
（教科書の例題や問，および，問
題集のA問題レベルの問題）をヒン
トや誘導のない状態で解決できる
．

波の伝播に関する基礎的な問題
（教科書の例題や問，および，問
題集のA問題レベルの問題）をヒン
トや誘導に従って解決できる．

到達目標 (2)の評価指標
音や光に関する応用的な問題（問
題集のB, C問題レベルの問題）を
解決できる

音や光に関する基礎的な問題（教
科書の例題や問，および，問題集
のA問題レベルの問題）をヒントや
誘導のない状態で解決できる．

音や光の伝播に関する基礎的な問
題（教科書の例題や問，および
，問題集のA問題レベルの問題）を
ヒントや誘導に従って解決できる
．

到達目標 (3)の評価指標
電気に関する応用的な問題（問題
集のB, C問題レベルの問題）を解
決できる．

電気に関する基礎的な問題（教科
書の例題や問，および，問題集の
A問題レベルの問題）をヒントや誘
導のない状態で解決できる．

電気に関する基礎的な問題（教科
書の例題や問，および，問題集の
A問題レベルの問題）をヒントや誘
導に従って解決できる．

到達目標 (4)の評価指標
磁気に関する応用的な問題（問題
集のB, C問題レベルの問題）を解
決できる．

磁気に関する基礎的な問題（教科
書の例題や問，および，問題集の
A問題レベルの問題）をヒントや誘
導のない状態で解決できる．

磁気に関する基礎的な問題（教科
書の例題や問，および，問題集の
A問題レベルの問題）をヒントや誘
導に従って解決できる．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
物理学の基礎である波動物理と電磁気学について学習する．
前期は，波動に関する物理現象をどうやって数式で表すかに力点をおいて，学習する．
後期は，電気と磁気の性質について学び，電気と磁気が一見別のものに見えるが，電磁気としてまとめられることを理
解する．

授業の進め方・方法
教科書を中心教材として，主にスライドによる授業を行う．教科書だけではどうしても理解が深まらないので，問題集
を利用して適宜課題を課し，授業で解説するなどを行う．
（事前学習）
教科書を読み予習してくることを前提として講義を進める．シラバスを参考に，予習をしっかり行うこと．

注意点

（履修上の注意）
教科書と課題用ノートを用意し，授業時に持参すること．
（自学上の注意）
課題用ノートを作成し，授業中に課される問題や、授業後の課題に随時取り組むこと．
また，わからないところなどはメモを残すなどし，教員に質問することで必ず問題解決を図ること．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスと復習 授業の概要を説明し、一年次の復習を行う。

2週 波の波長・振動数・速さ 波の波長・振動数・速さという概念について理解する
．

3週 縦波と横波 ２種類の波：縦波と横波について理解し，２つの波を
グラフとして書き表す方法について理解する．

4週 波のエネルギー
正弦波

波のエネルギーについて学び，波を正弦関数（sin関数
）を用いて数式で書き表す方法を理解する．

5週 波の干渉と重ね合わせの原理
定常波

波の干渉において重要な役割を果たす「重ね合わせの
原理」について学び，応用例である定常波について理
解する．

6週 波の反射 自由端反射と固定端反射について学び，重ね合わせの
原理を用いて作図する方法を理解する．

7週 ホイヘンスの原理と波の干渉・回折・反射・屈折 ホイヘンスの原理について学び，波の干渉・回折・反
射・屈折について理解する．

8週 前期中間試験 到達目標 (1)

2ndQ
9週 音の反射・回折・干渉 音の基本的な性質について学び，反射・回折・干渉現

象について理解する．

10週
うなり
物体の固有振動
共振と共鳴

うなり，物体の固有振動，共振について理解する．



11週 ドップラー効果 音のドップラー効果について学び，理解する．

12週 光の性質
光の反射・屈折・全反射

光の基本的な性質について学び，反射・屈折・全反射
現象について理解する．

13週 光の干渉（ヤングの実験，回折格子） 光の干渉について学び，ヤングの実験や回折格子につ
いて理解する．

14週
光の干渉（薄膜，ニュートンリング）
光の分散とスペクトル
光の偏光・散乱

光の干渉について学び，薄膜やニュートンリングにつ
いて理解する．また，光の分散によるスペクトルや
，偏光・散乱現象について理解する．

15週
レンズと鏡
凸レンズ・凹レンズの作図
光学機器

レンズや鏡について学び，作図の方法を理解する．ま
た，レンズの応用例である光学機器などについて理解
する．

16週 前期期末試験 到達目標 (2)

後期

3rdQ

1週 クーロンの法則 電荷とクーロン力に関する，クーロンの法則について
理解する．

2週 電界の性質とガウスの法則 電界について基本的な性質を学び，ガウスの法則につ
いて理解する．

3週 電位差 電位差という概念について学び，電位差の計算方法に
ついて理解する．

4週 コンデンサー コンデンサーの基本的な性質について学び，コンデン
サーの様々な物理量に関して計算方法を理解する．

5週 オームの法則
抵抗の合成

電気回路において重要な役割を果たすオームの法則に
ついて学び，電気抵抗の合成の方法について理解する
．

6週 起電力
キルヒホッフの法則

電池に起電力について学び，電気回路において最も重
要な役割を果たすキルヒホッフの法則について理解す
る．

7週 ホイーストンブリッジ
半導体と半導体素子

キルヒホッフの法則の有名な応用例であるホイースト
ンブリッジを理解する．半導体について，基本的な性
質を学ぶ．

8週 後期中間試験 到達目標 (3)

4thQ

9週
磁石による磁界
電流による磁界
電流が磁界から受ける力

磁界について基本的な性質を学び，電流が磁界から受
ける力の計算方法を理解する．

10週
磁束密度
平行電流の受ける力
ローレンツ力
磁化

磁界が関係する磁束密度という概念について学び，磁
束密度と電流・電荷が関係する力の関係を理解する．

11週 電磁誘導
コイルに蓄えられるエネルギー

電磁誘導の法則について理解し，コイルに蓄えられる
エネルギーについて計算できる．

12週 交流 直流とは基本的な性質が異なる「交流」について，理
解する．

13週 交流回路（抵抗・コイル・コンデンサー） 交流回路における抵抗・コイル・コンデンサーの振る
舞いについて理解する．

14週 交流回路（直列回路、電気振動、変圧器） 交流回路における直列回路・電気振動・変圧器の振る
舞いについて理解する．

15週 電磁波 真空中も伝搬できる電磁波という概念について学び
，理解する．

16週 後期期末試験 到達目標 (4)
評価割合

試験 課題 小テスト 合計
総合評価割合 70 15 15 100
基礎的能力 70 15 15 100



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 生物と環境
科目基礎情報
科目番号 2024 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 高等学校　生物基礎（第一学習社） 教員自作のパワーポイントおよび資料
担当教員 池松 真也,萩野 航
到達目標
生物や生命現象について生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに、基本的な概念や原理、法則を理解させ、科学的な自然観を育てる。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

生物の多様性と共通性について理
解できる

生物の細胞の構造と働き及び生命
活動に必要なエネルギーと代謝を
詳細に理解できる

生物の細胞の構造と働き及び生命
活動に必要なエネルギーと代謝の
概要を理解できる

生物の細胞の構造と働き及び生命
活動に必要なエネルギーと代謝の
基礎を理解できる

遺伝子とその働きが理解できる
遺伝情報を担うDNAの特徴を理解
し、その複製、分配、タンパク質
の合成を詳細に理解できる

遺伝情報を担うDNAの特徴を理解
し、その複製、分配、タンパク質
の合成の概要を理解できる

遺伝情報を担うDNAの特徴を理解
し、その複製、分配、タンパク質
の合成の基礎を理解できる

生物の体内環境と健康との関係、
生体の恒常性の維持について理解
できる

体内環境の恒常性を維持する体液
の働き及びそれを調整する自律神
経やホルモンのはたらきを詳細に
理解できる

体内環境の恒常性を維持する体液
の働き及びそれを調整する自律神
経やホルモンのはたらきをの概要
を理解できる

体内環境の恒常性を維持する体液
の働き及びそれを調整する自律神
経やホルモンのはたらきの基礎を
理解できる

地球的規模、地域的規模の環境問
題の現状を理解することができる
。

異なる規模の環境問題の基本事項
について理解し、実問題について
説明することができる。

環境問題の基本事項について理解
し、説明することができる。

環境問題の基本事項について理解
できる。

複合領域としての環境問題を科学
的な視点で捉えることができる。

環境問題を様々な学問分野と関連
付けて理解し、説明することがで
きる。

環境問題と関連する様々な学問分
野について説明することができる
。

環境問題を様々な学問分野と関連
付けて理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や
生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。
・日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本的な知識を身に付ける。
・科学的に探究する思考力を養う。
・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態
度を養う。

授業の進め方・方法 課題や意見交換等の主体的な学びによる基礎的知識の定着と理解を目指し、講義等による補助・補強を行う。
毎授業で課題・ワークを課し、学生間で相互採点する。

注意点 時間割の組合せや、中間試験実施の授業時間実施による調整のため、1授業時間単位での授業変更を行うことがある。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス・生物の多様性と共通性 授業の進め方や準備の仕方について説明する。生物の
多様性と共通性について学ぶ

2週 生物の特性と細胞 すべての生物に共通する特性について理解する

3週 細胞とエネルギー 生命活動に必要なエネルギーと代謝について学ぶ。細
胞内外での触媒としての酵素の働きを学ぶ

4週 遺伝現象と遺伝子 遺伝現象とＤＮＡの構造について学ぶ
5週 遺伝情報の複製と分配 体細胞分裂の周期性を理解する

6週 遺伝情報とタンパク質の合成 生体内に様々な性質のタンパク質が存在することを理
解する

7週 ゲノム ゲノムとDNA、遺伝子の関係を理解する

8週 前半部分の振り返り・中間試験 前期前半部分の内容を振り返り、知識の定着を確認す
る

2ndQ

9週 体内環境と物質の輸送、肝臓の働きと体液の濃度調整 ホメオスタシスの概念と具体例、体液を一定に保つ肝
臓の働きを学ぶ

10週 生体防御 異物の体内侵入を排除する仕組みを理解する
11週 免疫と疾患・医療 免疫疾患とその多様性を理解する
12週 自律神経系の構造としくみ 自律神経系が体内環境の維持にかかわることを学ぶ

13週 ホルモンによる調節 ホルモンの体内環境維持へのかかわりと自律神経系と
の違いを理解する

14週 血糖量と体温の調節 血糖量・体温調節と、自律神経・ホルモンの働きとの
かかわりを学ぶ

15週 生物とは何か これまでに学んだ内容に基づき「生物」について討論
する

16週 期末試験

後期 3rdQ 1週 ガイダンス・生態系と環境 生態系に関する基礎知識を習得し、環境問題を学ぶ意
義を学ぶ



2週 バイオームの概念と成り立ち 生態系やバイオームといった基本的な用語について学
び、その違いを理解する

3週 森林の構造と環境形成作用 バイオームを構成する植物について学び、環境形成作
用について理解する。

4週 植生の遷移 植生の遷移の流れを学ぶ

5週 世界のバイオーム 地球上に存在するバイオームの概要を学び、その特性
や違いについて理解する

6週 日本のバイオーム 日本に存在するバイオームの特徴を学び、身近な環境
を例にあげて日本という地域の特性を理解する

7週 植生の水平分布と垂直分布 異なるバイオームが分布する要因を学び、水平分布と
垂直分布について理解する。

8週 前半部分の振り返り・中間試験 後期前半部分の内容を振り返り、知識の定着を確認す
る

4thQ

9週 生態系における生物間相互作用 生物間相互作用について学び、具体的な例をもとに生
物の繋がりを理解する

10週 生態系におけるエネルギー循環 生態系を循環するエネルギーとその循環の流れについ
て理解する

11週 人間活動が環境へ与える影響 人間と環境との関わりについて学び、人間活動が環境
へ与える影響を理解する

12週 地球温暖化問題 人間活動が環境へ与える影響の例として、地球温暖化
問題を考える

13週 大気汚染・水質汚染 人間活動が環境へ与える影響の例として、大気汚染・
水質汚染問題を考える

14週 放射線汚染 人間活動が環境へ与える影響の例として、放射線汚染
問題を考える

15週 外来種問題 人間活動が環境へ与える影響の例として、外来種問題
を考える

16週 期末試験
評価割合

試験 発表 小テスト 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 スポーツ実技II
科目基礎情報
科目番号 2025 科目区分 一般 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教員自作のプリント
担当教員 島尻 真理子
到達目標
各スポーツ種目の実践・基本ルールおよび基本技術を修得する。
運動スポーツへの動機づけを促し、生涯にわたり内発的にスポーツを実践・継続してスポーツや運動を行う習慣の基礎を身につける。
スポーツのマナーとモラル、フェアプレーについて理解・実践できるようにする。
心肺蘇生および薬物乱用が健康に及ぼす影響について知識を得る。
ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 最低限必要な到達レベル

生涯スポーツを積極的に実践して
いく態度を養う。

授業毎のねらいを理解し、練習や
試合において積極的に行動すると
ともに、チームメイトと協調して
スポーツ実践ができる。

授業毎のねらいを理解し、練習や
試合において積極的に行動するこ
とができる。

授業毎のねらいを理解し、練習や
試合を行うことができる。

各スポーツの適切な実施に必要な
基礎的能力を身に付ける。

基本ルールと基礎技術を十分に理
解・修得し、ゲーム性の高い試合
を展開することができる。

基本ルールと基礎技術を理解・修
得し、試合を展開することができ
る。

基本ルールと基礎技術を理解・修
得し、初歩的な試合を展開するこ
とができる。

心肺蘇生法、薬物乱用が健康に及
ぼす影響についての知識を習得す
る。

心肺蘇生法、薬物乱用が健康に及
ぼす影響についての基礎的・応用
的知識を十分に修得する。

心肺蘇生法、薬物乱用が健康に及
ぼす影響についての基礎的・応用
的知識を修得する。

心肺蘇生法、薬物乱用が健康に及
ぼす影響についての基礎的知識を
修得する。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 各種スポーツの実践を通して、基本ルール、基礎技術および戦術などを学習する。

授業の進め方・方法
グループ学習を基本とし、球技種目ではチームでの練習や戦術の立案、試合を通じて自己学習能力、コミュニケーショ
ン能力および協調性を養う。
スポーツ種目ごとにスキルテストを行い、基礎技術の習得度を把握する。
各スポーツの楽しさ・難しさを理解し、「自分に合ったスポーツ」を見つける。

注意点
・実技ではスポーツに適したウエアを着用すること。
・アクセサリーや腕時計等は安全のため外すこと。
・やむを得ない事情により見学を希望する場合は、授業開始前に担当教員に連絡すること。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション・新体力テスト（１） オリエンテーション。
握力、長座体前屈、立ち幅跳び、上体起こしの測定。

2週 新体力テスト（２） 50m走・ハンドボール投げの測定。

3週 新体力テスト（３）・形態測定 身長、体重、体脂肪率、反復横跳び、脚伸展筋力の測
定。

4週 新体力テスト（４） ２０mシャトルラン（持久力）の測定。

5週 卓球（１） 導入。
安全面や基本ルールの理解。ゲーム。

6週 卓球（２） 基礎技術（サービス・レシーブ）の習得。
ゲーム。

7週 卓球（３） 基礎技術（サービス・レシーブ）の習得。
ゲーム。

8週 卓球（４） 基礎技術（サービス・レシーブ）の習得。
ゲーム。

2ndQ

9週 卓球（５） スキルテスト。
ゲーム。

10週 スタジオエクササイズ（１） エアロビクスの基本動作の習得。
11週 スタジオエクササイズ（２） リズムに合わせたエアロビクス動作の習得。
12週 スタジオエクササイズ（３） エアロビクスのグループ発表。

13週 水泳（１）・心肺蘇生法
心肺蘇生法。
クロール・平泳ぎの基本技術の習得。
スキルテスト。

14週 水泳（２） クロール・平泳ぎの基本技術の習得。
スキルテスト。

15週 水泳（３） クロール・平泳ぎの基本技術の習得。
スキルテスト。

16週 前期期末試験

後期 3rdQ
1週 オリエンテーション ・オリエンテーション

・体おこし

2週 ハンドボール（１）
・導入
・安全面や基本ルールの理解
・基礎技術（ドリブル・パス）の習得



3週 ハンドボール（２） ・安全面や基本ルールの理解
・基礎技術（ドリブル・パス・シュート）の習得

4週 ハンドボール（３） ・基礎技術（ドリブル・パス・シュート）の習得

5週 ハンドボール（４） ・基礎技術（１対１）の習得
・ミニゲーム

6週 ハンドボール（５） ・基礎技術（１対１、２対１）の習得
・ミニゲーム

7週 ハンドボール（６）
・基礎技術（１対１、２対１、２対２、３対２）の習
得
・ミニゲーム

8週 ハンドボール（７） ・スキルテスト
・ミニゲーム

4thQ

9週 バレーボール（８） ・ミニゲーム

10週 バレーボール（１）
・安全面や基本ルールの理解
・基礎技術（パス）の習得
・ゲーム

11週 バレーボール（２）
・基本ルールを理解する
・基礎技術（サーブ・レシーブ）の習得
・ゲーム

12週 バレーボール（３） ・基礎技術（サーブ・レシーブ）の習得
・ゲーム

13週 バレーボール（４） ・基礎技術（スパイク）の習得
・ゲーム

14週 バレーボール（５） ・スキルテスト
・ゲーム

15週 バレーボール（６） ・ゲーム
16週 後期期末試験

評価割合
定期試験 スキルテスト その他 合計

総合評価割合 30 50 20 100
基礎的理解 30 0 0 30
技能 0 50 0 50
主体性・協調性 0 0 20 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造演習
科目基礎情報
科目番号 2301 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 自作教材などの資料。
担当教員 佐藤 尚
到達目標
前学期は、「ボードゲーム」を用いて、「調べる」、「考える」、「議論する」、「表現する」ための基本的な能力と技術を身につける。
履修者は、グループに分けられ、各グループにおいて協力してボードゲームのルールを理解する。その後、グループそれぞれでボードゲームの
プレイ演習を通じて、ゲームのメカニズム・戦略の分析を行い、さらにゲームの良い点と悪い点を見出し、それぞれをより良くするための議論
を行う。最後にこれらの結果を発表し、全員で議論する。これらにより、以下の獲得を目標とする：
・ルールやメカニズムを理解する能力と技術
・ゲームに勝つための戦略を考え出す能力と技術
・ゲームをより良くするためのアイディアを創造する能力と技術
・ルール、分析の結果、そしてゲームを向上・洗練させるアイディア等を説明・表現する能力と技術

後学期は、「ボードゲーム」を新たに「創造する」ための基本的な知識と技術を身に付ける。
履修者は、グループに分けられ、各グループにおいて協力して全員で議論を行い、そして頭と手を使いながら新たなボードゲームを創造・制作
することを通して、以下の獲得を目標とする：
・背景・ストーリーを創造する能力と技術
・ルールと終了条件を創造する能力と技術
・ゲームメカニクス（力学）の新しい組み合わせを創造する能力と技術
・デザインを創造する能力と技術
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

前学期：ゲームのルールやメカニ
ズムを理解することができる。

ゲームのルールやメカニズムの表
層部分のみならず、それらの曖昧
な部分の全てについて自ら創造・
補完し、これらを深く理解するこ
とができる。

ゲームのルールやメカニズムの表
層部分のみならず、それらの曖昧
な部分の一部について自ら創造・
補完し、これらをある程度理解す
ることができる。

ゲームのルールやメカニズムの表
層部分のみ理解することができる
。

前学期：ゲームに勝つための戦略
を考えることができる。

ゲームのルールやメカニズムを十
分理解し、それらの知見に基づき
、ゲームの様々な状況に応じた複
数の合理的な戦略を論理的に考案
することができる。

ゲームのルールやメカニズムを十
分理解し、それらの知見に基づき
、ゲームのある特定の状況に応じ
た1～2個程度の合理的な戦略を論
理的に考案することができる。

ゲームのルールやメカニズムを十
分理解し、それらの知見に基づき
、ゲームのどのような状況でどの
ような行動を取れば勝てるのか、
その基礎的戦略を論理的に考案す
ることができる。

前学期：ゲームをより良くするた
めのアイディアを創造することが
できる

ゲームプレイを通じたプレーヤ間
での相互作用の結果を基にゲーム
の良い点と悪い点のそれぞれを見
出し、良い点を更に良くするアイ
ディア、および悪い点を少しでも
良くするアイディアの両方を創造
することができる。

ゲームプレイを通じたプレーヤ間
での相互作用の結果を基にゲーム
の良い点と悪い点のいずれかを見
出し、それを良くするアイディア
を創造することができる。

ゲームプレイを通じたプレーヤ間
での相互作用の結果を基に自身や
他のプレーヤ（達）がゲームをよ
り楽しむためのアイディアを創造
することができる。

前学期：ルール、分析の結果、そ
してゲームを向上・洗練させるア
イディア等を説明・表現すること
ができる

適切な文章と図表の両方によって
説明対象のゲームのことを全く知
らない第3者に理解してもらえるほ
どに、そのゲームのルール、分析
の結果、そしてゲームを向上・洗
練させるアイディア等を分かり易
く説明・表現することができる。

適切な文章と図表の両方によって
説明対象のゲームのことをある程
度知っている第3者に理解してもら
えるほどに、そのゲームのルール
、分析の結果、そしてゲームを向
上・洗練させるアイディア等を分
かり易く説明・表現することがで
きる。

文章や図表によって説明対象のゲ
ームのことをよく知っている第3者
にそのゲームのルール、分析の結
果、そしてゲームを向上・洗練さ
せるアイディア等を説明・表現す
ることができる。

後学期：ゲームの背景やストーリ
ーを創造することができる。

新規のゲームの背景やストーリー
を創造することができる。

既存のゲームの背景やストーリー
に対して大幅にアレンジを加える
ことができる。

既存のゲームの背景やストーリー
を基にアレンジを加えることがで
きる。

後学期：ゲームのルールを創造す
ることができる。

新規のゲームのルールを創造する
ことができる。

既存のゲームのルールに対して大
幅にアレンジを加えることができ
る。

既存のゲームのルールを基にアレ
ンジを加えることができる。

後学期：ゲームのメカニクスの新
たな組み合わせを創造することが
できる。

新規のゲームのメカニクスを創造
することができる。

既存のゲームのメカニクスの組み
合わせにアレンジを加えることが
できる。

既存のゲームのメカニクス単体、
または組み合わせを採用してゲー
ムを構成できる。

後学期：ゲームのデザインを創造
することができる。

新規のゲームのデザインを創造す
ることができる。

既存のゲームのデザインに対して
大幅にアレンジを加えることがで
きる。

既存のゲームのデザインを基にア
レンジを加えることができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 「ボードゲーム」のプレイ演習や創造演習を通して、「調べる」、「考える」、「議論する」、「表現する」、そして

「創造する」ための基本的な能力と技術の修得を目標とする。

授業の進め方・方法

前学期：発表の評価点（グループ点＝40点満点）＋レポートの評価点（個人点＝60点満点）の合計点を基に評価する。
後学期：ボードゲーム品評会の評価点（グループ点＝40点満点）＋レポートの評価点（個人点＝60点満点）の合計点を
基に評価する。

学年末評価：前学期評価と後学期評価の平均より評価し、60％以上を合格とする。
注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画



週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
前学期のガイダンスとボードゲームについての解説、
および「創造性」に関する学術的研究の歴史について
の解説。

ボードゲームの基礎的な知識や「創造性」に関する学
術的研究の歴史を理解し、それらを説明できる。

2週 「創造性」に関する学術的研究の歴史についての解説
（その2）。

「創造性」に関する学術的研究の歴史を理解し、それ
らを説明できる。

3週 「論理的思考」における「議論」についての解説。 「論理的思考」における「議論」がどのようなもので
あるかを理解し、それを説明できる。

4週 「論理的思考」における「水平思考」と「垂直思考」
についての解説。

「論理的思考」における「水平思考」と「垂直思考」
がどのようなものであるかを理解し、それを説明でき
る。

5週 ボードゲーム①のルールの理解、ゲームプレイ、およ
びゲームのルールとメカニズムについての議論。

ボードゲーム①のルールとメカニズムについて理解す
る。

6週 ボードゲーム①のゲームプレイ、およびゲームに勝つ
ための戦略についての議論。

ボードゲーム①に勝つための戦略について議論・考案
することができる。

7週 ボードゲーム①のゲームプレイ、およびゲームの良い
点と悪い点についての議論。

ボードゲーム①の良い点と悪い点を見出し、それらに
ついて改善点を議論できる。

8週 ボードゲーム②のルールの理解、ゲームプレイ演習、
およびゲームのルールとメカニズムについての議論。

ボードゲーム②のルールとメカニズムについて理解す
る。

2ndQ

9週 ボードゲーム②のゲームプレイ、およびゲームに勝つ
ための戦略についての議論。

ボードゲーム②に勝つための戦略について議論・考案
することができる。

10週 ボードゲーム②のゲームプレイ、およびゲームの良い
点と悪い点についての議論。

ボードゲーム②の良い点と悪い点を見出し、それらに
ついて改善点を議論できる。

11週 ボードゲームに関する発表＆議論用スライド作成演習
①。

各グループでプレイした2種類のゲームの中から1つを
それぞれのグループ間で被らないように選択させ、そ
のゲームの1）ルール、2）メカニズム、3）戦略、
4）良い点、5）悪い点、そして6）教育効果という6項
目をグループ内の各メンバーが担当するものとして、
それぞれを分かり易く簡潔にスライド1枚程度にまとめ
ることができる。

12週 ボードゲームに関する発表＆議論用スライド作成演習
②。

各グループでプレイした2種類のゲームの中から1つを
それぞれのグループ間で被らないように選択させ、そ
のゲームの1）ルール、2）メカニズム、3）戦略、
4）良い点、5）悪い点、そして6）教育効果という6項
目をグループ内の各メンバーが担当するものとして、
それぞれを分かり易く簡潔にスライド1枚程度にまとめ
ることができる。

13週 ボードゲームに関する発表＆議論用スライド作成演習
③。

各グループでプレイした2種類のゲームの中から1つを
それぞれのグループ間で被らないように選択させ、そ
のゲームの1）ルール、2）メカニズム、3）戦略、
4）良い点、5）悪い点、そして6）教育効果という6項
目をグループ内の各メンバーが担当するものとして、
それぞれを分かり易く簡潔にスライド1枚程度にまとめ
ることができる。

14週 ボードゲームに関する発表＆議論①。

グループそれぞれが適切にゲームの1）ルール、2）メ
カニズム、3）戦略、4）良い点、5）悪い点、そして
6）教育効果という6項目の発表を行うことができる。
発表者グループ「以外」の全員は、質問者＆評価者と
なり発表内容への質問、および発表グループの評価を
行うことができる。

15週 ボードゲームに関する発表＆議論②。

グループそれぞれが適切にゲームの1）ルール、2）メ
カニズム、3）戦略、4）良い点、5）悪い点、そして
6）教育効果という6項目の発表を行うことができる。
発表者グループ「以外」の全員は、質問者＆評価者と
なり発表内容への質問、および発表グループの評価を
行うことができる。

16週

後期 3rdQ

1週 後学期のガイダンスとボードゲームのルールやメカニ
クス等の各種パターンについての解説。

様々なボードゲームのルールやメカニクス等を理解し
てそれらを説明でき、新たな組み合わせを考えること
ができる。

2週 ボードゲームのルールやメカニクス等の各種パターン
についての解説（その2）。

様々なボードゲームのルールやメカニクス等を理解し
てそれらを説明でき、新たな組み合わせを考えること
ができる。

3週 ボードゲーム制作演習についての解説、およびボード
ゲーム制作演習①。

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。

4週 ボードゲーム制作演習②。

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。

5週 ボードゲーム制作演習③。

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。

6週 ボードゲーム制作演習④。

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。



7週 ボードゲーム制作演習⑤。

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。

8週 ボードゲーム制作演習中間発表会。

各グループで新規のボードゲームの1）背景・ストーリ
ー、2）ルールと終了条件、3）メカニクス（力学）、
4）デザインなどについての創造・設計・制作の進捗状
況を発表することができる。発表者グループ「以外」
の全員は、質問者＆評価者となり発表内容への質問、
および発表グループの評価を行うことができる。

4thQ

9週 ボードゲーム制作演習⑥

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。

10週 ボードゲーム制作演習⑦。

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。

11週 ボードゲーム制作演習⑧。

各グループで新規のボードゲームを創造・設計・制作
する。具体的には、1）背景・ストーリー、2）ルール
と終了条件、3）メカニクス（力学）、4）デザインな
どについてグループ内のメンバー同士で議論しながら
、創造・設計・制作を行うことができる。

12週 ボードゲーム品評会①
各グループで制作した新規のボードゲームをそのボー
ドゲーム制作グループ「以外」のグループが実際にプ
レイ演習し、その新規のボードゲームの品評を行うこ
とができる。

13週 ボードゲーム品評会②
各グループで制作した新規のボードゲームをそのボー
ドゲーム制作グループ「以外」のグループが実際にプ
レイ演習し、その新規のボードゲームの品評を行うこ
とができる。

14週 ボードゲーム品評会結果発表＆議論①。
各グループで制作した新規のボードゲームの品評会の
結果発表を行い、更にその結果の内容等を踏まえて新
規のボードゲームをより良くするための議論を行うこ
とができる。

15週 ボードゲーム品評会結果発表＆議論②。
各グループで制作した新規のボードゲームの品評会の
結果発表を行い、更にその結果の内容等を踏まえて新
規のボードゲームをより良くするための議論を行うこ
とができる。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 15 25 0 0 60 100
基礎的能力 0 15 25 0 0 0 40
専門的能力 0 0 0 0 0 60 60
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 メディア情報工学実験I
科目基礎情報
科目番号 2302 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 購入が必要な教科書はありません。授業に必要な資料は適宜配布します。
担当教員 タンスリヤボン スリヨン
到達目標
(1)短編の動画コンテンツの企画と制作を自分自身で行なえるようになる。(2)情報デザインという考え方を理解し、ユーザビリティ・アクセシ
ビリティを含むコンテンツの質について配慮できるようになる。(3)メディアリテラシーという考え方を理解し、コンテンツの制作および運用に
おける倫理的問題について配慮できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル(可)

小規模な映像作品の企画・制作を
自分自身で行なえる。

映像コンテンツを制作できる知識
と技術を持ち、作品の価値を他者
に伝えることができる。

映像コンテンツを自分で企画・制
作できる。

映像コンテンツを制作するための
基礎的な知識を身に着けている。

情報デザインという考え方を理解
し、ユーザビリティ・アクセシビ
リティを含むコンテンツの質につ
いて配慮できるようになる。

情報デザインの概念について理解
し、作品制作の中で効果的に運用
できる。

情報デザインの概念について理解
し、作品制作の中で運用できる。

情報デザインの概念について理解
でき、映像コンテンツ制作プロセ
スと関連づけることができる。

メディアリテラシーという考え方
を理解し、コンテンツの制作およ
び運用における倫理的問題につい
て配慮できるようになる。

メディアリテラシーについて理解
し、作品制作の中で効果的に運用
できる。

メディアリテラシーについて理解
し、作品制作の中で運用できる。

メディアリテラシーについて理解
でき、映像コンテンツ制作のプロ
セスと関連づけることができる。

他者と協働・連携して、グループ
で作品を制作できる。

協働・連携の価値を理解し、役割
分担の調整に一定の役割を果たす
ことができる。

協働・協働・連携の価値を理解し
、役割分担して自分の役割を果た
すことができる。

協働・連携の価値を理解し、他者
と一緒に作業することができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 [概要] コンピュータを用いた動画コンテンツ制作の基礎的な技法について、音響データの扱いも含め、網羅的に学習す

る。

授業の進め方・方法 [方針] まず、学生自身が「できるようになる」ことを目指す。次に、自分ができるようになったことを、一般的な知見
とも関連づけて説明できること、また客観的に評価できることを目指す。

注意点
[履修上の注意] (1)デザインとは個々人の感覚や考え方を他者とのコミュニケーションの中で何らかの「かたち」として
表現する作業であり、デザインの基礎は表現の方法のみならず、デザイナー自身の「感じる力」「考える力」「関わる
力」にある。日常生活の中で、より多くの感動を得、より深く考え、より多くの人と関わりながら、学習を進めて欲し
い。(2) 長時間のコンピュータ作業は身体への負担が大きいので、体調を整えて授業に臨むこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週  ガイダンス 授業内容・進め方、学習方法について理解する。

2週 作品制作（１－１）

自己紹介をテーマとして映像作品制作を通して、撮影
、編集の方法の概要について理解すると同時に、映像
作品の制作を情報デザインとして捉える視点について
学ぶ。また、自分を撮影した素材を用いることにより
、撮影者と被写体との関係性について体験的に学ぶ。

3週 作品制作（１－２） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
4週 作品制作（１－３） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
5週 作品制作（１－４） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
6週 作品制作（１－５） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。

7週 品評会・レポート作成（１） 作品を発表し相互に評価する。作品と作業を振り返る
。

8週 カメラワーク 業務用撮影機器とスタジオの使用方法について学ぶ。

2ndQ

9週 動画合成方法の理解 複数の動画を合成する方法について学ぶ。

10週 作品制作（２－１）
各種のキーイングによる合成を中心に、実写映像と
CGアニメーションを合成した映像によって構成される
１分間の映像作品を作成する。

11週 作品制作（２－２） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
12週 作品制作（２－３） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
13週 作品制作（２－４） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
14週 作品制作（２－５） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。

15週 品評会・レポート作成（２） 作品を発表し相互に評価する。作品と作業を振り返る
。

16週

後期 3rdQ
1週 サウンドトラックの基礎 録音と整音に必要な録音再生工学の基礎について学ぶ

。
2週 作品制作（３－１） 音だけを使った３０秒～１分の作品を制作する。
3週 作品制作（３－２） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。



4週 作品制作（３－３） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
5週 作品制作（３－４） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
6週 作品制作（３－５） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。

7週 品評会・レポート作成（３） 作品を発表し相互に評価する。作品と作業を振り返る
。

8週 作品制作（４－１） これまでに学んだ知識・技術を活用して、グループで
ひとつの作品を制作する。

4thQ

9週 作品制作（４－２） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
10週 作品制作（４－３） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
11週 作品制作（４－４） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
12週 校外学習 校外で開催される映像祭を見学する。
13週 作品制作（４－５） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。
14週 作品制作（４－６） 作品を制作し、振り返りレポートを作成する。

15週 品評会・レポート作成（４） 作品を発表し相互に評価する。作品と作業を振り返る
。

16週
評価割合

小テスト レポート その他（演習課題・発表・
実技・成果物等） 合計

総合評価割合 20 30 50 100
基礎的理解 20 0 10 30
応用力（実践・専門・融合
） 0 10 10 20

社会性（プレゼン・コミュ
ニケーション・PBL） 0 10 10 20

主体的・継続的学修意欲 0 10 20 30



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 プログラミングII
科目基礎情報
科目番号 2303 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 新・明解C言語 入門編（柴田 望洋　SBクリエイティブ ）
担当教員 玉城 龍洋
到達目標
プログラミング言語であるC言語の基礎的な知識と読み書きのプログラミング能力、ソフトウェア生成に必要なツール類の仕組みと使い方を修得
することを目標とする。
【V-D-1】プログラムの書き方、書かれたプログラムの読み方、ソフトウェア生成に必要なツール類の仕組みと使い方など、プログラミングの
基礎を理解している。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安(可)
C言語を用いて文字列の操作を行う
ことができる。

実問題の文字列に対して適切な手
法で実装することができる。

文字列操作について関数や入出力
を理解し実装できる。

文字列操作関数や入出力について
理解できる。

C言語のポインタを用いてメモリ操
作が出来る。

実問題に対して、効率的なメモリ
操作で実装できる。

メモリ操作やポインタについて理
解し、実装できる。

C言語のポインタの概念を理解でき
る。

構造体を用いて適切なデータ構造
を構築できる。

実問題に対して適切なデータ構造
を構築し、操作することができる
。

構造体を適切に構築することがで
きる。

構造体を理解し、基礎的な使用が
できる。

マクロとプリプロセッサを理解し
、実装できる。

効率的なソースコードを作成する
ために適切なマクロとプリプロセ
ッサを使用できる。

マクロとプロプロセッサについて
理解し、適切に実装できる。

マクロとプリプロセッサを理解で
きる。

ビット操作を理解し、実装できる
。

効率的なソースコードを作成する
ためにビット操作を使用できる。

ビット操作について理解し、最適
なコードを実装できる。

ビット操作関数を理解し、実装で
きる。

メモリの動的確保を理解し、実装
できる。

膨大なデータを取り扱う実問題に
対して適切なコードを実装できる
。

メモリの効率的な使用方法を理解
し、関数を使うことができる。

malloc関数やcalloc関数を理解し、
実装できる。

ファイル操作を理解し、実装でき
る。

実問題に対して、適切なファイル
操作を実装できる。

ファイル操作関数を理解し、問題
に対して適切なソースコードを作
成できる。

ファイル操作関数を理解し、実装
できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 授業は、基礎的な理論、仕様の説明後に実際にパソコンを使用してプログラム作成の演習を行う。
授業の進め方・方法 演習時にもプログラミングのコツやソフトウェアの使用方法などを説明するため筆記用具を持参して演習に挑むこと。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスとプログラミングIの復習
文字列とscanf

プログラミングIの内容を理解できる。文字列と
scanfの関係を理解できる。

2週 文字列操作 文字列操作を理解できる。
3週 文字列の複写と数値への変換 文字列の複写と数値への変換を理解できる。
4週 文字列操作関数 文字列操作関数を理解できる。
5週 文字列操作関数と関数定義 文字列操作関数と関数定義を理解できる。
6週 戻り値の無い関数とプロトタイプ宣言 戻り値の無い関数とプロトタイプ宣言を理解できる。
7週 文字列を引数とする関数 文字列を引数とする関数を理解できる。
8週 中間試験

2ndQ

9週 ローカル変数とグローバル変数
do文と多次元配列

ローカル変数とグローバル変数
do文と多次元配列を理解できる。

10週 アドレス演算子と間接演算子 アドレス演算子と間接演算子を理解できる。
11週 ポインタとポインタを引数 ポインタとポインタを引数を理解できる。
12週 ポインタと配列 ポインタと配列を理解できる。
13週 ポインタ演算 ポインタ演算を理解できる。
14週 構造体 構造体を理解できる。
15週 構造体とポインタ 構造体とポインタを理解できる。
16週 期末試験

後期 3rdQ

1週 ガイダンスと前期の復習 ガイダンスと前期の復習を理解できる。
2週 マクロとプリプロセッサ マクロとプリプロセッサを理解できる。
3週 三項演算子と修飾子 三項演算子と修飾子を理解できる。
4週 型変換 型変換を理解できる。
5週 ビット操作 ビット操作を理解できる。
6週 動的オブジェクトの生成 動的オブジェクトの生成を理解できる。
7週 動的オブジェクトの生成 動的オブジェクトの生成を理解できる。



8週 中間試験

4thQ

9週 動的オブジェクトの生成 動的オブジェクトの生成を理解できる。
10週 ファイル操作 ファイル操作を理解できる。
11週 ファイル操作 ファイル操作を理解できる。
12週 fgets関数 fgets関数を理解できる。
13週 分割コンパイル 分割コンパイルを理解できる。
14週 プログラム応用 高度なプログラミングの技術を理解できる。

15週 総合演習 これまで学んできたC言語の知識を活用し、問題を解
決できる。

16週 期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 10 70
専門的能力 20 0 0 0 0 10 30
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 ディジタル回路
科目基礎情報
科目番号 2305 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 都度，教材(テキスト、資料)を提示する。
担当教員 與那嶺 尚弘
到達目標
現在のディジタル計算機等に使われている論理数学，論理回路などのディジタル技術の基礎および動作原理等を理解し，ディジタル論理回路の
解析と設計方法を修得し，その応用力を養う。
【Ⅴ-C-8】【Ⅴ-D-3】【Ⅵ-D】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

数体系を理解する。 数体系を理解し、実問題に対して
適切に適用、実装ができる。

数体系を理解し、実問題に対して
適用ができる。 数体系の基礎を理解できる。

２進数の四則演算等ができる。
２進数の四則演算等を理解し、実
問題に対して適切に適用ができる
。

２進数の四則演算等を理解し、実
問題に対して適用ができる。

２進数の四則演算等の基礎を理解
できる。

論理関数の表現方法を理解する。 ２進数の四則演算等の基礎を理解
できる。

論理関数の表現方法を理解し、実
問題に対して適切に適用できる。

論理関数の表現方法を理解し、実
問題に対して適用ができる。

論理関数の簡単化方法を理解する
。

論理関数の表現方法の基礎を理解
できる。

論理関数の簡単化方法を理解し、
実問題に対して適切に適用できる
。

論理関数の簡単化方法を理解し、
実問題に対して適用ができる。

基本論理素子を理解する。 論理関数の簡単化方法の基礎を理
解できる。

基本論理素子を理解し、実問題に
対して適切に適用できる。

基本論理素子を理解し、実問題に
対して適用ができる。

組合せ回路の設計を理解する。 基本論理素子の基礎を理解できる
。

組合せ回路の設計を理解し、実問
題に対して適切に適用できる。

組合せ回路の設計を理解し、実問
題に対して適用ができる。

演算回路を理解する。 組合せ回路の設計の基礎を理解で
きる。

演算回路を理解し、実問題に対し
て適切に適用できる。

演算回路を理解し、実問題に対し
て適用ができる。

フリップ・フロップを理解する。 演算回路の基礎を理解できる。 フリップ・フロップを理解し、実
問題に対して適切に適用できる。

フリップ・フロップを理解し、実
問題に対して適用ができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

科目目標【MCC目標】
現在のディジタル計算機等に使われている論理数学，論理回路などのディジタル技術の基礎および動作原理等を理解し
，ディジタル論理回路の解析と設計方法を修得し，その応用力を養う。
【Ⅴ-C-8】【Ⅴ-D-3】【Ⅵ-D】

総合評価
前期末・学年末テストを行う(60%)。講義内で行う課題および小テスト，レポートを課す(40%)。
以上により評価する。

授業の進め方・方法
現在のディジタル計算機等に使われている論理数学，論理回路などのディジタル技術の基礎および動作原理等を理解し
，ディジタル論理回路の解析と設計方法を修得し，その応用力を養う。コンピュータを使えることとコンピュータを理
解することは異なる。この授業では後者の特にハードウエアについて学ぶ。なぜコンピュータが動作するのかを理解し
て貰いたい。

注意点

教科書・教材
・教材（テキスト、資料）を提示する
・参考書：ディジタル回路、春日 建、電気書院
・参考書：ディジタル回路、田所 嘉昭編著、オーム社
・参考書；ディジタル回路ポイントトレーニング、浅川 毅・堀 桂太郎共著、電波新聞社

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス、論理回路の基礎
整数を2進数、10進数、16進数で表現できる。
整数をコンピュータのメモリー上でディジタル表現す
る方法を理解している。

2週 数体系

・基数が異なる数の間で相互に変換できる。
・与えられた数値を別の基数を使った数値に変換でき
る。
・2進数における補数を理解し、負の数を表現できる。
・2進数における小数点表現を理解し、10進数と相互
に変換できる。

3週 数体系

・基数が異なる数の間で相互に変換できる。
・与えられた数値を別の基数を使った数値に変換でき
る。
・2進数における補数を理解し、負の数を表現できる。
・2進数における小数点表現を理解し、10進数と相互
に変換できる。

4週 数体系

・基数が異なる数の間で相互に変換できる。
・与えられた数値を別の基数を使った数値に変換でき
る。
・2進数における補数を理解し、負の数を表現できる。
・2進数における小数点表現を理解し、10進数と相互
に変換できる。



5週 論理関数（１） ・基本的な論理演算を行うことができる。

6週 論理関数（２） ・基本的な論理演算を組合わせて、論理関数を論理式
として表現できる。

7週 論理式の簡単化手法 ・論理式の簡単化の概念を説明できる。
8週 ブール代数の基本問題演習 ・ブール代数に関する基本的な概念を説明できる。

2ndQ

9週 論理演算の演習 ・ブール代数の公式やカルノー図を使い式の簡単化が
できる。

10週 組合せ論理回路（１） ・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。

11週 組合せ論理回路（２） ・与えられた簡単な組合せ論理回路の機能を説明する
ことができる。

12週 論理式、真理値表、論理回路図相互間の変換の演習
（１）

・真理値表、カルノー図、論理式、論理回路図相互間
の変換が自在にできる。

13週 論理式、真理値表、論理回路図相互間の変換の演習
（２）

・真理値表、カルノー図、論理式、論理回路図相互間
の変換が自在にできる。

14週 論理回路の設計・演算回路 ・組合せ論理回路に関して、真理値表、カルノー図、
論理式、論理回路図を駆使して自在に設計ができる。

15週 組み合わせ論理回路の実習 ・これまでに修得した知識を活用し、与えられた組合
せ論理回路を設計することができる。

16週

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、回路シミュレータの習得 ・回路シミュレータの操作手順を習得し、新規編集か
ら終了までの処理を操作することができる。

2週 組み合わせ論理回路実習（１） ・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。

3週 組み合わせ論理回路実習（２） ・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。

4週 組み合わせ論理回路実習（３） ・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。

5週 組み合わせ論理回路実習（４） ・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。

6週 組み合わせ回路設計のまとめ ・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。

7週 順序回路 ・時間と記憶の概念を理解し説明できる。

8週 フリップフロップの機能と動作概念（１） ・フリップフロップなどの順序回路の基本素子につい
て、その動作と特性を説明することができる。

4thQ

9週 フリップフロップの機能と動作概念（２） ・フリップフロップなどの順序回路の基本素子につい
て、その動作と特性を説明することができる。

10週 順序回路の設計（１） ・順序論理回路に関して、フリップフロップの原理を
理解し、NAND回路で構成できる。

11週 順序回路の設計（２） ・順序論理回路に関して、フリップフロップの原理を
理解し、NAND回路で構成できる。

12週 順序回路の設計（３） ・順序論理回路に関して、フリップフロップの原理を
理解し、NAND回路で構成できる。

13週 順序回路実習（１） ・順序論理回路に関して、適切なフリップフロップで
構成できる。

14週 順序回路実習（２） ・順序論理回路に関して、適切なフリップフロップで
構成できる。

15週 順序回路実習（３） ・順序論理回路に関して、適切なフリップフロップで
構成できる。

16週
評価割合

定期試験 小テスト 課題 レポート 合計
総合評価割合 60 20 10 10 100
基礎的理解 30 10 5 5 50
応用力（実践・専門・
融合） 30 10 5 5 50

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 0 0

主体的・継続的学修意
欲 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造研究
科目基礎情報
科目番号 2306 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 指導教員が指定する図書および自ら検索した研究に関連する図書など。
担当教員 伊波 靖,玉城 龍洋,タンスリヤボン スリヨン,與那嶺 尚弘,金城 篤史,佐藤 尚,仲間 祐貴,當間 栄作,比嘉 聖
到達目標
学生各自の問題意識に沿った創造性あふれる課題研究を、低学年から継続的に行うことにより、技術者として必要な、実践的かつ総合的な学力
を身につける。
【IV-A】工学リテラシー
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
学生各自の問題
意識に沿った創造
性あふれる課題
研究を行う

テーマにオリジナ
リティーを付加し
て、研究を完了ま
たは作品を完成できる。

テーマの目的を理
解し、研究を完了
または作品を完成
できる。

テーマに沿って、
研究を遂行または
作品を制作でき
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

１　学生各自が、以下のような創造性あふれる課題を持つことから、この科目ははじまる。「英語による科学技術論文
を書く」「科学技術の発展を社会学の視点で明らかにする」「速く走るための姿勢を科学的に分析し論文とする」「ロ
ボットコンテストやプログラミングコンテストに出品する作品を創る」「mini movieを作成する」「県産品を使った新
しい健康食品を創る」など
２　学生は、個人またはチームで、課題を研究するためにふさわしい教員を探し、担当を依頼する。それぞれの課題に
応じて、総合科学科・機械システム工学科・情報通信システム工学科・メディア情報工学科・生物資源工学科の全教員
が、依頼の対象となる。
３　授業時間は、教員と学生が相談の上、両者の空き時間に設定される。教員が直接指導・助言にあたるのは、原則と
して授業1単位（年間30時間）に相当する時間とする。学生が図書館などで調査研究したり、レポートや作品を仕上げて
いる時間も、授業時間に換算できるものとする。
４　教員が学生の依頼を受諾したら、学生は、所定の用紙で、課題名・担当教員・授業時間などを教務係に届け出る。
５　授業はゼミ形式となる。教員は、調査・実験・討議・発表などに関し、適宜、指導・助言を行う。

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

2ndQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照
14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

後期

3rdQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

4thQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照



14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 100 100



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 航空基礎I
科目基礎情報
科目番号 70040357 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材

教員作成資料、空を飛ぶはなし（日本航空技術協会）

本科目は、ＪＴＡの２名の非常勤講師が担当する。
［Ａ］上原 昭雄
［Ｂ］伊礼 恭

担当教員 谷藤 正一
到達目標
 飛行機のしくみや航空産業について全般的かつ基礎的な事項について理解することを目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 最低限必要な到達レベル
［Ａ］
飛行機の全般的かつ基礎的なしく
みが理解できる。

テキストを参照することなく、専
門用語を用いて基礎的な航空機の
しくみを答えられる。

テキストを参照し、
専門用語を用いて基礎的な航空機
のしくみを答えられる。

テキストを参照し、
基礎的な航空機のしくみを答えら
れる。

［Ｂ］
航空産業に関連する基礎的な事項
について理解できる。

テキストを参照することなく、専
門用語を用いて基礎的な航空産業
に関連する事項を答えられる。

テキストを参照し、専門用語を用
いて基礎的な航空産業に関連する
事項を答えられる。

テキストを参照し、基礎的な航空
産業に関連する事項を答えられる
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ［Ａ］飛行機のしくみ や［Ｂ］航空産業 について全般的かつ基礎的な事項について理解することを目標とする。

授業の進め方・方法

 講義は主にプロジェクタを用い、市販教科書と自作プリント及びパワーポイントにより口述形式
（一部沖縄高専所有するｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝの実物講義及びFlight Simulatorによる体験飛行実習を行う）
 講義中は理解度を見る為、適時 Q&A を入れる。航空専門用語を通して英単語の語彙を増やす。
 航空機および航空業界に興味のある者を対象とするレベルの内容とする。
 ⇒　（講義 1週、13週は客室目線での講義内容を含む）

注意点 試験は実施せず、講義中に適時 Q & A およびレポート作成を課す。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
［Ａ］
客室から見たフライト
空を飛ぶための力（１）

空港ターミナル又は客室視点での飛行機の運航
鳥と飛行機の翼、空を飛ぶ時の４つの力

2週 ［Ｂ］
イントロダクション JTAの会社概要、講義シラバス説明

3週
［Ａ］
空を飛ぶための力（２）
自由に飛べるしくみ（１）

空気の性質、大気のものさし
翼の役割

4週 ［Ｂ］
航空事業の現状 航空事業の特徴、航空会社のビジネスモデル他

5週
［Ａ］
自由に飛べるしくみ（２）
自由に飛べるしくみ（３）

空を飛ぶ方向と翼の関係
自由に飛べるしくみ

6週 ［Ｂ］
那覇空港の現状と課題

那覇空港の整備状況、第2滑走路の供用開始、今後の課
題

7週
［Ａ］
自由に飛べるしくみ（４）
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝのしくみ（１）

フラップの秘密、舵面を動かすしくみ
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝとは

8週 ［Ｂ］
沖縄の空港事情と空港運営体制 県内離島空港の状況、下地島空港の利活用事業他

2ndQ

9週
［Ａ］
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝのしくみ（２）
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝのしくみ（３）

ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ･ｴﾝｼﾞﾝの登場
ﾌｧﾝ と ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ

10週 ［Ｂ］
離島交通政策 RACの取組、離島路線維持に向けた国、県の支援他

11週
［Ａ］
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝのしくみ（４）
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝのしくみ（５）

ｴﾝｼﾞﾝ を ｺﾝﾄﾛｰﾙする裏舞台
ｴﾝｼﾞﾝ を ｽﾀｰﾄしてみよう

12週 ［Ｂ］
航空の安全・保安、運航管理者とは

保安体制に重大な影響を与えた事件、運航管理者の業
務他

13週
［Ａ］
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝのしくみ（６）
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝのしくみ（７）

燃料タンクから ｴﾝｼﾞﾝ まで
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝ のしくみ (沖縄高専の実物予定）

14週 ［Ｂ］
パイロットの仕事 運航乗務員の役割

15週 ［Ａ］
ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝ 実物講義 沖縄高専所有の ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝ による実物講義

16週 ※期末試験は実施しない



後期

3rdQ

1週
［Ａ］
飛んでる様子を知るしくみ（１）
飛んでる様子を知るしくみ（２）

ｴﾝｼﾞﾝ計器の役割、ｼﾞｴｯﾄ・ｴﾝｼﾞﾝの代表的な計器
飛行機が飛ぶ高さを知るための計器

2週 ［Ｂ］
沖縄の観光戦略 沖縄の観光政策、沖縄の入域観光客の推移他

3週
［Ａ］
飛んでる様子を知るしくみ（３）
飛んでる様子を知るしくみ（４）

飛行機の飛ぶ速さを知るための計器
ﾏｯﾊの世界

4週 ［Ｂ］
沖縄の航空物流 航空貨物の特色、県内航空輸送の推移と動向他

5週
［Ａ］
飛んでる様子を知るしくみ（５）
飛んでる様子を知るしくみ（６）

飛行機の姿勢と方向を知る計器
位置を知る為の計器

6週 ［Ｂ］
航空の安全 安全とは何か？世界における安全対策の進捗他

7週
［Ａ］
飛行機の電気配線のしくみ（１）
飛行機の電気配線のしくみ（２）

電気はどんな働きをするか、直流と交流のそれぞれのﾒ
ﾘｯﾄ
飛行機の電源 発電機と電池、配線はどうなっているの
か

8週 ［Ｂ］
航空会社のサービス・客室乗務員の役割 客室乗務員の役割、航空会社のサービスの変遷

4thQ

9週
［Ａ］
飛行機の重さとバランス（１）
飛行機の重さとバランス（２）

飛行機の重さと重心位置
実際の運航で許される飛行機の重さ

10週 ［Ｂ］
航空機整備とは？ 航空機整備事業の展開

航空機整備の役割、沖縄における航空機整備事業の展
開

11週
［Ａ］
飛行機の重さとバランス（３）
着陸装置のしくみ（１）

燃料はどのくらい必要なのか
着陸装置とは

12週 ［Ｂ］
那覇空港見学

那覇空港の運営状況を見学し、空港の機能について理
解を深める

13週
［Ａ］
着陸装置のしくみ（２）
着陸装置のしくみ（３）

飛行機のｽﾃｱﾘﾝｸﾞとﾌﾞﾚｰｷ -1
飛行機のｽﾃｱﾘﾝｸﾞとﾌﾞﾚｰｷ -2

14週 ［Ｂ］
うちなーの翼JTAの経営戦略 JTAの事業規模、市場特性、地域貢献活動他

15週 ［Ａ］
体験 フライト

沖縄高専所有のフライトシュミレーターによる体験フ
ライト

16週 ※期末試験は実施しない
評価割合

レポート 発表・実技・成
果物等 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 国語III
科目基礎情報
科目番号 3002 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教員による独自編成教材・『カラー版新国語便覧』(第一学習社)
担当教員 澤井 万七美,片山 鮎子
到達目標
１　基礎的な日本語を創造的に運用できる能力を身につける。
２　日本の古典文学作品についての理解を深める。
３　社会で要求されるコミュニケーション能力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安
（可）

基礎的な日本語を運用できる能力
を身につける。

独創的な視点を持ち、自らの考え
を正しい日本語で表現することが
できる。

論理的に自らの考えを、適切な日
本語を選択しようとしながら表現
することができる。

自らの考えを基本的な日本語を使
用しながら、表現することができ
る。

日本の古典作品についての理解を
深める。

古典作品の文法・文学史を踏まえ
ながら、作品世界を自分独自の感
性で味わうことができる。

古典作品の文法・文学史をおおむ
ね踏まえながら、作品世界の内容
を理解することができる。

古典作品の文法・文学史について
、一部理解しながら、作品世界の
概要を理解できる。

社会で要求されるコミュニケーシ
ョン能力を身につける。

社会人としてのコミュニケーショ
ン能力を、場面に応じて使いこな
すことができる。

社会人としてのコミュニケーショ
ン能力を、おおむね使いこなすこ
とができる。

社会人としてのコミュニケーショ
ン能力とは何か理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

１　学生の主体的活動となる場面を数多く設定し、様々な課題解決のための小論文、文学作品の理解・創作、基本的な
漢字能力をみる小テストなど、さまざまな言語理解活動をさせる。
２　文学作品の理解をとともに、ゲーム・創作を通して文学作品を楽しむ態度と日本文化とを身につける。
３　言語・非言語両面における社会人としてのコミュニケーション能力を高める。
４　多様な文化・生活様式への想像力を持つ姿勢を育む。

授業の進め方・方法 講義と演習を併用する。
前期は毎回授業初めに小テストを実施する。

注意点

基本的に再試験は行わない。
＜前期＞
・定期試験 20％
・小テスト 5％
・平常点（課題等）25％
＜後期＞
・定期試験 25％
・小テスト 5％
・課題        20％

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ビジネス文書① ビジネス文書の基礎を学ぶ。
2週 ビジネス文書② ビジネス文書の様々な様式を学ぶ。
3週 企画書① 企画書の基礎を学ぶ。
4週 企画書② 実際に企画書を書いてみる。
5週 現代社会の課題① 現代社会の諸問題に関する文章を読み解く。

6週 現代社会の課題② 意見文作成のために、調べ学習を行い、下書きを作成
する。

7週 現代社会の課題③ 意見文の下書きを推敲する。
8週 中間試験 意見文を一定の制限時間内に作成する。

2ndQ

9週 出版について① 社会における言語・文学の意味を考える。
10週 出版について② 書籍の出版をめぐる問題を学ぶ。
11週 書評① 文学市場の問題と書評について学ぶ。
12週 書評② 実際に書評を作成する。
13週 メディアミックスについて① メディアミックスに関する文章を読み解く。
14週 メディアミックスについて② 同上
15週 前期まとめ 前期の振り返りを行う。
16週 前期期末試験

後期 3rdQ

1週 中国の漢詩（１） 日本文学に深い影響を与えてきた中国の漢詩について
学ぶ。

2週 中国の漢詩（２） 日本文学に深い影響を与えてきた中国の漢詩について
学ぶ。

3週 中国の漢詩（３） 日本文学に深い影響を与えてきた中国の漢詩について
学ぶ。

4週 日本の漢詩（１） 日本で作られた漢詩について学ぶ。



5週 訓読と翻訳 漢文を翻訳するに当たり用いられた訓読について学び
、実際に漢詩を翻訳する。

6週 和歌について（上代） 日本の韻文について、時代ごとの特徴と変遷を学ぶ。
7週 和歌について（中古） 日本の韻文について、時代ごとの特徴と変遷を学ぶ。
8週 和歌について（中世） 日本の韻文について、時代ごとの特徴と変遷を学ぶ。

4thQ

9週 百人一首を体験する
「百人一首」を体験し、身体の動きを通じて古典文化
に親しむ。
ただし、グループワークができない場合は別の内容に
差し替える。

10週 歌いものについて 催馬楽、今様など、和歌とは異なる歌の世界について
学ぶ。

11週 連歌と俳句（１） 連歌と俳句の関係について学ぶ。
12週 連歌と俳句（２） 各時代の俳人と特徴について学ぶ。

13週 狂歌と川柳 狂歌と川柳について、和歌や俳句との違いと特徴につ
いて学ぶ。

14週 俳句を作る これまで学んだ内容を生かし、実際に俳句を作る。
15週 後期の復習 後期の内容を復習する。
16週 後期期末試験

評価割合
試験 課題（リポート

等） 小テスト 発表等 合計

総合評価割合 45 45 10 0 0 0 100
基礎的能力 45 45 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 微積分II
科目基礎情報
科目番号 3007 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 「新編高専の数学2（第2版）」(森北出版） 「新編高専の数学2問題集(第2版)」（森北出版
担当教員 眞喜志 治,神里 志穂子
到達目標
(1) 工学の基本的問題を解決する為に必要な微積分の知識，計算技術および応用能力を修得する。また，これまでに学習した基礎数学，線形代数
などの知識についても適宜復習する.
(2) 1変数関数についての微分法や積分法の基礎的な概念を理解し，計算の技法を修得する。
(3) 偏微分法や重積分法に関する基礎的な概念を理解し，計算の技法を修得する。
(4) 微分方程式に関する基礎的な概念を理解し，計算の技法を修得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
1変数関数の微分
法の基礎的な概
念を理解し計算
技法を修得する

1変数関数の微分
法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，高
度な問題（問題集
のB, C問題レベ
ル）を解決できる．
また，総合的な問
題を解決する道具
の一つとして，1変
数関数の微分法の
基礎的な概念を適
切に活用できる。

1変数関数の微分
法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導のない状
態で基礎的な問題
（教科書の例題や
問，および，問題
集のA問題レベル
の問題）を解決で
きる。

1変数関数の微分
法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導に従って
基礎的な問題（教
科書の例題や問，
および，問題集の
A問題レベルの問
題）を解決できる。

1変数関数の積分
法の基礎的な概念
を理解し計算技法
を修得する。

1変数関数の積分
法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，高
度な問題（問題集
のB, C問題レベ
ル）を解決できる．
また，総合的な問
題を解決する道具
の一つとして，1変
数関数の積分法の
基礎的な概念を適
切に活用できる。

1変数関数の積分
法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導のない状
態で基礎的な問題
（教科書の例題や
問，および，問題
集のA問題レベル
の問題）を解決で
きる。

1変数関数の積分
法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導に従って
基礎的な問題（教
科書の例題や問，
および，問題集の
A問題レベルの問
題）を解決できる。

学年
4年
セルフ
チェック
20%
①
20%
②
2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念を理解し計算技
法を修得する。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，高
度な問題（問題集
のB, C問題レベ
ル）を解決できる．
また，総合的な問
題を解決する道具
の一つとして，2変
数関数の偏微分法
の基礎的な概念を
適切に活用でき
る。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導のない状
態で基礎的な問題
（教科書の例題や
問，および，問題
集のA問題レベル
の問題）を解決で
きる。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導に従って
基礎的な問題（教
科書の例題や問，
および，問題集の
A問題レベルの問
題）を解決できる。

2変数関数の重責
分法の基礎的な概
念を理解し計算技
法を修得する。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，高
度な問題（問題集
のB, C問題レベ
ル）を解決できる．
また，総合的な問
題を解決する道具
の一つとして，2変
数関数の偏微分法
の基礎的な概念を
適切に活用でき
る。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導のない状
態で基礎的な問題
（教科書の例題や
問，および，問題
集のA問題レベル
の問題）を解決で
きる。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導に従って
基礎的な問題（教
科書の例題や問，
および，問題集の
A問題レベルの問
題）を解決できる。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念を理解し計算技
法を修得する。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，高
度な問題（問題集
のB, C問題レベ
ル）を解決できる．
また，総合的な問
題を解決する道具
の一つとして，2変
数関数の偏微分法
の基礎的な概念を
適切に活用でき
る。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導のない状
態で基礎的な問題
（教科書の例題や
問，および，問題
集のA問題レベル
の問題）を解決で
きる。

2変数関数の偏微
分法の基礎的な概
念，および，計算
技法を理解し，ヒン
トや誘導に従って
基礎的な問題（教
科書の例題や問，
および，問題集の
A問題レベルの問
題）を解決できる。

学科の到達目標項目との関係



教育方法等

概要
・工学の基礎となる微分積分学すなわち微分法・積分法とそれらの応用の講義を行う。
・本講義は2年次開講科目の「微積分I」の続論として開講されるものである。

授業の進め方・方法 ・講義は基本事項の定着に重点を置き、基礎的な問題中心の演習を行い計算力を養う。
・適宜小テスト、演習を行っていき理解度を高めていく。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 微分法の復習
微積分Iで扱った微分法の基本公式の復習を行い、計
算練習を行う。また、まとめとして確認テストを行う
。

2週 べき級数 べき級数の定義を行い、その収束半径の計算法を学ぶ
。

3週 高次導関数 高次導関数の定義を導入し、第2次、3次導関数から第
n次導関数を類推することを学ぶ。

4週 テイラーの定理

テイラー展開・マクローリン展開を学び、関数をべき
級
数で近似する考え方を学ぶ。また、マクローリン展開
を
利用した近似値の計算を理解する。また、応用として
、オイラーの公式を証明する。

5週 いろいろな不定積分
微積分Iで扱った積分法の基本公式の復習を行い、計
算練習を行う。また、平行根を含む関数の積分公式を
新たに学ぶ。

6週 種々の分数関数の不定積分
分数式（有理関数）の積分・三角関数の分数関数の積
分などの積分の計算法を理解し、計算ができるように
す
る。

7週 和の極限としての定積分

和の極限としての定積分の定義を理解し、定積分に関
する種々の性質を学ぶ。また、区分求積法の考えを理
解し、それを極限値の計算法に応用できるよう演習を
行
う。

8週 前期中間試験（行事予定で週変更可）

2ndQ

9週 定積分の計算 定積分の計算練習を行う。

10週 面積・体積・曲線の長さ
定積分の計算の応用として、面積・体積・曲線の長さ
の
計算を行う。

11週 広義積分 広義積分の定義を行い、種々の広義積分の計算を行
う。

12週 ２変数関数

多変数関数を定義し、その定義域・極限値・連続の概
念
を理解する。特に２変数関数に関して種々の例を取り
扱
う。

13週 偏導関数の計算 偏微分を導入し、種々の関数の偏微分を行う。

14週 合成関数の偏導関数 連鎖定理を用いて合成関数の偏導関数を計算すること
を行う。

15週 ２変数関数の平均値の定理 ２変数関数の平均値の定理を学習し、全微分・近似公
式等への応用を行う。

16週 ２変数関数の極大・極小
２変数関数の極値の計算法を学び実際に極値を計算
する演習を行う。
偏

後期

3rdQ

1週 陰関数定理 陰関数定理およびその応用について学ぶ。

2週 条件付き極大・極小
ラグランジュの乗数法を学び、条件付き極大極小問題
を解く。また、２次形式に関する問題を解き乗数法と
固
有値との関係を学ぶ。

3週 重積分の定義・累次積分
重積分を定義し、それを累次積分に変換する方法・累
次積分の計算法を学び重積分を計算する。
積分

4週 累次積分の計算 累次積分への変形への種々の例を学び、重積分の計
算演習を行う

5週 体積 重積分の応用として体積の計算を学ぶ。

6週 極座標による重積分 重積分の変数変換、特に極座標への変換公式を学び、
重積分の計算を行う。

7週 後期中間試験（行事予定で週変更可
8週 微分方程式の定義 微分方程式の例を取り上げ、微分方程式を導入する。

4thQ

9週 変数分離形の微分方程式 変数分離形の微分方程式の解法を学ぶ。
10週 同次形微分方程式 同次形微分方程式の解法を学ぶ。

11週 １階線形微分方程式 １階線形微分方程式の解の公式を証明し、それを利用
した解法を学ぶ。



12週 完全微分形 全微分方程式を定義し、完全微分方程式の解法につい
て学ぶ。

13週 ２階微分方程式 ２階微分方程式の簡単な分類・基本的な解法を学習す
る。

14週 定数係数２階同次および非同
次の線形微分方程式

定数係数２階同次および非同次の線形微分方程式の
解の公式を学び一般解を求める練習を行なう。

15週
16週

評価割合
試験 確認テスト・中

テスト等 その他 その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 健康科学
科目基礎情報
科目番号 3010 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教員自作のプリント
担当教員 島尻 真理子
到達目標
スポーツの文化、スポーツを通じた健康づくりに有効な基礎的知識を修得する。
ルーブリック

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 最低限必要なの到達レベル
スポーツを形成する文化的・環境
的要因を理解し、スポーツ活動を
通して健康的な生活の構築を検討
する

スポーツを形成する文化的・環境
的要因を理解し、実際のスポーツ
活動において健康的な生活を志す

スポーツを形成する文化的・環境
的要因を理解し、健康的な生活を
検討できる

スポーツを形成する文化的・環境
的要因を理解できる

生活習慣病や感染症について理解
し、望ましい健康について検討す
る

生活習慣病や感染症の予防と対策
を踏まえ、実際の生活に応用し、
健康を志す

生活習慣病や感染症について理解
し、予防と対策を構築できる

生活習慣病や感染症について理解
できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 健康科学は、医学、保健学、運動学を融合させた実践的な学問である。

授業の進め方・方法 科学的視点から健康を捉えられるよう授業を進める。
授業内で配布するレジュメを基に、スライドを用いた講義形式で行う。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 健康の概念と健康に関わる諸問題（１） 健康の概念と国内外の健康関連問題を理解する
2週 健康の概念と健康に関わる諸問題（２） 健康の概念と国内外の健康関連問題を理解する
3週 生活習慣病概論 生活習慣病とその予防について理解する

4週 食生活・栄養学 健康的およびスポーツ的な食生活・栄養学について理
解する

5週 たばこ・酒・薬物乱用 たばこ・酒・薬物乱用の危険性と、その問題を身近な
問題として捉えることができる

6週 感染症・予防接種・ドーピングについて 感染症・予防接種・ドーピングについて理解を深める
7週 スポーツ活動と健康科学 スポーツおよび健康に関する実践的な講義
8週 中間試験

2ndQ

9週 スポーツ心理学 動機づけとスポーツメンタルトレーニングについて学
ぶ

10週 スポーツ文化論 スポーツ文化を、形成・経済・娯楽の視点から考える

11週 オリンピック論 近代オリンピックの変遷、2020東京オリンピックにつ
いて理解を深める

12週 障がい者スポーツ論 障がい者スポーツの理解と、パラリンピックについて
理解を深める

13週 スポーツ環境学 スポーツを行う環境とスポーツが環境に与える影響に
ついて考える

14週 事件・事故から身を守るために 運動や日常生活に潜む危険から、身を守る方法を考え
る

15週 身体活動・運動の実践について 高専でのスポーツ・生涯スポーツの創造について考え
る

16週 期末試験
評価割合

試験 合計
総合評価割合 100 100
基礎的理解 80 80
応用力（実践・融合） 20 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 地理学概論
科目基礎情報
科目番号 3016 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 担当教員が作成・編集した資料および演習課題、Office365(またはその互換アプリ)にアクセスしそれらが利用できるパ
ーソナルコンピュータ

担当教員 木村 和雄
到達目標
①現代社会を構築してきた人々の活動とその背景を系統地理学的に把握する。②社会を表現する様々な空間情報、地図・統計・RS・GIS等を読
み取り、世界や任意の地域の特徴を認識できる。【ⅢーＣ】【Ⅷ-Ｃ】【ⅧーＤ】【ⅧーＥ】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

現代社会を構築してきた人々の活
動とその背景を系統地理学的に把
握する。

将来、受講生が活躍する「場」の
地域像をイメージでき、その形成
・持続と改善へ主体的に関わる意
識を持つ。

自然環境・人口・産業立地の地域
性を生んだ背景・過程を理解でき
る。

自然環境・人口・産業立地の地域
性を理解できる。

社会を表現する様々な空間情報を
統計や地図を通じて理解する。

気象統計・地形図・ハザードマッ
プ・人口統計・各種分布図等の情
報を解釈し、地域差を生む要因を
説明できる。

気象統計・地形図・ハザードマッ
プ・人口統計・各種分布図等から
、地域の特徴をイメージできる。

気象統計・地形図・ハザードマッ
プ・人口統計・各種分布図等を読
むことができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
　講義は系統地理学各分野のうち、1)地圏環境と空間利用、2)人口の分布・構造と変化、3）産業立地の3テーマに焦点
を当てる。この構成は、近代以降現在に至るまでの日本あるいは日系企業の「3)産業立地」による地域への影響を理解
すること最終目標とし、その要因としての、日本あるいは世界各地の「2)人口」や「1)地圏環境」など地理的特徴を把
握してもらうことを意図している。

授業の進め方・方法

　授業は主に講義形式で行う。講義資料は基本的に.pptxファイルとし、適宜、板書によってこれを補足・強調する。講
義で得られた知識や情報読解能力の定着を定期試験で評価する。ただし前期末の成績は、防災等に直結する身近な地圏
環境を理解することを主目的に、第9-13週の講義内容を踏まえて実施する第14-15週の演習の成果品の評価をもってこ
れに替える。講義資料は、年度当初はTeamsを通じてオンライン提供する。授業開始前に[051]沖縄_地理学概論
/2023年度のファイルフォルダにアクセスし、当該回の授業スライド・参考資料を閲覧可能な状態で参加すること。状況
次第では、講義ならびに成績評価に関するテスト・レポートをWebClassへ移行・実施する場合もあり得る。

注意点

　授業フォルダにある資料の2次利用は厳禁とする。もし2次利用が発覚した場合は、担当者は授業全記録を抹消する
（つまり全員、未履修状態に戻る）。また演習等に際して、指示されたもの以外の外部資料も大いに用いて構わないが
、成果品の作成と提出に当たっては、この授業における課題設定意図に沿うように留意してほしい。例えば、気候デー
タなどでは、ネット上にある情報のなかには気候統計としての定義から逸脱していたり、信用性に欠けるものが多々あ
る（特に気象統計は2021年5月に更新されているので注意！）。そうした情報を避け、有用で信頼できる情報を獲得す
るためのスキルやノウハウも磨いていってほしい。
　

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 地理学への招待 シラバスや担当者の地理的体験を概説し、地理学の全
体像と授業の方向性がわかる

2週 統計気候から見た世界 気候要素と地球の成帯的な気候がわかる

3週 統計気候の演習 気象統計を用いて気候帯を区分できる【Ⅷ-Ｃ】【Ⅷー
Ｄ】

4週 気団気候 大気循環とそれに伴って形成される気団の分布に基づ
く気候区分を理解する

5週 総観気候 天気図や気象衛星画像を気候学的視点から読める

6週 気象災害・応用気候
代表的な気象災害の発生傾向やその対策の歴史を知る
。大気汚染や原子力災害と気候との関係を知る【Ⅷ-
Ｃ】【ⅧーＤ】

7週 土壌から見た世界 代表的な種類の土壌について、その成因、分布、気候
・地形・食糧生産との関係について学ぶ。

8週 前期中間試験 気候と土壌に関する知識について、テスト形式でその
定着を確かめる。

2ndQ

9週 水文環境
様々なスケールや場における水の分布と動きを知り、
その資源としての存在度と地域差を理解する【Ⅷ-Ｃ】
【ⅧーＤ】

10週 地形の形成要因 地形を造る力＝営力について知る
11週 地殻変動と火山活動による地形 地形の骨格となる変動地形・火山地形がわかる

12週 浸蝕作用と地形 浸蝕作用や重力の影響が大きい斜面(山地・丘陵地・段
丘崖)の地形がわかる

13週 堆積作用と地形
主に堆積作用で生じた平坦地(低地・段丘面)の地形を
知り、その人為的土地利用や土地改変について理解す
る

14週 地圏環境情報の活用1 Web-GISの存在と活用法を知る【Ⅷ-Ｃ】【ⅧーＤ】



15週 地圏環境情報の活用2
Web-GIS上のハザードマップを用いて、任意の地点に
おける被災時の行動計画を策定できる【Ⅷ-Ｃ】【Ⅷー
Ｅ】

16週 前期末課題の提出

後期

3rdQ

1週 世界の人口１ 世界の人口分布と近世以降の人口推移を知る。

2週 世界の人口２ 世界各国における人口の基本構造と経済成長段階との
関係を知る 【Ⅷ-Ｃ】【ⅧーＤ】

3週 世界の人口３ 世界各国における人口問題と人口政策を知る【Ⅷ-Ｃ】
【ⅧーＤ】

4週 世界の人口４ 世界各国における人口の社会構造を知る【Ⅷ-Ｃ】【
ⅧーＤ】

5週 世界の人口５ 国際的な人口移動とその功罪を知る
6週 日本の人口１ 日本の人口分布と推移を知る 【Ⅷ-Ｃ】【ⅧーＤ】

7週 日本の人口２ 日本各地の人口構造≒少子高齢化問題を知る【Ⅷ-Ｃ】
【ⅧーＤ】

8週 日本の人口３ 日本国内の人口移動を知る【Ⅷ-Ｃ】【Ⅷ-Ｅ】

4thQ

9週 産業基盤の地域性1 中世以降の世界における第1次産業立地を知る
10週 産業基盤の地域性2 近代以降の日本における第1次産業立地を知る
11週 近代工業の成立と展開 近代以降における世界各地の工業立地を知る【Ⅷ-E】

12週 日本の工業地域1 日本における近代工業の成立と地域展開を知る【Ⅷ-
E】

13週 日本の工業地域2 現代の工業立地がわかる 【Ⅷ-Ｃ】【ⅧーＤ】【Ⅷ-
Ｅ】

14週 日系企業の拠点立地 工業立地の業種別動向がわかる【ⅧーＣ】【ⅧーＥ】
15週 工業立地の地域性とその変容 工業立地と地域社会との関係がわかる 【Ⅷ-Ｅ】
16週 学年末試験

評価割合
定期試験 レポート 出席状況 受講態度 合計

総合評価割合 60 20 10 10 100
基礎的能力 50 10 0 0 60
応用力 10 10 0 0 20
主体的・継続的学修意
欲 0 0 10 10 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Comprehension III
科目基礎情報
科目番号 3020 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 1. 英語の構文80総合問題演習 (美誠社), 2.英語構文80 (美誠社), 3. めざせ100万語！読書記録手帳 (SSS英語多読研究
会), 4. Genius英和辞典 (大修館書店), 5. 多読図書 (図書館所蔵)

担当教員 青木 久美
到達目標
１，２年時の既習文法事項を土台として、英文の構造を習得し、英文作成に必要な基礎力を身につける。英文多読を継続しながら、自律的な学
習態度を確立し、TOEICなどの長文読解問題やライティング問題に対応できる基礎的読解力およびライティング力をつける。【III-B】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

評価項目
英文法・英作文

既習の表現事項を９割以上理解し
、幅広い語いや英語表現を用いて
複雑な英作文ができる。

既習の表現事項を７～８割程度理
解し、必要な語いや英語表現を用
いて適切な英作文ができる。

既習の表現事項を６割程度理解し
、最低限の語いや英語表現を用い
て簡単な英作文ができる。

評価項目
TOEICに対応する読解力

TOEIC Readingテストで９割以上
理解することができる(スコア
125点以上)。

TOEIC Readingテストで７～８割
理解することができる(スコア
105点以上)。

TOEIC Readingテストで６割以上
理解することができる(スコア95点
以上)。

評価項目
読解　YL1.6以上　多読図書3000
words/week

目標語数(あるいは時間数)の９割
以上読み、読書ログに記録してい
る。

目標語数(あるいは時間数)の
７～８割以上読み、読書ログに記
録している。

目標語数(あるいは時間数)の６割
以上読み、読書ログに記録してい
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

【英文法・英作文】
1) 基礎的な英文法を理解し、授業後に問題（Excersises）を解くことによってその定着を図る。
2) 英文の構造を理解し、英作文が書けるようにする。
【読解】
3) 英米の多読図書を用いて、日本語を介さずに英文を読む習慣を定着させる。

授業の進め方・方法
1) 授業の前に、課題として出されたExcersesesを解いておく。
2) 授業では、Excersisesの答え合わせをし、次の単元の内容を説明する。
3) 残りの時間で、多読図書を継続して読み、読解力を高める。

注意点
・教科書とノートパソコンを必ず持参すること。
・２学年で到達したレベルより少し低いレベルの多読図書から読み始める。
・YL1.6程度の多読図書を中心に徐々にレベルを上げるようにする。
・読書ログは毎回必ず記録する。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
授業の概要・テキスト内容の説明など
英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L1
多読

シラバスをしっかり読み込み、授業の進め方や評価の
方法などをきちんと把握する。
英語の構文80総合問題演習 L1を学び、授業終了後に
Excersisesを解いて学んだことを復習する（課題）
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

2週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L1-L2
多読

英語の構文80総合問題演習L１ Excersisesの答え合わ
せをし、L２を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

3週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L2-L3
多読

英語の構文80総合問題演習L２ Excersisesの答え合わ
せをし、L３を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

4週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L3-L4
多読

英語の構文80総合問題演習L３ Excersisesの答え合わ
せをし、L４を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

5週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L4-L5
多読

英語の構文80総合問題演習L４ Excersisesの答え合わ
せをし、L５を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。



6週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L5-L6
多読

英語の構文80総合問題演習L5 Excersisesの答え合わ
せをし、L6を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

7週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L6-L7
多読

英語の構文80総合問題演習L6 Excersisesの答え合わ
せをし、L7を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

8週 中間テスト（45分） 中間テスト（45分）

2ndQ

9週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L7-L8
多読

英語の構文80総合問題演習L7 Excersisesの答え合わ
せをし、L8を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

10週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L8-L9
多読

英語の構文80総合問題演習L8 Excersisesの答え合わ
せをし、L9を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

11週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L9-L10
多読

英語の構文80総合問題演習L9Excersisesの答え合わせ
をし、L10を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

12週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L10-L11
多読

英語の構文80総合問題演習L10 Excersisesの答え合わ
せをし、L11を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

13週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L11-L12
多読

英語の構文80総合問題演習L11 Excersisesの答え合わ
せをし、L12を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

14週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L12-L13
多読

英語の構文80総合問題演習L12 Excersisesの答え合わ
せをし、L13を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

15週 未提出課題の確認。読書記録の提出方法の確認。
多読

未提出課題がないかどうか確認する。
読書記録の提出方法を確認し、提出に備える。（期末
試験開始の1週間前までに提出）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

16週 前期の復習（45分授業） 前期の復習をし、期末試験に備える。

後期 3rdQ

1週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L13-L14
多読

英語の構文80総合問題演習L13 Excersisesの答え合わ
せをし、L14を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。
読書記録手帳（log)を記入する。

2週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L14-L15
多読

英語の構文80総合問題演習L14Excersisesの答え合わ
せをし、L15を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。
読書記録手帳（log)を記入する。

3週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L15-L16
多読

英語の構文80総合問題演習L15 Excersisesの答え合わ
せをし、L16を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
読書記録手帳（log)を記入する。



4週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L16-L17
多読

英語の構文80総合問題演習L16 Excersisesの答え合わ
せをし、L17を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。
読書記録手帳（log)を記入する。

5週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L17-L18
多読

英語の構文80総合問題演習L17 Excersisesの答え合わ
せをし、L18を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

6週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L18-19
多読

英語の構文80総合問題演習L18Excersisesの答え合わ
せをし、L19を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

7週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L19-20
多読

英語の構文80総合問題演習L19 Excersisesの答え合わ
せをし、L20を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする
読書記録手帳（log)を記入する。

8週 中間テスト（45分） 中間テスト（45分）

4thQ

9週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L20-21
多読

英語の構文80総合問題演習L20 Excersisesの答え合わ
せをし、L21を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする
読書記録手帳（log)を記入する。

10週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L21-22
多読

英語の構文80総合問題演習L21 Excersisesの答え合わ
せをし、L22を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする
読書記録手帳（log)を記入する。

11週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L22-23
多読

英語の構文80総合問題演習L22Excersisesの答え合わ
せをし、L23を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする
読書記録手帳（log)を記入する。

12週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L23-24
多読

英語の構文80総合問題演習L23Excersisesの答え合わ
せをし、L24を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする
読書記録手帳（log)を記入する。

13週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L24-25

英語の構文80総合問題演習L24 Excersisesの答え合わ
せをし、L25を学ぶ。
授業終了後にExcersisesを解いて学んだことを復習す
る（課題）。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする
読書記録手帳（log)を記入する。

14週 英語の構文80総合問題演習 (美誠社)L25
多読

英語の構文80総合問題演習L25 Excersisesの答え合わ
せをする。
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする
読書記録手帳（log)を記入する。

15週 未提出課題の確認。読書記録の提出方法の確認。
多読

未提出課題がないかどうか確認する。読書記録の提出
方法を確認し、提出に備える。（期末試験開始の1週間
前までに提出）
英文を3,000語以上読む。授業中に読めなかった分は
課題とする。
読書記録手帳（log)を記入する。

16週 後期の復習（45分授業） 後期の復習をし、期末試験に備える。
評価割合

定期試験 TOEIC Reading 読書記録 課題 合計
総合評価割合 50 15 10 25 100
基礎的能力 50 10 5 10 75
応用力（実践・専門・
融合） 0 5 0 5 10

社会性 0 0 0 0 0
主体的・継続的学修意
欲 0 0 5 10 15



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Skills III
科目基礎情報
科目番号 3021 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 教科書: "THE TOEIC TEST TRAINER TARGET 350 Revised Edition" （Cengage Learning）, "速読英単語 入門編 改
訂第3版" （ Z会出版）. 教材: マルチメディア ・多聴教材等.

担当教員 山内 祥之
到達目標
基礎的な語彙の習得とリスニング技術の習得を図る。語彙については、音声やクイズを用いて段階的に、リスニングについては、様々な教材や
シャドーイングなどの活動を通して習得していく。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安
最低限必要な
到達レベル
（可）

基礎的な語彙の意味を理解し、綴
れるようにする。

小テストの問に９割以上正解して
いる。

小テストの問に7-８割以上正解し
ている。

小テストの問に6割以上正解してい
る。

基礎的なリスニング能力を習得す
る。

定期試験、能力試験における問に
９割以上正解している。

定期試験、能力試験における問に
7-８割以上正解している。

定期試験、能力試験における問に
6割以上正解している。

YL1.8程度の読み物を日本語を介せ
ずに理解することができるように
する。

毎回2000語以上のリスニングを行
い、その内容を９割以上理解して
いる。

毎回2000語以上のリスニングを行
い、その内容を7-８割以上理解し
ている。

毎回2000語以上のリスニングを行
い、その内容を6割以上理解してい
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 基礎的な語彙の習得とリスニング技術の習得を図る。語彙については、音声やクイズを用いて段階的に、リスニングに

ついては、様々な教材やシャドーイングなどの活動を通して習得していく。　

授業の進め方・方法
・教科書：速読英単語を用い、単語学習や読解力強化を図る。
・小テストは語彙テストと内容理解テストの両方を行う。
・TOEIC教材を用い、TOEIC対策を行う。隔週で課題を出題する。
・リスニング教材を使い聴解力・読解力を強化する。

注意点
・教科書とノートパソコンを毎授業必ず持参すること。
・授業内外で計画的に語彙習得に励むこと（小テストでは確実に合格点が取れるようにすること）。
・リスニング能力を高めるために、授業内外で積極的に英語音声に触れ、音読・シャドーイングをすること。
・再試験をあてにせず、本試験で合格点を取ること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
授業概要説明
TOEIC対策 Unit 1：オフィスで （課題①出題）
Extensive Listening（多聴）

・授業の概要・成績評価方法等を確認する
・TOEIC Unit 1 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

2週 速読英単語48：スペイン人昼寝（6）
Extensive Listening（多聴）

・速読英単語48：語彙・内容理解、シャドーイング
・多聴（リスニング）を行う

3週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語49：スペイン人昼寝（7）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語49：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

4週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語50：進行ディナー（1）
TOEIC対策 Unit 2：買い物 （課題②出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語50：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 2 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

5週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語51：進行ディナー（2）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語51：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

6週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語52：長寿の秘訣（1）
TOEIC対策 Unit 3：食事（課題③出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語52：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 3 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

7週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語53：長寿の秘訣（2）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語53：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

8週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語54：長寿の秘訣（3）
TOEIC対策 Unit 4：観光（課題④出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語54：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 4 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

2ndQ 9週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語55：長寿の秘訣（4）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語55：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う



10週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語56：長寿の秘訣（5）
TOEIC対策 Unit 5：宣伝・広告（課題⑤出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語56：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 5 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

11週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語57：長寿の秘訣（6）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語57：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

12週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語58：長寿の秘訣（7）
TOEIC対策 Unit 6：数字（課題⑥出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語58：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 6 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

13週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語59：鳥の卵（1）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語59：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

14週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語60：鳥の卵（2）
TOEIC対策 Unit 7：日常生活（課題⑦出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語60：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 7 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

15週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語61：鳥の卵（3）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語61：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

16週 学期末試験

後期

3rdQ

1週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
第1回シャドーイングテスト①
TOEIC対策 Unit 8：ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ（課題⑧出題）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・シャドーイングテスト：（1）声量（2）流暢さ
（3）発音（4）強弱や単語のつなぎ、の観点で行う
・TOEIC Unit 8 語彙の確認 → 次週までの課題

2週
第1回シャドーイングテスト②
TOEIC直前対策
Extensive Listening（多聴）

・シャドーイングテストの続きを行う
・TOEIC試験に向けた直前対策を行う
・多聴（リスニング）を行う

3週 TOEIC IP テスト受験 ・各自のPCを用いて外部試験 TOEIC IP を受験する
4週 Watching Movie ・多聴および異文化理解の一環として映画を視聴する

5週
速読英単語62：鳥の卵（4）
TOEIC対策 Unit 9：交通（課題⑨出題）
Extensive Listening（多聴）

・速読英単語62：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 9 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

6週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語63：子供の世界観（1）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語63：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

7週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語64：子供の世界観（2）
TOEIC対策 Unit 10：職業（課題⑩出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語64：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 10 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

8週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語65：子供の世界観（3）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語65：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

4thQ

9週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語66：子供の世界観（4）
TOEIC対策 Unit 11：英語（1）（課題⑪出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語66：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 11 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

10週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語67：子供の世界観（5）
→ Comprehension Quiz（前回・今回）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語67：語彙・内容理解、シャドーイング
→ 内容理解テストを行う
・多聴（リスニング）を行う

11週
Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
速読英単語68：子供の世界観（6）
TOEIC対策 Unit 12：英語（2）（課題⑫出題）
Extensive Listening（多聴）

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・速読英単語68：語彙・内容理解、シャドーイング
・TOEIC Unit 12 語彙の確認 → 次週までの課題
・多聴（リスニング）を行う

12週 Vocabulary Quiz（前回語彙の確認）
シャドーイングテスト練習

・前回学習した語彙の確認テストを行う
・シャドーイングテストに向けて練習を行う

13週 第2回シャドーイングテスト① ・シャドーイングテスト：（1）声量（2）流暢さ
（3）発音（4）強弱や単語のつなぎ、の観点で行う

14週 第2回シャドーイングテスト② ・シャドーイングテストの続きを行う

15週 学期末試験
専門論文（英語）について

・各自のPCを用いて学期末試験を行う
・専門論文の抄録を読む

16週
評価割合

定期試験（前期
・後期）

小テスト（語彙
・内容）

外部試験
（TOEIC）

シャドーイング
テスト（2回）

多聴（リスニン
グ・ログ）

課題（TOEIC教
材） 合計

総合評価割合 20 20 20 10 10 20 100
基礎的能力 20 15 10 5 5 15 70
応用力（実践・
専門・融合） 0 0 10 5 0 0 15

主体的・継続的
学修意欲 0 5 0 0 5 5 15



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 スポーツ実技III
科目基礎情報
科目番号 3022 科目区分 一般 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 和多野 大
到達目標
各スポーツの実践・基本ルールおよび基本技術を修得する。運動スポーツへの動機づけを促し、生涯にわたり内発的にスポーツを実践・継続し
てスポーツや運動を行う習慣の基礎を身につける。スポーツのマナーとモラル、フェアプレーについて理解・実践できるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 単位認定到達レベルの目安(可)

各スポーツの実践・基本ルール・
戦術および基本技術・応用技術を
修得する。

スキルテスト課題を100％達成で
きる。戦術を理解し実践でき、高
度な基礎的技術を修得し、さらな
る技能向上を目指すことができる
。

スキルテスト課題を80％達成でき
る。基礎技能および基本ルールを
理解し実践に活かせる。

スキルテスト課題を60％達成でき
る。基礎技能および基本ルールを
理解できる。

スポーツのマナーとモラル、フェ
アプレイについて理解・実践でき
るようにする。

安全面に考慮し、自身および他者
の能力を理解し、適切なプレイや
行動をとることができる。

技術修得やゲームを通じて自己の
安全面に考慮し、周囲へ気を配っ
たプレイや行動ができる。

技術修得やゲームを通じて自己の
安全面に考慮した行動が取ること
ができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 スポーツの技術・戦術の修得およびゲームを通じて、運動技能修得の方略とその楽しさを学習する。自身で目標を設定

し、立案と内省を通し、学習到達度の確認および授業密度の向上を狙う。

授業の進め方・方法
・授業開始時に連絡事項の通達および本時の授業内容の説明のあと、必ず準備運動を行う。
・授業内容は「授業計画」を参照のこと。
・各スポーツ種目で設定された技術修得目標の課題達成に向けた運動学習を行いつつ、戦術や知識の修得および向上を
ねらう。

注意点

・半袖シャツと短パンまたはハーフパンツ・シューズを着用すること。冬季は長袖長丈のウェアの着用も可能。
・服装やシューズを忘れた場合は、実技受講を認めないことがある。
・安全のため、アクセサリー類はできる限り外すこと。特に水泳の際はピアスを外すこと。
・見学を希望する場合は、理由に関わらず、授業開始前までに見学届けを提出すること。
・実施種目および順序は、天候や施設コンディションなどの都合で変更になることがある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 フライングディスク（１） バックハンドスローの修得・キャッチングの修得
2週 フライングディスク（２） フォアハンドスローの修得
3週 フライングディスク（３） スローイング技術の向上・イージーアルティメット
4週 フライングディスク（４） スキルテスト

5週 バドミントン（１） ダブルスのルールおよびローテーションの確認・ゲー
ム

6週 バドミントン（２） 攻撃的なサービスの理解と修得・ゲーム

7週 バドミントン（３） ネットからの距離に応じたショットの技術の理解と修
得・ゲーム

8週 バドミントン（４） 戦術に応じた任意の技術の修得および向上・ゲーム

4thQ

9週 バドミントン（５） スキルテスト・ゲーム
10週 バスケットボール（１） ボール慣れ・ルール確認・ゲーム

11週 バスケットボール（２） シューティングの修得・ポジションの設定による戦術
の理解実践（１）・ゲーム

12週 バスケットボール（３） シューティングの修得・ポジションの設定による戦術
の理解実践（２）・ゲーム

13週 バスケットボール（４） シューティングの修得・チーム内連携による戦術の理
解実践・ゲーム

14週 バスケットボール（５） スキルテスト・ゲーム
15週 マルチスポーツ 選択種目によるスポーツ実施
16週

評価割合
実技試験 自己評価 観察評価 合計

総合評価割合 60 30 10 100
基礎的技能 40 30 10 80
応用的技能 20 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 日本語I
科目基礎情報
科目番号 3023 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 『ニューアプローチ完成編』小柳昇著（語文研究者）、『日本語能力試験対策・日本語総まとめN１/N2（語彙/漢字
）』佐々木仁子他著（アスク出版）、『中・上級者のための速読の日本語 第2版』(The Japan Times)

担当教員 小番 あゆみ
到達目標
日本語の基礎を固め、学んだ文法項目や表現を統合して論理的に思考しながら理解・発信する力を高める。
【Ⅲ-A】読む・聞く・書く・話す・考えるという日本語の能力を有機的に連携させつつ育成することにより、社会において求められる論理的か
つ多角的な理解力、柔軟な発想・思考力、豊かな口頭表現を含む効果的なコミュニケーション能力、および主体的な表現意欲を培う。
【Ⅷ-A】相手の意見を聞き、自分の意見を伝えることで、円滑なコミュニケーションを図ることができる。
【Ⅷ-Ｂ】集団において、集団の意見を聞き、自分の意見も述べ、目的のために合意形成ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
日本語による論文や記事の構成を
理解し、論理的に
考察することがで
きる。

日本語による論文や記事を正確に
読みとり、論理的に考察すること
ができる。

日本語による論文や記事を読み、
内容を説明することができる。

日本語による論文や記事を読み、
大まかな内容を理解するとること
ができる。

語彙・表現の知識を増やし使える
ようになる。

学んだ語彙・表現をしっかり理解
し、適切に使うことができる。

学んだの語彙・表現を理解し、使
うことができる。

学んだ語彙・表現をある程度理
解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 様々なテーマについて書かれた資料の精読やディスカッションを通して、多様な学習活動に必要なコミュニケーション

能力を育成する。

授業の進め方・方法
課ごとに、①リスニング、②本文読解、③文法・表現問題演習、④ディスカッション、⑤作文、⑥発表　という流れで
進める。
また、適宜速読の練習も行う。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 クラスオリエンテーション 履修内容確認、プレースメントテスト（N2模試でレベ
ルチェック）【V-A-3：1-1,2,3】

2週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

3週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

4週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

5週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

6週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

7週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

8週 中間試験

2ndQ

9週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

10週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

11週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

12週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

13週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

14週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

15週 読解演習 復習
16週 期末試験

後期 3rdQ

1週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

2週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

3週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解



4週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

5週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

6週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

7週 読解練習 まとめ・復習
8週 中間試験

4thQ

9週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

10週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

11週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

12週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

13週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】ディスカッション、聴解、読
解

14週 読解演習 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ⅷ-Ｂ】読解、文型・表現練習、ショ
ートプレゼンテーション

15週 読解演習 まとめ・復習
16週 期末試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 0 60
応用力（実践・
専門・融合） 20 0 0 0 0 10 30

社会性 0 0 0 0 0 0 0
主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 日本事情I
科目基礎情報
科目番号 3024 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 適宜プリントを配付する
担当教員 小番 あゆみ
到達目標
日本や沖縄について理解を深め、社会や文化の多様性を知ることができる。
日本や沖縄、自国についての情報を集め、日本語で説明できる。
自国との比較を通して、さらに自国の社会や文化への理解を深めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

日本・沖縄の社会や文化への理解
を深める。

９０％。講義の各
分野を極めてよく
理解し、母国につ
いても的確に意見
を発表している。

各回の内容について理解し、母国
の状況についても簡単に説明でき
る。

各回の内容についてある程度理解
し、自分の考えを簡単に述べるこ
とができる。

日本・沖縄の社会や文化について
、日本語でディスカッションでき
る。

各回のトピックに関して、クラス
メイトとやりとりできる。ディス
カッションを通してさらに理解を
深めることができる。

各回のトピックに関して自分の意
見を述べ、クラスメイトの意見を
理解して、互いの考えをやりとり
できる。

毎回のトピックに関して、自分の
考えを述べることができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本や沖縄について学ぶ。　

授業の進め方・方法 授業を通して自国をふりかえり、双方を比較しながら自分なりの考えが述べられるようになることを目標に進める。
講義形式が中心だが、テーマによって学生の発表も行う。テーマごとに小テストも実施する。

注意点 学生の理解度によって、テーマを変更する可能性がある。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション 授業について知る
2週 地理①日本の地理 日本の地理を理解する
3週 地理②沖縄の地理 沖縄の地理を知る
4週 歴史①日本の歴史（概要） 日本の歴史の大まかな流れを知る
5週 歴史②沖縄の歴史（琉球王国時代） 琉球王国時代を知る
6週 歴史③戦後の社会 戦後の日本、沖縄について知る
7週 沖縄のことば しまくとぅばに触れる
8週 沖縄の食 沖縄の食について知る

2ndQ

9週 世界遺産①日本の世界遺産 日本の世界遺産を知る
10週 世界遺産②沖縄の世界遺産 沖縄の世界遺産を知る
11週 沖縄の観光産業 沖縄の観光産業について知る
12週 校外学習 沖縄の観光産業について知る
13週 校外学習 沖縄の観光産業について知る
14週 校外学習の振り返り 校外学習をふりかえり、まとめる
15週 まとめ これまでの内容を振り返り、理解を深める
16週

後期

3rdQ

1週 前期の振り返り・後期オリエンテーション 後期の概要を知る
2週 教育（日本の教育システム） 日本の教育システムについて知る
3週 経済①（高度成長期～バブル） 日本経済の大まかな流れを知る
4週 経済②（バブル以降～現在の課題） 顕在の日本の状況を知る
5週 経済③（貨幣） 日本の貨幣（主に紙幣）について知る
6週 政治①（憲法ほか） 日本の憲法について知る
7週 政治②（国会と選挙制度） 日本の選挙制度について知る
8週 振り返り これまでの内容を振り返り、理解を深める

4thQ

9週 伝統芸能①日本（能・歌舞伎） 能と歌舞伎について知る
10週 伝統芸能②沖縄（組踊・琉球舞踊） 組踊と琉球舞踊について知る
11週 沖縄の信仰 沖縄の信仰について知る
12週 年中行事（お正月） 日本の年末年始の過ごし方を知る
13週 書道体験 好きな文字の作品を仕上げる
14週 お茶（茶道とぶくぶく茶） 日本の茶道と沖縄のぶくぶく茶について知る
15週 まとめ これまでの内容を振り返り、理解を深める
16週



評価割合

試験 小テスト レポート 態度
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

その他 合計

総合評価割合 0 0 35 20 10 35 100
基礎的理解 0 0 20 0 5 20 45
応用力（実践・
専門・融合） 0 0 10 0 0 10 20

社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

0 0 0 0 0 0 0

主体的・継続的
学修意欲 0 0 5 20 5 5 35



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 離散数学
科目基礎情報
科目番号 3303 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 「マグロウヒル大学演習」（離散数学）コンピュータサインスの基礎数学。
担当教員 比嘉 聖
到達目標
離散数学分野では、記号を扱う数学的概念の総称である離散構造の範疇の中で、特にコンピュータサイエンスに関係深い概念を理解している。
情報数学：集合, 関係, 関数,ベクトルと行列に関する基本的な概念を説明できる。　
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 集合理論の概念を理解し複雑な数
学的構造を構築・応用できる。

集合理論の概念を理解し代数的性
質を説明できる。

集合理論の概念を理解により情報
数学の基本的な説明できる。

評価項目2 関係・関数の性質を理解し、複雑
な関数の構築や計算ができる。

関係・関数の性質を理解し、複雑
な関数の構築ができる。

関係・関数の性質を理解し、複雑
な関数の計算ができる。

評価項目3
グラフ理論を理解し、有限機械遷
移図・表・有限オートマトンを構
成できる。

グラフ理論を理解し　有限機械遷
移図・表の作成ができる。

グラフ理論を理解し、平面的グラ
フを描けることができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 集合理論の概念と集合の要素の定義から関係・逆関係・関係の合成・関数および組み合わせ解析を学ぶ。

授業の進め方・方法
・ 3年生は始めて離散数学を学ぶことで,各授業の前には必ず前回の授業に関する重要な箇所を復習し,よくわからないと
ころを再度説明するなどして,決して不明確なままで終わらせないことを進めていく。
・ 3回毎の授業で,前回の授業内容について小テストを行う。
・ 各章後毎にまとめをし,演習問題や補充問題を通して学生自身の理解度を深める。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の進め方・評価方法の説明と集合の概念を学ぶ。

2週 集合論-I
集合と要素から集合の表し方を学ぶ。 【V-D-7：1-
1】集合に関する基本的な概念を理解し、集合演算を実
行できる。

3週 集合論-II
    有限集合, 数え上げの原理・集合の類　及びベキ集
合を学ぶ。
  【V-D-7：1-2】集合の間の関係（関数）に関する基
本的な概念を説明でる。

4週 集合論-III
ベン図における演算と数学的帰納法の証明方法を学ぶ
.。
【V-A-7：3-2】演算子の種類と優先順位がわかる。

5週 関係-I
序・直積集合および関係を学ぶ。
【V-D-7：1-2】集合の間の関係（関数）に関する基本
的な概念を説明できる。

6週 関係-II
関係の幾何学的表現・逆関係・関係の合成を学ぶ。
【V-D-7：1-2】集合の間の関係（関数）に関する基本
的な概念を説明できる。

7週 関係-III
関係の性質と分割および同値関係を学ぶ。
【V-D-7：1-2】集合の間の関係（関数）に関する基本
的な概念を説明できる。

8週 前学期中間試験 前学期中間試験を行う。

2ndQ

9週 関数-I
序・関数・関数のグラフを学ぶ。
【V-D-7：1-2】集合の間の関係（関数）に関する基本
的な概念を説明できる。

10週 関数-II
1対1の関数, 上への関数, 及び逆関数を学ぶ。
 【V-D-7：1-2】集合の間の関係（関数）に関する基
本的な概念を説明できる

11週 関数-III
添数付き集合族・基数を学ぶ。
 【V-D-7：1-2】集合の間の関係（関数）に関する基
本的な概念を説明できる

12週 ベクトルと行列-I
序・ベクトル・行列・行列和とスカラー積を計算する
。　
　【5-1 I ：10-1】行列の定義を理解している。

13週 ベクトルと行列-II
行列和・行列積・転置行列・正方行列を計算する。
【5-1 I ：10-2】行列の和・差・数との積の計算がで
きる。

14週 ベクトルと行列-III
正則行列と行列式及び逆行列を計算する。
【5-1I：10-3】行列の積の計算ができる。
【5-1I：10-4】逆行列の定義を理解し、2次の正方行
列の逆行列を求めることができる。

15週 関数～ベクトルと行列 上記内容のまとめと質疑応答会



16週 前期期末試験 前学期期末試験を行う

後期

3rdQ

1週 グラフ理論-I
グラフと多重グラフ・次数を学ぶ。
  【5-1 I: 3-3】基本的な関数の逆関数を求め、そのグ
ラフをかくことができる。

2週 グラフ理論-II
連結度・特殊なグラフについて学ぶ。
【5-1 I: 3-3】基本的な関数の逆関数を求め、そのグ
ラフをかくことができる。

3週 グラフ理論-III
ラベル付グラフを学ぶ。
【5-1 I: 3-3】基本的な関数の逆関数を求め、そのグ
ラフをかくことができる。

4週 グラフ理論-IV
グラフの同形性を学ぶ。
 【5-1 I: 3-3】基本的な関数の逆関数を求め、そのグ
ラフをかくことができる。

5週 平面的グラフ-I
地図, 領域・オイラーの公式・非平面的グラフを学ぶ
。
　【5-1 I: 3-3】基本的な関数の逆関数を求め、その
グラフをかくことができる。

6週 平面的グラフ-II
彩色グラフ・四色定理・クラトフスキーの定理を学ぶ
。
【5-1 I: 3-3】基本的な関数の逆関数を求め、そのグ
ラフをかくことができる。　　

7週 平面的グラフ-III
木・根付き木・順序根付き木の表し方を学ぶ。　
　【V-D-7: 2-1】離散数学に関する知識がアルゴリズ
ムの設計に利用できることを理解している。

8週 後学期中間試験 上記の授業内容について後学期中間試験を行う。

4thQ

9週 有限オートマトン-I
ダイヤグラム・関係・非負整数正方行列・最短道を学
ぶ。
  【V-D-7　：2－１】コンピュータ上での数値の表現
方法が誤差に関係することを理解している。

10週 有限オートマトン-II
ダイヤグラム・関係・非負整数正方行列・最短道を学
ぶ。
 【V-D-7　：2－１】コンピュータ上での数値の表現
方法が誤差に関係することを理解している。

11週 有限オートマトン-III
機械の遷移図表と入力出力を学ぶ。
 【V-D-7　：2－１】コンピュータ上での数値の表現
方法が誤差に関係することを理解している。

12週  組合せ解析-I
数え上げの基本原理・階乗の記法・２項係数を学ぶ。
　【V-D-7　：３－１】コンピュータ向けの主要な数
値計算アルゴリズムの概要や特徴を説明できる。

13週  組合せ解析-II
順列・組合せの公式・重複順列を学ぶ。
　【V-D-7：３－１】コンピュータ向けの主要な数値
計算アルゴリズムの概要や特徴を説明できる。

14週  組合せ解析-III
順序分割・樹形図
【V-D-7　：３－１】コンピュータ向けの主要な数値
計算アルゴリズムの概要や特徴を説明できる。

15週 有限オートマトン～ 組合せ解析 上記内容のまとめと質疑応答会
16週 期末試験 後学期期末試験を行う。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 40 0 0 0 0 10 50
専門的能力 40 0 0 0 0 10 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 コンピュータアーキテクチャ
科目基礎情報
科目番号 3304 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教員自作資料
担当教員 佐藤 尚
到達目標
・コンピュータの基本アーキテクチャを理解する。
・CPU、メモリ、周辺装置の高速化技術について理解を深める。
・コンピュータの制御について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安(可
)

【基礎的能力】コンピュータの歴
史、基本構造、命令制御、割り込
み制御、そして演算装置について
理解する。

コンピュータの歴史、基本構造、
命令制御、割り込み制御、そして
演算装置に関する基礎を理解し、
これらの知識を基に身の回りの様
々なコンピュータ応用製品につい
て説明することができる。

コンピュータの歴史、基本構造、
命令制御、割り込み制御、そして
演算装置に関する基礎を理解し、
論理的・数学的に説明することが
できる。

コンピュータの歴史、基本構造、
命令制御、割り込み制御、そして
演算装置に関する基礎を理解する
ことができる。

【基礎的能力】パイプライン制御
、マルチプロセッサなどのCPUの
高速化技術について理解する。

パイプライン制御、マルチプロセ
ッサなどのCPUの高速化技術に関
する基礎を理解し、これらの知識
を基に身の回りの様々なコンピュ
ータ応用製品について説明するこ
とができる。

パイプライン制御、マルチプロセ
ッサなどのCPUの高速化技術に関
する基礎を理解し、論理的・数学
的に説明することができる。

パイプライン制御、マルチプロセ
ッサなどのCPUの高速化技術に関
する基礎を理解することができる
。

【基礎的能力】特殊なプロセッサ
、半導体メモリ、メモリ高速化技
術、入出力アーキテクチャについ
て理解する。

特殊なプロセッサ、半導体メモリ
、メモリ高速化技術、入出力アー
キテクチャに関する基礎を理解し
、これらの知識を基に身の回りの
様々なコンピュータ応用製品につ
いて説明することができる。

特殊なプロセッサ、半導体メモリ
、メモリ高速化技術、入出力アー
キテクチャに関する基礎を理解し
、論理的・数学的に説明すること
ができる。

特殊なプロセッサ、半導体メモリ
、メモリ高速化技術、入出力アー
キテクチャに関する基礎を理解す
ることが出来る。

【基礎的能力】補助記憶装置、入
出力インターフェース、入出力装
置、更なる高速化技術について理
解する。

補助記憶装置、入出力インターフ
ェース、入出力装置、更なる高速
化技術に関する基礎を理解し、こ
れらの知識を基に身の回りの様々
なコンピュータ応用製品について
説明することができる。

補助記憶装置、入出力インターフ
ェース、入出力装置、更なる高速
化技術に関する基礎を理解し、論
理的・数学的に説明することがで
きる。

補助記憶装置、入出力インターフ
ェース、入出力装置、更なる高速
化技術に関する基礎を理解するこ
とが出来る。

【応用力（実践・専門・融合）】
コンピュータの五大装置、および
周辺装置に関する知識を基に、コ
ンピュータの新たな活用法を考案
することができる。

コンピュータの既存の活用法のサ
ーベイ結果を基に、まだ生まれて
いない製品・技術等を予測し、そ
れらを用いた新規の活用法を考案
することができる。

コンピュータの既存の活用法をサ
ーベイした結果を基に、既存の製
品・技術等とコンピュータとの新
規の組み合わせによる活用法を考
案することができる。

コンピュータの既存の活用法をサ
ーベイした結果を基に、既存の活
用法の問題点を発見し、その解決
案を提示することができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 コンピュータのCPU、メモリ、および入出力アーキテクチャなどの構成要素、機能、動作原理、そしてコンピュータの

高速化技術に関する理解を深め、情報処理技術者試験の該当分野について合格できるレベルの知識習得を目標とする。

授業の進め方・方法 前期・後期評価：定期試験（中間・期末）の平均により評価する。
学年末評価は前期評価と後期評価の平均の80％、および課題20％により評価し、60％以上を合格とする。

注意点

（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目はアルゴリズムとデータ構造（本科3年）、OSとコンパイラ（本科4年）である。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標を【】内の記号・番号で示す
。
（航空技術者プログラム）
・　【航】は航空技術者プログラムの対応項目であることを意味する。
（学位審査基準の要件による分類・適用）
科目区分：専門科目④、適用：A群・計算機システムに関する科目

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
ガイダンスとコンピュータの歴史：授業の内容、進め
方、注意点について、更に、コンピュータの発達の歴
史を理解する。

・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・プロセッサを実現するために考案された主要な技術
を説明できる。

2週
コンピュータの基本構造1：コンピュータの五大装置、
CPUアーキテクチャ、そしてレジスタについて理解す
る。

・コンピュータを構成する基本的な要素の役割とこれ
らの間でのデータの流れを説明できる。

3週
コンピュータの基本構造2：機械語命令の形式、アドレ
ス指定方式、そしてノイマンのボトルネックについて
理解する。

・メモリシステムを実現するために考案された主要な
技術を説明できる。
・コンピュータアーキテクチャにおけるトレードオフ
について説明できる。

4週 コンピュータの基本構造3：アドレス指定方式を用いた
実効アドレスの求め方などを理解する。

・メモリシステムを実現するために考案された主要な
技術を説明できる。



5週 コンピュータの命令：コンピュータの命令制御につい
て理解する。

・プロセッサを実現するために考案された主要な技術
を説明できる。

6週 コンピュータの割り込み：コンピュータの演算装置に
ついて理解する。

・プロセッサを実現するために考案された主要な技術
を説明できる。

7週 コンピュータの演算装置：コンピュータの演算装置に
ついて理解する。

・プロセッサを実現するために考案された主要な技術
を説明できる。

8週 前学期中間試験

2ndQ

9週 CPUの高速化1：パイプライン制御について理解する。
・デュアルシステムやマルチプロセッサシステムなど
、コンピュータシステムの信頼性や機能を向上させる
ための代表的なシステム構成について説明できる。

10週 CPUの高速化2：マルチプロセッサの目的、構成、およ
び処理装置同士の同期について理解する。

・デュアルシステムやマルチプロセッサシステムなど
、コンピュータシステムの信頼性や機能を向上させる
ための代表的なシステム構成について説明できる。

11週
CPUの高速化3：マルチプロセッサの限界とアムダール
の法則、そしてグリッドコンピューティングについて
理解する。

・デュアルシステムやマルチプロセッサシステムなど
、コンピュータシステムの信頼性や機能を向上させる
ための代表的なシステム構成について説明できる。

12週 特殊なプロセッサによる高速化：アレイプロセッサと
パイプラインプロセッサについて学ぶ。

・デュアルシステムやマルチプロセッサシステムなど
、コンピュータシステムの信頼性や機能を向上させる
ための代表的なシステム構成について説明できる。

13週 演習：コンピュータの構造・活用法に関するサーベイ
を行う（演習）。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響
範囲について自己責任が発生することを知っている。
・情報発信にあたっては、個人情報および著作権への
配慮が必要であることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。

14週 演習：コンピュータの構造・活用法に関するサーベイ
を行う（演習）。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響
範囲について自己責任が発生することを知っている。
・情報発信にあたっては、個人情報および著作権への
配慮が必要であることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。



15週 演習：コンピュータの構造・活用法に関するサーベイ
を行う（演習）。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把
握できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響
範囲について自己責任が発生することを知っている。
・情報発信にあたっては、個人情報および著作権への
配慮が必要であることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。

16週 前学期期末試験

後期 3rdQ 1週 演習：コンピュータの構造・活用法に関する発表を行
う。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把
握できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響
範囲について自己責任が発生することを知っている。
・情報発信にあたっては、個人情報および著作権への
配慮が必要であることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。



2週 演習：コンピュータの構造・活用法に関する発表を行
う。

・情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識を活用できる。
・コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識
を活用できる。
・日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把
握できる。
・他者とコミュニケーションをとるために日本語や特
定の外国語で正しい文章を記述できる。
・他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握でき
る。
・日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会
話を成立させることができる。
・円滑なコミュニケーションのために図表を用意でき
る。
・書籍、インターネット、アンケート等により必要な
情報を適切に収集することができる。
・収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、
活用すべき情報を選択できる。
・収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配
慮する必要があることを知っている。
・情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響
範囲について自己責任が発生することを知っている。
・情報発信にあたっては、個人情報および著作権への
配慮が必要であることを知っている。
・目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて
正しく情報発信(プレゼンテーション)できる。
・あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための
情報収集ができる
・複数の情報を整理・構造化できる。
・課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手
順で考えなければならないことを知っている。
・どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者
に説明できる。
・適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。
・事実をもとに論理や考察を展開できる。
・結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用
いて表現できる。

3週 半導体：SRAM、DRAM、各種ROM等の半導体メモリ
について理解する。

・メモリシステムを実現するために考案された主要な
技術を説明できる。

4週 仮想記憶：主記憶の容量制限を解放する仮想記憶の方
法について理解する。

・メモリシステムを実現するために考案された主要な
技術を説明できる。

5週 メモリの高速化：キャッシュメモリ、ライトスルー、
ライトバック、そしてマッピング方式について学ぶ。

・メモリシステムを実現するために考案された主要な
技術を説明できる。

6週 入出力アーキテクチャ：直接制御方式、DMA方式、チ
ャネル制御方式について理解する。

・入出力を実現するために考案された主要な技術を説
明できる。

7週 後学期中間試験対策
8週 後学期中間試験

4thQ

9週 補助記憶装置1：光ディスクについて学ぶ。 ・メモリシステムを実現するために考案された主要な
技術を説明できる。

10週 補助記憶装置2：磁気ディスク装置について学ぶ。 ・メモリシステムを実現するために考案された主要な
技術を説明できる。

11週 入出力インターフェース：USBやIEEE1394などの入
出力インターフェースについて理解する。

・入出力を実現するために考案された主要な技術を説
明できる。

12週 入力装置：OCR・OMR、バーコードリーダ、ポインテ
ィングデバイスなどの入力装置について学ぶ。

・入出力を実現するために考案された主要な技術を説
明できる。

13週 出力装置1：CRTと液晶ディスプレイについて学ぶ。 ・入出力を実現するために考案された主要な技術を説
明できる。

14週 出力装置2：プラズマディスプレイ、ELディスプレイ
、そして、プリンタについて学ぶ。

・入出力を実現するために考案された主要な技術を説
明できる。

15週 その他の高速化技術：スーパースケーラなどの高速化
技術について学ぶ。

・デュアルシステムやマルチプロセッサシステムなど
、コンピュータシステムの信頼性や機能を向上させる
ための代表的なシステム構成について説明できる。

16週 後学期期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 0 80
専門的能力 0 20 0 0 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 メディア情報工学実験II
科目基礎情報
科目番号 3306 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 電子テキスト
担当教員 當間 栄作
到達目標
画像処理方法の代表的な手法を理解し、C言語でコーディングできる。
実験の原理・方法・結果・考察を文書で表現できる。
【V-D-8】メディア情報
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

代表的な画像処理方法を理解する
学んだ画像処理手法について理解
し、応用場面を考えることができ
る

学んだ画像処理手法について理解
し説明できる

学んだ画像処理手法について演習
問題を解ける

代表的な画像処理方法についてC言
語でコーディングできる

学んだアルゴリズムやプログラミ
ングの知識を応用し、工夫をしな
がら画像処理プログラムを作成で
きる

工夫をしながら画像処理プログラ
ムを作成できる

課題に応じて、学んだ画像処理の
プログラムを作成できる

実験の原理・方法・結果・考察を
文書で表現できる

実験全体を文章や図を使って説明
でき、応用場面など発展的な内容
について考察できる

実験全体について文章や図を使っ
て説明できる

画像処理の結果を図や文章を使っ
て説明できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
ディジタル画像処理方法を学び、代表的な手法をC言語でコーディングすることで理解を深めます。実験では様々な処理
方法を画像に適用し処理結果の検討を行いながら手法の特徴を理解します。　さらに「原理・方法・結果・考察」を図
や文章でレポートにまとめます。授業の時間を効率よく使って実験やレポート作成を進めてください。

授業の進め方・方法
画像処理方法を学ぶ座学と、その代表的な手法をC言語でコーディングする演習を、手法ごとに行うことで理解を深めま
す。さらに、画像処理についての課題をレポートとして提出してもらいます。また、理解度を図るために、授業中に問
題演習も行います。

注意点 レポート課題にはプログラミングも含まれます。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 画像処理とは ガイダンス
2週 ディジタル画像の仕組み ディジタル画像の基礎について理解する

3週 ディジタル画像の仕組み ディジタル画像の基礎について理解する
OpenGLの利用法と図形描画を理解する

4週 画像の濃度変換 濃淡画像の濃度変換について理解する

5週 画像の濃度変換 濃度の線形変換を理解する
Cを用いた画像処理プログラミングを行う

6週 画像の濃度変換 非線形な濃度変換について理解する
Cを用いた画像処理プログラミングを行う

7週 濃度変換による特殊効果 特殊な濃淡変換について理解する
8週 2値化処理 2値化の手法について理解する

2ndQ

9週 2値化処理 2値化の手法について理解する
Cを用いた画像処理プログラミングを行う

10週 カラー画像の濃度変換 カラー画像の濃度変換について理解する

11週 カラー画像の濃度変換 カラー画像の濃度変換について理解する
Cを用いた画像処理プログラミングを行う

12週 色変換 色変換について理解する

13週 色変換 色変換について理解する
Cを用いた画像処理プログラミングを行う

14週 問題演習 問題演習により知識を深める
15週 問題演習 問題演習により知識を深める
16週

後期
3rdQ

1週 平滑化処理 線形平滑化フィルタを理解する
2週 平滑化処理 線形平滑化フィルタを理解する
3週 平滑化処理 メディアンフィルタを理解する
4週 平滑化処理 いろいろな平滑化フィルタについて理解する
5週 平滑化処理 課題画像を平滑化処理する
6週 平滑化処理 課題画像を平滑化処理する
7週 エッジ検出 エッジ検出フィルタを理解する
8週 エッジ検出 エッジ検出フィルタを理解する

4thQ 9週 エッジ検出 フィルタを使った鮮鋭化を理解する



10週 エッジ検出 課題画像を鮮鋭化処理する
11週 エッジ検出 課題画像を鮮鋭化処理する
12週 画像の拡大 画像の任意倍率の拡大について理解する
13週 画像の回転 画像の回転について理解する
14週 画像の膨張収縮 画像の膨張収縮
15週 問題演習 問題演習により知識を深める
16週

評価割合
試験 提出課題 その他 合計

総合評価割合 30 60 10 100
基礎的能力 20 40 0 60
応用力（実践・専門・融合
） 10 20 0 30

社会性 0 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 メディア情報工学実験III
科目基礎情報
科目番号 3307 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 都度，教材(テキスト、資料)を提示する。
担当教員 比嘉 聖
到達目標
2年生で修得したディジタル回路および通信技術を題材とする実験を通して、ディジタル回路の設計、実装に関する理解を深める。また、実験内
容を自分で理解し、必要な実験システムを自ら準備したうえで回路検討を行って実験できるようにし、講義で学んだ内容について実験実習を通
じて理解を深める。
【Ⅴ-C-8】【Ⅴ-D-3】【Ⅴ-D-8 メディア情報処理】【Ⅵ-D】【Ⅵ-C】

【後学期】
コンピューターネットワークで学習した知識を実際にルーターを触りネットワークを構築することでネットワークの知識を深める。
また、実験内容を自分で理解し、必要な実験システムを自ら準備したうえで実験できるようにし、講義で学んだ内容について実験実習を通じて
理解を深める。
【Ⅴ-D-6 情報通信ネットワーク】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

実験内容やその理論的背景を理解
できる。

実験内容やその理論的背景を理解
し、実問題に対して適切に適用が
できる。

実験内容やその理論的背景を理解
できる。

実験内容やその理論的背景の基礎
を理解できる。

実験結果を客観的に考察する能力
を習得する。

実験結果を客観的に考察し、実問
題に対して適切に適用ができる。

実験結果を客観的に考察し、適用
ができる。

実験結果を客観的に考察するため
の基礎を理解できる。

工学実験の報告書の執筆方法を習
得する。

工学実験の報告書の執筆方法を習
得し、実問題に対して適切に適用
できる。

工学実験の報告書の執筆方法を習
得し、適用ができる。

工学実験の報告書の執筆方法の基
礎を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

科目目標【MCC目標】
2年生で修得したディジタル回路および通信技術を題材とする実験を通して、ディジタル回路の設計、実装に関する理解
を深める。また、実験内容を自分で理解し、必要な実験システムを自ら準備したうえで回路検討を行って実験できるよ
うにし、講義で学んだ内容について実験実習を通じて理解を深める。
【Ⅴ-C-8】【Ⅴ-D-3】【Ⅴ-D-8 メディア情報処理】【Ⅵ-D】【Ⅵ-C】

総合評価
報告書の提出/受付（50%）および実験方法に基づいた適切な実験を行えたか（50%）の合計点で評価する。

授業の進め方・方法

【前学期】
最近のほとんどの家庭用電化製品、産業用機器、情報機器の中にはマイコンを中心とするディジタル回路が組み込まれ
ている。中でも論理をプログラミングできるIC（すなわちFPGA）の発展で、回路を最適かつコンパクトに設計するため
、ディジタル回路の知識は重要となっている。
本実験では、回路シミュレータへの回路実装を通して、ディジタル回路の設計・実装に関する理解を深める。また、実
験内容を自分で理解し、必要な実験システムを自ら準備したうえで回路検討を行って実験できるようにし、講義で学ん
だ内容について実験実習を通じて理解を深める。同時に、工学実験の報告書の書き方を習得する。
【後学期】
インターネットは情報社会の基盤となっている。インターネットを深く理解するためにはネットワークを構築した経験
が重要である。
本実験では、実際にルーターやスイッチを用いてネットワーク構築し、ネットワークの理解を深める。
また、実験内容を自分で理解し、必要な実験システムを自ら準備したうえで実験できるようにし、講義で学んだ内容に
ついて実験実習を通じて理解を深める。同時に、工学実験の報告書の書き方を習得する。

注意点

教科書・教材
・教材（テキスト、資料）を提示する
・参考書：ディジタル回路、春日 建、電気書院
・参考書：ディジタル回路、田所 嘉昭編著、オーム社
・参考書；ディジタル回路ポイントトレーニング、浅川 毅・堀 桂太郎共著、電波新聞社

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス、ディジタル回路１

・組合せ論理回路に関して，真理値表，カルノー図
，論理式，論理回路図を駆使して自在に設計ができる
。
・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。

2週 ディジタル回路２，論理回路シミュレータの修得

・組合せ論理回路に関して，真理値表，カルノー図
，論理式，論理回路図を駆使して自在に設計ができる
。
・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。
・論理回路シミュレータに回路を設計でき，設計した
回路の動作を確認できる。



3週 ディジタル回路３

・組合せ論理回路に関して，真理値表，カルノー図
，論理式，論理回路図を駆使して自在に設計ができる
。
・論理ゲートを用いて論理式を組合せ論理回路として
表現することができる。
・論理回路シミュレータに回路を設計でき，設計した
回路の動作を確認できる。

4週 ディジタル回路４，演習

・各フリップフロップの動作を説明できる。
・フリップフロップを用いたカウンタの動作をタイム
チャートで説明できる。
・順序論理回路に関して，適切なフリップフロップで
構成できる。
・論理回路シミュレータに回路を設計でき，設計した
回路の動作を確認できる。

5週 ディジタル回路５，演習

・フリップフロップを用いたカウンタの動作をタイム
チャートで説明できる。
・順序論理回路に関して，適切なフリップフロップで
構成できる。
・論理回路シミュレータに回路を設計でき，設計した
回路の動作を確認できる。

6週 ディジタル回路６，演習
・CMOSロジックICを用いたカウンタ回路を構成でき
る。
・CMOSロジックICを用いて７セグメントデコーダを
構成できる。

7週 課題

・組合せ論理回路に関して，真理値表，カルノー図
，論理式，論理回路図を駆使して自在に設計ができる
。
・順序論理回路に関して，適切なフリップフロップで
構成できる。
・論理回路シミュレータに回路を設計でき，設計した
回路の動作を確認できる。

8週 電子回路シミュレータの修得，ユニバーサル基盤を用
いた演習１

・ユニバーサル基板の電気特性を理解し，利用できる
。
・電子回路シミュレータに回路を設計できる。
・ディップスイッチおよびプッシュスイッチの動作原
理を理解し，シミュレータに実装できる。
・LEDの電流制限抵抗を理解し，LED点灯回路をシミ
ュレータに実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

2ndQ

9週 ユニバーサル基盤を用いた演習２

・ユニバーサル基板の電気特性を理解し，利用できる
。
・スイッチ，LEDおよびロジックICを用いて論理回路
をシミュレータに実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

10週 ユニバーサル基盤を用いた演習３

・ユニバーサル基板の電気特性を理解し，利用できる
。
・７セグメントLEDを適切に点灯できる。
・スイッチ，LEDおよびロジックICを用いて論理回路
をシミュレータに実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

11週 ユニバーサル基盤を用いた演習４

・ユニバーサル基板の電気特性を理解し，利用できる
。
・７セグメントLEDを適切に点灯できる。
・スイッチ，LEDおよびロジックICを用いて論理回路
をシミュレータに実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

12週 組み合わせ論理回路の回路設計１，レポート作成
・ユニバーサル基板にロジックICを用いて全加算回路
をシミュレータに実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

13週 組み合わせ論理回路の回路設計２，レポート作成
・ユニバーサル基板にロジックICを用いて加減算回路
をシミュレータに実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

14週 順序回路の回路設計１，レポート作成

・n桁のカウンタ回路と７セグメントデコーダ回路を構
成し，７セグメントLEDを用いた回路をシミュレータ
に実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

15週 順序回路の回路設計２，レポート作成

・n桁のカウンタ回路と７セグメントデコーダ回路を構
成し，７セグメントLEDを用いた回路をシミュレータ
に実装できる。
・電子回路シミュレータにより設計した回路の動作を
確認できる。

16週

後期 3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週



7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
レポート その他（演習課題・発表・実技・

成果物等） 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的理解 25 25 50
応用力（実践・専門・融合） 25 25 50



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 コンピュータネットワークI
科目基礎情報
科目番号 3309 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 K-SEC作成教材及びパワーポイントのスライドを教材として使用します。教材は共有フォルダにて配布します。参考図
書: 三輪 賢一，改訂3版 TCP/IPネットワーク ステップアップラーニング，技術評論社

担当教員 伊波 靖
到達目標
1. LANの基礎について理解し説明できる。
2. インターネットの基礎について理解し説明できる。
3. TCP/IPの仕組みと動作原理について理解し説明できる。
4. 無線LANとそれに関わるセキュリティ技術について理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

ネットワークを設計する際に考慮
すべきコンピュータネットワーク
のネットワークアーキテクチャや
通信プロトコルについて理解でき
る。

コンピュータネットワークのネッ
トワークアーキテクチャや通信プ
ロトコルについて理解できる。

コンピュータネットワークの概要
について理解できる。

TCP/IPプロトコルにおける階層モ
デルの機能と特徴について理解で
きる。

TCP/IPプロトコルについて理解で
きる。

インターネットの概要について理
解できる。

実際のネットワークにおける基本
的セキュリティとトラブルシュー
ティングについて理解できる。

ネットワークにおける基本的セキ
ュリティと適切なツールを用いて
トラブルシューティングについて
理解できる。

無線技術の概要と基本的セキュリ
ティについて理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
インターネットをはじめとする情報通信技術においては、コンピュータネットワークの技術が重要な役割を果たしてい
ます。この科目では、コンピュータネットワークのネットワークアーキテクチャや通信プロトコルについて理解すると
ともに、インターネットを構築する技術とTCP/IPプロトコルについて理解します。また、無線技術やコンピュータネッ
トワークにおける基本的セキュリティとトラブルシューティングを修得します。

授業の進め方・方法 パワーポイントの教材を中心に授業を進めます。実際の設定例などはノートパソコンを使って確認をします。演習問題
をスライドに掲載しますので、内容理解のために確認をしてください。

注意点 ノートパソコンを使って実際の設定やネットワークのプロトコルを確認するのでノートパソコンを持参することが望ま
しい。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスとインターネット概論 授業の進め方や成績評価方法、受講上の注意事項
インターネットの概要について説明できる。

2週 身近な例でインターネットについて学び、インターネ
ットの歴史について学ぶ。 インターネットの概念を説明できる。

3週 物理的な接続法やトポロジーなどネットワークの概要
について学ぶ。 ローカルエリアネットワークの概念を説明できる。

4週 イーサネットの動作原理について学ぶ。 ローカルエリアネットワークの概念を説明できる。
5週 プロトコルについて学ぶ。 プロトコルの概念について説明できる。
6週 OSI参照モデルについて学ぶ。 OSI参照モデルについて説明できる。
7週 階層別のネットワーク機器について学ぶ。 階層別に必要なネットワーク機器を説明できる。
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 ネットワーク層とIPについて学ぶ。 ネットワーク層とIPについて説明できる。
10週 IPアドレスについて学ぶ。 IPアドレスの概念を説明できる。
11週 IPアドレスについて学ぶ。 IPアドレスのサブネット化を説明できる。
12週 IPアドレスについて学ぶ。 IPアドレスの各種計算法について説明できる。
13週 IPアドレスの概要について学ぶ。 IPアドレスの各種計算法について説明できる。
14週 各種プロところヘッダについて学ぶ。 各階層のプロトコルヘッダを説明できる。
15週 前期の学習内容について復習を行う。 プロトコルの階層化の概念や利点を説明できる。
16週 前期期末試験

後期 3rdQ

1週 IPルーティングについて学ぶ。 IPルーティングについて説明できる。
2週 IPルーティングについて学ぶ。 ルーティングテーブルの学習法を説明できる。
3週 IPルーティングについて学ぶ。 ダイナミックルーティングの概要を説明できる。
4週 TCPプロトコルの動作原理について学ぶ。 TCPプロトコルの概要を説明できる。
5週 TCPプロトコルの動作原理について学ぶ。 TCPヘッダの役割を説明できる。
6週 TCPプロトコルの動作原理について学ぶ。 TCPプロトコルの動作原理について学ぶ。
7週 TCPプロトコルの動作原理について学ぶ。 TCPプロトコルの動作原理について学ぶ。



8週 後期中間試験 プロトコルの階層化の概念や利点を説明できる。

4thQ

9週 無線LANの動作原理について学ぶ。 無線LANの動作原理を説明できる。
10週 無線LNAの設定法について学ぶ。 無線LNAの設定法を説明できる。
11週 無線LNAのセキュリティについて学ぶ。 無線LNAのセキュリティについて説明できる。

12週 ICMPとアプリケーション層のプロトコルについて学ぶ
。 ICMPとHTTP,DNSについて説明できる。

13週 アプリケーション層のプロトコルについて学ぶ。 HTTP,DNSについて説明できる。
14週 トラブルが起きた時の対処法について学ぶ。 トラブルの対処法について説明できる。
15週 後期の学習内容について復習を行う。
16週 後期期末試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 30
専門的能力 70 0 0 0 0 0 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造研究
科目基礎情報
科目番号 3312 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 指導教員が指定する図書および自ら検索した研究に関連する図書など。
担当教員 伊波 靖,玉城 龍洋,タンスリヤボン スリヨン,與那嶺 尚弘,金城 篤史,佐藤 尚,仲間 祐貴,當間 栄作,比嘉 聖
到達目標
学生各自の問題意識に沿った創造性あふれる課題研究を、低学年から継続的に行うことにより、技術者として必要な、実践的かつ総合的な学力
を身につける。
【IV-A】工学リテラシー
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
学生各自の問題
意識に沿った創造
性あふれる課題
研究を行う

テーマにオリジナ
リティーを付加し
て、研究を完了ま
たは作品を完成できる。

テーマの目的を理
解し、研究を完了
または作品を完成
できる。

テーマに沿って、
研究を遂行または
作品を制作でき
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

１　学生各自が、以下のような創造性あふれる課題を持つことから、この科目ははじまる。「英語による科学技術論文
を書く」「科学技術の発展を社会学の視点で明らかにする」「速く走るための姿勢を科学的に分析し論文とする」「ロ
ボットコンテストやプログラミングコンテストに出品する作品を創る」「mini movieを作成する」「県産品を使った新
しい健康食品を創る」など
２　学生は、個人またはチームで、課題を研究するためにふさわしい教員を探し、担当を依頼する。それぞれの課題に
応じて、総合科学科・機械システム工学科・情報通信システム工学科・メディア情報工学科・生物資源工学科の全教員
が、依頼の対象となる。
３　授業時間は、教員と学生が相談の上、両者の空き時間に設定される。教員が直接指導・助言にあたるのは、原則と
して授業1単位（年間30時間）に相当する時間とする。学生が図書館などで調査研究したり、レポートや作品を仕上げて
いる時間も、授業時間に換算できるものとする。
４　教員が学生の依頼を受諾したら、学生は、所定の用紙で、課題名・担当教員・授業時間などを教務係に届け出る。
５　授業はゼミ形式となる。教員は、調査・実験・討議・発表などに関し、適宜、指導・助言を行う。

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

2ndQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照
14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

後期

3rdQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

4thQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照



14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 100 100



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 アルゴリズムとデータ構造
科目基礎情報
科目番号 3313 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 配布資料
担当教員 玉城 龍洋
到達目標
問題を解決するという視点でソフトウェアを抽象化した概念である基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解し、C言語で実装できることを目的
とする。また、問題解決を効率よく行う手法を選択できる知識の修得を目的とする。
【V-D-2】アルゴリズムとデータ構造に関する基礎的な概念や、ソフトウェアを実際に作成する標準的なプロセスについて理解している。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安(可)

整列アルゴリズムを理解し、実装
できる（A-2)

基本整列アルゴリズムと高度な整
列アルゴリズムを実問題に対して
適切に選択、実装ができる。

基本整列アルゴリズムと高度な整
列アルゴリズムを理解し、実装で
きる。

基本整列のアルゴリズムや実装方
法の基礎を理解できる。

線形リストや木構造、ハッシュ法
など基本的なデータ構造を理解し
、実装できる（A-2)

線形リストや木構造、ハッシュ法
など基本的なデータ構造を実問題
に対して適切に選択、実装ができ
る。

線形リストや木構造、ハッシュ法
を理解し、実装ができる。

基本的なデータ構造の内容や実装
方法の基礎を理解できる。

探索木、再帰アルゴリズム、数値
解析の基礎を理解できる（A-2)

探索木、再帰アルゴリズム、数値
解析の基礎を実問題に対して適切
に選択、実装ができる。

探索木、再帰アルゴリズム、数値
解析の基礎を理解し実装できる。

探索木、再帰アルゴリズム、数値
解析の基礎を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 C言語を用いて基本的なアルゴリズムを修得する。
授業の進め方・方法 授業は講義と演習で行い、アルゴリズムを実装しながら理解を深める。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス アルゴリズムやデータ構造の概念を説明できる。
2週 線形探索 線形探索のアルゴリズムを説明でき、実装できる。
3週 2分探索（１） ２分探索アルゴリズムの概念を説明できる
4週 2分探索（２） ２分探索アルゴリズムを実装できる。

5週 計算量 計算量の概念を説明でき、処理の計算量を計算するこ
とができる。

6週 線形リスト（１） 線形リストのアルゴリズムを説明できる。
7週 線形リスト（２） 線形リストを実装できる。
8週 中間試験

2ndQ

9週 木構造（１） 木構造のアルゴリズムを説明できる。
10週 木構造（２） 木構造を実装できる。
11週 ハッシュ法 ハッシュ法のアルゴリズムを説明できる。
12週 ハッシュ法（チェイン法） チェイン法のアルゴリズムを説明でき、実装できる。

13週 ハッシュ法（オープンアドレス法） オープンアドレス法のアルゴリズムを説明でき、実装
できる。

14週 二分探索木 二分探索木のアルゴリズムを説明でき、実装できる。
15週 平衡木 平衡木のアルゴリズムを説明できる。
16週 期末試験

後期

3rdQ

1週 再帰アルゴリズム（１） 再帰アルゴリズムの概念を説明できる。
2週 再帰アルゴリズム（２） 再帰アルゴリズムを用いたプログラムを実装できる。

3週 整列 整列の概念について説明できる。バブルソートのアル
ゴリズムを説明でき、実装できる。

4週 単純整列（１） 選択ソートのアルゴリズムを説明でき、実装できる。
5週 単純整列（２） 挿入ソートのアルゴリズムを説明でき、実装できる。

6週 クイックソート クイックソートのアルゴリズムを説明でき、実装でき
る。

7週 マージソート マージソートのアルゴリズムを説明でき、実装できる
。

8週 中間試験

4thQ

9週 文字列探索 文字列探索のアルゴリズムを説明でき、実装できる。
10週 数値解析（１） 数値積分のアルゴリズムを説明でき、実装できる。
11週 数値解析（２） 数値積分のアルゴリズムを説明でき、実装できる。
12週 数値解析（３） 数値積分のアルゴリズムを説明でき、実装できる。



13週 簡易データベース実装（１） 要求分析に従い、簡易データベースを設計できる。
14週 簡易データベース実装（２） 簡易データベースを実装できる。
15週 簡易データベース実装（３） 簡易データベースを実装できる。
16週 期末試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 65 0 0 0 0 10 75
専門的能力 15 0 0 0 0 10 25
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 通信工学
科目基礎情報
科目番号 3314 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 「通信工学概論」　山下不二夫／中神隆清（森北出版株式会社）、「よくわかるワイヤレス通信」　田中博／風間宏志
著（東京電機大学出版局）

担当教員 仲間 祐貴
到達目標
(1)情報ネットワークを設計する際に、OSI参照モデルの物理層で流れる基本的な電気信号の働きを意識し、機能性および快適性を考慮できるこ
と。
(2)情報通信を支えている各基本技術の概要を把握し，情報通信分野に関する工学的現象を理解できること。
(3)パワーポイントで，分かりやすいグラフや図などを作成し，発表できること。
【Ⅴ-D-6】プロトコルの概念を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

通信工学の概要を習得する。 通信工学の概要を理解し、適切か
つ十分に説明できる。

通信工学の概要を理解し、概ね説
明できる。

通信工学の概要を理解していない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
計算機・情報科学が急速に発展し、コンピュータ間での通信が、電話などの公衆通信と同じ程度に日常のものとなって
いきている。そこで、電波・無線の基礎知識や携帯電話やインターネットなどの新しい通信技術、衛星を使った放送な
どを含む広い通信工学の基礎技術を学ぶ。

授業の進め方・方法 参考書：「よくわかるワイヤレス通信」　田中博／風間宏志 著（東京電機大学出版局）
都度、教材を提示する。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスと通信の歴史（１） 講義の内容、進め方、注意点について理解する。
通信の歴史について理解する。

2週 通信の歴史（２） 通信の歴史について理解する。

3週 電気通信システムの基本構成（１） アナログ方式、ディジタル方式の違いなどについて理
解する。

4週 電気通信システムの基本構成（２） 通信の基本構成や必要条件について理解する。
5週 電気通信システムの基本構成（３） 通信信号方式とプロトコルについて理解する。
6週 電気通信で扱われる情報（１） 情報源の種類とデータについて理解する。
7週 電気通信で扱われる情報（２） 音声データについて理解する。
8週 電気通信で扱われる情報（３） 画像データについて理解する。

2ndQ

9週 前期中間試験
10週 信号波の取扱い方の基礎（１） 情報の量的取扱い方について理解する。

11週 信号波の取扱い方の基礎（２） 信号波の時間的領域と周波数領域での表現について理
解する。

12週 信号波の取扱い方の基礎（３） フーリエ級数による表現について理解する。
13週 グループ学習　携帯電話の技術の進歩（１） 携帯電話を調査し技術の進歩を調べる。
14週 グループ学習　携帯電話の技術の進歩（２） 携帯電話を調査し技術の進歩を調べる。
15週 グループ学習　携帯電話の技術の進歩（３） 携帯電話を調査し技術の進歩を調べる。
16週

後期

3rdQ

1週 信号波の取扱い方の基礎（３） フーリエ級数による表現について理解する。
2週 信号波の取扱い方の基礎（４） 伝送量の単位と整合について理解する。
3週 アナログ信号の変調（１） 変調の必要性について理解する。
4週 アナログ信号の変調（２） 振幅・角度・パルス変調について理解する。
5週 デジタル信号の変調（１） パルス符号変調について理解する。

6週 デジタル信号の変調（２） 搬送波のデジタル変調と光のデジタル信号による変調
を理解する。

7週 信号の多重化（１） 周波数分割・時間分割による多重化を理解する。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 信号の多重化（２） 符号分割・データ信号の多重化について理解する。
10週 信号における各種の擾乱（１） 内部雑音・外来雑音について理解する。
11週 信号における各種の擾乱（２） 雑音指数と等価雑音温度について理解する。
12週 伝送路 伝送路とその適応性について理解する。
13週 交換システム 通信網と交換について理解する。
14週 中継伝送システム 基底帯域宗派伝送・搬送周波伝送について理解する。
15週 光通信・移動通信・衛星通信 新しい通信方式について理解する。



16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 20 0 0 0 20 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 30
専門的能力 30 10 0 0 0 10 50
分野横断的能力 0 10 0 0 0 10 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 プログラミングIII
科目基礎情報
科目番号 3315 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 自作教材及びパワーポイントなどのプレゼン資料
担当教員 金城 篤史
到達目標
インタプリタ型の言語について学びます。インタプリタ型の言語によるファイル操作について学び、実験データの整理などが行えるようになり
ます。
インタプリタ型の言語のCGIライブラリを用いたWebアプリケーションの作成法について学びます。PBL方式による演習では動的なウェブコンテ
ンツの作成により応用力を身につけます。
今年度はインタプリタ型の言語としてPythonを採用します。
ルーブリック

理想的な到達レベル（優） 標準的な到達レベル（良） 最低限必要な到達レベル（可）

基本的なプログラミング技術つい
て習得する。

インタプリタ型の言語を利用した
基本的なプログラミング技術つい
て理解できる。

インタプリタ型の言語についてC言
語と比較しながら言語の特徴につ
いて理解できる。

インタプリタ型の言語の特徴と他
の言語との違いについて理解でき
る。

応用的なプログラミング技術つい
て習得する。

インタプリタ型の言語をもちいて
、応用的なプログラミングを開発
できる。

インタプリタ型の言語をもちいて
、用意されたモジュールを用いた
プログラミングが理解できる。

インタプリタ型の言語をもちいて
、モジュールが存在することを理
解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 インタプリタ型の言語について学びます。インタプリタ型の言語によるファイル操作について学び、実験データの整理

などが行えるようになります。
授業の進め方・方法 自作の資料などを用いて授業を進めます。プログラミング演習に多くの時間を割り当てます。
注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスと開発環境の整備 授業内容の説明とPython開発環境の整備を行う。

2週 ガイダンスと開発環境の構築、インタプリタ型の言語
を触ってみる。

プログラミング言語の違いについて説明できる。
Python開発環境を構築できる。
インタプリタ型の言語で書かれたプログラムを実行で
きる。

3週 特徴と基本的なプログラム Python の特徴と基本的なプログラムについて学ぶ。
4週 Pythonの基本構文（1） 型と算術演算 式と演算子および条件分岐について学ぶ
5週 Pythonの基本構文（2） 文字列とリストの扱い 式と演算子および条件分岐について学ぶ。
6週 Pythonの基本構文（3） ループ構造 ループ構造とメソッドについて学ぶ。
7週 Pythonの基本構文（4） 分岐構造 ループ構造とメソッドについて学ぶ。
8週 中間試験

2ndQ

9週 OOP入門（1） オブジェクト指向プログラミングについて学ぶ。
10週 OOP入門（2） オブジェクト指向プログラミングについて学ぶ。
11週 配列、リスト、タプル 配列クラスについて理解する。
12週 ハッシュ（１） ハッシュクラスについて理解する。
13週 ハッシュ（２） ハッシュクラスについて理解する。

14週 ユーザー定義関数・クラスの基本 クラスの作成
ユーザー定義関数について理解できる。
クラスの作成方法、メソッドの定義方法について理解
できる。

15週 組み込みライブラリ 組み込みライブラリについて理解知る。
16週 期末試験

後期

3rdQ

1週 正規表現 正規表現について理解できる。
2週 正規表現 正規表現について理解できる。
3週 イテレータ イテレーターについて理解する。
4週 ファイル入出力 ファイルの入出力について理解する。
5週 発展と応用 例外処理 例外処理について理解できる。
6週 発展と応用 テキストファイルの読み書き テキストファイルの読み書きについて理解できる。

7週 発展と応用 データ集計とグラフ描画 データ集計とグラフ描画を行うプログラミングを作成
できる。

8週 中間試験 中間試験

4thQ
9週 発展と応用 データ集計とグラフ描画 データ集計とグラフ描画を行うプログラミングを作成

できる。

10週 発展と応用 Webプログラミング 簡単なWebアプリケーションを開発することができる
。



11週 発展と応用 Webプログラミング 簡単なWebアプリケーションを開発することができる
。

12週 発展と応用 画像処理 簡単な画像処理プログラムを開発することができる。
13週 発展と応用 画像処理 簡単な画像処理プログラムを開発することができる。

14週 発展と応用 Webスクレイピング 簡単なWebスクレイピングを行うプログラムを開発す
ることができる。

15週 発展と応用 Webスクレイピング 簡単なWebスクレイピングを行うプログラムを開発す
ることができる。

16週
評価割合

定期試験 演習課題・発表・実技・成果物等 合計
総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 40 0 40
応用力 20 40 60



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 応用物理
科目基礎情報
科目番号 3316 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 基礎物理学（学術図書出版社）
担当教員 高橋 大介
到達目標
①質点系力学の基本を理解する。 【Ⅱ-Ａ】
②熱力学・波動の基本を理解する。 【Ⅱ-Ａ】
③電磁気学の基本を理解する。【Ⅱ-Ａ】
④原子・電子物性の基本を理解する。【Ⅱ-Ａ】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

質点系力学の問題
を解ける。

幾つかの法則を組
み合わせた応用的
な問題を解く事が
できる

基本的な法則を用
いて問題をを解く
事ができる

基本的な法則の内
容について理解し
ている

熱力学・波動の問
題を解ける

幾つかの法則を組
み合わせた応用的
な問題を解く事が
できる

基本的な法則を用
いて問題をを解く
事ができる

基本的な法則の内
容について理解し
ている

電磁気学に関する
問題を解ける

幾つかの法則を組
み合わせた応用的
な問題を解く事が
できる

基本的な法則を用
いて問題をを解く
事ができる

基本的な法則の内
容について理解し
ている

電磁気学に関する
問題を解ける

幾つかの法則を組
み合わせた応用的
な問題を解く事が
できる

基本的な法則を用
いて問題をを解く
事ができる

基本的な法則の内
容について理解し
ている

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 全ての工学の基礎となる各種物理法則とその応用例について学ぶ。物理で学んだ内容を基礎とし、微積分やベクトル解

析を用いたより高度な知識と応用技術について講義する。
授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、物理の復習 物理で学習した内容の確認【Ⅱ-Ａ】
2週 力学の基本 速度と加速度、運動の法則について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
3週 力学の基本 等速円運動について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
4週 力と運動 放物運動、振動について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
5週 力と運動 仕事とエネルギー、運動量について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
6週 回転運動と剛体 質点の回転運動について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
7週 回転運動と剛体 剛体のつり合い、重心について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
8週 中間

2ndQ

9週 回転運動と剛体 剛体の回転運動について学ぶ【Ⅱ-Ａ】

10週 波動 波の性質（波長、周期、振動数、速さ、干渉）につい
て学ぶ【Ⅱ-Ａ】

11週 波動 音波（気柱の振動、ドップラー効果）について学ぶ【
Ⅱ-Ａ

12週 波動 光波（反射、屈折、分散）について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
13週 熱 熱と温度、熱の移動について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
14週 熱 熱力学の第一法則、第二法則について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
15週 熱 カルノーの原理、熱機関について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
16週 期末

後期 3rdQ

1週 電荷と電場 クーロンの法則、電場について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
2週 電荷と電場 ガウスの法則、電位について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
3週 電荷と電場 キャパシター、誘電体について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
4週 電荷と電場 オームの法則、直流回路について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
5週 電荷と電場 磁石と磁場、電流のつくる磁場について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
6週 電荷と電場 電流に働く電磁力について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
7週 電荷と電場 磁性体がある場合の磁場について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
8週 中間



4thQ

9週 振動する電磁場 電磁誘導について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
10週 振動する電磁場 交流について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
11週 振動する電磁場 マクスウェルの方程式と電磁波について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
12週 学習到達度試験
13週 原子物理学 原子の構造、光の粒子性について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
14週 原子物理学 電子の波動性、不確定性原理について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
15週 原子核と素粒子 原子核の構成と放射能について学ぶ【Ⅱ-Ａ】
16週 期末

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 0 0 0 0 50 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 30 60
応用力（実践・
専門・融合） 20 0 0 0 0 10 30

主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 確率・統計
科目基礎情報
科目番号 4007 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 新　確率統計（大日本図書）
担当教員 陳 春航
到達目標
確率の基礎概念， 諸性質およびその応用を習得する。さらに，データの整理および統計手法とその見方，考え方を習得する。
【Ⅰ】 確率統計の専門知識を活かし，有効にデータ情報処理を行う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

確率の基礎概念および諸性質を理
解する

偶然現象、事象、標本空間、確率
の定義、意味と性質、事象の独立
性を理解し、複数の事象の演算と
因果関係を理解すること。さらに
、標本空間の構造および根元事象
を分析し、一般的な事象の確率を
求めることができる。さらに、複
数の事象の和事象、積事象の確率
を正しく求めること。また、条件
付き確率、全確率の公式およびベ
ーイズの定理を理解し、一般的な
事象の確率の求め方、事後確率の
求め方を身に着けること。

偶然現象、事象、標本空間、確率
の定義、意味と性質、事象の独立
性を理解すること。

偶然現象、事象、標本空間、確率
の定義、意味と性質を理解するこ
と。

確率変数と確率分布を理解し、応
用できる

確率変数と確率分布を理解し、期
待値と分散を求め、確率分布の応
用を理解する

確率変数と確率分布を理解し、期
待値と分散を求めることができる

確率変数と確率分布を理解し、基
本的な確率分布の期待値と分散を
求めることができること

統計学の初歩を理解する
母集団、標本、統計学の考え方、
統計量、相関関係と回帰分析を理
解する

母集団、標本、統計学の考え方、
統計量を理解する

母集団、標本、統計学の考え方を
理解する

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 確率の基礎概念, 諸性質およびその応用について具体例も参考にして学ぶ.
授業の進め方・方法 データの整理および統計的見方, 考え方を具体例も参考にして学ぶ.

注意点 予習復習をしっかりやること. 下記の授業計画に書いてあるように講義の順序が教科書で前後する事があるので注意する
こと. 欠席しないこと.

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 偶然現象と事象 確率統計の目的を紹介する
2週 個数の処理 場合の数、順列および組合せ（数学 Iの復習）
3週 確率の定義と性質その１ 確率の定義と基本性質
4週 確率の定義と性質その２ 確率の定義と基本性質
5週 いろいろな確率その１ 条件付確率と乗法定理
6週 いろいろな確率その２ 全確率の公式、ベーイズ定理とその応用
7週 いろいろな確率その３ 事象の独立と反復試行
8週 確率変数と確率分布 確率変数と確率分布を導入し、目的を紹介する

4thQ

9週 確率変数の期待値と分散 確率変数の期待値と分散を導入し、その意味と求め方
を説明する。

10週 離散型確率変数と確率分布その１ 離散型確率変数の期待値と分散、離散型確率統計モデ
ルとその応用

11週 離散型確率変数と確率分布その２ 離散型確率統計モデルとその応用

12週 連続型確率変数と確率分布その１ 連続型確率変数の期待値と分散、離散型確率統計モデ
ルとその応用

13週 連続型確率変数と確率分布その２ 連続型確率統計モデルとその応用
14週 母集団、標本、統計量と標本分布 これらの概念を説明する
15週 2次元データの相関関係と回帰分析 これらの応用を説明する
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 英語演習
科目基礎情報
科目番号 4014 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 印刷物を配布
担当教員 山内 祥之
到達目標
４年制大学３年次への編入学試験の傾向を知り対策をすることで、合格基準を満たす英語力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
文法

既習事項・未習事項ともに解答で
きる。

既習事項をもとに、未習事項をほ
ぼ解答できるが、不明点もある。 既習事項を解答できる。

評価項目2
読解

専門分野の基礎に関する内容を理
解し、過去の編入試験問題(英文読
解)を辞書を使わずに解答できる。

既習事項をもとに、未習事項をほ
ぼ読解できるが、不明点もある。 既習事項の読解ができる。

評価項目3
作文

専門分野の基礎に関する内容を理
解し過去の編入試験問題(条件英作
文・自由英作文)を辞書を使わずに
解答できる。

既習事項をもとに、未習事項を含
む英文を作成できることもある。 既習事項の英作文ができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
各大学で実施された過去の編入学試験問題（文法）を読んで理解し、設問に答えられる。その際「なんとなく」ではな
く適宜必要とされる文法事項を抑え、正確に読み取ることができる。
各大学で実施された過去の編入学試験問題（長文）を読んである程度理解し、設問に答えられる。その際、使われてい
る語彙や表現、文法など、既習事項との関連性を理解することができる。

授業の進め方・方法
・編入学試験に関連する問題や過去の編入学試験問題は事前に配布し、予習を前提として授業を行う。
・英文法項目の問題は解説後、次週に小テストを実施する。そのため、毎回の学習事項の復習が必須となる。
・読解力習得のため、英文を速読・精読する習慣を身につける。

注意点 4年制大学への編入学試験対策に特化した選択科目であることを認識したうえで履修すること。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
授業の概要説明
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

2週 文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

3週
既習文法に関するテスト①　
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

4週
既習文法に関するテスト②　
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

5週
既習文法に関するテスト③
文法学習
編入試験対応問題解学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

6週
既習文法に関するテスト④
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

7週 既習文法に関するテスト⑤
中間試験対策 これまでの学習事項を振り返る。

8週 中間試験 中間試験

2ndQ

9週 文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

10週
既習文法に関するテスト⑥
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

11週
既習文法に関するテスト⑦
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

12週
既習文法に関するテスト⑧
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

13週
既習文法に関するテスト⑨
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

14週
既習文法に関するテスト⑩
文法学習
編入試験対応問題学習・解説

指導した文法が理解できる。当該文法に関連した問題
を解答できる。

15週 学期末試験対策 半期の学習事項を振り返る。



16週 学期末試験 学期末試験
評価割合

試験 小テスト（ほぼ毎回） 課題 合計
総合評価割合 40 50 10 100
基礎的能力 10 50 5 65
専門的能力 30 0 0 30
社会性・主体性 0 0 5 5



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 生命科学
科目基礎情報
科目番号 4016 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教員作成PPT
担当教員 三宮 一宰
到達目標
生命科学とは何かを理解する。生命と物質の違いを理解する。生命と文明について、自分の考えを持つことができる。
【ＩＩ-E】【VII-B】【VIII-A】【VIII-B】【VIII-C】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安(可)
生命を十分理解し、物質との違い
を説明できる。

生命を理解し、物質との違いを考
察できる。 生命を理解している。

遺伝情報につき理解し、生命との
関係を説明できる。

遺伝情報につき理解し、説明でき
る。 遺伝情報につき理解している。

生命の本質を十分理解し、文明と
の関係を考察し発表できる。

生命の本質を理解し、文明との関
係を考察できる。 生命の本質を考察できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 生命科学の基礎、を学ぶ。文明と環境につき、主体的に学ぶ。
授業の進め方・方法 PBLにより、自らの考えを構築する。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 生命と物質I 生命と物質の違いを学ぶ
2週 生命と物質II 生命と機械の違いを学ぶ
3週 生命と物質III 生命と物質PBL発表
4週 生命とは何かI 生命の起源と遺伝情報を学ぶ
5週 生命とは何かIＩ ゲノムを学ぶ
6週 生命とは何かIＩＩ タンパク質を学ぶ
7週 生命とは何かIV 細胞・個体を学ぶ
8週 生命とは何かV 生命とは何かPBL発表

2ndQ

9週 生命と環境I ダーウィン進化論を学ぶ
10週 生命と環境II 大絶滅を学ぶ
11週 生命と環境III 現代の環境問題を学ぶ
12週 ヒトと文明 ヒトと文明の関係を学ぶ
13週 生命と文明I 生命と文明の関係を学ぶ
14週 生命と文明IＩ 生命と文明PBL発表
15週 生命と文明IＩＩ 生命と文明PBL発表
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 30 0 0 0 0 30
専門的能力 0 30 0 0 0 0 30
分野横断的能力 0 40 0 0 0 0 40



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 地域文化論
科目基礎情報
科目番号 4019 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教員が編集したプリント。
担当教員 下郡 剛
到達目標
沖縄地域社会の理解を目的とし、沖縄の文化・歴史・地理風土などについての認識を深める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
現在における沖 縄戦認識とそれを
扱うメディアの個 性を理解した上
で、沖縄戦の軍事 史的な側面・住
民 被害の側面・さら に社会的問題
と なっている集団自 決問題の関係
性 を総合的に理解 できる。

現在における沖 縄戦認識と、沖縄
戦の軍事史的な 側面ならびに住 民
被害の側面の 関係性を総合的 に理
解できる。

沖縄戦の軍事史 的な側面ならびに
住民被害の側面 の関係性を総合 的
に理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 資・史料を提示し、歴史学的方法論を併せて説明することで、科学的・論理的に考える能力を高める。
授業の進め方・方法 資・史料を提示し、歴史学的方法論を併せて説明することで、科学的・論理的に考える能力を高める。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の方針・進め方等についての説明。

2週 教科書問題とメディア論
現在における沖縄戦認識の一つとして、教科書問題を
取り上げ、同問題における大手新聞社の論説を比較検
討する。

3週 岩波・大江裁判の法理と報道
沖縄戦認識をめぐる、教科書問題の出発点ともなった
、岩波・大江裁判判決の法理を理解するとともに、そ
の法理に基づいて、改めてメディア報道の有り様を考
える。

4週 沖縄の戦略的重要性
軍事史としての沖縄戦の初回として、何故沖縄が戦場
になったのか、太平洋戦争全体の中での沖縄の戦略的
重要性を理解する。

5週 大本営陸海軍部より見る沖縄戦作戦計画 軍事史としての沖縄戦の２回目として、東京からの視
点で沖縄作戦計画を理解する。

6週 第３２軍より見る沖縄戦作戦計画 軍事史としての沖縄戦３回目として、沖縄現地守備隊
の視点から沖縄作戦計画を理解する。

7週 地上戦の推移
軍事史としての沖縄戦４回目として、上記作戦計画を
踏まえた上で、実際の戦闘がどのように行われたのか
を理解する。

8週 沖縄戦末期、32軍の新作戦計画
軍事史としての沖縄戦５回目として、戦闘の推移の結
果、32軍が最後に策定した作戦計画を理解することで
、論点を住民被害問題へとつなげてゆく。

2ndQ

9週 住民保護問題に関する、政府・大本営の基本方針の策
定

住民被害としての沖縄戦の初回として、日本が国家と
してどのような方針を採用するのかを理解する。

10週 県外疎開の奨励 住民被害としての沖縄戦の２回目として、県外疎開問
題が生じた背景を理解する。

11週 県内疎開の奨励 住民被害としての沖縄戦の３回目として、海上が封鎖
された後、県内疎開問題が生じた背景を理解する。

12週 沖縄戦末期、新疎開計画
住民被害としての沖縄戦の４回目として、沖縄県で最
後に策定された疎開（避難）問題が生じた背景を理解
する。

13週 集団自決１ 教科書問題の直接契機となった集団自決問題を、沖縄
本島における事例として読谷村をとりあげる。

14週 集団自決２
教科書問題の直接契機となった集団自決問題を、離島
の事例として渡嘉敷村をとりあげ、沖縄本島の事例と
比較、発生の背景を理解する。

15週 日本国憲法
モデルコアカリキュラム対応。戦争直後で成立した日
本国憲法について、特に９条が成立した歴史的背景に
ついて考える。また政府による憲法解釈変更について
考える。

16週 期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100



専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 文学概論
科目基礎情報
科目番号 4021 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 『国語総合』（教育出版）／『ビジュアルカラー国語便覧』（大修館書店）／教員編成資料　
担当教員 片山 鮎子
到達目標
文学と社会との関わりを考える。
①日本文学史の基礎を学ぶ。
②各種の資料に触れつつ、多様な表現の可能性について考える。
③資料の翻訳を通じて文学と表記に対する意識を高め、表現する力を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベルの目安

日本文学史の基礎を学ぶ。 日本文学史について十分に理解し
ている。

日本文学史について概ね理解して
いる。

日本文学史について理解している
。

各種の資料に触れつつ、多様な表
現の可能性について考える。

各種資料の特質を十分に理解し、
多様な表現の今後の可能性につい
て自己の見解を的確に表現できる
。

各種資料の特質を概ね理解し、多
様な表現の今後の可能性について
自己の見解を表現できる。

各種資料の特質を理解し、多様な
表現の今後の可能性について自己
の見解を表現できる。

資料の翻訳を通じて文学と表記に
対する意識を高め、表現する力を
養う。

文章を適切に読解することができ
、他者へ十分に意図が伝わるよう
表現することができる。

文章を適切に読解することができ
、他者へ意図が伝わるよう表現す
ることができる。

文章を読解でき、意図が伝わるよ
う表現することができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 文学と社会の関わりを多角的に学ぶ。

授業の進め方・方法 一般教養対策として小テストを実施する。
授業は基本的に講義形式で進め、適宜課題を行う。

注意点 小テストにはPCを使用する。
近代以前の和本資料を用いるため、授業の前に席捲で手を洗い、資料を触る際には扱いに注意すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 レポート 小テスト 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 70 10 0 0 20 100
基礎的能力 0 30 10 0 0 20 60
応用力 0 20 0 0 0 0 20
社会性 0 20 0 0 0 0 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 科学技術文章
科目基礎情報
科目番号 4022 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教員編成資料
担当教員 澤井 万七美
到達目標
①　科学技術文章の基本的な知識を身につける.
②　社会問題に視野を広げ,文章で表現するトレーニングを行う.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安
科学技術文章の基本的な知識を身
につける.
（機械Ａ-1，Ｃ-1，情報Ａ-1，Ｂ-
3，メディアＡ-1，Ｂ-2，生物Ｂ-
1，Ｃ-2）

科学者・技術者に求められる倫理
を十分に理解し,科学技術文章の基
本的な知識を身につけ,活用できて
いる.

科学者・技術者に求められる倫理
を十分に理解し,科学技術文章の基
本的な知識を十分に身につけてい
る.

科学者・技術者に求められる倫理
を理解し,科学技術文章の基本的な
知識を身につけている.

社会問題に視野を広げ,文章で表現
するトレーニングを行う.
（機械Ａ-1，Ｃ-1，情報Ａ-1，Ｂ-
3，メディアＡ-1，Ｂ-2，生物Ｂ-
1，Ｃ-2）

現代社会における問題に広く目を
向け,自ら課題を発見することがで
きる.　かつ,科学技術文章のルール
に完全に則った文章で分析・考察
する文章を作成することができる

現代社会における問題に目を向け
,自ら課題を発見することができる.
　かつ,科学技術文章のルールに十
分に則った文章で分析・考察する
文章を作成することができる

現代社会における問題に目を向け
,課題を発見することができる.　か
つ,科学技術文章のルールに則った
文章で分析・考察する文章を作成
することができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 科学技術文章の基本的な知識および研究者・技術者に求められる倫理を学ぶ.　

後半は,　学んだことをもとに,　理工系の論文作成を実践する.

授業の進め方・方法
講義形式を基本とする.
毎回授業冒頭に漢字小テストを実施し,語彙力を高める.　
併せて時事問題にも目を向ける場を設ける.

注意点 課題提出の遅延は減点対象とする．
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 科学技術論文の基礎
研究者・技術者の倫理

論文を書くための基礎の確認　
研究者・技術者に必要な倫理　

2週 文献（先行研究）調査 文献（先行研究）調査の必要性と記載方法
3週 知的財産権 知的財産権の問題　
4週 研究論文の組み立て 学術的な研究論文の構成方法

5週 演習 主題メモ作成
テーマ設定と文献調査　

6週 発表スキル 学会等での研究発表

7週 前期振り返り 中間試験対策

8週 中間試験 科学技術文章作成の基礎

4thQ

9週 論文作成① 組織における研究倫理
最終課題（手書き800字論文）の準備

10週 論文作成②
投稿・出版の流れ
構成メモと要旨作成
　

11週 論文作成③ 本文作成①

12週 論文作成④
本文作成②

13週 論文作成⑤ 下書き原稿提出
14週 論文作成⑥ 校正

15週 最終課題作成 手書きでの論文作成（試験形式）

16週
評価割合

レポート 論文 試験 合計
総合評価割合 50 30 20 0 0 0 100
基礎的能力 30 25 20 0 0 0 75
専門的能力 10 5 0 0 0 0 15
分野横断的能力 10 0 0 0 0 0 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Comprehension IV
科目基礎情報
科目番号 4023 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 新TOEICテスト直前の技術（参考書）アルク出版
担当教員 吉井 りさ
到達目標
This course is designed to engineer future career with practical English skills while focusing on business and SDGs (Sustainable
Development Goals).
【III-B】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

Students can acquire basic
vocabulary.

Showing almost perfect
understanding of vocabulary
and scoring more than 90% in
the quiz.

Showing good understanding of
vocabulary and scoring more
than 75% in the quiz.

Showing good understanding of
vocabulary and scoring more
than  60% in the quiz.

Students can develop 4
SKILLS：Reading・Writing・
Listening & Speaking.

Scoring more than 90% in the
exam and TOEIC.

Scoring more than 75% in the
exam and TOEIC.

Scoring more than 60% in the
exam and TOEIC.

Students should
be able to
express
themselves
orally and
through written
medium in
English.

Displaying fluent
and accurate
use of English
with good
grammar and
vocabulary and
scoring more
than 90% in the
exam.

Displaying fluent
and accurate
use of English
with a few errors
and scoring more
than 70% in the
exam.

Displaying fluent
and accurate
use of English
despite errors
and scoring more
than 60% in the
exam.

Students can understand
technical texts/documents.

Read more than 4000 words in
a week.
Can understand the content
about 90%.

Read more than 3500 words in
a week.
Can understand the content
about 75%.

Read more than 3000 words in
a week.
Can understand the content
about 60%.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
This course is designed to engineer future career with practical English skills while focusing on business and
SDGs (Sustainable Development Goals).
【III-B】

授業の進め方・方法
Improve 4 Skills：Speking / Listening / Reading / Writing
・Job Interview
・TOEIC

注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 　Introduction 　Syllabus
2週 　Comprehension 　Business English
3週 　TOEIC Test
4週 　Comprehension 　English for Science and Technology
5週 　Comprehension 　English for Science and Technology
6週 　Comprehension 　English for Science and Technology
7週 　Test 　English for Science and Technology
8週 　Writing Assignment 　Business Letter

4thQ

9週 　Writing Assignment 　SDGs（Sustainable Development Goals）
10週 　Comprehension 　Understanding Different Cultures
11週 　Comprehension 　Understanding Different Cultures
12週 　Speaking Test 　Job Interview
13週 　Speaking Test 　Job Interview
14週 　Test 　English for Science and Technology
15週 　Speaking Test 　Job Interview
16週

評価割合
TOEIC Test Tests Speaking Test Writing

Assignment Log 合計

総合評価割合 30 30 15 15 10 100
基礎的能力 0 20 0 5 0 25
応用力 25 0 0 0 0 25



社会性（プレゼン
・コミュニケーシ
ョン・PBL）

0 0 15 10 0 25

主体的・継続的学
修意欲 5 10 0 0 10 25



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Skills IV
科目基礎情報
科目番号 4024 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 ・「速読英単語」必修編（Ｚ会出版）・ The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage Learning）・ 新 TOEICテ
スト直前の技術［参考書］（アルク出版）

担当教員 カーマンマコア クイオカラニ
到達目標
リスニング、速読英単語を使った語彙の強化とシャドウイング、TOEIC対策（文法、語彙、読解）などを通じて、「読む」、「聴く」、「書く
」、「話す」に通じる英語の基礎力を身につける。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

語の正しい発音や強勢、文のイン
トネーション、英文の区切りを理
解し、ナチュラルスピードよりも
少し遅めのスピードで、流ちょう
にシャドウイングができるように
なる。

語の正しい発音や強勢、文のイン
トネーション、英文の区切りを理
解し、ナチュラルスピードよりも
少し遅めのスピードで、シャドウ
イングができるようになる。

よく使う語の正しい発音や強勢、
文の基本的なイントネーション、
英文の区切りを理解し、ナチュラ
ルスピードよりも少し遅めのスピ
ードで、シャドウイングができる
ようになる。

評価項目2
毎回の単語小テストで9割以上とる
ことができる。定期試験の語彙問
題（ディクテイションを含む）で
9割以上とることができる。

毎回の単語小テストで平均7.5割以
上とることができる。定期試験の
語彙問題（ディクテイションを含
む）で7.5割以上とることができる
。

毎回の単語小テストで平均6割以上
とることができる。定期試験の語
彙問題（ディクテイションを含む
）で6割以上とることができる。

評価項目3
毎分100語以上の速度でYL2.4程度
の英文を聞きながら読んで概要を
把握できるようになる。（機C-5、
情C-1、メC-3、生C-2)

毎分100語以上の速度でYL2.0程度
の英文を聞きながら読んで概要を
把握できるようになる。（機C-5、
情C-1、メC-3、生C-2)

毎分100語以上の速度でYL1.8程度
の英文を聞きながら読んで概要を
把握できるようになる。（機C-5、
情C-1、メC-3、生C-2)

授業中に使用するTOEIC教材の内
容を完全に理解し、類似の文法や
読解問題が解けるようになる。

授業中に使用するTOEIC教材の内
容をほぼ理解し、類似の文法や読
解問題が解けるようになる。

授業中に使用するTOEIC教材の内
容を6割以上理解する。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 CALL教室を利用して、英語のリスニング・リーディング能力を中心とした4技能の伸長を図る。

授業の進め方・方法 ＊授業の標準的時間配分は、速読英単語を使った語彙の強化およびシャドウイング20分、TOEIC対策20分、単語小テス
ト10分、Listening30分、その他（授業導入、連絡、予備）10分とする。

注意点
＊授業が始まる前に、Listening教材を選び、パソコンの電源を入れ、サーバーにログインしておくこと。
＊Listeningログは毎回、必ず記入すること。
＊THE TOEIC TEST TRAINER 470 、「速読英単語必修編」は、必ず持参すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 イントロダクション, The TOEIC Test Trainer 470
(TTTTT470), 速単必修編, Extensive Listening

シラバスの解説・Listeningログの作成・速単必修編
21&22・TTTTT470 Unit 1 (Vocabulary, Dictation,
Training Points L&R) pg. 22-24, 26・Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 1 (Review: Voc., Dict., T P L&R) pg. 22-24,
26

2週 小テスト①, TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト① 速単21&22・速単23&24・TTTTT470
Unit 1 Practice Test ・Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 2 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 30-32, 34

3週 小テスト②, TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト② 速単23&24・速単25&26・TTTTT470
Unit 2 Practice Test ・Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 3 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 38-40, 42

4週 小テスト⓷, TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト⓷ 速単25&26・速単27&28・TTTTT470
Unit 3 Practice Test ・Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 4 (Voc., T P L&R) pg. 46-47, 50-51

5週 小テスト④, TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト④ 速単27&28・速単29&30・TTTTT470
Unit 4 Practice Test ・Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 5 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 56-58, 60

6週 シャドウイングテスト#1, 小テスト⑤, TOEIC対策, 速
単必修編, Extensive Listening

小テスト⑤ 速単29&30・TTTTT470 Unit 5 Practice
Test ・シャドウイングテスト#1中: Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 6 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 64-66, 68-69

7週 シャドウイングテスト#1, TOEIC対策, Extensive
Listening

TTTTT470 Unit 6 Practice Test・シャドウイングテ
スト#1中: Extensive Listening（2500語以上）

8週 中間試験 速単必修編21～30



2ndQ

9週  速単必修編, Extensive Listening
速単31&32・Extensive Listening（2500語以上）・
自学自習: TTTTT470 Unit 7 (Voc., Dict., T P L&R)
pg. 72-74, 76-77

10週 小テスト⑥, TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト⑥ 速単31&32・速単33&34・TTTTT470
Unit 7 Practice Test・ Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 8 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 80-81, 83

11週 小テスト⑦, TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト⑦ 速単33&34・速単35&36・TTTTT470
Unit 8 Practice Test・ Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 9 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 88-90, 92

12週 小テスト⑧,  シャドウイングテスト#2, TOEIC対策,
速単必修編, Extensive Listening

小テスト⑧ 速単35&36・速単37&38・TTTTT470
Unit 9 Practice Test・シャドウイングテスト#2中:
Extensive Listening（2500語以上）・自学自習:
TTTTT470 Unit 10 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 96-
98, 100-101

13週 小テスト⑨,  シャドウイングテスト#2, TOEIC対策,
速単必修編, Extensive Listening

小テスト⑨ 速単39&40・TTTTT470 Unit 10 Practice
Test・シャドウイングテスト#2中: Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TTTTT470
Unit 11 (Voc., Dict., T P L&R) pg. 104-106, 108-
109

14週 小テスト⑩,  TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト⑩・TTTTT470 Unit 11 Practice Test・音読
練習映画を用いたExtensive Listening Part 1・自学自
習: TTTTT470 Unit 12 (Voc., Dict., T P L&R) pg.
112-113, 115

15週 TOEIC対策, 速単必修編, Extensive Listening TTTTT470 Unit 12 Practice Test・音読練習映画を用
いたExtensive Listening Part 2

16週 期末試験 速単必修編31～40
評価割合

試験 小テスト シャドウィング リスニングログ 合計
総合評価割合 40 35 15 10 100
基礎的能力 30 35 15 10 90
専門的能力 10 0 0 0 10
分野横断的能力 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 地球科学概論
科目基礎情報
科目番号 4026 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 担当教員が作成・編集した資料および演習課題、Office365(またはその互換アプリ)にアクセスしそれらが利用できるパ
ーソナルコンピュータ

担当教員 木村 和雄
到達目標
①固体地球の地学的事象を理解する。②地学的事象を自然史や災害・資源と関連づけてとらえることができる。 【Ⅱ-Ｅ】【Ⅶ-Ｃ】【Ⅷ-Ｃ】【
Ⅷ-Ｄ】【Ⅷ-Ｅ】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

固体地球の地学的事象を理解する
（A-1）

固体地球を構成する物質や諸現象
と人類との関わりを理解し、自然
環境利用の課題と改善策をイメー
ジできる。

地殻変動や資源形成の要因となる
地球の内部構造と、地球を構成す
る物質を理解できる。

地震をはじめとする地殻変動とそ
れに伴う災害を理解できる。

地学的事象の観察を通じて自然史
や災害と関連づけてとらえること
ができる(Ａ-1)。

地質図の読解から、沖縄島付近の
自然史を復元出来る。

地層・岩石・鉱物の資料読解から
、それらの成因・形成環境を推定
することができる。

身近に見られる地層・岩石・鉱物
を識別できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 固体地球科学の基礎について、その成果や実社会との関わり・活用例を学ぶ。

授業の進め方・方法

授業は主に講義形式で行う。講義資料は基本的に.pptxファイルとし、適宜、板書によってこれを補足・強調する。講義
で得られた知識や情報読解能力の定着を、レポートおよび定期試験で評価する。教材はTeamsを通じてオンライン提供
する。授業開始前に[051]沖縄_地球科学概論/2023年度のファイルフォルダにアクセスし、当該回の授業スライド・参
考資料を閲覧可能な状態で参加すること。状況次第では、講義ならびに成績評価に関するテスト・レポートを
WebClassに移行・実施する場合もあり得る。授業方法の変更等については、状況の推移に応じて別途メール等で指示す
る。

注意点

　オンライン配信した資料の2次利用は厳禁とする。また演習やレポート作成に際して、指示されたもの以外の外部資料
も大いに用いて構わないが、成果品作成に当たっては、この授業における課題設定意図に沿うよう、留意してほしい(ネ
ット上にある情報のなかには技術的学術的な枠組みから逸脱していたり、信用性に欠けるものが少なくない。そうした
情報を避け、有用な情報を獲得するためのスキルも磨いていってほしい)。なお本授業はその主旨から、仮想ではない現
物を観察することも重視しており、第4～7週には標本観察や野外観察を予定している。この部分にも講義動画等は用意
するが十分な遠隔対応は不可能である事に留意されたい。遠隔受講生であっても、可能な限り、身の回りの地質（地層
や岩石、鉱物）に直接目を向けるよう努力して欲しい。
　

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 固体地球科学への招待 シラバスの説明、天の川銀河～太陽系における地球の
位置づけと物質的特徴がわかる。

2週 地球の形状と構造 地球の形に関する代表的定義、内部構造と表面形態の
関係がわかる【Ⅷ-Ｅ】

3週 地殻とリソスフェア 地球表層の構造・区分・定義を知る【ⅧｰC】

4週 元素と鉱物 地球を構成する物質の最小単位を知り、代表的な鉱物
の化学的・物性的特徴がわかる【Ⅶ-Ｃ】【Ⅷ-Ｃ】

5週 岩石と砕屑物
岩石の種類、成因と地球表層の物質循環を理解し、主
な岩石の視覚的・触覚的特徴を識別できる【Ⅶ-Ｃ】【
Ⅷ-Ｃ】

6週 地球史と地質年代 地質時代区分と年代決定法を知る【Ⅷ-Ｃ】

7週 地質図の読解演習または地質野外観察

沖縄島の地質図の読解を通じて、沖積層・琉球層群・
島尻層群・国頭層群および本部半島の地層群を識別し
、沖縄付近の地史を復元できる【Ⅶ-Ｃ】【Ⅷ-Ｃ】【
Ⅷ-Ｄ】【Ⅷ-Ｅ】。または身近な地質を野外観察し、
その特徴や成因、形成順序（≒地史）を理解できる。

8週 岩石鉱物資源 主な岩石資源の用途と成因・分布・探査の糸口を知る
【Ⅷ-Ｄ】【Ⅷ-Ｅ】

2ndQ

9週 金属資源 主な金属資源の用途と成因・分布・探査の糸口を知る
【Ⅷ-Ｄ】【Ⅷ-Ｅ】

10週 エネルギー資源 主なエネルギー資源の成因・分布と功罪を知る【Ⅷ-
Ｄ】【Ⅷ-Ｅ】

11週 地震災害 地震災害の種類と事例を知る【Ⅷ-Ｄ】

12週 地震のメカニズム 地震の発生機構と観測・分析手法を知る【Ⅷ-Ｃ】【
Ⅷ-Ｄ】

13週 地震の再来性 断層の活動パターンを示す指標を知る【Ⅷ-Ｅ】
14週 火山活動 火山災害と火山の発達機構がわかる【ⅧｰC】

15週 プレートテクトニクス 地殻変動と火山活動を体系化する有力説を理解する【
Ⅷ-Ｅ】

16週 各種状況確認



評価割合
レポート 小テスト(理解度チェ

ック) 出席状況 受講態度 合計

総合評価割合 60 20 10 10 100
基礎的能力 45 15 0 0 60
応用的能力 15 5 0 0 20
主体的・継続的学修意
欲 0 0 10 10 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 日本語II
科目基礎情報
科目番号 4027 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 『日本語能力試験対策 日本語総まとめN１読解』(アスク)『新完全マスター読解 日本語能力試験N１』福岡理恵子ほか
（スリーエーネットワーク）『日本語能力試験対策 日本語総まとめN１漢字』(アスク)

担当教員 小番 あゆみ
到達目標
技術者として十分な日本語の語彙・表現を身につけ、総合的なコミュニケーション能力を高める。
【Ⅲ-Ａ】読む・聞く・書く・話す・考えるという日本語の能力を有機的に連携させつつ育成することにより、社会において求められる論理的か
つ多角的な理解力、柔軟な発想・思考力、豊かな口頭表現を含む効果的なコミュニケーション能力、および主体的な表現意欲を培う。
【Ⅷ-Ａ】相手の意見を聞き、自分の意見を伝えることで、円滑なコミュニケーションを図ることができる。
【Ⅷ-Ｂ】集団において、集団の意見を聞き、自分の意見も述べ、目的のために合意形成ができる。
【Ⅷ-Ｄ】現状と目標を把握し、その中に課題を見つけ、課題の因果関係や優先度を理解し、そこから主要な原因を見出そうと努力し、解決行動
の提案ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
日本語による文章
の構成を理解し、
論理的に考察す
ることができる。ま
た、そのトピックに
ついて意見交換
ができる。

論文・記事を正確に読み取り、内
容についてディスカッションでき
る。

論文・記事を読み取り、 自分なり
の考えが述べ られる。

論文・記事の内容が大まかに理解
でき、内容について話せる。

日本語能力試験N
１相当の語彙・ 表
現を習得し、使え
るようになる。

N１レベルの 語彙・表現を理解し
、適切に使うことができ る。

N１レベルの語彙・表現が理解でき
、使おうとすることがで きる。

N１レベルの 語彙・表現がある程
度理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本語で書かれたさまざまな文章を読むことを通して学習活動に必要なコミュニケーション能力を育成 し、日本語能力

試験Ｎ１相当の力をつける。

授業の進め方・方法 授業では主に読解演習を行って読みのスキル向上をめざし、内容に関するディスカッションで考察を深める。また、毎
回日本語能力試験N１相当の漢字・語彙の課題も課し、その提出状況も評価する。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 クラスオリエンテーション 履修内容確認、プレイスメントテスト(N1模試レベル
チェック)

2週 文章の仕組み等を知る 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】長文に良く使われる表現に
慣れる

3週 文章の仕組み等を知る 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】長文に良く使われる文法に
慣れる

4週 文章の仕組み等を知る 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】意見・結論などを探し出し
、読み取る

5週 違いを見つけ分析する 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】対話文を読む
6週 違いを見つけ分析する 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】評価・意見文を読む
7週 違いを見つけ分析する 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】書評を読む
8週 前期中間試験（行事予定で週変更可）

2ndQ

9週 情報を正確に読み取る 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】新聞記事を読む
10週 情報を正確に読み取る 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】案内・掲示板等を読む
11週 情報を正確に読み取る 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】解説文を読む
12週 情報を正確に読み取る 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】グラフを読む
13週 実践問題 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】小説を読む
14週 実践問題 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】エッセイを読む
15週 実践問題 【Ⅲ-Ａ，Ⅷ-Ａ，Ｂ，Ｄ】論説文読む
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的理解 60 0 0 0 0 0 60
応用力（実践・
専門・融合） 20 0 0 0 0 10 30



社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

0 0 0 0 0 0 0

主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 日本事情II
科目基礎情報
科目番号 4028 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 適宜プリントを配付する
担当教員 小番 あゆみ
到達目標
日本や沖縄について理解を深め、社会や文化の多様性を知ることができる。
日本や沖縄、自国についての情報を集め、日本語で説明できる。
自国との比較を通して、さらに自国の社会や文化への理解を深めることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

日本・沖縄の社会や文化への理解
を深める。

各回の内容についてよく理解し、
自国とも比較しながら自分なりの
考えを述べることができる。

各回の内容について理解し、母国
の状況についても簡単に説明でき
る。

各回の内容についてある程度理解
し、自分の考えを簡単に述べるこ
とができる。

日本・沖縄の社会や文化について
、日本語でディスカッションでき
る。

各回のトピックに関して、クラス
メイトとやりとりできる。ディス
カッションを通してさらに理解を
深めることができる。

各回のトピックに関して自分の意
見を述べ、クラスメイトの意見を
理解して、互いの考えをやりとり
できる。

毎回のトピックに関して、自分の
考えを述べることができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本事情Ⅰに引き続き、日本や沖縄について学ぶ。

授業の進め方・方法 教員による講義の回と、学生の発表中心の回に分けて授業を行う。今学期は発表の機会を増やし、また一方的な講義で
はなく共に考える時間を多く持つように進める。

注意点 テーマは学生の理解度によって変更する可能性がある。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション 授業内容を知る
2週 ポップカルチャー① 日本のポップカルチャーについて知る
3週 ポップカルチャー②発表 日本のポップカルチャーを紹介できる
4週 時事問題① 時事問題について知る
5週 時事問題②発表 1つのテーマを選んで発表し、ディスカッションできる
6週 日本のビジネス① 日本のビジネス場面におけるマナー等について知る
7週 日本のビジネス② 日本のビジネス場面におけるマナー等について知る
8週 振り返り これまでを振り返り理解を深める

2ndQ

9週 多文化社会を考える① 多様性について考えることができる
10週 多文化社会を考える② 多様性について考えることができる
11週 沖縄の観光産業 沖縄の観光産業について知る
12週 校外学習 沖縄の観光産業について知る
13週 校外学習 沖縄の観光産業について知る
14週 校外学習のふりかえり 校外学習をふりかえり、まとめる
15週 まとめ これまでの内容を振り返り、理解を深める
16週

評価割合
試験 小テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 35 20 10 35 100
基礎的能力 0 0 20 0 5 20 45
応用力 0 0 10 0 0 10 20
社会性 0 0 0 0 0 0 0
主体的・継続的
学修意欲 0 0 5 20 5 5 35



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 スポーツ実技IV
科目基礎情報
科目番号 4029 科目区分 一般 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 各スポーツの基本ルールと技術についてのプリント（教員自作）、作戦及び自己評価カード（教員自作）
担当教員 和多野 大,末吉 つねみ
到達目標
各スポーツの実践方法、基本技術を修得する。生涯にわたり自発的にスポーツを実践し、継続して身体活動を行う習慣を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

各スポーツの実践
方法、基本ルー
ル、基本技術を修得する。

各スポーツのルー
ルを理解する。
基本技術を修得す
る。
審判ができる。

各スポーツのルー
ルを理解する。
基本技術を修得す
る。

各スポーツのルー
ルを理解する。
基本技術修得のた
めの練習方法を知
る。

チームの戦術研
究、作戦の立案、
反省を通して、コ
ミュニケーション能
力を身につける。
また、スポーツの
マナーとフェアプレ
イについて理解す
る。

仲間と協力し合い
練習やゲームに取
り組む。話し合い
では発言すること
ができる。
チームをまとめる
ことができる。

仲間と協力し合い
練習やゲームに取
り組む。話し合い
では発言すること
ができる。

仲間と協力し合
い、練習やゲーム
に積極的に取り組
む。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
各スポーツのルールやマナー、安全対策について学習する。
スポーツの技術・戦術の修得およびゲームを通じて、運動技能修得の方略とその楽しさを学習する。自身で目標を設定
し、立案と内省を通し、学習到達度の確認および授業密度の向上をねらう。

授業の進め方・方法 各スポーツ種目の学習はグループ学習を基本とする。球技ではチーム戦術の検討、作戦の立案と反省を通してコミュニ
ケーション能力と自己学習能力を身につける。

注意点
・実技では半袖シャツと短パン（ハーフパンツ可）を着用すること。
・アクセサリーや腕時計等は安全のため外すこと。
・やむを得ない事情によって見学を希望する場合は、授業開始前に見学届を提出すること。
・実施種目および順序は、天候や施設コンディションなどの都合で変更になることがある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス・アルティメット（１） 基本技術（スローイング、キャッチング）を修得・ゲ
ーム

2週 アルティメット（２） 基本技術（スローイング、キャッチング）を修得・ゲ
ーム

3週 アルティメット（３） 基本技術（スローイング、キャッチング）を修得・ゲ
ーム

4週 アルティメット（４） 基本技術（スローイング、キャッチング）を修得・ゲ
ーム

5週 アルティメット（５） スキルテスト・ゲーム
6週 ニュースポーツ（１） グラウンドゴルフの基本技術・基本ルールの理解
7週 ニュースポーツ（２） ユニバーサルホッケーの基本技術、基本ルールの理解
8週 ニュースポーツ（３） ユニバーサルホッケーの基本技術、基本ルールの理解

2ndQ

9週 ニュースポーツ（４） ユニバーサルホッケーの基本技術、基本ルールの理解

10週 バレーボール（１） チーム分け・安全面の理解・審判の判定＆動作の修得
・ゲーム

11週 バレーボール（２） サーブ＆レシーブの修得・ゲーム
12週 バレーボール（３） レシーブからのトス＆アタックの修得・ゲーム
13週 バレーボール（４） 三段攻撃の修得（１）・ゲーム
14週 バレーボール（５） 三段攻撃の修得（２）・ゲーム
15週 バレーボール（６） スキルテスト・ゲーム
16週

後期 3rdQ

1週 テニス（１） 基本技術（フォア・バックハンドストローク、サービ
ス）修得・基本ルールの理解

2週 テニス（２） 基本技術（フォア・バックハンドストローク、サービ
ス）修得・基本ルールの理解

3週 テニス（３） 基本技術（フォア・バックハンドストローク、サービ
ス）修得・基本ルールの理解

4週 テニス（４） 基本技術（フォア・バックハンドストローク、サービ
ス）修得・基本ルールの理解



5週 テニス（５） 基本技術（フォア・バックハンドストローク、サービ
ス）修得・基本ルールの理解

6週 テニス（６） スキルテスト・ゲーム
7週 卓球（１） 基本技術の理解・習得
8週 卓球（２） 基本技術の習得・ルールダブルスゲームの理解

4thQ

9週 卓球（３） スキルテスト・ダブルスゲーム
10週 卓球（４） スキルテスト・ダブルスゲーム
11週 ニュースポーツ（５） グランドゴルフの基本技術・基本ルールの理解と実践
12週 バスケットボール（１） シュートの技術修得・ゲーム
13週 バスケットボール（２） シュートの技術修得・ゲーム
14週 バスケットボール（３） シュートの技術修得・ゲーム
15週 バスケットボール（４） スキルテスト・ゲーム
16週

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ 演習課題・発表

・実技・成果物 合計

総合評価割合 0 70 0 0 0 30 100
基礎的能力 0 70 0 0 0 0 70
応用力 0 0 0 0 0 30 30



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 特許法・法学
科目基礎情報
科目番号 4030 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 後期:2
教科書/教材 工業所有権法（産業財産権法）逐条解説（特許庁ホームページ）
担当教員 大久保 秀人
到達目標
特許法を中心として、知的財産関連法の法目的、保護対象、主要条文の趣旨を理解し、企業活動等で生まれる新規なアイデアやデザイン等の成
果物をどのようにして保護したらよいか、そのための手続についての基本的知識を身につける。
【Ⅸ-F】 倫理観（独創性の尊重、公共心）:法令を理解し遵守する。基本的人権について理解し、他者のおかれている状況を理解することができ
る。自分が関係している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認識している。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
知的財産権法の趣
旨及び概要を理解
し､社会で起きてい
る知的財産権に関
する事件につい
て、どんな知的財
産権が問題になっ
ているか理解でき
ること

知的財産権法の趣
旨及び概要を正し
く説明し、事例に
おいて問題となっ
ている知的財産権
を摘示できる。

知的財産権法の趣
旨及び概要を正し
く説明できる。

知的財産権法の趣
旨及び概要を説明
できる。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
理解できること。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
正しく説明し、登録
性について判断で
きる。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
正しく説明できる。

知的財産権の保護
対象、登録要件を
説明できる。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を正しく摘
示し、知的財産権
の利用または活用
について見解を述
べることができるこ
と。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を正しく摘
示し、知的財産権
の利用または活用
について見解を述
べることができる。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を正しく摘
示できる。

事例問題におい
て、問題の所在及
び争点を摘示でき
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 この科目は、弁理士として活躍する実務者が、実務に関する題材について講義形式で授業を行うものである。

知的財産権法の趣旨、概要を説明する。特に、産業財産権については、保護対象及び登録要件を説明する。

授業の進め方・方法 事例問題において、問題の所在及び争点を正しく理解し、知的財産権の利用または活用について考えることができるよ
うにする。

注意点 なお、関連する条文については、特許庁ホームページで閲覧可能な産業財産権法逐条解説を参照すること。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 知的財産権概論

知的財産権の概要説明
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

2週 知的財産権概論

ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える
①
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

3週 知的財産権概論

ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える
②
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。



4週 知的財産権概論

ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える
③
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

5週 知的財産権概論

ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える
④
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

6週 知的財産権概論

ドラマの仮想事例をもとに知的財産権の活用を考える
⑤
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

7週 知的財産権概論

知的財産権の保護対象、登録要件
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

8週 特許法

発明の保護、職務発明、ジェネリック医薬品
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

4thQ

9週 意匠法と不正競争防止法

デザイン保護法
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

10週 商標法と不正競争防止法

ブランド保護法
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

11週 著作権法

著作権法の保護対象と保護要件①
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる。

12週 著作権法

著作権法の保護対象と保護要件②
【Ⅸ-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する
、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係
している技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を理解
し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で
起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術
の成果が社会に受け入れられるよう行動できる

13週 著作権法
事例問題における著作権の争点
【Ⅸ-F】法令や過去の事例等の様々な要素を参照・融
合して、適切な行動指針を決定できる。

14週 産業財産権まとめ
産業財産権法の復習
【Ⅸ-F】法令や過去の事例等の様々な要素を参照・融
合して、適切な行動指針を決定できる。

15週 期末試験
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 10 0 0 0 0 60
専門的能力 30 10 0 0 0 0 40
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 4301 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材
担当教員 金城 篤史,仲間 祐貴
到達目標
①　座学や実験などで学んだ知識が社会活動にどのように関わっているかを研修/実習を通して理解する。
②　研修/実習を通して、自分自身の現状を理解し、仕事への適性を考えることができる。
③　研修/実習を通して、社会活動を円滑に進めるために必要な要素・能力・知識を認識する。
④　企業における多様な価値観を認識することができる。　　　　
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
座学や実験などで学んだ知識が社
会活動にどのように関わっている
かを研修/実習を通して理解する。
（C-1)

高専で学んだ専門分野・一般科目
の知識が企業などでどのように活
用・応用されているかを理解でき
る。

高専で学んだ専門分野・一般科目
の知識が企業などでどのように活
用されているかを理解できる。

研修/実習を通して、仕事の内容や
進め方を理解することができる。

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解し、仕事への適性を考え
ることができる

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解し、仕事への適性を考え
、行動することができる

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解し、仕事への適性を理解
することができる

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解することができる

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素・能
力・知識を認識する

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素・能
力・知識を認識することができる

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素・知
識を認識することができる

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素を認
識することができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

･ 学校教育と研修/実習の結合により学習効果および学習意欲の向上を図り、高い職業意識を育成し、自主性・独創性の
ある人材の育成を目指す。
･ 各種企業・官公庁等での実習（体験）により、修得した専門知識や技術に裏打ちを与えたり、実社会で必要な素養・能
力・価値観の必要性を体験・自覚させ、実社会の生きた知識を身につける。
※　受け入れ先企業の中での体験学習であるため、服装やマナーに関しては十分な注意が必要である。
※　対面時間（45分×30週：30単位時間）、研修/実習の日数は原則5日間（土日休日除く、5日×1日8時間勤務＝40時
間：53単位時間）、各自の取り組み（6時間以上：7単位時間以上）とします。
※　企業によってインターンシップ日数に違いがあるため、研修/実習時間が40単位時間に満たない場合は、事前・事後
の企業研究等と課すことによって単位時間を満たすことがあります。

授業の進め方・方法
教員が配布する資料
企業から配布される資料
その他インターンシップに関わる資料・新聞情報など

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

2週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

3週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　



4週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

5週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

6週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

7週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

8週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

2ndQ

9週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

10週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

11週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　



12週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

13週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

14週 ガイダンス・インターンシップ導入の背景と目的, 企
業研究（社会活動を理解する）

1．インターンシップの進め方の説明を行う　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　2．受入可能企業リスト
作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　3．インターンシップ企業希望調査
4．企業のマッチング
5．エントリーシートや履歴書の書き方
6．インターンシップに向けての心得など　

15週 インターンシップ

夏季休業中に最低5日間（8時間/日）以上実施する
①実務を経験する
②高専での授業の関連性を理解する
③仕事の進め方を考え、自ら行動し、適性を考える
④企業の社会的責任を理解する　　　

16週

後期

3rdQ

1週 成果報告と準備 インターンシップ報告書の作成と発表　　

2週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

3週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

4週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

5週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

6週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

7週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

8週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

4thQ

9週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

10週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

11週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

12週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など



13週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

14週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

15週 キャリア教育
１．業界研究会
２．SPI
３．進路選択
４．エントリーシート・履歴書の書き方など

16週
評価割合

試験 小テスト レポート
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物等）

ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 90 0 10 0 100
基礎的能力 0 0 30 0 0 0 30
専門的能力 0 0 20 0 10 0 30
分野横断的能力 0 0 10 0 0 0 10
主体的・継続的
学修意欲 0 0 30 0 0 0 30



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 応用数学
科目基礎情報
科目番号 4302 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1

教科書/教材 参考書:やさしく学べるラプラス変換・フーリエ解析, フーリエ級数・変換/ラプラス変換, ラプラス変換とフーリエ解析
要

担当教員 比嘉 聖
到達目標
応用数学が専門的知識の習得や研究に果たす役割を理解させる。
【5-1 I 】数学：工学の基本的問題を解決するために必要な数学の知識、計算技術および応用能力を修得させ、この知識および技術等を工学にお
ける現象面と関連づけて活用する能力を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

ラプラス変換の定
義・基本的な関数・
ラプラス変換の存
在条件や性質を理
解できる。

ラプラス変換及び
逆ラクラス変換を
理解することによっ
て動的システム・
線形システムから
の複雑な回路でも
伝達関数を求め、
応用できます。

ラプラス変換を理
解することによって
常微分方程式や線
形微分方程式を簡
単に解けることが
できる。

ラプラス変換を理
解することによって
常微分方程式を簡
単に解けることが
できる。

フーリエ級数にお
ける周期関数周期
2πの関数フーリエ
余弦級数・正弦級
数を理解する。
(A-1)

フーリエ級数の理
解によって周波数
応答法を用いた線
形システムと回路
が受けた信号の影
響を予測すること
がで、物理で応用

フーリエ級数を理
解することによっ
て、信号の周波数
聖文を計算するこ
とができる。

フーリエ級数係数
を求めることができ
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要

授業の進め方・方法
・ 4年生は始めて応用数学を学ぶことで,各授業の前には必ず前回の授業に関する重要な箇所を復習し,よくわから
ないところを再度説明するなどして,決して不明確なままで終わらせないことを進めていく。
・ 3回毎の授業で,前回の授業内容について小テストを行う。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス・定積分・無限積
分

授業の進め方・評価方法の説明後、無限積分の解き方
を学ぶ。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

2週 ラプラス変換の基本的な関数
-I

ラプラス変換の定義・計算方法を学ぶ。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

3週 ラプラス変換の基本的な関数
-Ⅱ

ラプラス変換の存在条件を学ぶ。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

4週 ラプラス変換の基本的な関数
-Ⅲ

Sの範囲に付いた条件を学ぶ
【5-1 I：14-5】定積分の定義を理解している（区分
求積法）。

5週 ラプラス変換の性質-I 線形法則・相似法則を学ぶ。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

6週 ラプラス変換の性質-Ⅱ 移動法則・ラプラス変換の微分・積分を学ぶ。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

7週 Group Assessment Test (GAT) 定積分～ラプラス変換の性質IIにてGATを行う。
8週 中間試験 上記の内容を元に前期中間試験を行う。

2ndQ

9週 逆ラプラス変換-I 逆ラプラス変換の性質と存在条件を学ぶ。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

10週 逆ラプラス変換-II 逆ラプラス変換のいろいろな問題を解く。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

11週 ラプラス変換への応用-I 常微分方程式の初期値問題を解く。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

12週 ラプラス変換への応用-II 未知関数とする定係数2階線形常微分方程式を解く。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

13週 フーリエ級数-I 周期2πの関数を理解する。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

14週 フーリエ級数-II~III フーリエ余弦級数・正弦級数を理解する。
【5-1 I：14-5】定積分の基本的な計算ができる。

15週 Group Assessment Test (GAT) 逆ラプラス変換の性質～フーリエ余弦級数にてGATを
行う。

16週 期末試験 上記の内容を元に前学期期末間試験を行う。



後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 10 0 0 0 0 60
応用力（実践・
専門・融合） 30 10 0 0 0 0 40

分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 コンピュータグラフィックス
I

科目基礎情報
科目番号 4304 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 コンピュータグラフィックス [改訂版]（CG-ARTS協会）、プリント、電子テキスト
担当教員 當間 栄作
到達目標
コンピュータグラフィックスの基礎理論や代表的なアルゴリズムを理解する
ソフトウェアを使って３ＤＣＧ（3次元コンピュータグラフィックス）の静止画を制作する過程を理解する
【V-D-8】メディア情報処理
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
コンピュータグラフィックスの基
礎理論や代表的なアルゴリズムを
理解する

学んだ理論やアルゴリズムについ
て説明でき、応用場面を考えるこ
とができる

学んだ理論やアルゴリズムを説明
できる

学んだ理論やアルゴリズムについ
ての演習問題を解ける

ソフトウェアを使って3DCG静止画
をの製作過程を理解する

表現したいことに適した手法を使
って、ソフトウェアで３DCG静止
画を作成できる

ソフトウェアを使って３DCG静止
画を作成できる

ソフトウエアを使って簡単な
３DCG静止画を作成できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
コンピュータグラフィックス（CG）は映画・テレビ・ゲームなどのエンターテインメント分野を中心に、デザイン、出
版、Webとあらゆる分野で重要な技術となっています。この授業では3次元の世界をコンピュータで扱う方法の基礎理論
や関係するアルゴリズムを学びます。また、アプリケーションソフトウェアを使用して３DCG（静止画）を作成する過
程を学びます

授業の進め方・方法 予習に必要はありませんが、授業中に配るプリントと小冊子の演習問題は復習して下さい。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション
ディジタルカメラモデル（ 1章） CGの基礎、3次元空間のディジタル表現を理解する。

2週 座標変換とパイプライン（ 2 章）
2次元座標系 幾何変換を理解する。

3週 座標変換とパイプライン（ 2 章）
同次座標とアフィン変換 幾何変換を理解する。

4週 座標変換とパイプライン（ 2 章）
同次座標とアフィン変換 幾何変換を理解する。

5週 座標変換とパイプライン（ 2 章）
同次座標とアフィン変換

演習問題によって、座標変換や変換行列の理解を深め
る。

6週 座標変換とパイプライン（ 2 章）
投影 投影を理解する。

7週 座標変換とパイプライン（ 2 章）
投影 演習問題によって、投影の理解を深める。

8週 座標変換とパイプライン（ 2 章）
ビューイングパイプライン ビューイングパイプラインを理解する。

2ndQ

9週 モデリング（ 3 章）
形状モデル 多面体形状の表現法を理解する。

10週 モデリング（ 3 章）
ソリッド モデル の形状表現 演習問題によって、形状モデルの理解を深める。

11週 モデリング（ 3 章）
境界 表現 のデータ 構造 と局所変形 演習問題によって、境界表現の理解を深める。

12週 モデリング（ 3 章）
曲線 ＣＧで利用される曲線と曲面を理解する。

13週 モデリング（ 3 章）
曲面 ＣＧで利用される曲線と曲面を理解する。

14週 演習問題 問題演習により知識を深める。
15週 演習問題 問題演習により知識を深める。
16週 期末試験 期末試験

後期 3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週



8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 提出課題 その他 合計

総合評価割合 80 15 5 100
基礎的能力 40 5 0 45
専門的能力 40 5 5 50
分野横断的能力 0 5 0 5



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 メディア情報工学実験IV
科目基礎情報
科目番号 4308 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 都度、教材(手順書，資料)を提示する。
担当教員 金城 篤史
到達目標
コンピューターネットワークで学習した知識を実際にルーターを触りネットワークを構築することでネットワークの知識を深める。
また、実験内容を自分で理解し、必要な実験システムを自ら準備したうえで実験できるようにし、講義で学んだ内容について実験実習を通じて
理解を深める。
【Ⅴ-D-6 情報通信ネットワーク】

・実験の課題に応じたプログラムの設計、実装が理解できる。
【Ⅴ-D-1】プログラミング：与えられた問題に対してそれを解決するためのプログラムをクロス開発環境を使い開発・実行できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

実験内容やその理論的背景を理解
できる。

実験内容やその理論的背景を理解
し、実問題に対して適切に適用が
できる。

実験内容やその理論的背景を理解
できる。

実験内容やその理論的背景の基礎
を理解できる。

実験結果を客観的に考察する能力
を習得する。

実験結果を客観的に考察し、実問
題に対して適切に適用ができる。

実験結果を客観的に考察し、適用
ができる。

実験結果を客観的に考察するため
の基礎を理解できる。

工学実験の報告書の執筆方法を習
得する。

工学実験の報告書の執筆方法を習
得し、実問題に対して適切に適用
できる。

工学実験の報告書の執筆方法を習
得し、適用ができる。

工学実験の報告書の執筆方法の基
礎を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要

授業の進め方・方法

インターネットは情報社会の基盤となっている。インターネットを深く理解するためにはネットワークを構築した経験
が重要である。
本実験では、実際にルーターやスイッチを用いてネットワーク構築し、ネットワークの理解を深める。
また、実験内容を自分で理解し、必要な実験システムを自ら準備したうえで実験できるようにし、講義で学んだ内容に
ついて実験実習を通じて理解を深める。同時に、工学実験の報告書の書き方を習得する。

注意点 教材（手順書、資料）を提示する。
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション 授業概要、注意事項の説明・ネットワーキング1の復習
2週 ダイナミックルーティング RIP/RIPv2 RIP/RIPv2を用いたネットワークが構築できる。
3週 ダイナミックルーティング RIP/RIPv2 RIP/RIPv2を用いたネットワークが構築できる。
4週 ダイナミックルーティング OSPF OSPFを用いたネットワークを構築できる。
5週 ダイナミックルーティング OSPF OSPFを用いたネットワークを構築できる。
6週 NAT NATの動作の確認と、その設定ができる。
7週 NAT NATの動作の確認と、その設定ができる。
8週 アクセスコントロールリスト(ACL) アクセスコントロールリストの設定ができる

2ndQ

9週 アクセスコントロールリスト(ACL) アクセスコントロールリストの設定ができる
10週 VLAN VLANの設定
11週 VLAN VLANの設定
12週 スパニングツリープロトコル スパニングツリーの設定
13週 スパニングツリープロトコル スパニングツリーの設定
14週 トラフィックの解析 トラフィックの解析
15週 トラフィックの解析 トラフィックの解析
16週

後期 3rdQ

1週
LCD制御のためのCプログラムを作成し、ターゲット
ボードを用いた動作確認を行う。【V-D-1：2-1】【
V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

2週
LCD制御のためのCプログラムを作成し、ターゲット
ボードを用いた動作確認を行う。【V-D-1：2-1】【
V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。



3週
LCD制御のためのCプログラムを作成し、ターゲット
ボードを用いた動作確認を行う。【V-D-1：2-1】【
V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

4週
LCD制御のためのCプログラムを作成し、ターゲット
ボードを用いた動作確認を行う。【V-D-1：2-1】【
V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

5週 AB10-EXEを使用した実験方法及び環境について学ぶ
。【V-D-1：2-1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

6週
LED駆動回路制御のためのCプログラムを作成し、ター
ゲットボードを用いた動作確認を行う。【V-D-1：2-
1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

7週
LED駆動回路制御のためのCプログラムを作成し、ター
ゲットボードを用いた動作確認を行う。【V-D-1：2-
1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

8週
ステッピングモータ駆動回路制御のためのCプログラ
ムを作成し、ターゲットボードを用いた動作確認を行
う。【V-D-1：2-1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-
1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

4thQ

9週
ステッピングモータ駆動回路制御のためのCプログラ
ムを作成し、ターゲットボードを用いた動作確認を行
う。【V-D-1：2-1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-
1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

10週
A/D変換、D/A変換のためのCプログラムを作成し、タ
ーゲットボードを用いた動作確認を行う。【V-D-
1：2-1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

11週
A/D変換、D/A変換のためのCプログラムを作成し、タ
ーゲットボードを用いた動作確認を行う。【V-D-
1：2-1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

12週
DCモータ駆動回路制御のためのCプログラムを作成し
、ターゲットボードを用いた動作確認を行う。【V-D-
1：2-1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

13週
DCモータ駆動回路制御のためのCプログラムを作成し
、ターゲットボードを用いた動作確認を行う。【V-D-
1：2-1】【V-D-1：2-2】【V-D-1：5-1】

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

14週 成果物の作成とピアレビューによる品質向上の取り組
みについて理解する。

ICTやICTツール、文書等を自らの専門分野において情
報収集や情報発信に活用できる。
相手を理解した上で、説明の方法を工夫しながら、自
分の意見や考えをわかりやすく伝え、十分な理解を得
ている。

15週 成果物の作成とピアレビューによる品質向上の取り組
みについて理解する。

ICTやICTツール、文書等を自らの専門分野において情
報収集や情報発信に活用できる。
相手を理解した上で、説明の方法を工夫しながら、自
分の意見や考えをわかりやすく伝え、十分な理解を得
ている。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 レポート ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 90 0 10 100
基礎的能力 0 0 0 20 0 0 20
応用力 0 0 0 70 0 0 70
社会性 0 0 0 0 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造研究
科目基礎情報
科目番号 4313 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 伊波 靖,玉城 龍洋,タンスリヤボン スリヨン,與那嶺 尚弘,金城 篤史,佐藤 尚,仲間 祐貴,當間 栄作,比嘉 聖
到達目標
学生各自の問題意識に沿った創造性あふれる課題研究を、低学年から継続的に行うことにより、技術者として必要な、実践的かつ総合的な学力
を身につける。
【IV-A】工学リテラシー
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

学生各自の問題意識に沿った創造
性あふれる課題研究を行う

テーマにオリジナリティーを付加
して、研究を完了または作品を完
成できる。

テーマの目的を理解し、研究を完
了または作品を完成できる。

テーマに沿って、研究を遂行また
は作品を制作できる。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

１　学生各自が、以下のような創造性あふれる課題を持つことから、この科目ははじまる。「英語による科学技術論文
を書く」「科学技術の発展を社会学の視点で明らかにする」「速く走るための姿勢を科学的に分析し論文とする」「ロ
ボットコンテストやプログラミングコンテストに出品する作品を創る」「mini movieを作成する」「県産品を使った新
しい健康食品を創る」など
２　学生は、個人またはチームで、課題を研究するためにふさわしい教員を探し、担当を依頼する。それぞれの課題に
応じて、総合科学科・機械システム工学科・情報通信システム工学科・メディア情報工学科・生物資源工学科の全教員
が、依頼の対象となる。
３　授業時間は、教員と学生が相談の上、両者の空き時間に設定される。教員が直接指導・助言にあたるのは、原則と
して授業1単位（年間30時間）に相当する時間とする。学生が図書館などで調査研究したり、レポートや作品を仕上げて
いる時間も、授業時間に換算できるものとする。
４　教員が学生の依頼を受諾したら、学生は、所定の用紙で、課題名・担当教員・授業時間などを教務係に届け出る。
５　授業はゼミ形式となる。教員は、調査・実験・討議・発表などに関し、適宜、指導・助言を行う。

授業の進め方・方法 指導教員が指定する図書および自ら検索した研究に関連する図書など。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

2ndQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照
14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

後期

3rdQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

4thQ
9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照



12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照
14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

評価割合

定期試験 小テスト レポート
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物等）

合計

総合評価割合 0 0 0 100 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
応用力（実践・
専門・融合） 0 0 0 0 0 0 0

社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

0 0 0 0 0 0 0

主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 100 0 0 100



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 ディジタルシステム設計
科目基礎情報
科目番号 4315 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 都度，教材(手順書，資料)を提示する。
担当教員 與那嶺 尚弘
到達目標
いわゆるSoCシステムの構築では，ハードウェア処理とソフトウェア処理による機能分割を考慮したシステム設計･デバッグが必要となる。そこ
で，Webカメラを搭載した画像ディジタルシステムを設計し，用途に応じたディジタルシステムの設計を習得する。さらにディジタルシステム
上でハード&ソフト協調デバッグを実習する 。
【Ⅴ-D-4】【Ⅵ-D】【Ⅴ-D-8 メディア情報処理】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

ハードウェア記述言語によりディ
ジタル回路を記述できる。

ハードウェア記述言語「Verilog
HDL」を用いた論理回路設計とし
て，組み合わせ回路記述，順序回
路記述，レジスタ・トランスファ
・ロジック記述が十分にできる。

ハードウェア記述言語「Verilog
HDL」を用いた論理回路設計とし
て，組み合わせ回路記述，順序回
路記述，レジスタ・トランスファ
・ロジック記述ができる。

ハードウェア記述言語「Verilog
HDL」を用いた論理回路設計とし
て，組み合わせ回路記述，順序回
路記述，レジスタ・トランスファ
・ロジック記述ができない。

論理シミュレータを用いてディジ
タル回路を設計検証できる。

論理シミュレータによる設計検証
に必要な記述が十分にできる。

論理シミュレータによる設計検証
に必要な記述ができる。

論理シミュレータによる設計検証
に必要な記述ができない。

EDAを用いて論理合成を行い、設
計したディジタル回路をプログラ
マブル・ロジック・デバイスへ実
装し、動作を検証できる。

論理合成を行い，プログラマブル
・ロジック・デバイスによる実装
が十分にできる。

論理合成を行い，プログラマブル
・ロジック・デバイスによる実装
ができる。

論理合成を行い，プログラマブル
・ロジック・デバイスによる実装
ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

科目目標【MCC目標】
Verilog HDLの文法事項全般、階層構成の記述、高度なテスト・ベンチの記述、RTL記述の手法を解説する。また、プロ
グラマブル・ロジック・デバイスを搭載した実習ボードにより、HDLを用いたディジタル回路設計手法を修得する。
【Ⅴ-D-4】【Ⅵ-D】【Ⅴ-D-8 メディア情報処理】

総合評価
報告書（60%）および実習方法に基づいた適切な実習を行えたか（40%）の合計点で評価する。

授業の進め方・方法
Verilog HDL記述と論理合成される回路の対応を具合例を示して解説する。また、ソフトウェアにはない並列処理の考え
方および回路構成とその記述法を示し、シミュレーションおよび実習ボードを用いて動作を検証する。講義は、座学と
実習（シミュレーション、論理合成、配置配線、実習ボードへの実装）を段階毎に行いステップ・アップするスパイラ
ル方式で進める。

注意点 課題は自ら取り組むこと。
教科書・教材および参考書籍等は適宜提示する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス、HDL設計開発の流れ１

・HDLを用いたディジタル回路設計手法を理解し、説
明できる。
・ハードウェア開発とソフトウェア開発との違いを理
解できる。
・Verilog HDL開発環境をインストールし、操作方法
を理解できる。

2週 HDL設計開発の流れ２、組み合わせ回路設計１ ・Verilog HDLの基本的な文法を理解できる。
・組み合わせ論理回路を記述できる。

3週 組み合わせ回路設計２ ・Verilog HDLの基本的な文法を理解できる。
・組み合わせ論理回路を記述できる。

4週 順序回路設計１
・Verilog HDLの基本的な文法を理解できる。
・組み合わせ論理回路と順序回路の違いを理解し、説
明できる。
・順序回路を記述できる。

5週 順序回路設計２
・Verilog HDLの基本的な文法を理解できる。
・組み合わせ論理回路と順序回路の違いを理解し、説
明できる。
・順序回路を記述できる。

6週 組み合わせ回路・順序回路設計 ・組み合わせ論理回路と順序回路を組み合わせた回路
を設計・記述できる。

7週 構造化記述、シミュレーション記述１
・構造化記述を理解し、必要性を説明できる。
・シミュレーション記述を理解できる。
・シミュレーション記述を用いて、設計した回路の動
作を検証できる

8週 シミュレーション記述２
・シミュレーション記述を理解できる。
・シミュレーション記述を用いて、設計した回路の動
作を検証できる



2ndQ

9週 実習ボードでの演習１

・統合開発ツールを用いて、設計記述した回路を論理
合成できる。
・統合開発ツールを用いて、論理合成した回路をプロ
グラマブル・ロジック・デバイスに実装し、動作を検
証できる。

10週 実習ボードでの演習２

・統合開発ツールを用いて、設計記述した回路を論理
合成できる。
・統合開発ツールを用いて、論理合成した回路をプロ
グラマブル・ロジック・デバイスに実装し、動作を検
証できる。

11週 実習ボードでの演習３

・統合開発ツールを用いて、設計記述した回路を論理
合成できる。
・統合開発ツールを用いて、論理合成した回路をプロ
グラマブル・ロジック・デバイスに実装し、動作を検
証できる。

12週 実習ボードでの演習４

・統合開発ツールを用いて、設計記述した回路を論理
合成できる。
・統合開発ツールを用いて、論理合成した回路をプロ
グラマブル・ロジック・デバイスに実装し、動作を検
証できる。

13週 自由課題１
・Verilog HDLを用いてディジタル回路を設計し、プ
ログラマブル・ロジック・デバイスに実装し、動作を
検証できる。

14週 自由課題２
・Verilog HDLを用いてディジタル回路を設計し、プ
ログラマブル・ロジック・デバイスに実装し、動作を
検証できる。

15週 自由課題３
・Verilog HDLを用いてディジタル回路を設計し、プ
ログラマブル・ロジック・デバイスに実装し、動作を
検証できる。

16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発

表・実技・成果物等） 合計

総合評価割合 0 0 60 40 100
基礎的理解 0 0 30 20 50
応用力（実践・専門・
融合） 0 0 30 20 50

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 0 0

主体的・継続的学修意
欲 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 産業創造セミナー
科目基礎情報
科目番号 4318 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 4
教科書/教材
担当教員 金城 篤史
到達目標
産業や仕事に関心を持ち、自分の進路に関して考えるきっかけをつかみ、基礎的なビジネス関連用語を理解するとともに簡単な事業計画書を作
成し、社会の仕組みを考えることができることを目標とする。
【VII-B】、【VII-C】、【VIII】、【IX】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
産業や仕事に関心を持ち、自分の
進路に関して考えるきっかけをつ
かむ。

産業や仕事に関心を持ち、自分の
進路に関して具体的に考えること
ができる。

産業や仕事に関心を持ち、自分の
進路に関して具体的に考えること
ができる。

産業や仕事に関心を持つ。

基礎的なビジネス関連用語を理解
し、社会の仕組みを考えることが
できる。

基礎的なビジネス関連用語を確認
し、実際の社会の仕組みの概念を
具体的に考えることができる。

基礎的なビジネス関連用語を確認
し、実際の社会の仕組みの概念を
考えることができる。

基礎的なビジネス関連用語を確認
できる。

簡単な事業計画書を作成できる。

簡単な起業計画書の作成において
、自分の意見を積極的に言うこと
ができ、他人の異なる意見をまと
めながら、グループの計画として
まとめ、発表することができる。

簡単な起業計画書の作成において
、自分の意見を積極的に言うこと
ができ、他人の異なる意見を聞く
ことができる。

簡単な起業計画書の作成において
、自分の意見を言える。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 起業家による講演で創業の経緯と経営課題、経営学分野の非常勤講師による講義を通じてビジネス関連基礎知識を学び

、参考資料とサンプルに基づいてグループ単位で事業計画書を作成する。
授業の進め方・方法 配布資料を予定
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 目標・授業概要および進め方を説明する（講義）
2週 ビジネス基礎（１） ビジネスの基礎（内容調整中）
3週 ビジネス基礎（２） ビジネスの基礎（内容調整中）
4週 ビジネス基礎（３） ビジネスの基礎（内容調整中）
5週 ビジネス基礎（４） ビジネスの基礎（内容調整中）
6週 ビジネス基礎（５） ビジネスの基礎（内容調整中）
7週 ビジネス基礎（６） ビジネスの基礎（内容調整中）
8週 前期中間試験（行事予定で週変更可）

4thQ

9週 事業計画(1) 企業と起業について（講義）
10週 事業計画(2) 企画立案（実習）
11週 事業計画(3) 企画立案（実習）
12週 事業計画(4) 企画立案（実習）
13週 事業計画(5) 発表・ディスカッション
14週 事業計画(6) 発表・ディスカッション
15週 授業総括 （講義）
16週

評価割合

試験 小テスト レポート
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物等）

ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 0 30 30 0 0 100
基礎的能力 20 0 10 10 0 0 40
応用力（実践・
専門・融合） 5 0 5 5 0 0 15

社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

10 0 10 10 0 0 30

主体性・継続的
学修意欲 5 0 5 5 0 0 15



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 情報理論
科目基礎情報
科目番号 4319 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 はじめての情報理論　稲井寛　森北出版株式会社
担当教員 タンスリヤボン スリヨン
到達目標
情報技術（IT）分野での情報を数学的扱うことの手法を修得する。情報量の概念・定義を理解し、実際に計算することができる。情報源のモデ
ルと情報源符号化について説明できる。通信路のモデルと通信路符号化について説明できる。線形符号について説明できる。
【V-D-7】 情報量の概念・定義を理解し、実際に計算することができる。情報源のモデルと情報源符号化について説明できる。通信路のモデル
と通信路符号化について説明できる。線形符号について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

情報量の概念・定義の表現を理解
できる(A-2)

情報量の概念・定義の基礎と算術
手法を理解し，応用問題に対して
適応できる。

情報量の概念・定義の基礎と算術
手法を理解できる

情報量の概念・定義の基礎を理解
できない。

情報源のモデルと情報源符号化を
理解できる(A-2)

情報源のモデルと情報源符号化の
基礎と算術手法を理解でき，応用
問題に適応できる。

情報源のモデルと情報源符号化の
基礎と算術手法を理解できる。

情報源のモデルと情報源符号化の
基礎を理解できない。

通信路のモデルと通信路符号化を
理解できる(A-2)

通信路のモデルと通信路符号化の
基礎と算術手法を理解でき，応用
問題に適応できる。

通信路のモデルと通信路符号化の
基礎と算術手法を理解できる。

通信路のモデルと通信路符号化の
基礎を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 　本科目は，情報量の概念・定義を理解し、実際に計算することができること、情報源のモデルと情報源符号化につい

て説明できること、通信路のモデルと通信路符号化について理解できることを目標とする。
授業の進め方・方法 課題レポートにより成績を評価するので、レポートの提出は必ず実施すること。
注意点 授業に関する質問等は、授業中はもちろんメールなどで随時受け付けるので、自発的な勉強を期待する。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 授業の進め方や評価方法などが理解できる。
2週 情報量の概念・定義 情報量の概念・定義が理解できる。
3週 情報量の概念・定義 情報量の概念・定義が理解できる。

4週 情報量に関する課題演習 課題演習を行うことで、情報量に関する理解を深める
。

5週 情報源の概念・定義 情報源の概念・定義が理解できる。
6週 情報源の概念・定義 情報源の概念・定義が理解できる。

7週 情報源に関する課題演習 課題演習を行うことで、情報源に関する理解を深める
。

8週 情報源符号化の概念・定義 情報源符号化の概念・定義が理解できる。

4thQ

9週 情報源符号化の概念・定義 情報源符号化の概念・定義が理解できる。

10週 情報源符号化に関する課題演習 課題演習を行うことで、情報源符号化に関する理解を
深める。

11週 通信路および通信路符号化の概念・定義 通信路および通信路符号化の概念・定義が理解できる
。

12週 通信路および通信路符号化の概念・定義 通信路および通信路符号化の概念・定義が理解できる
。

13週 通信路および通信路符号化に関する課題演習 課題演習を行うことで、通信路および通信路符号化に
関する理解を深める。

14週 線形符号の概念・定義 線形符号の概念・定義が理解できる。

15週 線形符号の概念・定義に関する課題演習 課題演習を行うことで、線形符号に関する理解を深め
る。

16週
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 80 0 0 0 0 80
専門的能力 0 20 0 0 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 オブジェクト指向言語
科目基礎情報
科目番号 4320 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 自作教材
担当教員 伊波 靖
到達目標
Java言語の文法を理解、習得し、Java言語のクラスライブラリの使用方法を理解、習得する。オブジェ
クト指向の基礎概念を理解、習得することを目標とする。
【V-D-1】プログラミング分野
【VI-D】プログラミング基礎実習
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル(不可)

Java言語の文
法を理解し、クラ
スライブラリの
使用方法を理解
することが出来
る。（A-3)

Java言語の応
用的な文法とク
ラスライブラリの
使用方法を理解
し、クラスライブ
ラリを使用した
実装ができる。

Java言語の応
用的な文法につ
いて理解し、クラ
スライブラリの
概念について理
解できる。

Java言語の文
法についてC言
語と比較しなが
ら理解すること
ができる。

オブジェクト指向
の基礎概念を理
解することがで
きる。（A-3)

Java言語におけ
るオブジェクト指
向の実装につい
て理解し、必要
なクラスを実装
できる。

Java言語におけ
るオブジェクト指
向の実装につい
て理解できる。

オブジェクト指向
の基礎概念につ
いて理解でき
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本授業では、オブジェクト指向言語であるJava言語を学びます。

授業の進め方・方法 基本的な文法だけではなく、継承・カプセル化・ポリモーフィズム等のオブジェクト指向を学びます。演
習では講義内容に応じたプログラミング課題に取り組みます。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンスと開発環境整備 授業内容の説明と Java 開発環境の整備を行う
2週 Java 言語文法 (1) 変数、データ型、演算子について学ぶ
3週 Java 言語文法 (２) 条件分岐、繰り返し制御、配列について学ぶ
4週 Java 言語文法 (３) キーボード入力等について学ぶ
5週 クラスとインスタンス (1) クラスとインスタンス、コンストラクタについて学ぶ
6週 クラスとインスタンス (2) クラスとインスタンス、コンストラクタについて学ぶ
7週 クラスとインスタンス (3) メソッドのシグネチャ、オーバーロードについて学ぶ
8週 中間試験 中間試験を実施する

4thQ

9週 クラスとインスタンス (4) メソッドのシグネチャ、オーバーロードについて学ぶ
10週 オブジェクトの継承 (1) 継承とコンストラクタについて学ぶ
11週 オブジェクトの継承 (2) 継承とオーバーライドについて学ぶ
12週 例外処理とパッケージ try-catch、throw、パッケージについて学ぶ
13週 GUIアプリ開発のためのSwing (1) Swingを用いたGUIアプリ開発法について学ぶ
14週 GUIアプリ開発のためのSwing (2) Swingを用いたGUIアプリ開発法について学ぶ
15週 GUIアプリ開発のためのSwing (3) Swingを用いたGUIアプリ開発法について学ぶ
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物等）

合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
応用力（実践・
専門・融合） 50 0 0 0 0 0 50



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 OSとコンパイラI
科目基礎情報
科目番号 4321 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 図書館にあるOSやコンパイラに関する図書を参考にして理解の補助とすること
担当教員 伊波 靖
到達目標
【V-D-5】コンパイラの仕組みとそれを支える理論を説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

コンパイラの基本的な技術につい
て理解し、説明できる(A-2)

コンパイル過程のそれぞれの段階
の技術について詳しく説明できる

コンパイルに必要な技術をコンパ
イルの過程にしたがって説明でき
る

コンパイルに必要な技術について
説明できる

インタプリタの技術を実装を通し
て学び、その実装内容について説
明できる(A-2)

簡単なインタプリタを実装できる ヒントや技術的な開設を元にイン
タプリタを実装できる

インタプリタの仕組みを説明でき
る

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
OSとコンパイラの基礎技術について学ぶ。
授業は座学だけではなく、学んだ事を実際に実装することによって理解を深める。
本科で学んだC言語の復習をしておくこと。

授業の進め方・方法 座学と演習を行う
注意点 なし
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週 ガイダンスとコンパイラ概説 本講義の内容と評価方法の解説及びコンパイラの概要
について学ぶ

2週 コンパイラとインタプリタ コンパイラとインタプリタの違いについて学ぶ
3週 コンパイラの内部構造1 コンパイラの基本的な構造について学ぶ
4週 コンパイラの内部構造2 コンパイラの基本的な構造について学ぶ

5週 字句解析とオートマトン 字句解析とオートマトンについて学ぶ

6週 構文解析 構文解析について学ぶ

7週 構文解析 構文解析について学ぶ
8週 前期中間試験

4thQ

9週 意味解析とコード生成1 意味解析とコード生成について学ぶ

10週 意味解析とコード生成2 意味解析とコード生成について学ぶ

11週 意味解析とコード生成3 意味解析とコード生成について学ぶ
12週 最適化 コード生成の最適化について学ぶ
13週 FlexとBison 1 FlexとBisonを使い字句解析と構文解析の作り方を学ぶ

14週 FlexとBison 2 FlexとBisonを使い字句解析と構文解析の作り方を学ぶ

15週 FlexとBison 3 FlexとBisonを使い字句解析と構文解析の作り方を学ぶ



16週
評価割合

試験 演習／レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
コンパイラの基
礎技術 60 0 0 0 0 0 60

コンパイラの演
習を通しての理
解

0 40 0 0 0 0 40



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 コンピュータネットワークII
科目基礎情報
科目番号 4323 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 K-SEC作成教材及びパワーポイントなどのプレゼン資料
担当教員 仲間 祐貴
到達目標
TCP/IPにおけるTCP層の概要について理解する。アプリケーション層において利用される各種サービスとそのプロトコルについて理解し、サー
バの構築に必要な知識を取得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

TCP/IPにおけるTCP層の概要につ
いて理解する（A-2)

TCP層において不正アクセス等で
使用される手法等を把握し、対策
法について理解できる。

TCP層を構成する概念と技術につ
いて理解できる。

TCP層を構成する概念について理
解することができる。

アプリケーション層において利用
される各種サービスとそのプロト
コルについて理解し、サーバの構
築に必要な知識を取得する（A-2)

アプリケーション層において利用
される各種サービスとそのプロト
コルについて理解し、サーバの構
築に必要な知識が理解できる。

アプリケーション層をにおいて利
用される各種サービスを構成する
プロトコルについて理解できる。

アプリケーション層において利用
される各種サービスについて理解
できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
TCP/IPはインターネットを始めとする各種ネットワークで利用されています。本科目では、TCP/IPの概要を理解し、ア
プリケーション層において各種サービスについてプロトコルおよび設定法を学びます。また、次世代インターネットプ
ロトコルとして普及が期待されているIPv6の概要について理解し、ネットワークの構築法について学びます。

授業の進め方・方法 授業はパワーポイントのスライドに基づいて進めます。スライドは共有フォルダに置くので、各自ノートパソコン等で
閲覧できるようにして授業に臨んでください。

注意点 授業の資料は共有フォルダに置くので、各自復習等に役立ててください。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業の進め方や成績評価方法、受講上の注意事項及び
コンピュータネットワークIの復習を行う。 IP層の役割について説明できる。

2週 TCP/IPにおけるTCP層の役割について深く学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

3週 電子メールの送信に関するプロトコルについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

4週 電子メールの受信に関するプロトコルについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

5週 WWWで使われるHTTPについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

6週 リモート接続で用いられるTELNETについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

7週 リモート接続で用いられるSSHについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

8週 中間試験

4thQ

9週 ファイル転送で用いられるFTPについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

10週 動的なホスト管理に用いられるDHCPについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

11週 名前解決に用いられるDNSについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

12週 名前解決に用いられるDNSについて学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

13週
時刻管理とネットワーク管理に用いられるNTPと
SNMPについて学ぶ
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

14週 IPv6の概要について学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。



15週 IPｖ４からIPv6への移行について学ぶ。
【V-D-6:2-3】

TCP/IPの4階層について各層の役割を説明でき、各層
に関係する具体的かつ標準的な規約や技術を説明でき
る。

16週 期末試験
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 整備基礎I
科目基礎情報
科目番号 7001 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教員作成資料、航空工学講座１.航空力学（日本航空技術協会）、航空工学講座8.航空計器（日本航空技術協会）
担当教員 大貫 龍哉
到達目標
前期については航空力学、後期に関しては、運航全般、航空計器並びに電気・電子装備品（コミュニケーション）の基礎的内容の理解を目標と
する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1：授業内容の理解度 定期試験で９０％以上の理解度評
価

定期試験で７０％以上の理解度評
価

定期試験で６０％未満の理解度評
価

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 教員作成の資料及び市販されている教科書を使用し、航空力学、運航全般、航空計器並びに電気・電子装備品（コミュ

ニケーション等）に関する基礎事項の講義を行う。
授業の進め方・方法 主として講義形式で行い、エアラインの運航、航空機整備技術及び航空産業のトピックを提供しながら進める。

注意点 単に用語の定義や数式を暗記させるのではなく、航空機を構成する各システムの役割を理解してもらうことに力点を置
く。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 航空技術者プログラムと航空産業について 航空産業の全体感を理解する
2週 航空力学の基礎 航空力学の基礎を理解
3週 揚力と抗力（１） 揚力の基礎を理解
4週 揚力と抗力（２） 抗力の基礎を理解
5週 翼と翼型（１） 翼と各部の名称を理解
6週 翼と翼型（２） 翼型、高揚力装置の理解
7週 安定性 動安定、静安定の理解
8週 操縦性（１） 操舵力について理解

2ndQ

9週 中間試験
10週 操縦性（２） 操縦の基礎の理解
11週 性能（１） 速度及び馬力の基礎を理解
12週 性能（２） 上昇、旋回、巡航性能の基礎の理解
13週 性能（３） 降下、離着陸性能の基礎の理解
14週 高速空気力学（１） 高速空気力学の基礎を理解

15週 高速空気力学（２）/重量および搭載 ・高速飛行に伴う現象と対策の理解
・航空機の重量および重心位置について理解

16週 期末試験

後期

3rdQ

1週 運航一般
・運航便の出発準備から運航終了まで
・飛行方式とその変更
に関しての基礎事項の理解

2週 運航一般
・航空交通管制等に関して
・航法の種類
の基礎的事項の理解

3週 運航一般
・航空保安施設
・運航方式
に関しての基礎事項の理解

4週 航空計器 計器一般、ピト－圧/静圧系統と空盒計器（
高度計、速度計等）の基礎事項の理解

5週 航空計器 空盒計器（マッハ計、昇降計）
ADC（Air Data Computer)の基礎事項の理解

6週 航空計器 ジャイロ計器（ジャイロの性質、水平儀と姿勢指示器
、定針儀、旋回計等）の基礎事項の理解

7週 航空計器 地磁気、磁気計器（磁気コンパス
、遠隔指示コンパス等）の基礎事項の理解

8週 航空計器 IRS（Inertial Reference System）の基礎事項の理解

4thQ

9週 中間試験
10週 電気・電子装備品の基礎 電波一般に関しての基礎事項の理解

11週 電気・電子装備品の基礎 各通信システムの理解（VHF,HF
Communication System等）の基礎的事項の理解

12週 電気・電子装備品の基礎 各通信システムの理解（SELCAL System
、 SATCOM System等）の基礎的事項の理解



13週 電気・電子装備品の基礎 各通信システムの理解（ACARS
、 ELT等）の基礎的事項の理解

14週 電気・電子装備品の基礎 記録装置（CVR、FDR、 LF-ULD）の基礎的事項の理
解

15週 電気・電子装備品の基礎 航空機で使用されるデジタル・データ・バスの基礎的
事項の理解

16週 期末試験
評価割合

試験 発表 取組姿勢 合計
総合評価割合 80 0 20 100
基礎的能力 80 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 技術者倫理
科目基礎情報
科目番号 5005 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 パワーポイント、ビデオ
担当教員 山城 光,高良 秀彦,玉城 龍洋,田中 博,青木 久美
到達目標
社会と技術者のかかわりと、社会における技術者の責任や役割について理解する。すぐれた意思決定がどのようになされるかについて理解する
。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

技術者倫理が必要とされる社会的
背景を理解し、社会に対する技術
者の責任・義務について説明でき
る。

社会に対する技術者の責任・義務
について認識・理解し、自らの工
学分野に適用して自分の意見を交
えながら、論理的に説明すること
ができる。

社会に対する技術者の責任・義務
について認識・理解し、自らの工
学分野に適用して論理的に説明す
ることができる。

社会に対する技術者の責任・義務
について認識し、説明することが
できない。

技術者としての自覚をもって、倫
理的問題を多面から分析し、複数
の可能な解決策を考えることがで
きる。それらを様々な視点からテ
ストしたうえで、意思決定をする
ことができる。

技術者としての自覚をもって、倫
理的問題を多面から分析し、複数
の可能な解決策を考えることがで
きる。それらを様々な視点からテ
ストしたうえで、意思決定をする
ことができる。

技術者としての自覚をもって、倫
理的問題を多面から分析し、複数
の可能な解決策を考えることがで
きる。

技術者としての自覚をもって、倫
理的問題を分析し、可能な解決策
を考えることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
この科目は、実務経験者がそれぞれの企業での実例をもとに、技術者の持つべき倫理観について講義形式で授業を行う
ものである。
1-10回目の授業では、ディスカッション、PBL、発表などを多用しながら技術者倫理の基礎を学ぶ。11回目―15回目の
授業では、主に事例研究を行う。

授業の進め方・方法 11回ー15週目の事例研究は、4クラス合同で行う。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
導入
技術者としての自覚
技術者の倫理的責任

シラバスの説明。
倫理とはなにか、技術者倫理とは何か、などについて
理解する。専門職業人としての技術者の役割や技術者
の責任について理解する。

2週
技術者の倫理的責任
技術と環境
持続可能な発展

技術者は世界とどのように関わっているかについて、
環境倫理などの観点から考える視点を養う。持続可能
な発展について理解する。

3週 技術者の意思決定 技術者が意思決定を求められる状況を考察し、技術者
の陥りやすいジレンマや意思決定に必要な能力につい
て考える。

4週 科学技術の発展とリスク
科学技術のリスクについて理解し、リスク・マネージ
メント、リスク・コミュニケーションについて理解す
る。リスク・コミュニケーションに必要な情報公開と
情報分析能力について理解する。

5週 南北問題 南北問題について知る。

6週 グローバルな視野
メディアリテラシー

技術者に必要なグローバルな視野、国際場面で技術者
が遭遇する困難について考える。技術者としての信用
と公益の確保の両立をもたらす意思決定の可能性につ
いて考える。

7週 内部告発 内部告発の問題について、仮想事例を用いて考える。
8週 倫理的意思決定の方法 セブン・ステップリストを理解する。

2ndQ

9週 問題解決プロセスの実践
セブンステップ・リストを使ったグループ・ワークを
通して、倫理的問題の解決方法を実践的に学び、倫理
的な課題に力を合わせて取り組んでいく能力を養う。

10週 発表 グループ・ワーク（PBL）の発表
11週 機械系における事例研究 開発過程での実例に基づいて倫理について考える。
12週 情報通信分野における事例研究 研究開発過程での技術者倫理について考える。
13週 技術者として守るべき事 開発過程での実例に基づいて倫理について考える。

14週 生物系における事例研究 食品製造分野での事例を紹介し、技術者倫理について
考える。

15週 研究報告における技術者倫理 STAP細胞とiPS細胞の論文発表を比較検討し、研究報
告における倫理を考える。

16週
評価割合

レポート 発表 小テスト 合計



総合評価割合 70 20 10 100
基礎的能力 50 10 10 70
専門的能力 20 5 0 25
社会的能力 0 5 0 5



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Skills V
科目基礎情報
科目番号 5014 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「速読英単語」必修編（Ｚ会出版）・ Score Booster for the TOEIC L&R Test Intermediate (Kinseido)
担当教員 ジョーンズ ティモシー
到達目標
リスニング、速読英単語を使った語彙の強化とシャドウイング、TOEIC対策（文法、語彙、読解）などを通じて、「読む」、「聴く」、「書く
」、「話す」に通じる英語の基礎力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

英語の正しい発音や強勢、文のイ
ン トネーション、英文の区切りを
理 解し、ナチュラルスピードより
も 少し遅めのスピードで、流ちょ
う にシャドウイングができるよう
に なる。

英語の正しい発音や強勢、文のイ
ン トネーション、英文の区切りを
理 解し、ナチュラルスピードより
も 少し遅めのスピードで、シャド
ウ イングができるようになる。

よく使う語の正しい発音や強勢、
文の基本的なイントネーション、
英文の区切りを理解し、ナチュラ
ルスピードよりも少し遅めのスピ
ードで、シャドウイングができる
ようになる。

評価項目2
毎回の単語小テストで9割以上とる
ことができる。定期試験の語彙問
題（ディクテイションを含む）で
9割以上とることができる。

毎回の単語小テストで平均7.5割以
上とることができる。定期試験の
語彙問題（ディクテイションを含
む）で7.5割以上とることができる
。

毎回の単語小テストで平均6割以上
とることができる。定期試験の語
彙問題（ディクテイションを含む
）で6割以上とることができる。

評価項目3
毎分100語以上の速度でYL2.4程度
の英文を聞きながら読んで概要を
把握できるようになる。（機C-5、
情C-1、メC-3、生C-2)

毎分100語以上の速度でYL2.0程度
の英文を聞きながら読んで概要を
把握できるようになる。（機C-5、
情C-1、メC-3、生C-2)

毎分100語以上の速度でYL1.8程度
の英文を聞きながら読んで概要を
把握できるようになる。（機C-5、
情C-1、メC-3、生C-2)

評価項目4
授業中に使用するTOEIC教材の内
容を完全に理解し、類似の文法や
読解問題が解けるようになる。

授業中に使用するTOEIC教材の内
容をほぼ理解し、類似の文法や読
解問題が解けるようになる。

授業中に使用するTOEIC教材の内
容を6割以上理解する。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 CALL教室を利用して、英語のリスニング・リーディング能力を中心とした4技能の伸長を図る。

授業の進め方・方法 ＊授業の標準的時間配分は、速読英単語を使った語彙の強化およびシャドウイング20分、TOEIC対策20分、単語小テス
ト10分、Listening30分、その他（授業導入、連絡、予備）10分とする。

注意点
＊授業が始まる前に、Listening教材を選び、パソコンの電源を入れ、サーバーにログインしておくこと。
＊Listeningログは毎回、必ず記入すること。
＊Score Booster for the TOEIC L&R Test Intermediate、「速読英単語必修編」は、必ず持参すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 イントロダクション, 速単必修編, Extensive
Listening

シラバスの解説・Listeningログの作成・Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TOEIC
unit1&2

2週 TOEIC対策, 速単必修編, Extensive Listening
速単41&42・TOEIC Unit 1&２ Practice Test ・
Extensive Listening（2500語以上）・自学自習:
TOEIC Unit 3&4

3週 小テスト(1), TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト①速単4１&4２・速単4３&4４・TOEIC Unit
3&4 Practice Test・ Extensive Listening（2500語
以上）・自学自習:   TOEIC Unit 4&5

4週 小テスト(2), TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト②. 速単43&44・速単45&46・TOEIC Unit
5&6 Practice Test・ Extensive Listening (2500語以
上）・自学自習:   TOEIC Unit 7&8

5週 小テスト(3), TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト③      速単45&46・速単47&48・TOEIC
Unit 7&8 Practice Test・Extensive
Listening（2500語以上）・自学自習: TOEIC Unit
9&10

6週 小テスト(4), シャドウイングテスト#1速単必修編,
Extensive Listening, Extensive Listening

小テスト④　 速単47&58・速単49&50・シャドウイ
ングテスト#1中: Extensive Listening（2500語以上
）・自学自習:

7週 小テスト(5), TOEIC対策, シャドウイングテスト#1
Extensive Listening

小テスト⑤　 速単49&50 　シャドウイングテ スト
#1中: Extensive Listening（2500語以上）自学自習:

8週 中間試験 速単必修編(41～50 ）自学自習 TOEIC Unit 11&12

4thQ

9週 TOEIC対策, 速単必修編, Extensive Listening
速単51&52・TOEIC Unit 11&12 Practice Test:
Extensive Listening（2500語以上）・自学自習:
13&14

10週 小テスト(6), TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト⑥ 速単　51&52・速単53&45・TOEIC Unit
13&14 Practice Test Extensive Listening（2500語
以上）・自学自習:  TOEIC 15

11週 小テスト(7), TOEIC対策, 速単必修編, Extensive
Listening

小テスト⑦・ 速単　5３&54・速単55&56・TOEIC
Unit 15 Practice Test Extensive Listening（2500語
以上）・自学自習: TOEIC Mock test



12週 TOEIC IP TEST

13週 小テスト(8), 策,速単必修編, Extensive Listening 小テスト⑧・ 速単　55&56・速単57&58・Extensive
Listening（2500語以上）

14週 小テスト(9), シャドウイングテスト#2, Extensive
Listening

小テスト⑨　57&58 シャドウイングテ スト2:
Extensive Listening（2500語以上）自学自習: 速単
59&60

15週 小テスト(10), シャドウイングテスト#2  Extensive
Listening

小テスト⑩59&60シャドウイングテ スト2: Extensive
Listening（2500語以上）自学自習: 最終試験の改訂版

16週 期末試験 速単必修編51～60
評価割合

試験 TOEIC-IP 小テスト シャドウィング リスニングログ 合計
総合評価割合 30 15 35 10 10 100
基礎的能力 20 10 35 10 10 85
専門的能力 10 5 0 0 0 15
分野的横断 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 科学技術英語
科目基礎情報
科目番号 5017 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等,参考図書「はじめての技術英語」宮野晃（ベレ出版）
担当教員 伊波 靖,玉城 龍洋,タンスリヤボン スリヨン,與那嶺 尚弘,金城 篤史,佐藤 尚,仲間 祐貴,當間 栄作,比嘉 聖
到達目標
科学技術分野に関連する記事、論文、図書等を、英語を通して学ぶことにより、四技能の更なる育成を図
る。
【III-B】英語
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル(可)
英語で書かれた
専門分野に関す
る論文等の技術
文章を理解でき
る。

専門分野に関す
る論文等の内容
を正確に読み解
ける

専門分野に関す
る論文等で内容
の全体像を読み
とることができる

専門分野に関す
る論文等で1フ
レーズづつ読みと
ることができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
専門分野の英語表現に慣れ、さらに英語で書かれた専門分野の論文等の内容を正確に読みとることを目
標にします。英文法の知識を復習しながら「正確によみとる」練習を行うとともに、少人数で英語論文等を輪
読します。

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 論文等輪読（１） 論文等の内容を正確によみとる
2週 論文等輪読（2） 論文等の内容を正確によみとる
3週 論文等輪読（3） 論文等の内容を正確によみとる
4週 論文等輪読（4） 論文等の内容を正確によみとる
5週 論文等輪読（5） 論文等の内容を正確によみとる
6週 論文等輪読（6） 論文等の内容を正確によみとる
7週 論文等輪読（7） 論文等の内容を正確によみとる
8週 論文等輪読（8） 論文等の内容を正確によみとる

2ndQ

9週 論文等輪読（9） 論文等の内容を正確によみとる
10週 論文等輪読（１0） 論文等の内容を正確によみとる
11週 論文等輪読（１1） 論文等の内容を正確によみとる
12週 論文等輪読（１2） 論文等の内容を正確によみとる
13週 論文等輪読（１3） 論文等の内容を正確によみとる
14週 論文等輪読（１4） 論文等の内容を正確によみとる
15週 論文等輪読（１5） 論文等の内容を正確によみとる
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物

合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 50 50
応用力（実践・
専門・融合） 0 0 0 0 0 50 50

分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 コンピュータグラフィックス
III

科目基礎情報
科目番号 0097 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 電子テキスト,参考図書：OpenGLによる３次元CGプログラミング（コロナ社）、3次元CGアニメーション（オーム社）
担当教員 當間 栄作
到達目標
コンピュータグラフィックスの基礎理論や代表的なアルゴリズムを理解する
ソフトウェアを使って３ＤＣＧ（3次元コンピュータグラフィックス）の映像を制作する過程を理解する
【V-D-8】メディア情報処理
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
モデリング，
ウォークスルーアニ
メーション，マウス・
キーイベント，
シェーディング処
理，光源設定がで
きる

既に学んだアルゴ
リズムウやの知識を応
用して3DCGアニメーションを作成
できる。

各処理と実装を理
解して3DCGアニメーションを作成
できる。

与えられた課題に
おいて3DCGアニメーションを作成
できる。

インタラク
ティブなコンテンツ
を作成できる

ＣＧコンテンツの作
成において、自らの
アイデアを盛り込
み、工夫を凝らした
実装ができる

自らのアイデアを
盛り込む工夫をし
ながらインタラク
ティブなＣＧコンテ
ンツを作成できる

例題を拡張・応用し
てインタラクティブ
なＣＧコンテンツを
作成できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
3DCGアニメーションを作成する方法を学び、それらを応用した自由制作を行います。本科4年「コンピュータグラフィ
ックスⅠ」本科5年「コンピュータグラフィックスⅡ」で習得した知識を使うので、その教科書も参考にしてください。
　

授業の進め方・方法 授業では各単元の復習となる課題を出しますので、必ず自分でプログラムを作成して期限までに提出してください。課
題の積み重ねが自由制作課題の充実につながります。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 演習課題

2週 アニメーション（ 5 章 ）
CGアニメーションの構成

さまざまなアニメーションの表現形態や、技法及びカ
メラワークと映像表現の関係について理解する

3週 アニメーション（ 5 章 ）
キーフレームアニメーション キーフレームアニメーションの基礎を理解する

4週 CG制作 Blender の学習
アニメーション

5週 CG制作 Blender の学習
アニメーション

6週 CG制作 Blender の学習
アニメーション

7週 アニメーション（ 5 章 ）
手続き型アニメーション 手続き型アニメーションの表現技法を理解する

8週 アニメーション（ 5 章 ）
キャラクタのアニメーション キャラクタの動作生成法を理解する

4thQ

9週 CG制作 作品制作
10週 CG制作 作品制作
11週 CG制作 作品制作
12週 CG制作 作品制作
13週 CG制作 作品制作
14週 CG制作 作品制作
15週 演習課題 予備
16週 期末試験

評価割合
試験 レポート その他（演習課題・発表・

実技・成果物） 合計

総合評価割合 0 20 80 100
基礎的能力 0 10 40 50
応用力（実践・専門・融合
） 0 5 40 45



社会性 0 5 0 5



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 OSとコンパイラII
科目基礎情報
科目番号 0100 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 図書館にあるOSやコンパイラに関する図書を参考にして理解の補助とすること
担当教員 金城 篤史
到達目標
【到達目標】
コンピュータを効率よく利用するために不可欠なオペレーティングシステムについて学ぶ。
コンピュータシステムにおけるオペレーティングシステムの役割や機能を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
OSの基本的な技術について理解し
、説明できる(A-2)

OSの基本的な技術について理解し
、説明できる。

OSの基本的な技術について理解で
きる。

OSの基本的な役割について説明で
きる。

OSを実装し、その実装内容につい
て説明できる(A-2)

OSの基本的な動作や実装を理解し
、説明できる。

OSの基本的な動作や実装を理解で
きる。

指示にしたがって演習を行い、レ
ポートが作成できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 OSとコンパイラの基礎技術について学ぶ。授業は座学だけではなく、学んだ事を実際に実装することによって理解を深

める。本科で学んだC言語の復習をしておくこと。
授業の進め方・方法 座学と演習を行う
注意点 なし
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オペレーティングシステムの役割 オペレーティングシステムの役割を説明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

2週 オペレーティングシステムのインターフェース
オペレーティングシステムのインターフェース（ユー
ザーインターフェース、プログラミングインターフェ
ース）について説明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

3週 オペレーティングシステムの構成
カーネルを中心としたオペレーティングシステムの構
成について説明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

4週 入出力制御、ファイルの管理
オペレーティングシステムの入出力制御、ファイルの
管理について説明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

5週 プロセスとその管理(1)
オペレーティングシステムのプロセス管理について説
明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

6週 プロセスとその管理(2)
オペレーティングシステムのプロセス管理について説
明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

7週 メモリの管理、仮想化
オペレーティングシステムのメモリの管理、メモリの
仮想化やオペレーティングシステムの仮想化について
説明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

8週 中間試験

2ndQ

9週 オペレーティングシステムの開発環境の構築、レポー
トの書き方について

オペレーティングシステムの開発環境について説明で
きる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

10週 オペレーティングシステムの基本動作の実装(1)
オペレーティングシステムの基本動作について説明で
きる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

11週 オペレーティングシステムの基本動作の実装(2)
オペレーティングシステムの基本動作について説明で
きる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

12週 オペレーティングシステムの基本動作の実装(3)
オペレーティングシステムの基本動作について説明で
きる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

13週 画面出力の実装(1)
オペレーティングシステムの画面出力方法について説
明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

14週 画面出力の実装(2)
オペレーティングシステムの画面出力方法について説
明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

15週 マルチタスクの実装 オペレーティングシステムのマルチタスクの実装方法
について説明できる。
【V-D-5】OSの役割や機能を説明できる

16週



評価割合
試験 演習／レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 60 0 0 0 0 100
OSの基礎技術 40 20 0 0 0 0 60
OSの演習を通し
ての理解 0 40 0 0 0 0 40

0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 データベース
科目基礎情報
科目番号 0101 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 集中 週時間数

教科書/教材 スライドを使用して講義を進める。また、必要に応じて資料を配布する。教科書名：「基礎からのMySQL 改訂版」、著
者名：西沢 夢路、ISBN-10: 4797369450 参考書：「理論から学ぶデータベース実践入門」

担当教員 タンスリヤボン スリヨン
到達目標
データモデル，関係スキーマ，SQL，DBMSについて理解する。
【V-D-8:】データベース
【V-D-8:4-1】データベース→データモデル、データベース設計法に関する基本的な概念を理解している。
【V-D-8:4-2】データベース→データベース言語を用いて基本的なデータ問合わせを記述できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

データモデルにつ
いて理解できる
(A-2)

データモデルの基
礎と設計手法を
理解し，DBの応
用問題に対して
適応できる

データモデルの基
礎とDB設計手法
を理解できる

概念データモデル
の基礎を理解で
きる

関係スキーマに
ついて理解できる
(A-2)

関係スキーマに
ついての基礎を
理解し，データの
正規化ができ，
DBの応用問題に
適応できる。

関係スキーマに
ついての基礎を
理解し，データの
正規化を理解で
きる。

関係スキーマの
基礎を理解でき
る。

SQLについて理
解できる(A-2)

SQLの基礎を理
解しDB問合せプ
ログラムの実装
ができ，DBの応
用問題に適応で
きる。

SQLの基礎を理
解する上で，DB
問合せプログラム
の実装を理解で
きる。

SQLの基礎を理
解できる。

DBMSについて理
解できる（A-2）

DBMSの基礎とト
ランザクションを
理解できる上で，
DBの応用問題に
適応できる。

DBMSの基礎とト
ランザクションを
理解できる。

DBMSの基礎を理
解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 主にスライドを用いて講義形式で進めるとともに課題練習を並行して実施し、データモデル、関係スキーマ，SQL、

DBMSおよびデータベース管理について解説する。

授業の進め方・方法 基礎理論を学びつつ、実践的課題練習を適宜課すので、自学自習を積極的に行い自己能力の向上に励むこと、およびレ
ポート提出を確実に行うことが要求される。

注意点 本授業はデータベース技術者試験の出題範囲の一部を含むので資格取得も視野に入れた受講姿勢が望ましい。授業用の
資料は20%程度英語を取り入れ、講義内容20％程度を英語で行う。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ
1週 ガイダンス・概要 授業のガイダンス、データベースの概要、論理モデル

について学ぶ。

2週 データモデル（1）
データモデル，ER図について学ぶ（１）
【V-D-8:4-1】データベース→データモデル、データ
ベース設計法に関する基本的な概念を理解している。



3週 データモデル（2）
データモデル，ER図について学ぶ（２）
【V-D-8:4-1】データベース→データモデル、データ
ベース設計法に関する基本的な概念を理解している。

4週 関係スキーマ(1)
表記法，関数従属性，キーについて学ぶ
【V-D-8:4-1】データベース→データモデル、データ
ベース設計法に関する基本的な概念を理解している。

5週 関係スキーマ(2)
正規化について学ぶ（１）
【V-D-8:4-1】データベース→データモデル、データ
ベース設計法に関する基本的な概念を理解している。

6週 関係スキーマ(3)
正規化について学ぶ（２）
【V-D-8:4-1】データベース→データモデル、データ
ベース設計法に関する基本的な概念を理解している。

7週 数学的基礎
関係代数・関係論理の基礎
【V-D-8:4-1】データベース→データモデル、データ
ベース設計法に関する基本的な概念を理解している。

8週 中間試験 上記内容を対象とする。

4thQ

9週 SQL(１)
SQL演習１
【V-D-8:4-2】データベース→データベース言語を用
いて基本的なデータ問合わせを記述できる。

10週 SQL(２)
SQL演習２
【V-D-8:4-2】データベース→データベース言語を用
いて基本的なデータ問合わせを記述できる。

11週 SQL(３)
SQL演習３
【V-D-8:4-2】データベース→データベース言語を用
いて基本的なデータ問合わせを記述できる。

12週 SQL(４)
SQL演習４
【V-D-8:4-2】データベース→データベース言語を用
いて基本的なデータ問合わせを記述できる。

13週 DBMS(１) DBMSの概要、同時実行制御、トランザクション
14週 DBMS(２) データベースの運用と管理
15週 DBMS(３) 障害回復処理とバックアップ
16週 期末試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 50 0 0 0 0 50 100
基礎的能力 25 0 0 0 0 25 50
応用力（実践・
専門・融合） 25 0 0 0 0 25 50



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 コンピュータグラフィックス
II

科目基礎情報
科目番号 5301 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 コンピュータグラフィックス [改訂版]（CG-ARTS協会）,プリント, 電子テキスト
担当教員 當間 栄作
到達目標
コンピュータグラフィックスの基礎理論や代表的なアルゴリズムを理解する
ソフトウェアを使って３ＤＣＧ（3次元コンピュータグラフィックス）の静止画を制作する過程を理解する
【V-D-8】メディア情報処理
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
コンピュータグラフィックスの基
礎理論や代表的なアルゴリズムを
理解する

学んだ理論やアルゴリズムについ
て説明でき、応用場面を考えるこ
とができる

学んだ理論やアルゴリズムを説明
できる

学んだ理論やアルゴリズムについ
ての演習問題を解ける

ソフトウェアを使って3DCG静止画
をの製作過程を理解する

表現したいことに適した手法を使
って、ソフトウェアで３DCG静止
画を作成できる

ソフトウェアを使って３DCG静止
画を作成できる

ソフトウエアを使って簡単な
３DCG静止画を作成できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本科4年「コンピュータグラフィックスⅠ」で習得した知識を使うので、その教科書も参考にしてください。　
授業の進め方・方法 授業では各単元の復習となる課題を出しますので、必ず復習を行って下さい。
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 モデリング（ 3 章 ）
昨年の復習 ガイダンス

2週 CG制作 Blender の学習
モデリング

3週 レンダリング（ 4 章 ）
写実的表現法 バックフェースカリングについて理解する。

4週 レンダリング（ 4 章 ）
陰面消去 スキャンライン法による隠面消去を理解する。

5週 レンダリング（ 4 章 ）
陰面消去 Zバッファ法による隠面消去を理解する。

6週 CG制作 Blender の学習
モデㇽの編集

7週 CG制作 Blender の学習
レンダリング

8週 CG制作 作品制作

2ndQ

9週 CG制作 作品制作
10週 CG制作 作品制作

11週 レンダリング（ 4 章 ）
シェーディング

基本的なシェーディングモデルを理解する。
レイトレーシング法による隠面消去を理解する。

12週 レンダリング（ 4 章 ）
シェーディング 光源と影の設定を理解する。

13週 レンダリング（ 4 章 ）
シェーディング 反射・透過・屈折について理解する

14週 レンダリング（ 4 章 ）
シェーディング 影付けについて理解する。

15週 演習問題
16週 期末試験 期末試験

評価割合
試験 演習問題 作品提出 合計

総合評価割合 50 10 40 100
基礎的能力 40 5 20 65
応用力（実践・専門・融合
） 10 0 10 20

社会性 0 5 10 15



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 信号処理とメディア通信
科目基礎情報
科目番号 5304 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 自作教材及びパワーポイントなどのプレゼン資料（一部英語化）
担当教員 タンスリヤボン スリヨン
到達目標
To understand the special technologies and terms related to Digital Signal Processing (DSP) such as analysis of the discrete-time
signal & system.
To get specialized in DSP technology and specialized in DSP theories such as:difference equation, flow graph, Discrete Fourier
Transform, Z-transform etc.
To be able to design and evaluate DSP systems such as FIR & IIR digital filter. Also, to be able to follow DSP algorithm such as FFT.
Then, practically implement a DSP algorithm in Matlab or other (Scilab etc.)) software.
To be able to create a new algorithm in DSP for a special proposed circuit.
【V-D-8:5-1】：メディア情報処理→メディア情報の主要な表現形式や処理技法について説明できる。
【Ⅷ-A】：コミュニケーションスキル
【Ⅹ】 総合的な学習経験と創造的思考力
【Ⅹ-A】： 創成能力
【Ⅹ-B】：エンジニアリングデザイン能力
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
信号解析の基礎
数学について理解
できる(A-2)

信号解析の基礎数学を理解でき
，算術手法のプログラムを実装で
きる。

信号解析の基礎数学を理解でき
，手動の算術手法を理解できる。 信号解析の基礎数学を理解できる

離散システム及び
その応用について
理解できる(A-2)

離散システムの基礎を理解し，算
術手法の応用ができる。

離散システムの基礎を理解し，手
動で算出できる。

離散システムについての基礎を理
解できる。

Z変換について理
解できる(A-2)

Z変換の基礎を理解し，算術手法応
用を理解できる。

Z変換の基礎を理解し，自分で算出
できる。 Z変換についての基礎を理解できる

ディジタルフィルタ
ついて理解できる
(A-2)

ディジタルフィルタの基礎を理解
し，算術手法のプログラムを作成
できる。

ディジタルフィルタの基礎を理解
し，手動で算出できる。

ディジタルフィルタについての基
礎を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本科目は，ディジタル信号処理及び通信技術について学んで、信号解析ができるようにします。信号解析及びその応用

について学習します。

授業の進め方・方法 授業では数学や物理の基礎知識の復習として取り上げ、演習を行い、基礎と応用能力を強化します。
授業用の資料は30%程度英語を取り入れ、講義内容15％程度英語で行う。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ

1週 受業の概要、非離散と離散システム
Introduction:Discrete System & Non-Discrete
System,
and Discrete Systems.

2週 離散システムの性質１
Properties of the Discrete System: Linearity,
ShiftInvariant
System.

3週 離散システムの性質２ Properties of the Discrete System: Stability,
Causality.

4週 インパルス応答 Impulse Response.



5週 アナログ信号処理のデジタル化 Processing of an Analog Signal Digitally

6週 逆離散システム、周波数領域表現
Inverse System, Frequency Domain
Representation of
Discrete-Time Signal and System,Characteristic
Function

7週 サンプリング処理 Sampling Theory.
8週 中間試験 Mid -Term Examinations

4thQ

9週 サンプリングレートの可変
Changing the Sampling Rate & Practical
Consideration
A/D-D/A

10週 離散フーリエ変換 Discrete Fourier Transform (DFT).

11週 離散フーリエ変換、高速フーリエ変換のアルゴリズム
Computations of the DFT, Fast Fourier Transform
(FFT)
Algorithm.

12週 Z変換 The Z-Transform

13週 逆Z変換 Inverse Z-Transform, Theorems, Unilateral Z-
Transform.

14週 ディジタルフィルタ Digital Filter Structure
15週 ディジタルフィルタの設計手法 Digital Filters Design Techniques (FIR & IIR)
16週 期末試験 Last-Term Examination

評価割合

試験 発表 レポート 態度
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物等）

その他 合計

総合評価割合 60 0 30 0 10 0 100
基礎的理解 30 0 30 0 10 0 70
応用力（実践・
専門・融合） 30 0 0 0 0 0 30



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 メディアコンテンツ応用
科目基礎情報
科目番号 5306 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 事前に購入しなければならない教科書はありません。必要な教材は適宜配布します。
担当教員 當間 栄作
到達目標
（１）メディアの概念を地域社会にまで拡張し、メディアコンテンツの価値および役割についてより幅広い視野にもとづいて考えられるように
なる。
（２）メディアコンテンツの社会的応用の可能性について、視野を広げる。
（３）これまでに習得した作品制作に関する知識および技術を応用して、作品を企画できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

メディアコンテンツの価値および
役割についてより幅広い視野にも
とづいて考えられるようになる。
（A3）

外的な評価基準に照らして価値を
相対的に捉えると同時に、自分自
身の価値基準について明確にする
ことができる。

外的な評価基準に照らして価値を
相対的に捉えることができる。

価値を相対的に捉えることの必要
性について理解できる。

メディアコンテンツ
応用の可能性に
ついて、視野を広
げる。

メディアコンテンツの社会的応用
について、独自の価値観にもとづ
いた試案を考えることができる。

メディアコンテンツの社会的応用
について既存の事例をアレンジし
て独自の試案を考えることができ
る。

メディアコンテンツの社会的応用
について既存の事例の方法や価値
を理解することができる。

授業に主体的に参加できるように
なる。

与えられた視点と方法を踏まえ、
それとは異なる視点や方法で考察
することができる。

与えられた視点と方法を独自の方
法で発展させることができる。

与えられた視点や方法について理
解することができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
【授業概要】メディアコンテンツが、特定の媒体に特化したデータではなく、社会の中で果たし得る機能を持った意味
の世界であることを学びます。視野を広げ、複数の新しい観点から物事を見ることができるようになることを目指しま
す。

授業の進め方・方法
【授業方針】前半はメディアコンテンツの社会的応用、特に地域とメディアコンテンツとの関連についての事例につい
て「風景デザイン」という視点を導入しつつ講義形式で学習する。後半は、受講生が作品の企画とプレゼンテーション
を行います。

注意点 【履修上の注意】この授業では社会的問題を個人的背景と結び付け、自ら感じたり考えたりすることが重要ですので、
主体的な取り組みを心掛けて下さい。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 授業概要について理解する。

2週 メディアコンテンツの捉え方（１） メディアコンテンツの捉え方についてより多様な方法
を学ぶ。

3週 メディアコンテンツの捉え方（２） メディアコンテンツの捉え方についてより多様な方法
を学ぶ。

4週 メディア表現の実際（１） 事例として紹介する作品を授業内容と結びつけて考え
る。

5週 風景デザイン（１） 環境のイメージの観点からメディアコンテンツについ
て考える。

6週 風景デザイン（２） 環境のイメージの観点からメディアコンテンツについ
て考える。

7週 メディア表現の実際（２） 事例として紹介する作品を授業内容と結びつけて考え
る。

8週 作品企画ガイダンス 作品の企画の目的および作業の概要について理解する
。

4thQ

9週 作品の企画（１） 作品企画と発表の準備を行いながら他の受講生と意見
交換する。

10週 校外学習 博物館等におけるメディアコンテンツ応用の実際につ
いて理解する。

11週 校外学習 博物館等におけるメディアコンテンツ応用の実際につ
いて理解する。

12週 作品の企画（２） 作品企画と発表の準備を行う。
13週 作品の企画（３） 作品企画と発表の準備を行う。

14週 品評会 受講生の企画作品についてのプレゼンテーションと相
互評価を行う。

15週 品評会 受講生の企画作品についてのプレゼンテーションと相
互評価を行う。

16週
評価割合



レポート その他（演習課題・発表・実技・
成果物） 合計

総合評価割合 20 80 100
基礎的能力 10 20 30
応用力（実践・専門・融合） 10 40 50
社会性 0 10 10
主体的・継続的学修意欲 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造研究
科目基礎情報
科目番号 5313 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 指導教員が指定する図書および自ら検索した研究に関連する図書など。
担当教員 伊波 靖,玉城 龍洋,タンスリヤボン スリヨン,與那嶺 尚弘,金城 篤史,佐藤 尚,仲間 祐貴,當間 栄作,比嘉 聖
到達目標
学生各自の問題意識に沿った創造性あふれる課題研究を、低学年から継続的に行うことにより、技術者として必要な、実践的かつ総合的な学力
を身につける。
【IV-A】工学リテラシー
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
学生各自の問題
意識に沿った創造
性あふれる課題
研究を行う

テーマにオリジナ
リティーを付加し
て、研究を完了ま
たは作品を完成できる。

テーマの目的を理
解し、研究を完了
または作品を完成
できる。

テーマに沿って、
研究を遂行または
作品を制作でき
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

１　学生各自が、以下のような創造性あふれる課題を持つことから、この科目ははじまる。「英語による科学技術論文
を書く」「科学技術の発展を社会学の視点で明らかにする」「速く走るための姿勢を科学的に分析し論文とする」「ロ
ボットコンテストやプログラミングコンテストに出品する作品を創る」「mini movieを作成する」「県産品を使った新
しい健康食品を創る」など
２　学生は、個人またはチームで、課題を研究するためにふさわしい教員を探し、担当を依頼する。それぞれの課題に
応じて、総合科学科・機械システム工学科・情報通信システム工学科・メディア情報工学科・生物資源工学科の全教員
が、依頼の対象となる。
３　授業時間は、教員と学生が相談の上、両者の空き時間に設定される。教員が直接指導・助言にあたるのは、原則と
して授業1単位（年間30時間）に相当する時間とする。学生が図書館などで調査研究したり、レポートや作品を仕上げて
いる時間も、授業時間に換算できるものとする。
４　教員が学生の依頼を受諾したら、学生は、所定の用紙で、課題名・担当教員・授業時間などを教務係に届け出る。
５　授業はゼミ形式となる。教員は、調査・実験・討議・発表などに関し、適宜、指導・助言を行う。

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 創造研究 各創造研究テーマ参照
2週 創造研究 各創造研究テーマ参照
3週 創造研究 各創造研究テーマ参照
4週 創造研究 各創造研究テーマ参照
5週 創造研究 各創造研究テーマ参照
6週 創造研究 各創造研究テーマ参照
7週 創造研究 各創造研究テーマ参照
8週 創造研究 各創造研究テーマ参照

2ndQ

9週 創造研究 各創造研究テーマ参照
10週 創造研究 各創造研究テーマ参照
11週 創造研究 各創造研究テーマ参照
12週 創造研究 各創造研究テーマ参照
13週 創造研究 各創造研究テーマ参照
14週 創造研究 各創造研究テーマ参照
15週 創造研究 各創造研究テーマ参照
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週



14週
15週
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 100 100



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 組み込みソフトウェア
科目基礎情報
科目番号 5316 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教材：「通信とネットワークの基礎知識」、森本喜一郎 著、昭晃堂,必要に応じ都度、その他教材を提示する。
担当教員 與那嶺 尚弘
到達目標
組み込みソフトウェアの概要を理解し、実験の課題に応じたプログラムの設計、実装が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

組み込みソフト
ウェアの概要を理
解する。

組み込みソフト
ウェアの概要を確
認し、基本となる
既存技術につい
て調査しまとめる
ことができる。

組み込みソフト
ウェアの概要を確
認し、基本となる
既存技術につい
て調査し説明でき
る。

組み込みソフト
ウェアの概要を確
認できる。

シリアルデータ通
信の基礎を理解
する。

シリアルデータ通
信の概要を確認
し、技術について
詳しく説明でき
る。

シリアルデータ通
信の概要を確認
し、技術について
説明できる。

シリアルデータ通
信の概要を確認
できる。

実験の課題に応
じたプログラムの
設計、実装が理
解できる。

実験の課題に応
じたプログラムの
高度な設計、実装
ができる。

実験の課題に応
じたプログラムの
設計、実装ができ
る。

実験の課題に応
じたプログラムの
実装ができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
各種機器に組み込まれそれを制御する組み込みシステムは、世界に於いて我が国が競争力を持つ重要な
技術であり、今後の発展に向け更なる活発な研究・開発が望まれている。本講義では、組み込みシステム
の概要を理解すると共に、それを実現するために必要な組み込みソフトウェアの開発手法と実験を通じた具
体的な開発方法について理解する。

授業の進め方・方法
各種機器に組み込まれそれを制御する組み込みシステムは、世界に於いて我が国が競争力を持つ重要な技術であり、今
後の発展に向け更なる活発な研究・開発が望まれている。本講義では、組み込みシステムの概要を理解すると共に、そ
れを実現するために必要な組み込みソフトウェアの開発手法と実験を通じた具体的な開発方法について理解する。

注意点 教材：「通信とネットワークの基礎知識」、森本喜一郎 著、昭晃堂
必要に応じ都度、その他教材を提示する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 講義の内容、進め方、注意点について理解する。 ガイダンス
2週 組込みシステムの概要について 組み込みシステムの概要について理解する。
3週 Cygwinについて Cygwinの概要と使用方法について理解する。
4週 makeについて makeの概要と使用方法について理解する。
5週 サンプルコードのビルドと実行 サンプルコードのビルドと実行について理解する。
6週 シリアル通信の基礎について シリアル通信の基礎について理解する。

7週 シリアル通信制御方法に関する講義とプログラムを作
成しターゲットボードでの動作確認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

8週 シリアル通信制御方法に関する講義とプログラムを作
成しターゲットボードでの動作確認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

4thQ

9週 シリアル通信制御方法に関する講義とプログラムを作
成しターゲットボードでの動作確認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

10週 シリアル通信制御方法に関する講義とプログラムを作
成しターゲットボードでの動作確認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。



11週
割り込みを使用したシリアル通信制御方法に関する講
義とプログラムを作成しターゲットボードでの動作確
認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

12週
割り込みを使用したシリアル通信制御方法に関する講
義とプログラムを作成しターゲットボードでの動作確
認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

13週
割り込みを使用したシリアル通信制御方法に関する講
義とプログラムを作成しターゲットボードでの動作確
認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

14週
割り込みを使用したシリアル通信制御方法に関する講
義とプログラムを作成しターゲットボードでの動作確
認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

15週
割り込みを使用したシリアル通信制御方法に関する講
義とプログラムを作成しターゲットボードでの動作確
認を行う。

与えられた簡単な問題に対して、それを解決するため
のソースプログラムを記述できる。
ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプロ
グラムをロードモジュールに変換して実行できる。
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考
慮したプログラムを設計できる。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 レポート ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 100 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 20 0 0 20
応用力 0 0 0 80 0 0 80
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 5317 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 8
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 8
教科書/教材 テーマ毎に担当教員が提示する
担当教員 伊波 靖,玉城 龍洋,タンスリヤボン スリヨン,與那嶺 尚弘,金城 篤史,佐藤 尚,仲間 祐貴,當間 栄作,比嘉 聖
到達目標
研究テーマ周辺についての基礎知識を持ち、研究の背景動機目的について理解する学んだ知識や技術を統合し課題に対する問題解決の方策を提
起することができる課題に対して計画的に研究を実行し、決められた期限内に解決することができる自主的にまた長期間継続的に研究を遂行で
きる研究成果を図表や数式などを用いて文書でわかりやすく表現することができる研究計画内容結果考察についてわかりやすくプレゼンテーシ
ョンができる。

【Ⅳ】：工学実験技術、技術者倫理および技術史、情報リテラシー、グローバリゼーション・異文化多文化理解のための知識を有し、自らの工
学の分野に応用できる。
【Ⅷ-A】：コミュニケーションスキル日本語と特定の外国語を用いて、読み、書き、聞き、話すことができる。効果的な説明方法や手段を用い
て、関係者を納得させることができる。
【Ⅶ-E】：論理的思考力→事象の本質を要約・整理し、構造化（誰が見てもわかりやすく）できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）

研究テーマ周辺についての基礎知
識を持ち、研究
の背景動機目的について理解する

研究テーマ周辺
の基礎知識を十
分持っている
研究の背景動機
目的について深く
理解し、口頭発表
や報告書で説明
できる

研究テーマ周辺
の基礎知識を
持っている
研究の背景動機
目的について理
解し、口頭発表や
報告書で説明で
きる

研究遂行のため
に必要な程度の
基礎知識を持っ
ている
研究遂行のため
に必要な程度の
研究の背景動機
目的について理
解している

学んだ知識や技術を統合し課題に
対する問題解決
の方策を提起することができる

学んだ知識や技
術を統合し研究
テーマに対して新
しい知見を含めた
問題解決の方策
を提起した

学んだ知識や技
術を統合し研究
テーマに対する問
題解決の方策を
提起した

学んだ知識や技
術を使って問題
解決の方策を提
起した

課題に対して計画的に研究を実行
し、決められた
期限内に解決することができる
自主的にまた長
期間継続的に研
究を遂行できる

自主的・計画的に
卒業研究に取り
組み、決められた
期限内に課題の
解決ができる

自主的に卒業研
究に取り組み、決
められた期限内
に報告発表がで
きる

決められた期限
内に報告、発表
ができる

研究計画内容結果考察についてわ
かりやすくプレ
ゼンテーションができる

研究計画、内容、
結果、考察につい
てわかりやすくプ
レゼンテーション
をし、研究目的に
沿った研究結果
の考察が説明で
きる

研究計画、内容、
結果、考察につい
てプレゼンテー
ションをし、研究
目的に沿った研
究結果の考察が
説明できる

研究計画、内容、
結果、考察につい
てプレゼンテー
ションをした

研究成果を図表や数式などを用い
て文書でわかり
やすく表現することができる

研究成果を図表
や数式などを技
術文書の様式に
従い、さらにわか
りやすく表現でき
る

研究成果を図表
や数式などを技
術文書の様式に
従って表現できる

研究成果を図表
や数式などを用
いて文書表現した

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

　入学時からの一般教育と専門教育を通じて学んだことを応用し、指導教員のもとで個別に研究に取り組む。背景の理
解、テーマの設定、問題解決のための研究計画立案、研究遂行、報告書・プレゼンテーションによるまとめを行い、技
術者・研究者としての基礎を学ぶ。研究の進捗状況報告を中間発表会で、最終的な結果報告を最終発表会で行ない、研
究成果として「卒業研究報告書」を文書で提出する。
評価は、卒業研究報告書（50％）と発表（20％）、研究への取り組み（30％）により行う。また、中間発表、最終発表
は必ず行い、卒業研究報告書を期限内に提出しなければならない。

授業の進め方・方法 設定されたテーマに対して、各教員の指示に従い研究を行うことで、専門分野の基礎的技術力と問題解決能力などを養
う。

注意点
この科目の主たる関連科目は、4年生までに学習してきた全ての一般科目と専門科目である。

（学位審査基準の要件による分類・適用）
　Ｂ群（演習・実験・実習科目）：情報工学に関する演習・実験・実習科目

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ
1週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
2週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
3週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究



4週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
5週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
6週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
7週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
8週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究

2ndQ

9週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
10週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
11週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
12週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
13週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
14週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
15週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
16週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究

後期

3rdQ

1週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
2週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
3週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
4週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
5週 中間発表 これまでの研究成果をまとめ、発表を行う。
6週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
7週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
8週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究

4thQ

9週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
10週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
11週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
12週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
13週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
14週 資料調査・実験・研究活動 ゼミ・進捗状況報告・実験研究
15週 最終発表 これまでの研究成果をまとめ、発表を行う。
16週

評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ
その他（演習課
題・発表・実技
・成果物）

合計

総合評価割合 0 20 0 30 0 50 100
基礎的能力 0 10 0 30 0 30 70
応用力 0 10 0 0 0 20 30
社会性 0 0 0 0 0 0 0
主体的・継続的
学修意欲 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 情報セキュリティI
科目基礎情報
科目番号 5321 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 IPA教材及びパワーポイントなどのプレゼン資料
担当教員 伊波 靖
到達目標
情報セキュリティを構成する概念について理解し、脅威とそれに対する対応法について理解する。ネットワークを経由した攻撃に対する対応と
してファイアウォールとIDSについて理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

情報セキュリティを構成する概念
について理解する（A-2)

情報セキュリティを構成する概念
について理解し、必要な倫理観を
理解できる。

情報セキュリティを構成する概念
について理解し、身の回りのIT技
術との関係について理解できる。

情報セキュリティを構成する概念
について理解できる。

情報セキュリティにおける脅威と
それに対する対策法について理解
する（A-2)

情報セキュリティにおける脅威に
ついて把握し、脅威から守るため
の対策法を具体的な事例に基づい
て理解できる。

情報セキュリティにおける脅威と
それに対する対策法について理解
できる。

情報セキュリティにおける脅威、
脆弱性、資産の概念について理解
できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
情報セキュリティに関する基本的な考え方について学びます。情報セキュリティ対策を構成する「資産」「脅威」「ぜ
い弱性」について学び、脅威に対する対策法について理解します。また、情報セキュリティを支える暗号技術と認証技
術について学びます。ネットワークを経由した攻撃に対する対応としてファイアウォールとIDSについて学びます。

授業の進め方・方法 授業はパワーポイントのスライドに基づいて進めます。スライドは共有フォルダに置くので、各自ノートパソコン等で
閲覧できるようにして授業に臨んでください。

注意点 授業の資料は共有フォルダに置くので、各自復習等に役立ててください。また、実際の攻撃手法についても学びますの
で、授業で学んだ攻撃手法等を悪用しないように注意してください。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスと情報セキュリティの基本的な概念と必要
性について学ぶ。 情報セキュリティの概念について説明できる。

2週 情報セキュリティにおける身近な脅威について学ぶ。
【V-D-8:3-1】

コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピュ
ータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につい
て説明できる。

3週 情報セキュリティにおけるCIAと攻撃手法について学
ぶ。　【V-D-8:3-2】

コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対す
る代表的な対策について説明できる。

4週 セキュリティ上の脅威について学ぶ。【V-D-8:3-2】 コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対す
る代表的な対策について説明できる。

5週 セキュリティ上の脅威について学ぶ。【V-D-8:3-1】
コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピュ
ータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につい
て説明できる。

6週 セキュリティ上の脅威について学ぶ。【V-D-8:3-2】 コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対す
る代表的な対策について説明できる。

7週 暗号技術について学ぶ。【V-D-8:3-2】 コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対す
る代表的な対策について説明できる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 暗号技術について学ぶ。【V-D-8:3-2】 コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対す
る代表的な対策について説明できる。

10週 暗号技術について学ぶ。【V-D-8:3-1】
コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピュ
ータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につい
て説明できる。

11週 認証技術について学ぶ。【V-D-8:3-1】
コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピュ
ータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につい
て説明できる。

12週 ファイアウォールの位置づけと機能について学ぶ。【
V-D-8:3-1】

コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピュ
ータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につい
て説明できる。

13週 侵入検知システム(IDS)について学ぶ。【V-D-8:3-
1】

コンピュータウィルスやフィッシングなど、コンピュ
ータを扱っている際に遭遇しうる代表的な脅威につい
て説明できる。

14週 セキュリティホールについて学ぶ。【V-D-8:3-2】 コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対す
る代表的な対策について説明できる。

15週 Webアプリケーションのセキュリティについて学ぶ。
【V-D-8:3-2】

Webアプリケーションの脆弱性と対策法について説明
できる。

16週 期末試験
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計



総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 情報セキュリティII
科目基礎情報
科目番号 5322 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 4
教科書/教材 K-SEC作成教材及びパワーポイントなどのプレゼン資料
担当教員 伊波 靖
到達目標
セキュリティやサーバの構築に必要な知識として、Linuxの使い方を演習を通して理解する。また、Linux上での開発法とGitによるソースコード
の管理手法を理解し、セキュアな開発の基礎を習得する。Linux上の各種サーバについて役割と設定について取得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

Linuxの使い方について理解し、
Linux上での開発ができるようにな
る（A-2)

Linuxのコマンドについて理解し、
応用的な使い方ができる。また、
Linux上でC言語を用いたプログラ
ム開発ができる。

Linuxのコマンドについて理解し、
基本的な使い方ができる。また、
Linux上でのプログラム開発の概要
について理解できる。

Linuxのコマンドについて基本的な
使い方ができる。

Linux上で各種サーバの設定法につ
いて理解し、Webサーバのセキュ
アな運用ができるようになる（A-
2)

各種サーバのセキュアな設定法に
ついて理解できる。

各種サーバの設定法について理解
できる。

各種サーバの役割について理解で
きる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
Linuxの使い方を理解し、サーバの構築に必要な知識を取得する。また、Linux上でのプログラム開発の手法やGitを用い
たソースコードのバージョン管理について理解する。Linux上のサーバの設定法について理解し、セキュアな運用ができ
るようになる。
【V-D-8】コンピュータを扱っている際に遭遇しうる脅威に対する代表的な対策について説明できる。

授業の進め方・方法 授業はパワーポイントのスライドに基づいて進めます。スライドは共有フォルダに置くので、各自ノートパソコン等で
閲覧できるようにして授業に臨んでください。

注意点 授業の資料は共有フォルダに置くので、各自復習等に役立ててください。また、実際の攻撃手法についても学びますの
で、授業で学んだ攻撃手法等を悪用しないように注意してください。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 演習を通してLinuxの使用法を学ぶ。
【V-D-6:2-3】 Linuxの主なコマンドの使い方が説明できる

2週 演習を通してLinuxの使用法を学ぶ。
【V-D-6:2-3】 Linuxの主なコマンドの使い方が説明できる

3週 演習を通してLinuxの使用法を学ぶ。
【V-D-6:2-3】 Linuxの主なコマンドの使い方が説明できる

4週 演習を通してLinuxの使用法を学ぶ。
【V-D-6:2-3】 Linuxの主なコマンドの使い方が説明できる

5週 演習を通してLinuxの使用法を学ぶ。
【V-D-6:2-3】 Linuxの主なコマンドの使い方が説明できる

6週 演習を通してLinuxにおける開発法を学ぶ。
【V-D-6:2-3】

Linux上でエディタやコンパイラの使用法やmakeコマ
ンドの機能が説明できる

7週 演習を通してLinuxにおける開発法を学ぶ。
【V-D-6:2-3】

Linux上でエディタやコンパイラの使用法やmakeコマ
ンドの機能が説明できる

8週 Gitを用いたソースコードバージョン管理手法を学ぶ ソースコードのバージョン管理を行うためのGitの機能
と使い方が説明できる

4thQ

9週 Gitを用いたソースコードバージョン管理手法を学ぶ ソースコードのバージョン管理を行うためのGitの機能
と使い方が説明できる

10週 Gitを用いたソースコードバージョン管理手法を学ぶ ソースコードのバージョン管理を行うためのGitの機能
と使い方が説明できる

11週 Gitを用いたソースコードバージョン管理手法を学ぶ ソースコードのバージョン管理を行うためのGitの機能
と使い方が説明できる

12週 演習を通してLinuxにおけるサーバ設定法について学ぶ 主要なサーバの構築法を説明できる。
13週 演習を通してLinuxにおけるサーバ設定法について学ぶ 主要なサーバの構築法を説明できる。
14週 演習を通してLinuxにおけるサーバ設定法について学ぶ 主要なサーバの構築法を説明できる。
15週 演習を通してLinuxにおけるサーバ設定法について学ぶ 主要なサーバの構築法を説明できる。
16週

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 100 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 整備基礎II
科目基礎情報
科目番号 7002 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 航空工学講座7.タービンエンジン（日本航空技術協会）、教員作成資料
担当教員 大貫 龍哉
到達目標
航空機のタービン・エンジン、電気・電子装備品のナビゲーション、航空法令の概要、航空機の耐空性管理並びに安全全般の基礎的内容の理解
を目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1：授業内容の理解度 定期試験で９０％以上の理解度評
価

定期試験で７０％以上の理解度評
価

定期試験で６０％未満の理解度評
価

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 航空機のタービン・エンジン、電気・電子装備品のナビゲーション、航空法令の概要、航空機の耐空性管理並びに安全

全般の基礎的内容に関しての講義を行う。

授業の進め方・方法 主として講義形式であるが、エアラインの運航、航空機整備管理並びに航空産業のトピックを提供しながら進める。ま
た、学内に展示されているエンジンを利用しての教育を実施する。

注意点 単に用語の定義や数式を暗記させるのではなく、航空機を構成する各システムの役割を理解してもらうことに力点を置
く。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 エンジンの分類特長概念、熱力学 エンジンの基礎を理解
2週 タービンエンジンの概要 タービンエンジンの概要を理解
3週 タービンエンジンの出力 タービンエンジンの出力を理解
4週 タービンエンジン本体の基本構成要素（１） 基本構造を理解
5週 タービンエンジン本体の基本構成要素（２） FANおよびCOMPRESSORを理解
6週 タービンエンジン本体の基本構成要素（３） 燃焼室およびタービンを理解
7週 タービンエンジン本体の基本構成要素（４） 排気系統を理解
8週 中間試験 NA

2ndQ

9週 タービン用燃料および滑油 タービン用燃料および滑油を理解
10週 タービンエンジンの各種系統（１） 燃料系統を理解
11週 タービンエンジンの各種系統（２） 点火、空気、制御系統を理解
12週 タービンエンジンの各種系統（３） 指示、滑油、始動系統を理解
13週 タービンエンジンの材料 一般、概要、特異現象を理解
14週 エンジン試運転、状態監視手法 エンジン試運転、状態監視手法を理解
15週 環境対策 環境対策の概要を理解
16週 期末試験 NA

後期

3rdQ

1週 電気・電子装備品の基礎 航法関連のシステムに関しての基礎的事項の理解

2週 電気・電子装備品の基礎 航法関連各システム（ADF
、VOR等）の基礎的事項の理解

3週 電気・電子装備品の基礎 航法関連各システム（ATC、TCAS、Weather Radar
等）の基礎的事項の理解

4週 電気・電子装備品の基礎 航法関連各システム（GPWS等）の基礎的事項の理解
5週 電気・電子装備品の基礎 航法関連各システム（FMS等）の基礎的事項の理解

6週 航空法規 法令一般、航空法と世界の航空規制並びに航空法に関
しての全体感の理解

7週 航空法規 航空機に係る安全性の確保の概念
、耐空証明、型式証明の基礎的事項の理解

8週 中間試験 NA

4thQ

9週 航空法規 整備と改造、事業場の認定、航空機の運航
航空運送事業に関して基礎的事項の理解

10週 航空機の耐空性管理に関して 耐空性の維持や定時制確保に関しての基礎的な仕組み
を理解する

11週 航空機の耐空性管理に関して 整備要目や信頼性管理プログラムに関しての基礎的な
仕組みを理解する

12週 安全全般 安全とは、人間の特性（人間は何故エラーを起こすの
か）を理解

13週 安全全般 ヒューマン　エラー、エラー防止に関しての基礎的事
項の理解

14週 安全全般 安全管理体制（SMS）の基礎事項を理解する



15週 安全全般 航空事故とインシデントに関しての基礎的事項の理解
16週 期末試験 NA

評価割合
試験 発表 取組姿勢 合計

総合評価割合 80 0 20 100
基礎的能力 80 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 航空実習
科目基礎情報
科目番号 7003 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 メディア情報工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 教員が作成する資料、実習受け入れ先企業から配布される資料、その他航空実習に関わる資料・新聞情報など
担当教員 大貫 龍哉,谷藤 正一
到達目標
①　座学や基礎実習などで学んだ知識が社会活動にどのように関わっているかを研修/実習を通して理解する。
②　研修/実習を通して、自分自身の現状を理解し、航空整備士あるいは航空機エンジニアへの適性を考えることができる。
③　研修/実習を通して、整備業務を円滑に進めるために必要な基礎知識を認識する。
④　航空産業の企業における安全・品質の大切さを認識することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベル（可）
座学や実験などで学んだ知識が社
会活動にどのように関わっている
かを研修/実習を通して理解する。

プログラム指定科目の知識が企業
などでどのように活用・応用され
ているかを理解できる。

プログラム指定科目の知識が企業
などでどのように活用されている
かを理解できる。

研修/実習を通して、仕事の内容や
進め方を理解することができる。

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解し、仕事への適性を考え
ることができる。

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解し、仕事への適性を考え
、行動することができる。

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解し、仕事への適性を理解
することができる。

研修/実習を通して、自分自身の現
状を理解することができる。

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素・能
力・知識を認識する。

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素・能
力・知識を認識することができる
。

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素・知
識を認識することができる。

研修/実習を通して、社会活動を円
滑に進めるために必要な要素を認
識することができる。

航空産業の企業における品質・安
全の大切さを認識することができ
る。

航空産業の企業における安全・品
質の絶対的基準を認識することが
できる。

航空産業の企業における安全・品
質のポリシーや価値観を認識する
ことができる。

航空産業の企業における安全・品
質の基本方針を認識することがで
きる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

･ ４年次に学んだ「整備基礎Ⅰ」の学習内容と５年次からの「航空機整備基礎実習」・「整備基礎Ⅱ」を通して、現場の
研修/実習の結合により学習効果および学習意欲の向上を図り、高い職業意識を育成し、自主性・独創性のある人材の育
成を目指す。
･ 航空会社での実習（体験）により、修得した専門知識や技術に裏打ちを与えたり、航空整備士あるいは航空機エンジニ
アに必要な基礎知識を身につける。

授業の進め方・方法 授業の進め方は受け入れ先企業により異なる。また、状況により実施不可能となる場合がある。

注意点

※　受け入れ先企業の中での体験学習であるため、航空整備士としての服装やマナーに関しては十分な注意が 必要であ
る。
※　研修/実習の日数は1日間：1日6時間＝8単位時間）とします。
※　事前学習および成果報告会（6コマ：12単位時間）
※　後期対面時間（45分×14週：14単位時間）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 航空実習 機械計測の計測一般についての理解
2週 航空実習 機械計測のノギス、マイクロメータ―の使い方の理解

3週 航空実習 サンプルを用いての機械計測のノギス、マイクロメー
タ―による測定

4週 航空実習 サンプルを用いての機械計測のノギス、マイクロメー
タ―による測定

5週 航空実習 航空機の構造修理、作図に関しての基礎事項の理解
6週 航空実習 航空機の構造修理、作図に関しての基礎事項の理解
7週 航空実習 航空機の構造修理、作図に関しての基礎事項の理解

8週 航空実習 ニューマチックハンマーを用いたリベッティング、ド
リル等のベンチ作業の実施

2ndQ

9週 航空実習 ニューマチックハンマーを用いたリベッティング、ド
リル等のベンチ作業の実施

10週 航空実習 ニューマチックハンマーを用いたリベッティング、ド
リル等のベンチ作業の実施

11週 航空実習 ニューマチックハンマーを用いたリベッティング、ド
リル等のベンチ作業の実施

12週 航空実習 ニューマチックハンマーを用いたリベッティング、ド
リル等のベンチ作業の実施

13週 航空実習 ニューマチックハンマーを用いたリベッティング、ド
リル等のベンチ作業の実施

14週 航空実習 ニューマチックハンマーを用いたリベッティング、ド
リル等のベンチ作業の実施

15週 航空実習 締結法の理解
16週 航空実習 締結法の理解



後期

3rdQ

1週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

2週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

3週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

4週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

5週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

6週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

7週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

8週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

4thQ

9週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

10週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

11週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

12週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

13週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

14週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

15週 キャリア教育
１．航空無線通信士
２．進路選択
など

16週 期末
評価割合

試験 レポート その他 合計
総合評価割合 0 90 10 100
基礎的能力 0 20 0 20
応用力（実践・専門・融合
） 0 40 0 40

社会性（プレゼン・コミュ
ニケーション・PBL） 0 10 10 20

主体的・継続的学修意欲 0 20 0 20


